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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　contents








プロローグ

第１章

第２章

第３章

第４章

第５章

第６章

第７章

第８章

第９章

第10章

第11章

第12章

エピローグ

あとがき



レディローズは平民になりたい ３ 悪役令嬢リリアナの場合　電子版特別ショートストーリー

番外編　セス・キャボットの場合
















[image: プロローグ]




「フェリシア・スワローズ。今日この時をもって貴様との婚こん約やくを破は棄きする」

　長かった。

　私はこの国の王子殿でん下かセス様がフェリシア・スワローズ、通つう称しようレディローズを睨にらみつけながらそう言うのをセス様のお隣となりで聞いていた。

　私、リリアナ・イノシーはセス様の婚約者であるレディローズに嫉しつ妬として彼女を陰かげでいじめた。

　それどころか、いじめられたのは自分の方だとセス様に噓うそまで吐ついている。

　でもこれは決められた物語。決められたシナリオだ。私も彼女も彼も皆みな、恋れん愛あいゲームの登場人物。私だけ前世の記き憶おくがあって、この世界がゲームと同じ舞ぶ台たいだと知っているけど。

　私はもう、シナリオを変える事を諦あきらめている。だからこの世界はゲームの通りに進んで行き、終わる。

　私は悪役。レディローズは主人公。セス様は攻こう略りやく対象のヒーロー。

　だったら私が断罪されて終わるのがもちろん道理。そう、私はこれからこの世から消えるの。

　セス様のお言葉はただの見せかけで、本当は私の噓の証しよう拠こは全すべて裏でもう揃そろえているし、レディローズの拒きよ否ひの言葉を待っているだけ。

　私は大好きなセス様に最低最悪に嫌きらわれて事実上の死し刑けいになるの。

　ああ、長かった。長かったわ。抗あらがおうと血ち反へ吐どを吐はく程ほど努力して、泣いて戦い続けて負けて諦めて、せめてセス様とレディローズを幸せにしようと決めた、終わりまでの私の物語。

　冤えん罪ざいを着せられたレディローズは、セス様に向けてきれいに微笑ほほえんだ。優やさしくて穏おだやかで誰だれよりも美しい、完かん璧ぺきないつもの笑え顔がお。今この場この状じよう況きようにはいまいち似つかわしくないけど、彼女はどんな時でも平静にこうして微笑む人なんだろう。

　さぁ、レディローズ。いつも通り、私なんて意に介かいしていないその優しい笑顔で早く次の台詞せりふを言って。私を終わらせて。

　レディローズが口を開く。

「それが殿下のお望みでしたら」

　そう、そうやってレディローズがセス様のお言葉を拒否してくれたからセス様は、

　……拒否、して、あれ？




　あれ？
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　私、リリアナ・イノシーが、自分に好きな人が居る事を〝思い出した〟のは、三歳の誕生日にメイドのシャーリーからその私の好きな人の名前を聞いた時──つい昨日の話だった。

　私は頭の中が搔かき乱されて酷ひどい目め眩まいを起こしその場に倒たおれ、一いつ瞬しゆん後全てを思い出してから目を覚ました。正確には、リリアナ・イノシーの意識とは別に前世の私、火ひ野の梨り々り子この意識と共に、改めて目を覚ました。

　昨日はいきなり倒れた私を心配する父親や、私が零ぜろ歳の頃ころから私付きのメイドであるシャーリーをなんとか宥なだめすかして、膨ぼう大だいな情報量に支配される頭を休める為ためにすぐに寝ねた。

　そして現在、早朝、しっかりと頭の中を整理出来た状態で目を覚ました私は満面の笑みを浮うかべていた。

「あぁあ、最っ高！　私、今あのセス様と同じ世界に居るんだ！　すーっ…はぁーあ！　セス様と同じ世界の空気吸ってる！　空気美味おいし過ぎ！」

　ベッドでごろんごろんとのたうち回りながら、私はこの狂きよう喜きの感情を少しでも発散するべく布ふ団とんを頭まで被かぶり枕まくらに顔を押し当て、音を最小限に抑おさえながら叫さけんだ。

　こんな突とつ然ぜんのたうち回る三歳児の奇き行こうを誰かに見られてはお医者さんコースは免まぬかれない。だから人に会う前に少しは落ち着こうとこうして一人の部屋でやっている訳だ。…そうこれはそんな冷静な行こう為いだ。私は今、至って冷静である。

　私がこれからどう生きるべきかのプランも完璧に立て終わっているし、自分の置かれている状況や立場も明確にわかっている。うん、なんて私冷静なんだろう。

「これから先、ただ生きているだけでもセス様のお口に入る野菜の隣で育った野菜を食べられたり、同じ農場で育った動物を食べられたりするかもしれないって事でしょう？　うわ、幸せ過ぎ！　幸せ通り越こして逆に辛つらい！」

　いかに私が冷静であるかを証明する為に、もう一度念には念を入れて状況を整理しよう。

　まず、私リリアナ・イノシーには別世界で生きていた前世の記憶がある。つい昨日まではかなり薄うすぼけてしか記憶に無く、自分に前世の記憶があるというよりは、自分の名前や物や国名など色んなものに既き視し感かんを覚えるという程度だったんだけど、今は明確に思い出せる。

　前世の私の名前は火野梨々子。享きよう年ねんは十七歳だ。目立った特技がある訳でも壮そう大だいな人間ドラマを繰くり広げた訳でもなく、実に平へい凡ぼん善良で恵めぐまれた人間関係の下もとで幸せに暮らしていた。

　そんな梨々子がどうして記憶を持って生まれ変わるなんて奇き想そう天てん外がいな現状に至ったのかというと、それは梨々子が生前から好きだった人に起因するだろう。

　梨々子は『救きゆう国こくのレディローズ』という恋愛ゲームの中のとあるキャラクターを心から愛していた。それはもう病びよう的てきな程に偏へん愛あいしていた。そのお方こそさっきから非常に冷静な私が口にしている、此処ここ、キャボット国の王子殿下であらせられるセス・キャボット様だ。

「私セス様とお会いした時、まともに話せるかな？　いや話せなきゃいけないんだけど、正直目が合った瞬間に血液沸ふつ騰とうして病院送りになりそう。いっそ大事な血管切れてその場で死んでもおかしくない」

　当時中学生に成り立てだった梨々子はとあるゲーム屋で『救国のレディローズ』のゲームパッケージの真ん中に描えがかれたメインヒーロー、セス様に心臓を撃うち抜ぬかれるも命からがらゲームを買ってお店を出て、そのままゲームにど嵌はまりした。正確にはセス様にど嵌りした。

　セス様だけを心の底から愛していた梨々子は、周りからどん引かれようが諭さとされようがお構い無しにセス様への愛を貫つらぬき、その気持ちは十七歳の死ぬ瞬間でも変わらなかった。

　事故によりトラックが自分の前へと突つっ込んで来るのを見た梨々子は、直感的に今から自分が死ぬとわかった。近くに居た子どもを咄とつ嗟さに庇かばったあたり、本当に善良に生きていた梨々子。そんな彼女で私の最さい期ごの願いを、神様は叶かなえてくれた。

『次は、一パーセントでも叶う確率のある恋こいがしたい』

　成じよう就じゆ確率零ぜろパーセントだった恋情の相手の世界に転生させてくれるだなんて、神様は気前が良い。私は今日から死ぬまで神様を信しん仰こうします。

「いや……死因がセス様って、それはそれで幸せなのでは？　私の人生をセス様が終わらせてくれる、それはもしかして結婚よりよっぽど深い契ちぎりと成り得るのでは…？」

　ちなみにリリアナ・イノシーは、ゲームの主人公レディローズ様ではない。だけどゲームにもばっちり登場していた。リリアナはセス様ルートを進めようとする主人公の前に立ちはだかるライバルキャラ…悪い言い方をするなら悪役令れい嬢じようだ。

　でも私、主人公よりリリアナの方が自分に近いと常々思っていたから、主人公じゃなくリリアナに生まれ変わった事については全然オッケー。主人公だったらセス様と何もしなくても家の力で婚約出来るからその点では都合いいと思うんだけど、セス様という素す晴ばらしい婚約者が居るのに他ほかの男に目移りする気持ちが全くわからなくて、セス様ルート以外ではゲーム中主人公に感情移入出来なかったんだよね。

　一方ゲームのリリアナは、主人公が誰のルートを選ぼうが一いち途ずにセス様だけを好きなキャラクターだし、セス様ルートで主人公をいじめる悪女になるのはやり過ぎだけど、主人公が他ルートを選んだ時はすかさずセス様と結ばれる。それでこそ私が生まれ変わった対象であるキャラクターだ。そのセス様への執しゆう着ちやく、素晴らしい。

「でも生きてセス様と結婚し愛し愛された上でどちらかが死んだその時、その方がよっぽど二人の心を繫つなぐ楔くさびになるか…。うん、初対面で死ぬなんてそんなのやっぱり勿もつ体たいないな」

　単純に考えて、主人公のレディローズがセス様を選ばなかった時以外、ゲームの攻略キャラはセス様や隠かくしキャラ含ふくめて六人だから、六分の五の確率で私は運命上セス様と結ばれる。

　だけどそんな他人任せに甘んじる私ではない。六分の一で私がセス様と結ばれない確率があるというのに、その時指を咥くわえてただ見ているような、そんな大人しい女では…ない！

　レディローズがセス様を相手に選ぼうがそんな事こたぁ関係ねぇのだ。ゲームが始まるティーア学園入学の十五歳までにセス様に私の事を好きにならせて二人の間に入り込む余地の無い愛を築いちまえば、もうゲームとかシナリオとか関係なく私は勝ち！

　そしてそれが出来るだけの知識が私にはある。容姿も前世は平凡だったけど、今はストロベリーブロンドの髪かみも紫むらさき色いろの目も愛らしい清せい楚そ可か憐れんな美少女だ。そして何より、セス様の隣となりに立って相応ふさわしい女になれるよう私は三歳の今時点から努力を積み重ねて行く気満々だ。

　何が完璧令嬢レディローズだ。何が主人公だ。私が転生した時点でこの世界の主人公は私だと相場が決まっている！　勝てる気しかしないね！

「……起き床しよう！　お勉強する！」

　有り余る愛の情熱発散儀ぎ式しきを終わらせ、脳内整理もあらかた終わりキリが良くなったので、私は被っていた布団を撥はね除のけベッドから起き上がった。

　部屋に備え付けられている洗面所で、台を使って足りない身長を補いながら顔を洗い髪を梳とかす。普ふ段だんはメイドのシャーリーにしてもらっているお着き替がえを自分の力で済ませ、貴族らしくもシンプルめな動きやすいワンピースに着替えた。それから全身鏡で身だしなみを軽くチェックした後、背せ伸のびしてドアを開け部屋を飛び出す。

　時刻はまだ朝の六時。廊ろう下かを歩いていても人には会わない。自室にお勉強道具があればそのまま大人しくお勉強したんだけど、三歳児の部屋にそんなものはない。ぬいぐるみはたくさんあるけど、本ほん棚だなさえ無い。

　こんな事になるなら今年の誕生日はお勉強セットを頼たのんでおけば良かった。自分の今の身長より大きいクマさんのぬいぐるみなんて、愛の修しゆ行ぎよう経験値の足しにはならない。

　確か本がいっぱいあるのはこの部屋だったはず、というおぼろげな記き憶おくを頼たよりに私は見事書しよ斎さいへと辿たどり着いた。幸さい先さきいいね！

　背伸びしてドアを開け、部屋の隅すみに行き備え付けられている小さな棚たなの引き出しを開ける。

「ビンゴ。筆記用具ゲット！」

　私はパチンと指を鳴らそうとしてうまく音を鳴らせず、自分の手を不満を込めて見た。ぷくぷくで柔やわらかく小さい手と指は、指パッチンには向いていないらしい。前世では良い音鳴らせたのに…。

　気持ちを切り替かえてインクと羽ペンと羊皮紙を持ち、机と椅い子すがある窓まど際ぎわへと移動する。

　椅子を見上げる。結構高い椅子だ。私の身体からだじゃ這はい登るだけで体力を使いそう。しかも机とも身体のサイズが合っていないので、椅子に座れてもまともに机を使えないだろう。

　私は少し悩なやんだ末、貴族のご令嬢らしさを気にせず床ゆかでお勉強する事にした。

　さて次は、身長的に届く位置にある中で目ぼしい本を探そう。この世界で学ぶべき事が私にはたくさんある。つまりそれだけ読むべき本も多い。探すのはそう難しくないはず。

　その場に筆記用具を置いて本棚に近づく。洋風な世界なのに日本語で書かれている文字に、文字を覚え直さなくていいのは有あり難がたいよなと思いながら『貴族社会のマナー』と背表紙に書かれた本を手に取った。

　少し厚めというだけなのに、実際に持ってみるとかなり重く感じる。うーん、小さな身体って思った以上に面めん倒どう臭くさそうだ。

「一冊ずつでいいかな」

　私はうん、と自分の言葉に自分で頷うなずき、本を持って筆記用具を置いた床まで歩いた。

　家の中でも靴くつを履はいて歩く文化なのでちょっと汚きたないけど、やむを得ないので床に膝ひざをつき上半身を倒たおして本を読み始める。こんな事もあろうかと今日私が選んだワンピースの色は濃こいグレーで汚よごれが目立たないし、三歳児のやる事だし、まあ許されるだろう。

　本を読み進めながら、重要と思った事はよく覚える為ためにインクにひたした羽ペンで羊皮紙にメモを取っていく。羽ペンが前世で遣つかい馴な染じんでいないから書き辛づらいけど、代わりの物なんて無いんだから文句は言えない。使っていればそのうち慣れるだろう。

「敬語は未まだしも女性の貴族はですわ口調…そういえばリリアナってゲームでそんな口調だったか…。主人公も、正式な場ではそうだったな。えー、ですわ…ですわ、か…照れないで話せるようにしなくてはいけませんわね……」

　私を起こしに部屋に行ったシャーリーが私が居ない事に気付き誘ゆう拐かいかと勘かん違ちがいした事で、ちょっとした騒さわぎが起き、その騒ぎを私が聞きつけるまで私のお勉強は続いた。




「リリアナ様、お勉強は素晴らしい事ですがあまり心配を掛かけないでくださいませ。ただでさえ昨日お倒れになった事で旦だん那な様もご心配なさっているのですから」

「ご、ごめんなさい…」

　此方こちらを見下ろし腕うでを組んで仁に王おう立だちしているシャーリーに、私は怯おびえながら謝った。

　シャーリーは、まだ十八歳と前世の私より一つ年上なだけなのに大人っぽい。水色の髪とピンク色の目は前世の私の価値観だとロックに見えるけど、この世界では普通だし基本的に見た目も中身も知的な美人だ。しかしそのあまり変わらない表情とキツめな顔立ちは、私という三歳の幼女への専属メイドを仕事にしているとは思えない。今も威い圧あつ感かんが半はん端ぱないし。私が前世の記憶を鮮せん明めいにさせる前ならぴーぴー泣いてしまっていただろう。

　しかし、そうか。カイン子し爵しやく…私の今世の父親も心配しているのか。メイドや執しつ事じが居るとはいえ、母親があまり家に帰らずほぼ男手一つで育てている娘むすめの事はそりゃ気に掛けるか。もう少し自分の行動には気を付けなければいけないらしい。やれやれ、三歳児も大変だ。

「お勉強でしたら、よろしければ私がお教え致いたしますよ」

　私が考えている間に、シャーリーは無表情のままながら威圧感を消ししゃがんで私と目線を合わせる体勢となってくれていた。実は怒おこる前にも私を部屋に戻もどしてミルクをくれて落ち着かせてくれたし、シャーリーは一見ちょっと怖こわいけどその実優やさしい。

　さて、それはいいとしてシャーリーのその提案は願ったり叶ったりだ。私は嬉き々きとして頷こうとし──すんでのところで思い留とどまった。

「も、もうちょっと大きくなったらそれはよろしくお願いしますわ。これからは行き先を伝えてから動くように致します。それならいい…ですわよね？」

　我ながら乾かわいた笑えみを浮うかべる私は、前世から噓うそが下へ手ただと周りに散々言われて来た。幸いにもシャーリーは特に私の様子に突っ込む事なく、そうですかと頷いて流してくれたけど。

　シャーリーに教えてもらいたい事はもちろんたくさんある。だけど、私は今三歳だ。ひらがなの読み書きやらたし算ひき算やら、そんなレベルからお勉強が始まるのは必至。ほぼ無意識で目を瞑つぶっていても出来るような事ではおさらいにもならない。さすがに無む駄だな時間だ。

　マナーとか貴族としての心得とかなら前世からの知識が全然無いからむしろ習いたいんだけど、それだけ教えてというのも不自然だろう。だからもう自己流でやる。

「お嬢様、なんだか急に大人になられましたね」

　その時ふと、シャーリーがそんな言葉と共にじっと射い貫ぬくような視線を向けて来て、私は思わず小さくびくりと震ふるえた。これが漫まん画がなら、私の横にギクッという効果音が書かれていた事だろう。

　ど、どうしよう。私は噓が下手だ。なので、真っ正面から誤ご魔ま化かそうとすると絶対にこの冷静で理知的なシャーリーにはバレる。私は自分がそんなに出来る子ではない事をちゃんと自覚している。そしてだからこそ、分をわきまえさっさと代案に逃にげられる。

　よし、こう、何とか話題を逸そらして乗り切ろう！

「ええ、だって私恋こいしてますもの！」

「…恋？　お相手は…？」

「ヒミツ、ですわ！」

　私が今思いつく話題はセス様の事しかないので、この恋れん情じようを堂々と言った。すると予想外の返答に驚おどろいたのか、訝いぶかしげに聞き返されたので私は胸を張って黙もく秘ひを宣言した。

　三歳児の言う恋心なんてどうせ一過性のものだと適当に流してしまえばいいのに、なんだかシャーリーは結構真しん剣けんそうだ。家からほとんど出た事も無く社交界デビューもしていないし同年代の友達も居ない私が、何処どこの誰だれを好きになれたのかという好こう奇き心しんかもしれない。シャーリーって無表情だから、その辺の感情読み取り辛づらいんだよなぁ。

「そうですか、では今はもう聞きませんね。それはそうと、旦那様がお嬢様をお呼びです。ちょうど今いま頃ごろ旦那様も休きゆう憩けい時間ですから、執しつ務む室までご一いつ緒しよに来て頂けますか？」

「ええ、構いませんわ」

　私は安あん堵どして、父親であるカイン子爵の居るという執務室までシャーリーの後ろに付いて歩いて行く。メイドに前を歩かせるのは貴族の令れい嬢じようとしては間違いかもしれないけど、そこは私三歳だし、よく行く部屋なら未だしも執務室の場所を覚えていないから仕方ないだろう。

　程ほど無なくして一つの部屋の前でシャーリーは足を止め、私を見て頷き此処ここが目的地だと速すみやかに合図してくれた後、部屋のドアをノックした。

「失礼致します。旦那様、お嬢様をお連れ致しました」

「おお、ありがとう。入りなさい」

　中から聞こえた声に、シャーリーはゆっくりと音を立てずにドアを開き私に向けてどうぞと促うながすように掌てのひらを出した。前世ではバイト経験さえなかった私は、凄すごいなぁお仕事出来るなぁとそんなシャーリーに感心しながら部屋に足を踏ふみ入れる。

　豪ごう華かな大きい椅子に座るカイン子爵は、椅子に負けず劣おとらず大きい。主に横よこ幅はばが。何というか、この血を引いている私は食生活に気をつけようと思う。

　だけど人ひと柄がらの良さそうな温かいにっこり笑顔のカイン子爵は、太ってはいてもそれを包容力があるという長所に変えてしまいそうな柔らかい空気を持っている。私と髪かみ色いろも目の色も同じで顔のパーツも整っているし、瘦やせたら大層なイケメンになるだろう。今でもそれなりにはモテそうだし。

「お父様、わざわざお仕事のお部屋に私を呼び出すだなんてどうかなさいましたの？」

　小首を傾かしげて聞いた私に、カイン子爵はその穏おだやかな気き質しつには珍めずらしく眉まゆを顰ひそめた。咄とつ嗟さに、まさかお勉強中に誤って服や手にインクでも溢こぼしてしまっていたのかと自分の身体を見回したけど、特に変わった様子はない。

　そう、私の外見は問題なさそうだ。となると、だけど、まさか──

「…お父様？」

「リリアナ……一つ、聞きたい事がある」

「え、ええ」

　ほんの少し動どう揺ようしたように聞こえるカイン子爵の声こわ音ねに、私も緊きん張ちようして声が上うわ擦ずる。

　もしかして、転生者だってバレた…？　子どもらしく、三歳らしく、昨日までの私らしく…どうやれば繕つくろえるのかがわからない。別に私はリリアナの身体を乗っ取った訳ではない。生まれ変わった時から私は私だった。ただ、前世の記憶を明めい瞭りように思い出したのが昨日だったというだけだ。

　だけどカイン子爵からしたら、前世の記憶を思い出している私はリリアナじゃなく見えるかもしれない。私は、この家を追い出される訳にはいかないのに。

　私は、絶対…絶対に、セス様と結けつ婚こんするんだから。

「何な故ぜ昨日までパパ様だった呼び方がお父様に変わっているんだ!?　いや、お父様も悪くはない。悪くはないが、ちょっと早過ぎないか!?　もう少しパパ様と呼ばれる喜びを私に味わわせてから、そうせめて五歳、七歳…八歳、ぐらいまで……」

　……。とんだ取り越こし苦労だった。カイン子爵、平和な人だ。

「それでお父様、ご用は？」

　私はカイン子爵の嘆なげきの問いを一いつ切さいスルーし、笑顔で尋たずね直した。

　そもそも、今の私にとってのお父さんとは前世のお父さんだけだ。記き憶おくをちゃんと思い出す前なら未だしも、十七年一緒に居たお父さんからそう簡単に新しい父親はこの人だと突つきつけられても易やす々やすとは受け入れられない。

　カイン子爵の事は、優しくて良い人だとは思っている。私を育ててくれる事に感謝もしている。でも、父親は前世のお父さんだけでいいとどうしても思ってしまう。ごめんね。だけどこれは父親に対してだけじゃなく他ほかのほとんど全すべての事に思っているから、ゆるしてね。

　じっと私を責めるように見て来るカイン子爵に、私は首を傾げてさらに笑みを深めた。

「かわいい！　好き！　シャーリー見たか、うちのリリアナの今の超ちよう絶ぜつかわいい笑顔を…！」

「旦那様、三歳のお嬢様に促されていないでとっととご用件を仰おつしやって差し上げてくださいませ」

　カイン子爵相手に敬語だけどぞんざいな態度のシャーリーが格好いい。これが権力を笠かさに着ているタイプの貴族相手だとさくっと殺されかねないんだけど、カイン子爵は自分の地位に執しゆう着ちやくが無く使用人にも優しいから、シャーリーにはこのまま格好良く生きていって欲しい。

「あー、そうだな。まずはリリアナ、体の調子はどうだ？」

「とても元気ですわ。昨日はご心配お掛かけ致しました」

「そうかそうか、それはよかった」

　カイン子爵は私の返答に、本当に嬉うれしそうに微笑ほほえむ。そんなに真っ直すぐに愛を向けられると少し居い心ごこ地ちが悪い。

　それからカイン子爵は和なごやかな空気を払はらうように咳せき払ばらいし、だけど優しい声音のままに再度口を開いた。

「今日呼び出したのは、リリアナは社交界デビューいつがいいかと聞きたくてな。もちろん、今すぐの話ではないから焦あせらなくていいしあまり遅おそ過ぎる時期へのお願いも困るんだが、ある程度なら聞くよ」

　私はゆっくりと言葉の意味を吞のみ込み、理解した瞬しゆん間かん、破顔した。

「すぐ！」

　カイン子爵に詰つめ寄り、椅い子すに座るカイン子爵のボトムスの裾すそを摑つかんで見上げ懇こん願がんする。

「すぐが、いいですわ。可能でしたら次の社交パーティーで是ぜ非ひ。ちょっとでも早く」

「…次、か？　だが、そうするにはそれまでにいっぱいお勉強しなきゃいけなくなるぞ？」

「お父様、私お勉強したいのですわ。お願いします」

「途と中ちゆうでやっぱりイヤというのは、失礼な事だから出来ないぞ？」

「絶対言いません。絶対、です。もしそんな事言ったらうんと叱しかってください」

　セス様は、王子殿でん下かだからという事もあるけどご本人の希望で三歳のうちに社交界デビューする。ゲームの中の彼はそうだった。なら私も一刻も早く、彼と会って時間を共有したい。何より私がお会いしたい。

　セス様と会う為ための努力を、私がイヤだと駄だ々だをこねる訳がない。今世の私はセス様の為に生きてセス様の為に死ぬ気しかないんだから。

　私の本気具合が伝わったのか、カイン子し爵しやくは優やさしい笑え顔がおで頷うなずいた。

「わかった。かわいい娘むすめのお願いはパパ様断れないからなぁ…！」

「ありがとうございますわ、お父様！」

　私は笑顔でカイン子爵に飛び付き、そのぽよぽよの胸に顔を埋うずめながら喜んだ。
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　社交界に出ても恥はずかしくなくなり次し第だいお披ひ露ろ目めさせてもらえる事になった私は、シャーリーから毎日たくさんの礼れい儀ぎ作法や貴族としての立ち振ふる舞まいを学んだ。

　座学については、練習して字を書けるようになっていましたの！　数字は絵本で覚えたのよ！　と頭を悩なやませながらも笑顔で押し切った。心配とは裏腹に案外あっさりと押し通せた。

　部屋には新しく本ほん棚だなが備え付けられ、三歳児の部屋とは思い難がたいぐらいにお勉強の本が並んだ。また、この歳としにしてお勉強机というものも買い与あたえてもらった。

　午前中のお勉強が休憩時間に入ったので、私は汚よごれ一つないまだ新しいお勉強机に羽ペンを置き、大きく伸のびをした。

「お嬢様は物覚えがよろしいですね」

「そうかしら？　嬉しいわ」

　先生役をやってくれているシャーリーが普ふ通つうに褒ほめるように言ったそれに、笑顔を返す。

　前世から知識がある事をおさらいする以外のものに関しては、覚えが良い方の子だというぐらいの能力。懸け念ねんしていた出来過ぎて怪あやしまれるという事もなく、精神的に三歳より本当は大人なのにその程度だった私。私は天才じゃない。

　でもいい。偉い人じんになりたい訳じゃない。セス様と結婚し王おう妃ひになっても遜そん色しよくない程度の能力を、今から必死に努力して手に入れられればそれでいい。

　立ち振る舞いのお勉強は順調で、このまま行けば一ひと月つき後の社交界は大だい丈じよう夫ぶそうだとシャーリーがカイン子爵に進言してくれた。一月後、私は前世から恋こい焦こがれたお方に会える。

「ところでお嬢様、何か欲しい物や行きたい所はございますか？」

「え？」

　私は唐とう突とつな話題の転てん換かんにきょとんとシャーリーを見た。まあ、見たところでシャーリーの無表情から私は何も読み取れはしないんだけど。

　私の誕生日まではまだ半月ある。毎日お勉強を頑がん張ばってはいるけど、それは私が望んでむしろお願いした事だし、特別ご褒ほう美びをもらえるような何かをした覚えはない。

「最近お勉強に精を出しておられますが、あまり良い子過ぎるのも親は心配なものなのですよ」

　私がよっぽどわかりやすく不思議そうな顔をしていたのか、聞かなくてもシャーリーが答えてくれた。

　ご褒美じゃなく、もっと子どもらしく遊んだり我が儘まま言えよという事か。確かにカイン子爵は気にしそうだ。あの人過保護っぽいし。

　うーん…でも、欲しい物？　ううーん……セス様以外に浮うかばない。食べ物は前世の世界にあるけどこの世界に無いものがいくつかあるようだし、変にボロを出したくないから却きやつ下か。服やアクセサリーは毎日違ちがうものより本当に好きなもの・似合うものがいくつかあればいいって考え方だからわざわざ欲しくはない。もうお花でいいかなぁ。好きだし。でも庭に行けばあるから、それじゃあ我が儘を言って欲しいって期待には応こたえられていないよね。

　行きたい所、なら城下町とか？　いや、それより今は断然お勉強していたい。城下町を漠ばく然ぜんと観光なんてしていたら一日潰つぶれそうだし、それは時間が勿もつ体たいない。

　あー…ダメだぁ。私の今世の欲よくってセス様に関する事しかないかも。それ以外全部、前世に置いて来ちゃったみたいだ。私今生きてるだけで幸せだし──

「…あ、私、教会に行きたいわ」

「教会、ですか？」

「ええ、そう。近くのでいいのだけれど、ダメかしら？」

　シャーリーは黙だまってじっと私を見て来る。私はどう反応すればいいのかわからないので、とりあえず笑い返した。シャーリーが溜ため息のような深い息を吐はく。

「かしこまりました。旦だん那な様にお話ししておきます」

「ありがとう」

　よし、これで神様に会いに行ってお礼を言える。何だかやっぱり三歳児のお願いとしては求められていない事を頼たのんでしまった気がするけど、私が教会で心底喜んでいるところを見せてカイン子爵に報告してもらえれば結果オーライになるだろう。

　さて、お勉強の再開時間だ。私は勇んで羽ペンを持ちいつでも始められる体勢に入る。

「…お嬢じよう様さま、甘いものは好きでしたよね？」

「ええ、家のお食事はどれも美味おいしいけれど、特に甘いものは好きね」

　またもシャーリーが脈みやく絡らく無く話を転換させた。無表情も相まって不思議ちゃんみたいになっているんだけど、まあ彼女なりに色々考えているんだろう。シャーリーは優ゆう秀しゆうなメイドだ。むしろ私が鈍どん感かん過ぎてさっきから彼女が言いたい事を汲くみ取れていないのかもしれない。

　私は前世からたぶん全く味覚が変わっていない。細かいところはもしかしたら違うかもしれないけど、甘いものは前世から大好きで今世でも大好きです。

　今世の食の不満をしいて言うならお米を食べられない事だ。パンも麵めんも好きなんだけど、元日本人としてはやっぱりお米食べたい。この世界なら何処どこかに稲いねがありそうな気がするから、もう少し成長して発言力が強くなったら探してみるのも有りかとは思っている。

　それ以外は貴族で良いものを食べられているからか、この世界の食事は前世に負けず劣おとらず元々美味しいのか、毎日食事を楽しめている。あー、でも甘味系もちょっと今世は少ないかな。健康的ではあるけど果物ばかりだ。

「失礼ながら、少し席を外させて頂きます。少々お待ちくださいませ」

「行ってらっしゃい」

　シャーリーがお勉強開始時間になった直後に離り席せきしてしまった。なんだろう。話の流れからして甘いものでも持って来てくれるんだろうか？

　私は、でももうお勉強開始時間になったしと自分に言い訳してマナーの本を開いた。シャーリーに詳くわしく聞く事や実際に動いて学ぶ事もあるけど、座学で何とかなる事なら一人でも学べるからね。

　上の者と下の者に対する言葉の使い分けはもう結構自信があるけど、歩き方、立ち方、座り方、そういうのだけでも細かく美しい立ち振る舞いというのがあって覚えるのが大変だ。いくらかわいい娘に頼まれたからって、三歳児に社交界に出てもいいと許可を与えたカイン子爵はちょっと異常だったんじゃないかと思ってしまう。

　私が集中していると、お勉強机に何かが置かれた。はっとして顔を上げると、いつの間にかシャーリーが戻もどって来ていた。集中し過ぎていたらしい。

　この周りの見えなさではあっさり誘ゆう拐かいされたり何かの陰いん謀ぼうに巻き込まれたりしそうなので直した方がいいなと思いながら、何を机に置かれたのか見る。

　お皿の上に数枚置かれているそれは、茶色くて、薄うすくて、角ばっていて、表面には艶つやがあって、約三センチ四方の一口サイズで、とても見覚えがあるものだった。

「チョ、」

　チョコレートだー…！　わー！　私、チョコレート大好き！　うわぁ、この世界にもあったんだ！　文明の発達具合からして、たぶん無いって諦あきらめていたものの一つだから嬉うれしい！　この世界でセス様の事以外で初めて私は大喜びしている！

「ちょ、ちょっと、それは何かしら…？」

　だけどチョコレートを見た事がない私が大喜びするのはおかしいので、私は下へ手たな演技をした。めっちゃそわそわする。そしてそのそわそわが明らかに見た目にも出てしまっている。

　恐おそる恐るというように見えているかはわからないけど、とりあえずシャーリーをちらちら窺うかがいながらチョコレートを手に取り鼻に近づける。あぁあ、この甘さとカカオの香かおり最高。

「焦こげ茶色なのに甘い匂においがするわ」

「甘いですよ。それはチョコレートという食べ物で、見た目はあまり食べ物らしくなく苦そうかもしれませんが、生産量は多くなく貴族でも毎日は食べられない希少な甘味です。ご賞味くださいませ」

　あ、チョコレートって見た目じゃ食べ物にさえ見えないのか。うーん、前知識無いなら確かにそうかも。近いものを考えると石なんかになりそうだもんなぁ。

　まあでも、シャーリーも食べられると言っているし、子どもは好こう奇き心しん強くても自然だろうし、何より私が食べたいし食べたいし食べたいし、食べても大丈夫だろう。

「いただきます」

　一口食べれば口に馴な染じんだ優やさしいミルクチョコレートの甘みと香りが口の中に広がる。口内の熱でとろけるチョコレートを嚙かんで、味と同時に食感も楽しむ。うー美味しい。幸せー。

「お気に召めしたようで良かったです」

　なんと、何も言わなくても伝わっている。私本当に噓うそ吐つけない女だな…セス様相手にも前世の事とかゲームの事とかぽろっと言ってしまわないか不安だ。

　シャーリーは見た目が無表情なのでやっぱり察し難にくいけど、なんだか声の感じが機き嫌げん良さそうだ。というか、嬉しそう。

　うーん、あー、三歳児が机にかじりついていたらそりゃ父親だけじゃなく身近な年上のお姉さんであるシャーリーだって思うところはあるかぁ。いくら仕事だといっても。私がシャーリーの立場でも甘いものの一つでも与あたえて子ども扱あつかいしたくなるかも。

「シャーリー、私これ、また食べたいわ」

「かしこまりました。旦那様にお伝えいたします」

　シャーリーは優しい声で答えてくれた。私の反応は、これで正しかったんだと思う。
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　今日の私は機嫌が良い。

　いや、この世界でセス様と同じ空気を吸えているというだけで私はいつだってハッピーにこにこ幸せの極きわみなんだけど、いつにも増して機嫌が良い。

　今日はカイン子し爵しやくから許可が取れたので、家から近い城下町の教会に連れて行ってもらえる事になったからだ。

　やっと私は正式に神様にお礼を言える。毎夜寝ねる前には神様に感謝の言葉を口にする事にしているけど、それだけじゃ物足りないという気持ちが大きくなっていたところだった。

　それはそうと教会に行く為ために生まれて初めて馬車に乗ったら車内が結構に揺ゆれて、お尻しりは痛いし相当酔よった。前世の乗り物が乗り心ごこ地ちを追求しまくった末に出来たものだったのだと私は強く実感した。

「…お嬢様、まだ具合は優すぐれませんか？」

「いえ、だ、大だい丈じよう夫ぶよ。それに社交パーティーにも馬車で行くのだし、慣れないと…」

　私は馬車が教会に着いた頃ころには息も絶え絶えだった。吐いたら楽になれるから本当は吐きたいんだけど、さすがに人前で吐く訳には行かない身分だから堪こらえている。

　シャーリーに背中をさすってもらいながら馬車から出てしゃがみ込み、外の空気を吸ってちょっと休む。

　機嫌は良いけど体調がまったく追いつかない。こういうのって慣れでどうにかなる気がしないんだけど、これから馬車に乗る度たびに万ばん全ぜんの対策をするべきか？

　いや、努力するべきだ。別に前世から特別酔いやすい訳じゃなかったし、強い揺れが原因で酔うんだとわかっているんだから、何年も掛かけて筋肉…腹筋とか鍛きたえて身体からだをあまり揺らさず姿勢良く乗っていられれば酔わないと思う。前世の乗り物より相当揺れるというだけで、舌を嚙む程ほどではないし。これも立派な貴族の令嬢となりセス様と結けつ婚こんする為。頑がん張ばろう。

　大きく深呼吸して、だいぶ落ち着いて来た私はまだ多少具合が悪いのを振ふり切って平気な顔を繕つくろい立ち上がった。

「心配掛けたわね、シャーリーと護衛さん達。行きましょう」

「はい」

　教会前の馬車近くで苦しんでいたせいか周囲から視線を感じるけど、私は堂々と背筋を伸のばして歩き出した。後ろからシャーリーと、外だからと付けられた二人の護衛が付いて来る。

　教会は別段前世の頃は縁えんが無かったから、前世との違ちがいはよくわからない。まあ違いがあったからなんだという話だけど。

　中に入ると、城下町の大きい教会だからか十数人の人が居た。皆みなが笑え顔がおで、懺ざん悔げに来ただとかの厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きは感じない。服装の華か美びさから判断する限りでは貴族は見当たらなく、皆平民のようだ。修道服を纏まとった教会の関係者らしき人も三人程居る。

　次に、視線を上げる。真っ直すぐ見上げた先には大きな十じゆう字じ架かが見えた。

　それを視界に映した瞬しゆん間かん、私は早足で正面の道を突つっ切るように歩き出した。誰だれにも止められず邪じや魔まもされなかった私は、すぐに十字架の前というよりほぼ真下の位置まで辿たどり着く。

　私の身体より、そして人間の大人の身体よりもずっと大きな十字架を見ていると、神様とお会いしている気分だった。私は迷わずその場に跪ひざまずく。

　そのまま目を閉じ、神様へありったけの感謝を捧ささげた。

「ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます…」

　何回言っても、きっとこの先何年何十年毎日繰くり返しても、言い足りない。

　人生やり残した事があったからって生まれ変わらせてもらえて、しかも前世では絶対叶かなわなかった初はつ恋こいの人の世界に行かせてもらえるなんて、そんな幸福滅めつ多たに無いどころの騒さわぎじゃない。私は自分を、この世で最も幸福で最も神様に感謝すべき人間だと思う。

「神様、ありがとうございます。今日も私は幸せです」

　最後に、いつもは夜に言う謝辞を恍こう惚こつと共に吐はき出した。一つ息を吐き、満足して立ち上がる。十字架を神様に見立てそれだけに集中し他ほかの一いつ切さいを視界から追い出していた私は、振り返って驚おどろいた。

　教会に居るおよそ十数人の人間──その全員が、私を穴が開きそうな程に凝ぎよう視ししていたからだ。視線の位置は低く、明らかに私の後ろで頭上にある十字架を、ではなく私を見ている。

　私が動どう揺ようしながら比ひ較かく的てき近くに居た一人の男の人と目を合わせると、はっとしたように勢い良く目を逸そらされた。次にその隣となりの女の人と目を合わせると、彼女も同様の反応をする。

　な、なんだ？　まさか私があまりにもかわいい三歳児だから人目を集めている…？

　視線はまだまだ感じる。だけど、目を合わせると見てはいけないものを見てしまった時のような反応をされるのに、視線からはどうもまったく悪意は感じない。むしろ、何だろう。どこか恍惚としていてぼーっと見み惚とれられているようで…。

　やっぱり私がかわい過ぎたかな!?　確かに前世の私は普ふ通つうの顔だったけど、今世の私は見るからに美少女だもんなぁ。んー、そんな反応をしてもらえると、セス様と会う時の自信がついちゃう。ふふ、嬉しい。

「シャーリー、帰るわよ」

「ぁ、は、はい！」

　私がナルシストになる事で納なつ得とくしてシャーリーを見上げると、シャーリーは肩かたを跳はね上げ慌あわてたように返事した。

　え…？　何、その周りと同じような反応…？　まさかシャーリーまでも私に見惚れていたという事は無いだろう。シャーリーは私の事なんて見慣れている。

　こ、これは確実に、私がかわいいから見られていたんじゃなかったようだぞ…？　よく考えると、私はかわいいけど別に我を忘れて見入る程ではないと思うし。

「ねぇ、もしかして私、何か教会のマナーを犯おかしてしまっていたの？　だったらはっきり教えて欲しいのだけど…ああ、来る前にちゃんとお勉強しておくんだったわ」

「いえ、お嬢じよう様さまがお気になさる事は一切少しも一つもございません！　帰りましょう！」

　明らかに様子のおかしいシャーリーはいつもより大きな声と変なテンションで捲まくし立てた。そして他の人と同様にぼーっとしている護衛達を小こ突づき、彼等も正気に戻もどさせる。

　私は気まずく思いながらも、未いまだ周りから視線を感じて居い心ごこ地ちが悪かったので教会を出た。

　そして外に出てから再度、シャーリーの服の裾すそを引き見上げた。

「あ、あの…さっきの私について気になる事があるなら言って欲しいのだけど…」

「いえ。しいて言うのでしたら、とても美しかったです」

　何が…？　話の流れからだと、私に言いたい事を言えという内容だったんだから、私が美しかった、となると思うんだけど…まさかこのシャーリーが三歳の女の子を相手に美しいと言ったという事は無いだろう。私の顔立ちにしても綺き麗れい系じゃなくかわいい系だし。

　シャーリーが平常な様子に戻ったのは安心したけど、いまいち謎なぞが解けず消化不良だ。でもマナー違い反はんならシャーリーは普通に教えてくれると思うし気にしなくていい、かなぁ？

「ところでお嬢様、次にお越こしになるのは何時いつがよろしいでしょう？」

「え、っと、そうね…月に一度は来たいわ」

「かしこまりました。旦だん那な様にご許可を得ておきます」

　あれ？　私、教会に行きたいとは言ったけど定期的にだなんて一度も言ってない…よね？　何で好奇心で一度来てみたいと思っただけの可能性が排はい除じよされて、当たり前のように次の事を聞かれたんだろう？

　それに、シャーリーはカイン子爵に聞く必要がある事はいつも、お伝えしておきますだとか頼たのんでおきますだとかの答え方なのに、今回は許可を最初から取る気満々だ。何で？

「お嬢様、お辛つらいかとは思いますが帰りも馬車ですので…横になりますか？」

「い、いえ！　頑張るわ！」

　一ひと先まず今は馬車という試練が私を待ち構えているし、正直そんなに重大な問題とも思えなかったのでシャーリーの様子のおかしさは思考の隅すみに追いやった。

　気持ちを切り替かえ意気込んで、シャーリーの手を借り再度馬車に乗り込む。

　帰りは精せい一いつ杯ぱい姿勢良くあまり身体を揺らさないようにと気を付けたつもりだけど、三歳児ボディではあまり効果も無く結局私はまた盛大に酔った。

　社交界での移動の時は髪かみのセットが崩くずれそうだから絶対横になりたくないんだけど、ちょっと窮きゆう屈くつなドレスを着て余計に酔いやすい状じよう況きよう下ではそれは無む謀ぼうな気もする。

　私は馬車の問題を考えるうちにシャーリーへの違和感を捨てた。セス様との初対面をいかに万全の状態で果たすかの方が重要だったからだ。
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　ほんのりと桃もも色いろがかった白色で、短過ぎない膝ひざ上うえ丈たけの柔やわらかく動くとふわりと揺れるたくさんのレースがあしらわれた清せい楚そなかわいらしいドレス。

　そして何より、それが非常に似合う今世の私の美少女さに私は鏡の前で感動していた。

「シャーリー！　見て！　私、かわいいわ！」

「そうですね、髪もかわいらしく致いたしますので動かないでくださいね」

　私のナルシスト発言をさらっと流したシャーリーは、自分はいつも後ろにきっちり一つ縛しばりしているだけとは思えない手て際ぎわの良さで私の髪を綺麗に編み込み纏まとめ上げていく。

　あっと言う間に出来上がった、ドレスに合わせてか派手過ぎずきっちりし過ぎてもいない編み込みハーフアップにユリの生花があしらわれた私の髪型は、これまた非常にかわいい。

　淡あわい色のドレスにストロベリーブロンドの髪色がまた愛らしさを醸かもし出し、紫むらさき色いろの目とドレスデザインの清楚さのお陰かげでそこまで子どもっぽくもない。髪色と同じ色の靴くつは、三センチピンヒールのパンプスだ。ヒールが細くても三センチぐらいならこの小さな身体でも問題なく歩ける、というのは既すでにシャーリーと一いつ緒しよにテストした。

　私は鏡の前でくるっと回ったり後ろを向いて振り返ったり横を向いたりしながら自分の姿をチェックし、そのどれもかわいい事にご機き嫌げんになった。大きくなってこのドレスと靴が着られなくなっても大事に取っておこう。私のセス様との最初の思い出の品になるんだから。

　…かわいいって、言ってくれるかな。ううん、言ってくれないだろうな。でも、自分がかわいいと思える姿で会えるのが幸せ。

　ああ、ダメダメ。今は自分に集中していないと。これから会えるって考えちゃったら、それだけで心臓が破は裂れつしちゃいそうだから。

「それでは旦那様と合流して向かいましょうか」

「ええ！　シャーリーも会場のお屋や敷しきの入り口までは付いて来てくれるのよね？」

「はい、パーティーの間は馬車にてお待ちしておりますが、お嬢様が楽しく過ごされるよう願っておりますので」

　私は笑え顔がおで頷うなずいた。社交パーティーの間シャーリーは近くに居ない。少し心細いけど、セス様と釣つり合う女になる為ためには自立心を育てるのは良い事だし頑がん張ばろう。

　私がシャーリーと一緒に三階の自室から一階まで下りエントランスに行くと、待っていたカイン子し爵しやくが私を見て目を見開いた。

「お父様、お待たせして申し訳あり、」

「私の娘むすめが世界一かわいい！　シャーリー、私の娘は実は私の娘ではなく妖よう精せいさんか何かなのではないか!?　これこのまま連れて行って大だい丈じよう夫ぶか!?　誘ゆう拐かいされないか!?…あ。リリアナ、今何か言った…？」

「……いえ」

　私はカイン子爵に抱だき締しめられながら、髪のセットだけは崩れないように首を動かした。

　うん、そこまではかわいくない。私もさっきまでナルシストになっておいてなんだけど、絶対そこまでではない。

「旦那様、早く参りましょう」
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「シャーリーは相変わらず冷静だな…」

「私がこうでないと話が進みませんので。お嬢様も早く行きたいと目で訴うつたえておいでです」

「そ、そうか。そうだな。行くか」

　シャーリーに諭さとされたカイン子爵は気まずそうに私を放しそそくさと歩いて行った。シャーリーのお陰で助かった私は、お礼の代わりにシャーリーに向けて微笑ほほえむ。シャーリーは無言無表情でこくりと頷いた。無表情はいつもだけど。

　馬車の前まで行ったところで、私は表情を引き締めシャーリーを見上げた。

「シャーリー、アレは用意しておいてくれた？」

「はい、既に中に」

　不思議そうな顔をしているカイン子爵を先に中に乗らせ、私は意い気き揚よう々ようとシャーリーの手を借り馬車の中に入った。

「シャーリー…あの、馬車の中がクッション塗まみれなんだが」

「全すべてお嬢様がお使いになります。よろしければ旦那様もお手伝いください」

　シャーリーと私が一いつ生しよう懸けん命めい私の両りよう脇わきにクッションを詰つめカイン子爵とシャーリーの間を埋うめているのを見たカイン子爵は、戸と惑まどったように口を開いた。

「え、狭せまくない？　何をしているんだい？」

「お嬢様の馬ば車しや酔よい対策です。これで揺ゆれを少しでも防ぎます」

「さらに前後の揺れはシャーリーが手で押さえていてくれますのよ！」

「そ、そうか…」

　私が筋肉をつけて自分の身体からだを自分で支えられるようになるまで、当面はこれで耐たえる。教会に行った日から馬車には乗っていないから、この作戦が成功するかはまだ不明だけど。

　左右のクッションが窮屈ではあるもののだいぶ体が固定された私は、満足気に息を吐はいた。

「準備万ばん端たんですわ！　お父様、参りましょう！」

　私は馬車に乗っている間──闘たたかった。

　姿勢を良く目線は出来るだけ遠くに、呼吸もしっかりして身体とは反対に頭は楽しい事を考えてリラックスする。

　その結果、私は取り繕つくろえる程度の具合の悪さで本日の社交パーティー会場であるお屋敷まで辿たどり着く事に成功した。

「ちょ、ちょっと気持ち悪いけど、私乗り切ったわシャーリー！」

「ご立派です、お嬢様」

「なんか二人仲良いな…私も仲良くしたいんだけどなぁ…」

　カイン子爵の言葉は聞こえなかった事にして、シャーリーを相手に一ひと頻しきり喜んだ私はそのままシャーリーの手を借りて馬車から降りた。外に出た瞬しゆん間かん、すっと表情を引き締める。

　心臓がうるさい。

　カイン子爵の後ろを付いて行き、シャーリーと共にお屋敷の中に入った。少し多めに花や調度品が飾かざられていたり整せい頓とんされていたりするだけで、私の家とそこまでの違ちがいはない。

　カイン子爵が受付を済ませている間に、じわじわと胸を巣食う緊きん張ちようから目を逸そらすようにシャーリーの服の裾を引く。

「此処ここ、クラビット公爵家のお屋敷、だったわよね」

「はい。金きん融ゆう業を一手に担になっている、公爵家の中でも指折りの権力を持つお家です。恐おそれながらリリアナ様、誰だれに対してもそうですがそのような身分が上の方には特に失礼の無いようにお気を付けくださいませ」

「ええ、わかっているわ」

　クラビット。ゲームで聞き覚えのある家名だ。とはいえ、ゲームに出ていた当の彼は現在私と同い年の三歳なはずなのでこの社交界には出席していないと思うけど。

　というか、セス様以外のキャラクターなんて眼中に無いしそれより今からセス様とお会いしてしまうという事で私の頭はいっぱいであって。

　あれ、散々考えていたはずの初対面の時の私が言う台詞せりふなんだったっけ!?　あ、挨あい拶さつの仕方も忘れた！　歩き方、いやそもそも歩くってどうやってする、ん!?　息が上う手まく吸えないんだけど、呼吸ってどうやるんだった!?　ちょっと、あれ、本当に苦しいっ！

「お嬢じよう様さま」

　私が少し黙だまっただけで呼吸困難になりかけたところで、シャーリーの冷静な声が耳に届く。お陰で呼吸の仕方は思い出せた。

「お嬢様は、いつも笑顔でいらっしゃいます。それはとても魅み力りよく的てきな事です。大たい抵ていの人は笑顔を見ると好感を抱いだきます。ですので…いつも通りに、どうかお楽しみくださいませ」

「…ありがとう。行って来るわ」

　恭うやうやしく頭を下げたシャーリーに少しだけ勇気をもらった私は、いつの間にか受付を済ませ待っていてくれたらしい優やさしい笑顔のカイン子爵に微笑み返し、パーティー会場の大広間へと足を踏ふみ入れた。

　入った瞬間、思わず目を細めてしまう程ほどに会場の照明が眩まぶしく感じた事は、恋こいしている相手との初対面に高こう揚ようする心による目の錯さつ覚かくだと思う。

　私は会場に入ってまず、会場内の何処どこにセス様が居るのかと目を凝こらして探した。

　居ない訳が無い。セス様は私より誕生日が早く、彼自身の志の問題で三歳の誕生日以降は彼の父である現国王陛下エドワード様が出席する社交界には全て休みなく出席しているはずだからだ。

　だけど身長のせいでただでさえ人の多く広い部屋ではうまく見つける事が出来ない。いや、私はきっと彼の髪かみの一本でも見えていたなら見つけられる。だから、私の見える範はん囲いには居ないという事だろう。

　一度深呼吸し、心を落ち着ける。

「…お父様、まずは陛下へのご挨拶ですわよね。その後に主しゆ催さいのクラビット公爵へのご挨拶」

「ああ。出来そうかい？」

「当然ですわ」

　普ふ通つうに考えれば、セス様は陛下とご一緒に居る確率が高い。だけどセス様は自立心が高いから、陛下とご一緒に居なかったとしても不思議ではないとも思う。だからどちらの時でも動どう揺ようせず臨機応変に対応しよう。

　カイン子爵が歩いて行く方に恐らく陛下がいらっしゃるんだろう。私は付いて行きながら人知れずもう一度深呼吸した。

　セス様が居なかったとしても、未来のお義父とう様さまとの初対面。これはこれでとても重要だ。

　やがて目的の人物の前まで私を連れて行ってくれたカイン子爵は足を止める。カイン子爵がゆっくりと止まってくれたので、私も余よ裕ゆうを持って止まる事が出来た。

　そこに同じ目線で目が合う方は居なかった。つまり、どうやらセス様は今一緒には居ないらしい。ほっと息を吐き出してから、首を反らし顔を上げる。

　セス様をこの世に誕生させてくれた、セス様を形作る遺伝子の半分を持つその人は、精せい悍かんな顔つきというより穏おだやかそうな顔つきで、だけど目だけは涼すずしげな鋭するどさがある。金色の髪と水色の瞳ひとみという絵本の中の王子様と同じような色合いは、セス様とほぼ同じだ。

　ああ、しかし、それにしても…王様だ。一目見ただけでわかる。王様だと言われなくても見たら、わかる。この人は、国を背負っても笑って立って居られる人だ。大きい。私もこんな人間にならなきゃ。セス様の隣となりに立つ為に。

　カイン子爵が陛下に儀ぎ礼れい的てきな口上を口にするのを黙って聞きながら、私は目標を見み据すえるように陛下のお顔を見つめ続けた。

「それと陛下、この子が私の娘のリリアナと申します。リリアナ、挨拶を」

「父より紹しよう介かいに与あずかりましたイノシー家長女、リリアナ・イノシーと申します。この度たびは国王陛下にお目通りがかない、光栄至し極ごくにございますわ」

　やっと私を紹介してもらえたので、私は半歩前に出て片かた脚あしを後ろに引き、ドレスの裾すそを両手で軽く摘つまみ頭を下げる。指の先まで美しく見えるように気を遣つかう。五秒間頭を下げ、上げる。陛下への謁えつ見けんの時なんかだと許されるまで頭を上げてはいけないけど、それ以外では手間となるので充じゆう分ぶんに頭を下げたら上げてもいいとシャーリーから教えてもらった。

　ん？　教えて…もら……あ。し、しまった！　シャーリーに教えられたのよりつい固い言こと葉ば遣づかいで挨拶しちゃった！

　だって、ゲームでは見た事あったけど実物にこんなに圧あつ倒とうされるとは思ってもみなかったんだよ！　ゲームと現実が違うのは当たり前なんだけど想像以上で…ど、どうしよう！

　いやでも、固い言葉遣いな分にはそこまで問題はな…高校の先生が二重敬語はかえって失礼にあたるって言っていたし、今回のもそういう事に近いのでは…？

「リリアナ、か。少し、ニコラスと似ているな」

　陛下は内心慌あわてまくっている心を落ち着けてくれるような優しい笑えみをくださった。それに私はほっとすると同時に苦い気持ちにもなった。

　ニコラス・キャボット。それは陛下の子供で、セス様とは母親違いの兄の名前だ。『救国のレディローズ』では、恋れん愛あい対象キャラクターの一人となる。その彼と私が似ている、と陛下は仰おつしやったわけだけど…。

　ニコラスは天才型で、要領よく何でもこなせる人間だ。ゲームの都合上、お色気キャラな側面はあるけど別に彼は自ら誘ゆう惑わくして来る訳ではなく、たいてい事故で主人公がラッキースケベみたいになるのと見た目が色気あるだけだし…こう、少女漫まん画がとかの何でも出来る皆みんなの憧あこがれの年上キャラクターという方が性格や立場的にはしっくり来る気がする。

　で、私がそのニコラスと似ていると言われて何で微び妙みような反応かって…まず、見た目の話にしてはあの冷たい印象のイケメンと今のかわいい系美少女な私の外見は絶対似ていないので、これは確実に中身の話だと思う。そして中身の話にしても、まだ大して話していない事から性格やらの話でもないだろう。たぶん、私の一連の挨拶が三歳という年ねん齢れいにしてはそれなりによく出来ていたという事なんだと思う。ニコラスと比べてもらえる程に。

　苦い気持ちにもなるよ。才能がある上で努力している人間と似ているなんて。私はスタートダッシュだけ前世の知識で速いだけの非才なんだから。

　…ニコラス・キャボットなぁ。仲良くなれる気がしない。あの人はセス様に王位を譲ゆずる気だし、あんまり表おもて舞ぶ台たいには出ないから今日の社交界にも居ないと思うけど。

　私はそんな複雑な心境で、陛下とカイン子し爵しやくの世間話を聞いていた。カイン子爵は権力には興味が無いから、陥おとしいれられたり陰いん謀ぼうに巻き込まれたりしない限りは目立って駆かけ引きする気も無く、私も出世の為ために色々と画策をしいられないので気楽なものだ。

　そろそろ陛下とカイン子爵との世間話も終わりに差し掛かかり、陛下はもう一度私を見てしゃがんだ。

　この国で一番偉えらい人が、出世する気が無く…要するに国に対して特別には益をもたらす気の無い子爵の三歳の子ども相手に、膝ひざを折ってくれた。当たり前のように。

「もし私の子、セスを見み掛かけたら良かったら仲良くしてあげておくれ、リリアナちゃん。君達は今回の出席者の中ではたった三人の同年齢だからなぁ」

「はい、是ぜ非ひ」

　わー！　やったー！　お義父様（予定）から息むす子こ様とお友達になっていい許可が出たぞ！　ありがとうございます！　息子さんは末長く、私が幸せにさせて頂きます！

　……ん？

　喜びに押し流されて気付かなかったおかしな事に、十秒経たってカイン子爵と陛下の別れの言葉も終わってからようやく気付いた。

　たった、三人？　どういう事だ？　出席者で同年齢なのは私とセス様だけじゃないのか？　普通、あまり幼いうちから縦や横の繫つながりを作り探さぐり合いをする大人の戦場に来させても意味が無い。それどころか、特に私のように三歳そこらの子どもなんて、行くのが嫌いやだとぐずったり会場で粗そ相そうをしたりする方が当たり前だ。

　だから私とセス様とそのもう一人の人物は逆に、こんな場に来ている、来られている時点で普通ではない。

「お父様、セス様と私以外にもうお一人、同年齢の方が出席していらっしゃるのですか？」

「ああ、というかだからこそリリアナの出席は認められたんだよ」

　私はきょとんとし、それから全く違い和わ感かんを覚えていなかったこれまでの自分を恥はじた。

　そりゃそうだ。社交界では招待状が無ければ会場に入れない。なら、私は事前に来る事を許されていたはずだ。カイン子爵だって親おや馬ば鹿かとはいえ馬鹿ではない。台無しにされるかもしれないと主しゆ催さい者しやが不安に思っているようなら、私を出席させはしないだろう。

　とすると私がすんなり来られたのはつまり、主催者が私を参加させてもいいとあっさり了りよう承しようしたのと同意義だ。

「そのお方って、」

「リリアナ、クラビット公爵だ」

　それはクラビット公爵を見つけたカイン子爵が、今から挨あい拶さつするから私語は慎つつしみなさいというたしなめだったけど、同時に答えでもあった。

　クラビット公爵と公爵夫人の逆隣、そして下には、私と目線が合う一人の小さな男の子が居た。女の子と見まごうような愛らしい顔をした白はく髪はつ赤目でうさぎみたいな見た目の少年。かわいらしい、三歳の子ども。

　メルヴィン・クラビット。『救国のレディローズ』の恋愛対象キャラクター。まさかこんなにも早く会う事になるとは。

　カイン子爵と共にクラビット公爵に近づく為歩いていると、クラビット公爵より先に、小さな子どもの目が此方こちらを向き、そして鋭く輝かがやいた。

　その瞬しゆん間かん、私は理解する。こいつのお陰かげで私はすんなり此処ここに来られたんだろうなと。つまり彼は私とセス様のキューピッドだ。本人にその気は無くても。

　カイン子爵とクラビット公爵と公爵夫人が話し始めた一方で、私とまだ名前は聞いていないけどまず間ま違ちがいなくメルヴィンだろう男児は目で闘たたかっているように視線を合わせていた。

　もしかしたら私に予備知識があるせいでの思い込みかもしれないけど、まるで探るように私を見る目はおよそ一いつ般ぱん的てきな三歳児のするようなものじゃない。これでは私と同じ境きよう遇ぐうで中身はもっと大人ですと言われても違和感が無い。

　ああ、早熟な天才って怖こわい。…私、天才キャラってなんか怖くて好きじゃないんだよね。この世界、というか『救国のレディローズ』には天才キャラがいっぱい居るし、その中で比べるならメルヴィンは怖い方ではないけど。

　ふと、大人が自分達の事に触ふれず話しているのに痺しびれを切らしたのか、メルヴィンだろう男児が一歩前に出て私に近づいた。

「メルヴィン・クラビットです。初めまして、リリアナ嬢じよう」

「初めまして、メルヴィン様」

　ああ、やっぱりメルヴィンだよね。知ってた。

　社交の場において、先に名前を言われた場合はそれで合っているという意味を込め名前を名乗り直さなくていい。本当はもう一言二言続けると尚なお良いんだけど、メルヴィン君とそんなに仲良くしたい訳じゃないし、何ならさっさと会話を切り上げたいので三歳児ならこの程度許されるだろうとたかを括くくって黙だまり込んだ。

　しかし、そんな私の希望も虚むなしく、メルヴィン君は私を見ながら子どもらしくない含ふくみのある笑みを浮うかべる。

　…まあ、私の名前を紹介される前にメルヴィン君が言えている時点で、無理な希望なのは重々承知していたけど。

「父上、僕、彼女と少し二人でお話ししたいのですが」

「はは、何だメル。かわいい子だからって興味でも湧わいたか？」

「あはは、そうですね。興味。はい、ありますね」

　私は一見和なごやかなクラビット父子の会話を、笑顔を貼はりつけて聞いていた。私が反対したところで仕方ないし。

　一方、親馬鹿で娘むすめ大好きなカイン子爵は凄すごい顔で二人のやり取りを見ていて、それにクラビット公爵夫人が笑いを堪こらえている。なんて微笑ほほえましい光景だろう。しかし…。

　カイン子爵、安心して。メルヴィン君の言う興味は確実に、そういう意味じゃない。

「では、リリアナ嬢。お嫌で無ければ少しテラスででもお話し致いたしませんか？」

「ええ、喜んで」

　これ三歳児同士の会話としてはどうなんだろうと思いながらも、私は仕方なくメルヴィン君の差し出した手を取って大人達から離はなれるように歩き出した。

　社交辞令として仕方ないとはいえ、初めて手を取られるのはセス様が良かったなぁ。と、将来かわいい系イケメンになる国内有数の権力を持つ次期公爵を相手に不ふ遜そんな感情を抱いだく。

　いやー、でもしょうがないよね。私、セス様以外は恋愛対象じゃないし。てか、前世で十七歳まで生きた記き憶おくあるのに三歳児相手に恋こいとか、セス様以外には有り得ないわぁ。セス様はセス様だからいいけど、セス様以外だったら稚ち児ご趣しゆ味みじゃんショタコンじゃん。せめてもう少し大きくなってからじゃないと。セス様以外は。

　私は前世の世界では恋愛ゲームの恋愛対象キャラクターだった少年に手を引かれながらも全く乙女おとめの気配を見せる事は無く、むしろちょっと面めん倒どう臭くさいなぁと辟へき易えきしていた。

　そんなこんなで私とメルヴィン君は二人だけで話せるようにとテラスまで来た。どうでもいいけど、てっとり早く切り上げてセス様探したい。

　あと、今は秋だからドレスに防寒性なんて無いし壁かべも屋根も無いタイプのテラスなせいで寒い。さすがに三歳児相手に紳しん士し的てきに上着でも貸せよとは思わないけど、寒さが普ふ通つうに辛つらい…。

　それがわかっているからか他ほかに人が居ないのはあり難がたいけど、あー、早くも中に戻もどりたい。

「メルヴィン様、私と話したいと仰おつしやいましたが、」

「あー、いいよ別に様とか付けなくて。人前じゃなければ。話したいっていうよりさ、僕君に聞きたいことがあるんだよね」

　メルヴィン君は私の言葉を遮さえぎってそう言うと、無む駄だにかわいらしい顔に裏のありそうな笑えみを浮かべた。

　まあ、本人が言うなら心の中と同じくメルヴィン君と呼ばせてもらおうかなと私は軽く考える。それより、さっさと要件に入ってくれそうなのは助かる話だ。

　メルヴィン君はそれはそれは楽しそうに笑いながら、私に至近距きよ離りまで近づき私の顔を覗のぞき込むように首を傾かしげた。細められた赤い目が綺き麗れいだ。

「君の目的って、なぁに？」

　うーん、言葉の説明不足さが子どもらしい。私が中身も三歳児ならいきなりこんな事聞かれても唐とう突とつ過ぎて訳がわからなかっただろうな。

　さてそれにしても…恋れん愛あい対象としては無いけど、メルヴィン君は普通にかわいいし見ていてそういう意味ではときめきを覚える。こんなにもわざとらしく首を傾げているのに、お人形さんのようなかわいらしさに見えるからずるい。私にもそのかわいさを分けて欲しい。

「目的と言いますと、そうですね…私がパーティーに出席したかったのはセス様とお会いしたかったからですが、それがどうか致しまして？」

　私はメルヴィン君にセス様への恋心を隠かくす気が一いつ切さい無いので、緊きん張ちよう感かん無く飄ひよう々ひようと言った。

　というか、私はセス様本人とカイン子し爵しやく以外には誰だれが好きかを別に知られてもいい。セス様にはもう少し脈アリになった後で自分から言いたいし、カイン子爵は言うと面倒臭そうだから知られたくないけど、それ以外の人には全然知られて構わない。

　前にシャーリーには好きな相手をヒミツと言ったけどあれは、まだ、という意味だ。何で一度も会った事が無くほとんど情報も無い人を好きなのかと詳くわしく聞かれたらボロを出しそうで困るからで、会った後に「王子様だから憧あこがれてたの！」と言う分にはまったく問題ない。

　メルヴィン君はゲーム通りなら好こう奇き心しんの塊かたまりなだけで特に陰いん謀ぼうを企くわだてていたり私の邪じや魔まをして来たりしないだろうから、私も明け透すけのぼろっぼろに本音を零こぼせる。

「殿でん下かと？　それってどういう意味で？」

「恋愛的意味ですが」

「うーん…でも君、もっと色々考えてるように見えるよ？」

「はい？　いや、私の考えなんて激浅なんですけど。無駄に深読みし過ぎ」

　……あれ!?　ちょ、ちょっと待って！　なに素す直なおに無礼な返答しちゃっているんだ、私!?

　いくら明け透けに話していいからって、寒くて早く戻りたくてもう戻れるだろうと思ったところで変な勘かん繰ぐりされてイラッと来たからって、その言こと葉ば遣づかいはいけない！　前世のゲームキャラクターなのはこの際どうでもいい！　問題は、相手は自分よりかなり身分の高い公爵のご子息様だという事だ！　シャーリーにも失礼の無いようにって言われていたのに！

「て、てへ」

　じっと見られるだけでその圧力に耐たえられなくなった堪こらえ性しようのない私は、誤ご魔ま化かし切れる気もしなかったのですぐに音を上げた。せめてメルヴィン君のようにかわいく見せようと、ゆるく拳こぶしを作りコツンと自分の頭に当ててドジっ子アピールをしてみる。

　……。反応が無い。つらい。やらなきゃよかった。

　も、もういい！　かわいい路線は諦あきらめた！　というかそもそも、メルヴィン君にかわいく思われたところで私は得しない。私がかわいいと思われたいのはセス様だけだ。

　という訳で、もうこうなってしまったからには仕方ないから、とりあえずメルヴィン君の深読みしている誤解だけは解いてしまおう。

「い、いいですか？　もうこの際開き直りますけど、私は好きな人に好かれて付き合って結けつ婚こんしたいと思っていて、夢は彼のお嫁よめさん！　だなんてハート飛ばしてきゃっきゃしている、何処どこにでも居るような普通の恋愛脳女子です！　メルヴィン君が想定しているでしょう好奇心をくすぐる複雑怪かい奇きな思想は一切御ご座ざいません！　超ちよう単純！　恋愛楽しい！」

　あ、今私いい感じに勢いに乗れているぞ！　ほら、メルヴィン君も恋する乙女の勢いにぽかんとしていて付いて来られていない！　今だ！　このまま捲まくし立ててこの場を去れ！　考える隙すきを与あたえるな！

「という訳で、あなたのご用は無くなりましたね？　さらば。さっきから凄く寒かった。ご両親にはあの女くっそ失礼だったとは言いつけないでくださると嬉うれしいです」

　言うだけ言って、いい笑顔を最後に私はそそくさとその場を去る。

　……予定、だったんだけど、思いの外メルヴィン君の復活は早く腕うでを摑つかまれ止められた。

「何言ってるの？　それでばいばいは無いよね？」

　で、ですよねー…？　私は渋しぶ々しぶ振ふり返った。

　何だよ、無礼な言葉遣いしたのを謝ればいいのか？　それで満足か、坊ぼつちゃんよ？　うん？　そりゃ親に告げ口されたら私は叱しかられるだろうけど、三歳児のしたその程度の失敗言いつけたってお前にメリット無いぞ？　ここは寛かん容ような心で許してもいいんじゃない？　ねぇ？

　私がそう心の中で開き直って威い嚇かくしていると、メルヴィン君が紳士的に上着を貸してくれた。違ちがう。そうだけど、そうじゃない。借りるけど。

「殿下が好きなのはわかったよ。納なつ得とく。だけど、殿下はこの先君以外のもっと身分の高い子と婚約して結婚すると思うけど？」

　私はメルヴィン君の続けたこの質問で自分の勘かん違ちがいを悟さとった。

　どうやらメルヴィン君、この頃ころからゲーム通りの性格らしい。好奇心至上主義なこの少年は、まだ私に聞きたい事があって話が終わっていないから止めて来ただけみたいだ。表情とか声の調子とか全然怒おこってないわ。

　あー、はいはい。わかったよ。しょうがないなぁ。私が全部、噓うそ偽いつわりなく答えてあげよう。

「でしょうね。けど、たったそれだけの事が私が恋を諦める理由になります？」

「諦めろとは言わないけど…普通に辛くない？」

「ずっと片かた想おもいをするなんて言ってません。要は、セス様に私を好きになってもらえればいいんですよ。その為ために私、死ぬ程ほど努力するので」

　私のポジティブ具合とセス様への執しゆう着ちやくを嘗なめるでないと、私はどこかの村の長老にでもなったような達観した貫かん禄ろくを出しながら胸を張った。

「メルヴィン君は私の恋と生き様をエンターテインメントだとでも思って見物しても構いませんよ」

　私は謎なぞの上から目線で笑った。自分でも今私が何処どこに向かっているのかわからない。でも私の内蔵センサーがセス様を捉とらえていないので、セス様には見られていないからセーフ。

「リリアナって、正直だね」

「いや…どっちかと言うと噓が下へ手た過ぎて正直で居ざるを得ないというか…」

「あはは！　本当に正直だ」

　メルヴィン君は楽しそうに笑った。こうただ笑っていると普通の三歳児にしか見えない。

　まあ、なんだ？　メルヴィン君は私に多少好意を持っているようだし、私の無礼さを言いつける事は無いだろう。結果オーライ。

　今度こそ解決かなと思ってメルヴィン君を見ると、またかわいい顔をして私をじっと見ていた。私はこの子がかわいい顔を故意にしている時には碌ろくな事が無さそうだなと思った。

「ねぇ、じゃあ今後の殿下との進しん捗ちよくとか色々聞きたいからさ、僕と友達になってよ」

「…あ、じゃあ、基本的に自分一人で頑がん張ばるつもりなんですけど、もし何かあったら助けてくれません？　何かっていうのは例えば、もしこの先私にはどうしようもない外的要因で私の恋が閉とざされようとした時とかって事なんですけど。クラビット家の力なら出来そう」

「全力でメリットの話して来るね」

「だってメルヴィン君と仲良くしたらセス様と結婚出来る訳じゃないし」

「殿下の事以外頭に無いの？」

「ありませんね！」

　私は腰こしに手を当て堂々と胸を張った。自じ慢まんじゃないが、私は九割以上セス様の事しか考えずに生きている！

「うーん…でも、金きん融ゆう業やってるクラビット家の長男としては、口約束だとしてもリリアナの事を絶対助けるなんて言えないし…」

　メルヴィン君は真ま面じ目めな理由で渋しぶった。なら友達にならなくていいです。

　…とも思うんだけど、いやしかし、よく考えると私がセス様と結婚し王おう妃ひになった後、クラビット公爵のご子息様と仲良くしているというのはプラスに働きそうだ。ここはそれなりに私に好条件な交こう渉しようをした上で友人契けい約やくを取り付けるのが利口か…。

「じゃあ、私を助けるのが面おも白しろそうだと思ったら助けてください」

「ならいいよ！」

　即そく答とうか。話が早い。

　セス様で釣つれる私と好奇心で釣れるメルヴィン君は、案外いい友人になれるのかもしれないなと思った。

　さて、話も纏まとまった事だしセス様を探しに行きたいのは山々なんだけど、メルヴィン君には一点注意しておかなければいけない。…メルヴィン君が後に天才キャラの一角となる存在だろうと、さっきから年ねん齢れいのせいに違いないとはいえちょっと色々と稚ち拙せつ過ぎる。大人の私がちゃんと言っておいてあげないとやらかされてからじゃ遅おそいからね！

「ちなみにメルヴィン君、大人達に下手に勘違いされて私達を婚約なんてさせられた日には堪たまったものではなく、犬も食わないような失しつ笑しようネタ請うけ合いなので、普ふ段だん公おおやけの場では近寄って来ないでくださいね」

「そ、そこまで…？　え、僕の扱あつかい酷ひどくない？」

「婚約解消は本人同士が拒きよ絶ぜつすればどうにかなるにしても、セス様の耳に話が届いて勘違いされたくありませんから」

「あれ、僕の言葉聞こえてない…？」

「セス様以外の同年代の男には勘違いされたくないので優やさしくしない事にしているんです」

「すごい…この女、本当に殿下の事しか考えてない…」

　私は当然だ、と誇ほこらしげな顔をして見せた。私の世界はセス様を中心に回っている。

　何だかメルヴィン君がかなり引いた、いっそまるで私と友人になるのは早まったかと悩なやんでいるような顔をしている気がするけど、気にしない。

　羽織らせてもらっていた上着を脱ぬいでメルヴィン君に返し、私は真面目な顔をする。

「じゃ、私セス様に会いに行きますので」

「そう。なら僕はそれの見物に行こっと」

　私が漸ようやく本来の目的を果たそうと宣言すると、メルヴィン君も予想の範はん囲い内な返事をした。

　まあそれはまったく構わないんだけど、一応これも注意しておくか。

「だったら完かん璧ぺきに隠かくれてくださいね。私とセス様の邪じや魔ましたら許しませんから」

「うん、頑張って」

　小さく手を振ふる三歳のかわいらしい男児にちょっぴり癒いやされた私は、笑え顔がおで手を振り返して室内に入る。そこから、はしたなくない程度の早足でパーティー会場を壁かべ沿ぞいに回り始めた。

　カイン子し爵しやくにはまだ私はメルヴィン君と一いつ緒しよに居ると思われているだろうけど、あまり遅くなると心配して捜さがしに来られてしまうだろう。初対面は出来れば二人きりがいい。早めに見つけないと。

　きょろきょろと辺りを見回しながら落ち着き無く早足に歩いている私は傍はたから見たら迷子のように映るかもしれないなとは思いつつも、目も足も止められないしそわそわと沸わき立つ心も止められない。

　ふと、傍そばから現れた脚あしが私と思い切りぶつかった。恐おそらく相手は下を見ていなかったんだろう。

　私は思考の片かた隅すみで、やばいちょっと騒さわぎになるかもしれないと焦あせりながらも、勢いには抗あらがえずその場に倒たおれて尻しり餅もちをつく──

　その間ま際ぎわ、この世の何よりも美しい金色が見えた。

　金色は、髪かみの色で、私は彼に腕を摑まれていて、ええとつまり、私は転ばずに済んだ。いやそんな事はどうでもよくて彼が目の前に、彼とはつまり、彼で。え？

　私は、助けられた。誰だれに？　誰ってそりゃ、そりゃ？

　王子様だ。正しよう真しん正しよう銘めいの王子様だ。私の好きな人だ。セス様だ。

　転びそうになった私を、颯さつ爽そうと現れた世界一格好良いセス様が腕を摑んで助けてくれた。これが事実。うん。

「気をつけろよ」

　ぶっきらぼうにそう言うと、春の空の色のような美しく優しい水色の瞳ひとみと視線が私から外れ、ブロンドの髪をさらさらと靡なびかせながら、この世の王子様というものの理想で作られたようなその男の子、セス様は去って──

　待て！　去られちゃ困る！　初対面で助けられたのにお礼も言えず挨あい拶さつも出来ずおしまいなんて有り得ない！

「あ、ぁあ…っ！」

　引き止めようとして、ただ呻うめいているような声しか出なかった私は死にたくなった。でも一応、セス様は訝いぶかしげに振り返ってくれた。

　せっかくの少女漫まん画が、いやまさしく恋れん愛あいゲームみたいな出会い方をしたというのに、ロマンチックとかそんなもの以上に混乱してセス様が格好良過ぎて思考が散らかる。

　ただでさえ見た目が三歳時点でも最上級に格好良いというのに、こうもスマートに女の子を助けるだけ助けて、気をつけろよの一言で去るって何？　しかもそんな彼は王子様って、惚ほれさせる気しか無くない!?

　さっきから私にぶつかって来た人が謝っている声が聞こえている気がするけど、ちょっと邪魔だし黙だまっていて欲しい。私は今から散々練習したセス様との初対面用の台詞せりふを──

　……あれ、私の初対面で言う予定の台詞って結局何だった!?　また忘れ…違う！　今はその前にお礼！

「あ、ありがとう、ございます…！」

「ああ」

　返事だけしてまた背を向けたセス様に、私はその腕うでを摑つかむなんて畏おそれ多くて出来るはずもなく、むしろ髪の毛の先さえ触ふれられないので、呼び掛かけるか前に回り込むかしか無い。しかし前に回り込むのは人ひと混ごみでは難しい。なんだこの生きた障害物達は！　邪魔だな！

　初対面で言う予定だった台詞を思い出そうとしても家出から帰って来ない。そんな事をしている間にもどんどん離はなれて行くセス様が遂ついには見えなくなりそう。あー！　もうっ！

「必ず幸せにします！　結けつ婚こんしてください！」

　そうして私は何な故ぜか、初対面三歳にしてプロポーズをぶちかました。自分でも何を言っているのか最も早はやわかっていない。

　私の大声とその内容に周囲が静まり返り、だけど少し遠くから一人大笑いしているソプラノの声が聞こえた。絶対メルヴィン君だなと思った。

　いやメルヴィン君も周囲の大人もどうでもいい。問題は、こんな馬ば鹿かな事をされたセス様がどう思っているかだ。

　私は恐る恐るセス様を見た。

　セス様は…それはもう、嫌いやそうに、私を見ていらっしゃった。

　……い、いやぁ！　怒おこっていらっしゃる！　違うんです、私は初対面からこんな嫌きらわれるような事をする気なんて毛頭無く、心の叫さけびが理性を無視して急アクセルを！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！

「親から何か言われたか？」

　セス様は馬鹿にするように言うと、鬱うつ陶とうしいものを見るような目で私を睨にらみつけまた背を向けた。

　ああ…くそ、そうか。よりにもよって私の意思じゃないと思われたか。そりゃ、いきなり結婚なんて持ち出したらそう思うか。でも、だけど、自分に自信が無いネガティブなこの頃ころのセス様に、王子だから擦すり寄っただけだと誤解されたままなんてイヤだ。

　もう、セス様の私への第一印象が最悪なものになってしまったのは仕方ない。全部私が悪い。だけど誤解だけは解かなくちゃ。

「私は、…私は！　あなたの事が好きで好きで好きで大好きだから、結婚を申し込みました！　あなたが王子様だとか親の出世とかそんな事はどうでもよくて、むしろ王子様でなかったらもっと結婚するの簡単だったのにとさえ思っています！　というか、あんな助け方されたら私でなくても惚れます…っ！」

　周囲の注目を集めている事実なんて無視して、公開プロポーズに引き続き告白し続けた私はここまで言ってやっと、私はそもそも告白する予定は無く友達になる予定だった事を思い出した。めちゃくちゃだ。

　せっかくセス様が転びそうなところを助けてくれたから騒ぎにならずに済んだのに、自分でもっと大騒ぎを起こしてしまった。しかもセス様を巻き込んで。

　興奮とうまく行かないやるせなさで涙なみだが滲にじむ。顔が熱くなっているのは、生まれて初めて告白した羞しゆう恥ちのせいもあるだろうけど。

「ご、ご無礼を承知で申し上げます。私とご友人になってください、セス様…！」

　私は色々遠回りした末に、前の自分の言葉ともいまいち嚙かみ合っていない当初の予定の台詞を言いながら頭を下げた。

「……結婚じゃなかったか？」

　セス様が険しい顔のまま聞いてきた。あ、そこ突つっ込むんですね。

「あれは口が滑すべっただけです。忘れて…いえ、心の片隅でだけ覚えておいて後は忘れてくださると…」

「お前、噓うそ吐つけないだろ」

「ふ、ふふ…御お察さつしの通りで」

　セス様の呆あきれていても美しいお顔を見ながら、私は空笑いした。

　私のアホさ加減はわかりやすく滲み出ているらしい。メルヴィン君に思われるのはいいけど、セス様にまで…。つらい。私は三歳児だけど前世の十七年分の記き憶おくがあるはずなのに、大人の余よ裕ゆうをまるで持ち合わせていない。いや十七歳は大人とは言えないかもしれないけど。

　さっきから、前世の記憶があるからといって何事もうまく行く訳では無い事を身を以もつて思い知っている。脳内シミュレーションではうまく行っていたのに、実際にその通りに行動出来ない…っ！　頭の中では私は最強ヒロインだったのに！

「名前は？」

「リリアナ・イノシーです…」

　淡たん々たんと質問なさったセス様に、私は消しよう沈ちんしながらも黙っている訳にはいかないので答えた。…これ、たぶん面めん倒どうな奴やつとして名前記憶しておく為ために聞かれているやつだ。

　ごめんよカイン子爵。次期王様にイノシー家が嫌な覚えられ方されちゃったかもしれない。でも私の方が落ち込んでいるし死にたさ半端じゃないから許してくれ。

「いいだろう、リリアナ。俺の友人になれる事を誇ほこりに思え」

　私は五秒の沈ちん黙もく後、セス様のお言葉を反はん芻すうし、やっと意味を理解して目を見開いた。

「…え、本当に？」

「お前は何なんだ。俺はどうしたらいい」

「あ、違うんです違うんです！　まさかあんな醜しゆう態たいを晒さらしたのに了りよう承しようしてくださるとは思わなくて！」

　むしろあまりにも現実がうまく行かなさ過ぎて自分の心を守ろうとした防衛本能による幻げん聴ちようだったんじゃないかと、わりと本気で疑っていた。だけど私の反応へのセス様の白けたような返答からして幻聴ではないらしい。

　しかし、私は我ながらセス様に好かれなさそうな事しかしていないと思うんだけど。何がどうして結論だけが私に都合の良い展開に…？

「お前は噓を吐けないんだろ？　楽でいい」

　馬鹿でよかった！　まさかこの噓を吐けない性格が功を奏する日が来るなんて！

「セス様のご友人になれるだなんて、私は世界一の幸せ者です！　私、リリアナ・イノシーは、永遠にセス様の味方であり続け、セス様に噓を吐かず、セス様を幸せにする事を誓ちかいますっ！」

「うるさい」

　私はピタリと口を閉じた。私の情熱の火なんてセス様のご迷めい惑わくになるのなら無理やりにでも瞬しゆん間かん消火だ。

　セス様は、そんなわかりやすい私に呆れてかそれともあまりにも滑こつ稽けいな生き物を見たせいか、失しつ笑しように近い笑えみを浮うかべた。

　私はそれに見み惚とれる。こんな意味の笑みでさえ格好良いって、このお方は神様に愛された人間なんだと心の底から思う。そしてそんなセス様にお会い出来た私も、やっぱり神様に愛されている。

「ま、一応よろしくな」

　セス様はそう感動的な言葉を言うと、ご自身のお手を私の前に出した。私はそれを、手まで美しいとはとまじまじと見つめる。このセス様のお手を象かたどった模型が欲しい。

「おい」

「え？」

「…お前、面めん倒どう臭くさいな」

「え!?」

　私は何か粗そ相そうをしただろうかと思って、粗相しかしていないなと思い直す。だけど今何かしただろうか？

　意味もわからないまま慌あわてている私の手を、セス様が取った。私は固まる。

「だが、これはこれで少し面おも白しろい」

　セス様が笑った。優やさしいけどちょっと意地悪な笑みだ。私は熱に浮かされる。

　繫つないだ掌てのひらから伝って頭のてっぺんから足のつま先まで痺しびれて行く。脳のう髄ずいを溶とかされる。

　恋こいをした。

　おかしいな、ずっと前からこの人に恋しているのに、確かに今もう一度恋をしたと思った。ああ、好きだ。好きだ。好き。愛している。

　私はセス・キャボット様の事が、セス様の事だけが、きっと一いつ生しよう涯がい…いや死んでも好き。だって前世で死んでも変わらず好きだったんだから。永遠に好き。

　この世界で私は、この人だけを愛している。他ほかの全すべて要いらない。この人だけがこの世界で…私の世界で、本物だ。

　この気持ちが逃とう避ひと依い存そんの果てに塗ぬり固められた到とう底てい美しいとは言えないものだったとしても、私はセス様が好き。それだけで生きて行ける。

　神様、ありがとうございます。今日も私は幸せです。
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　私は見覚えのあるクッションの山に埋うもれながら目を覚ました。どうやら馬車の中らしい。ほぼ座席に寝ね転ころがっていた姿勢を何とか起こして窓から外を見る。外は暗く、夜の帳とばりが下りている。ふむ、間ま違ちがい無く帰りの馬車だろう。

　……おかしい。私はさっきまでセス様と初対面を果たし、なんとご友人になれ、セス様と手を繫ぎ…？

　その後の記憶が無い。え？　待って、まさかこれ夢落ち？　た、確かに途と中ちゆうから妙みように都合よく話が進んだなとは思ったけど、そんな！

「シャーリー！　どこからが夢でどこからが現実!?」

「お嬢じよう様さま、寝ね惚ぼけていらっしゃいますね」

　私の心からの叫さけびが、シャーリーにはただのおねぼけ発言に聞こえてしまったらしい。誠まことに遺い憾かんである。いや、冷静に考えると今のは私の言い方がまずかったか。

「私が寝ている間にパーティー中の私の事をお父様から聞いたかしら？」

「はい。初めてのパーティーで少々興奮していらしたようで」

「何を聞いたの？　もっと詳くわしく！」

「そうですね、メルヴィン・クラビット様とセス・キャボット殿でん下かとご友人になられた事と、殿下とお嬢様についての又また聞ぎきのお話を少々」

「夢じゃなかったのね！」

　私はバンザイした。その勢いにより、クッションが一つ上に飛んだ。

「ちなみに私、セス様と会ってお話ししてご友人になった後の記憶が無いのだけど、まさか気絶した訳では無いわよね!?」

「はい、放心のご様子に旦だん那な様は心配しておいででしたが、ご立派に振ふる舞まわれていたと」

「そう！　なら良かったわ！」

　あの夢のような幸せな出来事が現実で、その後特に問題も起こしておらず心配の必要がないとわかった私は、みるみるテンションを上げて行き大声で話し始めた。

「あのね、あのね！　私の好きなお方って実はセス様なのよ！　もう、王子様の中の王子様として私を助けてくれて、あぁあ！　格好良かったわ…っ！」

「え？」

　私がハイテンションできゃっきゃシャーリーに話していると、私のシャーリーとは反対隣どなりの方からすっとんきょうな声が聞こえた。

　振り返ると、カイン子し爵しやくが普ふ段だんは自身の瞼まぶたと頰ほおの肉に半分埋もれているお目々をかっ開いている。

「あら？　お父様、いらっしゃったの？」

「隣にずっと居たよ！　そもそも行きも馬車一いつ緒しよだったのだから…それより、リリアナ好きって!?　殿下を!?」

　なんて事だ。馬車が狭せまいのはクッションにより私が固定されているせいだけかと思ったら、カイン子爵がクッションに隠かくれていたとは…。カイン子爵に知られると面倒臭そうだから隠そうと思っていたのに、興奮し過ぎて周りが見えず速そつ攻こうで自分の口からバラしてしまった。

　私はすぐに気持ちを切り替かえ、私の肩かたを摑つかみ詰つめ寄ってくるカイン子爵を見つめ返した。

「バレてしまったからには仕方ありませんわ！　いいですか、お父様。娘むすめもいずれお嫁よめに行くのですわ。幸せな恋れん愛あい婚こんにおいては、その前に好きな方が出来るのも自然の摂せつ理り！　むしろセス様のような素す敵てきなお方に恋した私をお祝いくださいまし！　いいえ、それより生産的に応おう援えんしてくださいな！」

「三歳で…無理……泣きそう……」

　カイン子爵は情けない声を上げて沈しずんだ。私はやれやれと呆あきれ、それでも出来ればカイン子爵も私の恋のサポート役にさせたいのでもう少し粘ねばるかと、今度は優しく諭さとすように声を掛かけた。

「お父様、リリアナは恋に生きます。ここは早々に諦あきらめて私をバックアップするべきですわ。何ならセス様の婚こん約やく者しやにと私を王様に薦すすめてくださってもよろしくてよ？」

「無理……」

「もうっ！　シャーリーからも何か言ってあげて！」

　涙なみだ声ごえで私の諭しをすぐに却きやつ下かするカイン子爵に、元々堪こらえ性しようの無い私は業ごうを煮にやしシャーリーに話を振った。

　しかし、シャーリーの顔を見ると、いつもと同じ無表情ながら気落ちしているようなどことなく暗い雰ふん囲い気きがする。え？　まさかシャーリーまで反対派？

「…お嬢様。恐おそれながら、殿下は恐らく公爵家のお方とご婚約なされるかと思います」

「まあ、でしょうね。それでも確率零ぜろパーセントじゃない事は何事も努力してみるべきなのよ。零パーセントだと思っていた事でさえ、何かの拍ひよう子しで叶かなう場合もあるのですもの」

　零パーセントの恋が零パーセントじゃなくなった私が言っているんだから説得力はばっちりだろう。シャーリーからすれば、何でこいつ自信満々なんだって感じだろうけど。

「それは……それでも叶わなかったら、お嬢様はどうなさるのですか？」

　否定的かと思ったけど、もしやシャーリーは競争率の高過ぎる王子様を相手に恋した私を心配してくれていただけだったんだろうか。シャーリーの表情はやっぱり読めないけど、声が若じやつ干かん暗い。これは私の有り余るポジティブ思考で染めてあげなくては。

「婚約出来なかったらという事？　そんなの、気にせず前に進み続けるだけよ。最悪、結婚出来なかったとしても心さえ奪うばえれば側室チャンスだってあるのですし、一度や二度や十度や二十度うまく行かなくたって、私は諦める気なんて無いわ」

　私にとってこの世界で大切なのはセス様たった一人だけなんだから、その程度で諦めるはずがない。だいたい、婚約なんて親同士がセス様が五歳の時点で勝手に決めてしまうものなんだからそれを崩くずせない事なんてわかっている。最初から、崩せたらラッキーだけどなぁ、程度の気持ちだ。

　私の言葉に、シャーリーの返答は無い。何か考えているようだ。表情はやっぱり読めない。我が家の中での話ならカイン子爵よりシャーリーの方が味方にはつけたいんだよなぁ。

「お父様にはもう少しお時間が必要みたいだけど、シャーリーは応援してくれるわよね？」

「…はい。私は、応援しています」

「ありがとう！」

　どことなく歯切れは悪いものの色いろ好よい返事に笑え顔がおでお礼を言う。一時はどうなる事かと思ったけど、私の人生順調じゃないか！

「ところで私、良い事に気がついたわ！　話している方が何な故ぜか酔よわない！　気が紛まぎれるからかしら？　という訳で、着くまでの間私とセス様の出会いを話します！」

「それは楽しみです。メルヴィン様とのお話もして頂けますか？」

「え？　メルヴィン君なんてどうでもいいわよ。そんな話したってつまらないし」

「そ、そうですか…」

　事実を言っただけなのに、何故かシャーリーは戸と惑まどうように口ごもった。セス様と比べたらその他の全て、有う象ぞう無む象ぞうがどうでもいい事となるのは純然たる事実だと思うんだけど。つまり、セス様の話を聞けるならメルヴィン君なんてどうでもいいよね？

「セス様の話をするなら、今じゃなくパパ様の居ない所でにしてくれないかな…」

「無理ですわ！　溢あふれる愛により私の口は止まりませんもの！　という訳で、はい！　話し始めます！」

　カイン子爵の要望を瞬しゆん時じに却下し、私はまるで恋愛ゲームの冒ぼう頭とうを語るような気持ちでセス様との出会いを語った。

　恋愛って楽しい。
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　セス様とご友人というもうこの時点でも夢のような関係になれた私は、翌日からさらにお勉強にのめり込んだ。

　馬ば鹿かだったから友人になれたとはいえ、最初の醜しゆう態たいが醜態だったから次に会う時には見直してもらい、尊敬出来る所もあると思われたい。それに、こう、現実でセス様とお会い出来たお陰かげで目標を見み据すえやすくなってやる気がもりもり沸わき上がっているのだ。

　私は、こんなにも自分の幸せの為ために頑がん張ばれる、前向きな自分の事が好きだ。

「あの、もしかしてお嬢様がお勉強を頑張られているのは殿下と結婚なさるおつもりだからですか？」

　社交界デビュー以降はマナーのみならず学業も見てくれているシャーリーが、お皿に載のったチョコレートを差し出しながら聞いて来た。

　私はチョコレートを一つ口に入れ、思わず笑顔になる。頭を使うから糖分補給とか関係なく美味おいしいんだよね。食べ過ぎると美容には良くないけど、そもそも高級品だから多くは食べられないのでそんな心配は必要ない。美味しいって幸せ！

「ええ、ほら王おう妃ひとなるなら完かん璧ぺきなぐらいの方がいいでしょう？」

　ゲームで主人公かつセス様の婚約者であるレディローズは周囲から完璧令れい嬢じようと呼ばれていたし、その座を正せい攻こう法ほうで奪い取るつもりの私もそう呼ばれるようなご令嬢にならなくては。

　まあ、私はいくら頑張ったところで幼少期のうちはそこまでは行けないだろうけど、レディローズだって何歳からそう呼ばれていたかはゲーム情報無かったし、普ふ通つうに考えてゲーム開始時点の十六歳が近くなってからだろうし、それまでに私もそう呼ばれるような完璧な女性になればいいだけだ。私は凡ぼん才さいな人間だけど、セス様の為ならいくらだって頑張れる。

　それにむしろ、幼少期からあまりに頑張り過ぎて完璧になってしまうとセス様が私を避さけるかもしれないし。

　……私はセス様が王座を継つぐのは当たり前だと思っているけど、皆みなが皆そうな訳ではない。セス様の兄のニコラスは既すでに王座を辞退しているとはいえ出来過ぎた天才だから、現在時点でセス様の方が王に相応ふさわしいと見み抜ぬいているのは恐らく、陛下とニコラスと私ぐらいだろう。

　そんな環かん境きようで過ごしていて、王宮でのセス様の居い心ごこ地ちが好よい訳がない。まだ三歳なのに、今のうちから各貴族との繫つながりを作り立派な王となろうと社交パーティーに欠かさず出席するぐらいには。

　まだ三歳だと油断され陰かげ口ぐちを聞いてしまったり、直接嫌いやみのような事を言われたりした事もあるだろう。…お陰で私は噓うそを吐つけない馬鹿というだけでご友人になれたんだろうけど。

　そんなセス様は、ニコラスを彷ほう彿ふつとさせる完璧な人間なんて近くに居て欲しくないだろう。だから私は、王妃として相応しい人間にはなるつもりだけどセス様の前でまでは完璧で居なくてもいい。特に今のうちは。

「お嬢様には、魅み力りよくがあります。ですから…完璧になんて、ならなくとも…」

「私は頑張りたいから頑張っているの。それが楽しいから。より幸せになる為に好きでやっているだけだから、ちっとも苦痛じゃないわ。私、完璧になろうとする理由に負の感情なんて一いつ切さい含ふくめていないもの」

　シャーリーの目を見ながら、私は幸せに微笑ほほえむ。

　どうやら、彼女なりに心配してくれているらしい。完璧になんてならなくとも、とシャーリーは言ったけど、たぶんそれはオブラートに包んでくれたのであって、話からして彼女が言いたかったのは、完璧になんて〝なれなくても〟いいんだという無理だと決めつけた上での励はげましだったんだと思う。でも私からすれば余計なお世話だった。

　私は社会に認められた方が幸せを摑つかみやすいという打算によって完璧を目指している。所しよ詮せん、わかりやすい大きな夢があるからこそ頑張れているに過ぎない訳だ。結局ほとんどの人間は、曖あい昧まいな動機では全力で頑張れない。明確な目標や餌えさが無いと。

　つまり完璧を目指すのは夢を叶える為の手段の一つに過ぎないから、別に拘こだわっていない。

「だから大だい丈じよう夫ぶよ。たとえ完璧になれなくても大丈夫。応おう援えんしてね」

　私が叶えたい夢は、たった一つだけ。それ以外の全すべてはどうでもいい。全部要いらない。ただ、私がセス様との未来と幸せに必要だと思った事だけをしている。今も。

　微笑んで返事を促うながすと、シャーリーはまるで眩まぶしいものでも見るような目で私を見た。何か勘かん違ちがいしているんだと思う。だけどそれでいい。どんな意味だろうが協力者になるなら。

「はい。…はい」

　シャーリーは深く実感するように二度返事した。

「お嬢様でしたら、きっといつでも前向きに、そして最後には幸せになれますね。私は、ずっとそんなお嬢様にお仕え出来ればと思います」

　うまく行った。

　私が微笑むと、シャーリーも微笑み返した。初めて見た彼女のそんな表情に私は少し驚おどろく。

「なんだ、シャーリーって笑えるのね」

　私の言葉に、シャーリーの方が驚いたようで自分の顔をぺたぺた触さわっていた。無自覚だったらしい。シャーリーは無表情でも結構美人だったけど、笑うとより美人だ。

　よかったね、笑えるようになって。私のお陰だよね？

「シャーリー、ずっと私を支えてね。シャーリーは私にとって大切な素す晴ばらしいメイドよ」

　私の言葉に、シャーリーは嬉うれしそうに頷うなずいた。私も嬉しい。

　シャーリー、あなたの全身全ぜん霊れいで私の事を幸せにしてね。もちろん私は今も幸せだけど、もっとずっと、これ以上無いってぐらい幸せにして。セス様と結婚出来たら、きっと私はそう思える。

　この世界でセス様以外の人に優やさしくする理由なんて、その為以外に無いんだから。
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　翌日、私はまた教会に来ていた。

　馬車から降りて深呼吸する。すっかり馬車に乗っていても酔わなくなった私は、清すが々すがしい気分で教会を見上げた。

「ベストコンディションって素晴らしいわ」

　私は以前と同じように、シャーリーと護衛を伴ともなって教会に入った。具合が悪くない分、私の足取りの軽さはあの時とは段違いだったけど。

　中は相変わらず綺き麗れいで人も賑にぎわっていた。素す敵てきな場所だ。神様に祈いのりを捧ささげるに相応しい。

　以前はいきなり突つっ切って十じゆう字じ架かの前で祈りを捧げたから、それがマナー違い反はんで注目を浴びたのかもと思ったけど、後で調べると特に問題ある行動では無いようだった。あの時私が注目を浴びた理由は未いまだにわからない。

　でもまあ、今日は端はじっこの方ででも祈れば変に注目されずに済むだろう。たぶん以前はいきなり子どもが目立つ場所で祈り出したから、何この子と皆みな呆ぼう然ぜんとしていたんだと思うし。

　そう楽観的に考えて、大人しく出入り口に近く十字架から遠い教会内の端っこに行った。以前の事を知っているシャーリーと護衛さん達は少し戸惑ったように付いて来る。

　軽く辺りを見回すと、教会内の誰だれも特別私に注目しているようには思えなかった。うん、悪目立ちしたい訳じゃなかったから良かった。

　私は十字架を見据え、周囲の音をシャットアウトして目を閉じる。

　神様、神様。私、セス様と初めてお会いしました。同じ次元、同じ世界のセス様はとても格好良くて、私はまた恋こいをしました。

　神様のお陰です。私をセス様と出会わせてくださりありがとうございます。前世では得られなかった幸せをありがとうございます。

　私、たくさんの我が儘ままは言いません。私の望みはたった一つ。セス様と恋愛し結けつ婚こんしたい。

　きっと私は叶かなえます。こんなにもお膳ぜん立だてして頂いたんですから、後は私が頑張るだけ。

　私、幸せになれますよね。誰よりも何よりも、なれますよね？　どうかご加護をください。

「ありがとうございます神様、今日も私は幸せです」

　深く礼をして、目を開ける。音も取り戻もどす。そこで初めて私は気が付く。

　──視界の限り、誰もが振ふり返り私の事を凝ぎよう視ししていた。

「……え？」

　私は目に映るその光景に、寒気さえ覚えた。前は、まだ、十字架の前なんて注目されやすい場所だったからいい。だけど今回は？

　何で皆、わざわざ振り返ってまで私を見ているの…？

　理由のわからない大衆からの注目というのは恐おそろしいものだ。私はそれらの目から逃のがれるように一歩後あと退ずさる。全ての目の動きがそのまま付いて来た。視線恐きよう怖ふ症しようになりそうな、強い視線の集合。

　私は怯おびえ、助けを求めるようにシャーリーを見る。シャーリーは何な故ぜか誇ほこらしげに微笑んだ。

「あの、シャーリー、やっぱり何か此処ここ、それとも私…？」

　おかしいんじゃ…と続けようとした言葉は、いつの間に近づいて来ていたのか、私より少し背の高い男の子が私の顔を高こう揚ようしたような様子で覗のぞき込んで来た為に中断した。

　今の私よりは少しだけ年上だろう、五歳ぐらいの男の子。服装から見てたぶん平民。私に何か用だろうかと動どう揺ようしたままながら見つめ返すと、男の子は嬉しそうに口を開いた。

「名前なんていう、んですか…？」

　たどたどしい、明らかに使い慣れていない敬語で聞かれ、今の私よりは少し年上とはいえまだ幼い男の子相手に反射的に優しくしなければと思う。

　男の子の様子からして、私の外見のかわいらしさに恋にでも落ちたのかもしれない。なら、名前を明かすぐらいはやぶさかではない。

「私の名前はリリ、」

　名前の途と中ちゆうまで言ったところで、続きの台詞せりふを吞のみ込んだ。

　目の前の男の子がどうとかではなく、周りから意味もわからず異様に注目されている不自然な状じよう況きよう下で自分の実名を明かすのが得策ではなく思えたからだ。

「…リリー、よ」

　平民相手だし状況が状況だから、名前をあだ名のように答えても問題はないだろう。

　男の子は私の返答に嬉しそうにした。ちょっと罪悪感。

「ありがとうございます！」

　男の子はそう大きな声で言って頭を下げると、教会の前の方に走って行ってしまった。

　素敵な初恋の思い出になるかもしれないのに、噓うそ吐ついてごめんね。せめて君の中での私だけは清く正しく優しい、まるで聖女のような子だったと思い出にしてくれ。

「ママ！　聖女様のお名前、リリー様だって！」

　そうそう、聖女……うん？

　さっきの男の子が駆かけて行った方向を慌あわてて見ると、男の子が彼の母親だろう人物に頭を撫なでられていた。なんて心温まる光景！……じゃなくて。

「…聖女？」

　聖女？　リリー…って、え、私の事？　私が、聖女様？

　何を言っているんだ、あの男の子。最近変な絵本でも読んでおとぎ話設定を現実にまで持ち出してしまったのか？　そういうの、今の年ねん齢れいならまだいいけど大人になってからも続けたら目もあてられない事になるから気をつけるんだよ…？　私も、周り皆みんな良い人だったとはいえ好きな人がゲームの中というのは中々に表立って宣言するには生き難にくくてね…。

　そうやってあの男の子一人が少しおかしいだけの話にしようと思ったけど、残念ながら周りの状況がそれを否定した。

「リリー様…」

「なんて尊いお名前…！」

「聖女様のお名前を教えて頂けるだなんて！」

　皆小声ながら、さっきまで静まり返っていた教会内がいきなり騒さわがしくなる。

　私は盛大に引きつった顔でシャーリーの腕うでを引いた。

「シャーリー、やっぱりおかしいわ」

「…おかしい？　いえ、お嬢じよう様さま。彼等の事でしたら皆、当然の反応だと思いますが」

「は？」

　私は思わず、淑しゆく女じよを取り繕つくろえずまぬけな声を上げてしまった。いや、だって、え？

　シャーリーは誇らしげで、本当にこの光景と人々に違和感一つ覚えていないようだった。

　そっと護衛達を見ると、彼等も同様に誇らしげな様子だ。ええー…？

　あの、私これまさか四し面めん楚そ歌かなの？　私以外は皆今のこの異様な状況を当たり前に受け入れてるの？　うっそでしょ!?

「と、とりあえずもう用は終わったし帰るわよ！」

　シャーリーに話を聞きたいのは山々だけど、もうとにかくこの私だけが恐きよう怖ふを感じる空間から一刻も早く立ち去りたくなった私は、シャーリーの腕を強ごう引いんに摑つかんで教会から出ようと足早に出口に向かう。

「皆、姿勢を正せ！」

「礼…！」

　さっきまでの様子とは異なり、妙みように規律めいた言葉が背後から聞こえ恐る恐る振り返る。

　私の目には、ピタリと動きを止め姿勢を正し、号令と共に此方こちらに向かって一様に動きの合った美しい礼をしてみせる平民達が映った。

　私は半泣きになりながら教会を後にした。ひぃ、本当に何なのあれ怖こわいよぉ…。

「シャーリー、馬車の中で話聞かせてもらうからね!?」

「話、ですか？　はい…かしこまりました…？」

　きょとんと、何をそんなに騒いでいるんだろうとでも言いたげに見つめ返して来るシャーリーに、なんとも言い難がたいもやもやが心に広がる。

　何で一人だけわかっていない私の方がおかしいみたいな扱あつかいされてるのか、ほんっと意味わかんない！




「その後、私はシャーリーに理由を尋たずねた訳ですが、要するにあまりにも私が信心深く神様を愛し過ぎているせいで私のお祈りの様子は少々目を引く異質さがあるらしく、それに三歳という年齢が合わさって誰からか聖女様と言い出し噂うわさになっていたらしいです」

「あはは！　成る程ほど、また面おも白しろい事してるなぁ！」

　笑うメルヴィン君に、一つ溜ため息を吐く。

　当たり前のように我がイノシー家に遊びに来やがったメルヴィン君に、正式にアポが取られているから表向きには何も言えない私は、渋しぶ々しぶ彼を部屋に招き入れた。その後こっそりと、会いに来るのはいいけど半年に一度にしろよと釘くぎだけ刺さしてから近きん況きようについて包み隠かくさず話し終わって今に至る。

　まあ、うん、メルヴィン君の事はさして問題じゃない。問題なのは、私が不本意にも聖女と呼ばれているこの頭の痛い事態だ。

「笑い事ではありません。私は、聖女ではなく王おう妃ひになるのですよ!?」

「別に聖女様兼けんでも良くない？」

「下へ手たにキャラ付けされて弊へい害がいは出したくありません！」

　ゲーム通りにこの世界が回るとすれば、私が何もしなくても主人公がセス様以外を選ぶだけでセス様と結婚出来る。

　だけど私は大人の思おも惑わくが読めない。一つの思考パズルの欠片かけらから、次の展開を予想するのが苦手だ。チェスとか将しよう棋ぎとかのゲームでは勝てた例ためしがない。

　だから余計なフラグは立てたくないんだよ…！　意味のわからない設定付けをされたせいで、何かが絡からまって誰だれかが嫌いやがって私を王妃にさせたくないってなるかもしれないでしょ!?

　私は自分の頭が良くない事を自覚している。だから何が起こったってセス様との恋は勝ち取るつもりではあるけど、変な要素は事前に排はい除じよしたいの！

「じゃあどうするの？」

「人のあまり居ない町外れの教会まで通おうかと」

「えー、そこまでする？　それならそもそも教会行かなくていいんじゃないの？」

「それは出来ません！　神様にこの生を感謝しないだなんて…！」

　私はメルヴィン君の提案を断固否定し、満面の笑えみを浮うかべた。

「だって私、この世界に生まれられて幸せですから！」

　セス様と出会え恋こいの出来る環かん境きようを与あたえられた私は、きっとこの世界で一番の幸せ者だろう。顔がにやけるのが止まらない。

　そうにやにやしている私の顔を、メルヴィン君は妙に真ま面じ目めな目つきで見ていた。

「どうかしました？」

「……いや、幸せな理由って、殿でん下かが居るから？」

「当然です。何か気になるのでしたら言って頂きたいのですけど」

「ううん、たぶん気のせい。リリアナが本当に殿下を大好きなのは見てればわかるし」

　当然だと胸を張る。メルヴィン君が何を考えていたかは知らないけど、きっとどうでもいい事だろう。多少頭が良いとはいっても、メルヴィン君まだ三歳だしね。

　これから多少男の子っぽく成長するとはいえ、今の見た目じゃ白はく髪はつ赤目の美少女と言われても納なつ得とくしちゃうぐらいにかわいい子どもだもん。いくら身分が下の家だといっても他所よその家で、三歳にして部屋の外に護衛を待たせておけるぐらいには信しん頼らいされているみたいだけど、それでも子どもは子どもだ。大人になったメルヴィン君は未確定だとしても、今のメルヴィン君は私の恋の邪じや魔まにはならないだろう。

「それより、僕相手に敬語やめない？　友達なんだし」

「貴族淑女口調はやめているというのに、まだ不満が？」

「同い年だし、変な感じだなって。逆に聞くけど、殿下とのやり取り最初から最後まで見てた僕に何かまだ繕う事あるの？」

　私は何も言い返せなくなった。セス様との初対面の時、私は酷ひどい痴ち態たいを晒さらした。さすがにあれ以上の失態をこれから先私が演じるとは思いたくないので、未来まで含ふくめ私の人生最大の恥はずかしい姿だったと言える。

　それを最初から最後まで見ていたメルヴィン君が要するに、お前格好つける意味ある？　と聞いてきているのだ。言い返せる訳もない。

「……人目が無い場所だけだからね」

「うん」

　私は折れるべくして折れた。しかし何な故ぜ三歳児相手に、前世の知識があるはずの私が負けているのか。…私が賢かしこく立ち回れないアホだからですね、かなしい。

「ところで、何でリリアナって殿下が好きなの？」

「え？　何でって、何が疑問なの？」

「…ん？　いや、普ふ通つうに理由聞いてるんだけど」

　私は首を傾かしげた。

「むしろセス様を一目でも見て好きにならない女が居る事が理解出来ない。女どころか男でも好きになっておかしくないし」

「うわ、こわ……」

　何故かメルヴィン君は頭のネジがぶっ飛んでいる人でも見るようなドン引きしている目で私を見て来た。私のセス様へのあまりの愛に恐おそれをなしたんだろうか？　だったら仕方ない。

「メルヴィン君も男としてセス様を目指すといいよ」

「えー…まあ面白いから聞くけど、具体的には？」

「色々あるけど、そうだなぁ…もっと男らしく話すとか」

「へぇ。別にお前に好かれたくねぇから、実行しねぇけど」

　言葉とは逆に口調をしっかり荒あらくしてくれたメルヴィン君に、私は笑顔で親指を立てた。

「うん！　そっちの方が格好良いよ！　セス様はそんな風には話さないけどね！」

「…あっそ」

　メルヴィン君が微び妙みような表情を浮かべる。子どもらしくない顔だ。一応同い年の女の子に褒ほめられているんだからもう少し喜べないのだろうか。

　本当なら、メルヴィン君の口調はゲームの時も今と変わらなかったからゲーム通りの未来に拘こだわるならこのままで居させるべきなのかもしれない。でもメルヴィン君は私の言う事なんて聞かないだろうし、もし聞いたとしても普段は荒い口調にしないだろうし、だいたいメルヴィン君の口調が変わって私とセス様が結けつ婚こん出来なくなるなんて事はさすがに有り得ないからいいのだ。こんな小さな事でまで未来を変えないようにと気を遣つかってビクビクしたくない。

「……やっぱり、よくわからないな」

　私をじっと見ながら、メルヴィン君が突とつ然ぜん困ったようにそう言った。

「何が？」

「リリアナが」

　そうかリリアナがか…って、私？

　いやいや、私なんて物もの凄すごくわかりやすいじゃないか。私自分の考え全部そのまま口に出してるんだよ？　何がわからないの？　メルヴィン君が勝手に難しく考えて私を難しい生き物にしてしまっているだけなのでは？

「私はセス様が好きだよ？」

「いや、それはわかる」

　即そく答とうだった。私は、うんうんと頷うなずく。なんだ、やっぱりわかっているじゃないか。

「それ以外の私なんてどうでもいいと思うよ？　リリアナ・イノシーは、それだけだから」

　何故かまたメルヴィン君は難しい顔をした。言葉を言葉のまま受け止めてくれればいいだけなのになぁ。そういうお年とし頃ごろなのかなぁ？
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　こぢんまりとした教会を前に仁に王おう立だちしている私は、満足感溢あふれる笑みを浮かべていた。

「こうよ。これよ。私が求めていたものは」

　このいかにも人気の無さが窺うかがえる外観、きっと私を聖女様なんて変な勘かん違ちがいをして騒さわぐ人々は此処ここには居ないに違いない。

　本日早朝から馬車に乗り、私は城下町の端はしの端にあるこの教会までやって来た。

　地図で見つけたかなりの田舎いなかな教会に、此処ならいかにも人が少なそう！　と思い、今度から通うのは此方こちらにすると言った一ヶ月前の私にシャーリーは怪け訝げんな顔をしたけど、静かな場所でお祈いのりしたいと言いくるめれば、結局カイン子し爵しやくに話を通し許可を得て来てくれた。

　勇んで教会の扉とびらを開けると、そこにはやはり私が望んでいた光景が広がっていた。

　中に神父様しか、人が居ないのだ！　あれ、神父様じゃなく牧師様か？　どっちだっけ…えーと教会だから神父様か。違う。確かこの世界だと牧師様なんだ。ややこしいけど。

「…お嬢じよう様さま」

　そんな事より神様へのお祈りを始めようかと上じよう機き嫌げんにさくさくと奥に歩いて行こうとした直後、後ろに居るシャーリーに言葉と共に腕うでを摑つかまれ強制的に足を止めさせられた。

　シャーリーが私の行動をこんな物理的手段で無理やり止めて来るだなんて珍めずらしい。心なしか声も険しいし。

　私は大人しく奥に進もうとするのをやめ、シャーリーを見上げた。焦あせったような顔をしているシャーリーは膝ひざを曲げ、私に囁ささやく。

「ジャック・ガンホース様です」

　ジャック・ガンホース…ファミリーネームがある。そしてこの世界の一つの法則…有力貴族のファミリーネームには高確率で動物をもじったものが入っている。ホース、つまり馬…ええと馬の家といったら確か爵位は伯はく爵しやく。

　しかし、そんなお方の名前を今焦った顔で私に告げるという事はつまり……。

　私は再度前を見て、この空間には私とシャーリーとさらに後ろの私の護衛と、それ以外にはたった一人の人間しか居ない事を確かく認にんする。

「…あのお方が？」

　消去法で注意深く見るも、その人は明らかに牧師様の格好をしている穏おだやかそうな雰ふん囲い気きの若い男性だ。牧師って貴族がお遊びでやるような事ではないと思う。さすがに罰ばち当あたりだ。

　しかし、私の視界の隅すみでシャーリーは確かに頷く。シャーリーがそう言うならそうなんだろう。私に教える為ために、シャーリーも貴族の顔と名前をよく覚えるようにしているはずだし。

「挨あい拶さつを…するべきなの？　けれどその、普通の事情で此処にいらっしゃるのかしら？」

「……わかりません」

　貴族の爵位順序は上から順に、公爵、侯こう爵しやく、伯爵、子爵、男爵だ。

　要するに子爵令嬢である私より爵位の高いお方にお会いした以上、私は本来ならすぐにでもご挨拶に向かうべきところなんだけど…。

　言ってはなんだけど、こんな辺へん鄙ぴな場所にわざわざ私みたいな貴族が来たのだから向こうも驚おどろいていいはずなのに、私に対して何のリアクションもない。ガンホース様と違い、私は馬車で来て多少簡素とはいえ貴族丸出しの格好なのに。

　……訳ありっぽいんだよなぁ！　そんな臭においがぷんぷんしてるんだよなぁ！　自分が貴族だって向こうは気づかれて欲しくないのかもしれないし、変に関かかわり合いたくない。

「シャーリー、気付かなかった事にしましょう。私は本当にシャーリーから言われるまで気付いていなかったし、メイドのシャーリーが知らなくても本来問題は無いはずよ。わざわざ関係ない人の繊せん細さいな事情に触ふれそうな事はしなくていいわ」

　私はシャーリーの返事を聞く前にナイショ話を勝手におしまいにし、すたすたと教会の奥まで歩いて行くとガンホース様に軽くお辞じ儀ぎだけして、すぐにその横を通り過ぎた。

　私とセス様の利益にならなそうな人間はどうでもいい。それより、今は、神様の御ご前ぜんなんだから。

　私は、堂々とそびえ立つ十じゆう字じ架かのすぐ前で跪ひざまずいた。自然と口角が上がる。手を合わせ、目を閉じる。

　ああ、やっぱりお祈りするならこうだ。この距きよ離り、この近さだ。此処なら人目を気にして端でお祈りなんてしなくていい。十字架の前は、空気が澄すむ。

　神様に感謝する事だけに集中出来る。同時に、全すべてを預けて委ゆだねられる。心ここ地ちが好よい。

　ああ神様、神様、あなた様のお陰かげで私は楽しく生きております。不満など、一つとして御ご座ざいません。セス様が居るこの世界はとても素す敵てきで、私は世界一の幸せ者です。

　このまま、私とセス様が結婚する運命へお導きください。私、そうしてくださったら、死ぬまで不満の一つも溢こぼさずにあなた様を永遠に信しん仰こう致いたします。

　一ひと頻しきりお祈りして、目を開け顔を上げる。それから再度礼をした。

「ありがとうございます、神様。今日も私は幸せです」

　振ふり返るとシャーリーと護衛達も、ガンホース様も、〝あの目〟で私を見ていた。

　どうやら此処でも私は聖女様らしい。とはいえ、こんな場所で噂うわさになっても大して広まりはしないだろうからいい。訳有りで此処に居るのなら、ガンホース様も私が誰だれだか知っているもしくは後で知ったとしても、此処で私と会った事をあえて誰かに言わないだろう。

　という訳で、用も終わったしガンホース様に万が一にも話し掛かけられないようすぐ帰ろう。

　そう思い足早に歩き出したところで、私はこの場にいつの間にかもう一人、人間が増えている事に気が付いた。

　丁度私が向かう、教会の出入り口。その扉の先から私をぽかんと見つめる子どもが居た。

　その子どもは、栗くり色いろの髪かみはボサボサで手入れされていないしする気も無さそうなのが窺え、服も纏まとっているだけで全く頓とん着ちやくしていなさそうな適当なものだった。髪のせいで顔はあまり見えないし、性別もわからない。年は身長から見るに私と同じぐらいだろうけど…うーん、治安が相当悪いところに住む子みたいに見える。此処、荒すさんだ町には見えなかったんだけどなぁ。

　貴族の私が手を伸のばせば助けられるのかもしれないけど…一度恵めぐむだけ恵むのも、なぁ。喩たとえとしてあまりよろしくないけど、捨て犬に対して飼えないのに構うだけみたいで嫌いやだ。

　最後まで面めん倒どうは見られないし見る気もないんだから、見て見ぬフリ、するべきだよなぁ…私は、私一人を幸せにする事で精せい一いつ杯ぱいなんだから。

　良心が若じやつ干かん痛みつつも、私は子どもを無視するような形で再度早足で歩き出し、その隣となりを通り過ぎる。

「…ありがとう、ございます」

　擦すれ違いざま、呟つぶやくように子どもの口から発せられた言葉が、何に対してなのか私に向けた言葉なのかそれともただの独り言だったのかはわからない。

　ただ、その言葉が心からの感謝に満ち溢あふれていて、掠かすれた涙なみだ声ごえだった事だけはわかった。

　一いつ瞬しゆん止めた足を、また動かす。我に返ったんだろうシャーリーと護衛達が後ろから走って来る足音を聞きながら、私は馬車の前まで来て足を止めた。

　知らず知らずのうちに詰つまっていた息を吐はき出す。

「なにかしら…この、面倒事を回かい避ひする為にせっかく此処まで来たのに、新たな面倒事に巻き込まれそうな感じ…」

　通う教会を選び直そうかとも思ったけど、立地と人の少なさがこれぐらい良い教会が果たして他ほかにあるのか…？　あまり家から遠過ぎると通えないし、近過ぎると人が増える。

　まあ、私からあの二人に話し掛けず関わらなければいいだけか。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　のはず！
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　友達は要いらない、セス様だけが居れば。

　そう思っていたのは本心だけど、まさかこうなるとは──と私は今の自分より何歳も年上の女の子達に囲まれながら溜ため息を一つ吐ついた。

　こうなるまでの経けい緯いを纏めようにも、社交パーティーに来てカイン子爵と別れるや否いなやで「ちょっと来なさいよ」と理由も説明されずに無理やり腕を引かれてなんだなんだと行ってみれば、今日のパーティー会場であるお城のホールの隅に連れて行かれ、そこで待ち構えていた十人ぐらいの少女達に囲まれたのが現状なので、私もよくわかっていない。

　正確には、説明はまだされていない。でも、うん、うーん……セス様とメルヴィン君関連だよねぇ。客観的に考えて。

　女の子達のコミュニティに加わろうともせず、女の子達が結けつ婚こん相手に狙ねらっている彼等に付き纏い傍そばに居ることが許されている私は、まあそりゃ目め障ざわりだろう。一人が不満を口にすれば、私と仲の良い人が一人も居ないコミュニティでは擁よう護ごもまず無いだろうから加速度的に不満が広がって、本人に話をつけようとお呼び出しに至ったと。たぶんそんなとこ。

　この中では、私を呼びに来たピンクのフリフリドレスの女の子……確か、侯爵家の娘むすめだ。家いえ柄がらや強気そうな性格を見てもこの子がコミュニティのリーダーっぽいな。

「単刀直入に言うわ。セス様とメルヴィン様と、もう関わらないで頂ける？」

「嫌ですわ。誰かと友人を続けるのに、両親や相手方でもない第三者に決定権は無いかと」

　ピンクフリフリが両手を腰こしに当て踏ん反り返って言ったので、大当たりかぁと辟へき易えきする。

　私は意識して表情を変えないようにしつつ、年ねん齢れいによる身体からだの発達差により必然的にかなり見上げながら言えば、ピンクフリフリの顔が明らかに怒いかりを孕はらんだものとなった。

　反射的にびくりと震ふるえた自分の身体に、少し戸と惑まどう。おいおい、私、何をビビってんだ。多勢に無勢とはいえ相手はたかだか十歳そこらの幼いたい気けなガール達だぞ。

「不快なの。鬱うつ陶とうしいのよ。お嬢じようちゃん、言葉の意味がおわかり？　ちょっと難しいかしら？」

　小こ馬ば鹿かにしたようにピンクのフリフリが言って、周りの少女達もそれに呼応するようにくすくすと笑う。んー、相手が何歳だろうがこういうのは居い心ごこ地ちが悪い。

　まあ普ふ通つうの三歳児ならわからないでしょうとも。私はわかるけどな！

「ご自身の嫉しつ妬との感情はご自身でけりをつけてくださいまし」

　ツンとして言い返すと、少女達の笑い声がピタリと止まる。いい気味だと内心でほくそ笑えむ間も無く、一いつ斉せいに睨にらみつけられて私は怯ひるんだ。

　いやだから相手は十歳そこらの幼気ガール達で！

　と再度持ち直そうにも、明らかに私の手は震えていた。それがバレる事で彼女達につけ込まれたくなくて、咄とつ嗟さに手を自分の身体の後ろに隠かくす。

　……少女達は全員、私より背が高い。たぶん力も強い。今の私はあくまで、身体的にはただの三歳児だ。

　あ、どうしよう。そうか、何かされそうになったら抵てい抗こうできない。いや、会場に響ひびくような大声を出して大人の助けを呼べば……ああ、ダメ。それはダメだ。騒さわぎには出来ない。

　私は被ひ害がい者しやだし、それを主張出来る。でも、たぶん危ないからってしばらく社交パーティーに連れて来てもらえなくなる。セス様と会えなくなる。

「だから、けりをつける為ためにあなたを呼び出したのでしょう？」

　ピンクのフリフリに凄すごまれて、私は思わず視線を逸そらし足を一歩後ろに下げてしまった。

　いじめとか喧けん嘩かとかそういうの、私は前世でも経験が無い。多少の仲なか違たがいぐらいはあったけど、大勢に嫌きらわれる事にも慣れていない。

　どうする？　こういう時ってどうすればいいの？　もし一いち時じ凌しのぎ出来たところで、また次の社交パーティーでは？

　メルヴィン君に助けを求めるか？　いや、彼と私は契けい約やくの友人。ギブアンドテイクの関係に過ぎない。借りだけ作ってどうする。そもそもメルヴィン君に噂になりたくないからと人前で話し掛けるなと言ったのは私だ。

　じゃあ、セス様…？

　……冗じよう談だん。もっと有り得ない。セス様の負担になりたくないし、そもそもセス様は私を助けないだろう。だってセス様は、王となる為の足場を強固にする為に今のご年齢からお勉強の時間を割さいてまで社交パーティーに足あし繁しげく出席していらっしゃるんだ。ただの子し爵しやく令嬢の私を助ける為に彼女達全員との今後の関係を犠ぎ牲せいにしないし、私だってして欲しくない。

　セス様は忙いそがしい。ただでさえ今日の会場はセス様のご自宅。王宮だ。重要なお客様も多いだろう。戯たわむれに友人になる許可を出しただけの私に、ご自身の必要な時間を割きはしない。

　だから…私はこの程度の細事、自分で解決しろ。私は絶対セス様と結婚するんだから、そうしたら王おう妃ひになるんだから、出来なくてもやれ。

「ふふ、泣きそうね？　私優やさしいからもう一回聞いてあげるわ。セス様とメルヴィン様と、関かかわらないで頂ける？　そうしたら、優しくしてあげるわよ？」

「……やだ」

　沈ちん黙もくにお腹なかが痛くなっていく中、漸ようやく絞しぼり出せたのはそんなたった一言だけ。相手の目すら見られなかった。心の中ではいくらでも、うるさいピンクのフリルおばけと悪態をつけるのに、喉のどが引きつってうまく声が出ない。萎い縮しゆくしている。心の強気に反し、本能的な恐きよう怖ふからの怯おびえが身体を支配していた。

　何でこんな事で縮こまっているの私。馬ば鹿かみたい。もっと強く在りたいのに。これじゃあ相手を増長させるだけだ。

　一度、逃にげた方がいいかな。今の自分じゃ状じよう況きようを悪化させるだけの未来しか見えない。

　後ろ向きな思考で逃げる為の一歩は、簡単に踏ふみ出せた。そんな自分にまた少し嫌けん悪おした。

　ただ、そんな私の計算外が一つ。下げた後ろ足が何かに当たった。

　誰だれかが騒ぎを聞きつけて来てしまったんだろうか。どうしよう。私はセス様と会えなくなるのが一番怖こわいから、騒ぎになりたくないのに。

　恐おそる恐る振ふり返り見上げた先には、私が世界一、世界を越こえても愛している人が居た。

「こいつは俺の友人だ。これからは俺を敵に回したい奴やつだけこいつの事をかわいがるといい」

　状況がうまく吞のみ込めていない私をよそに、セス様、そう確かに私が見み間ま違ちがえるはずもなくセス様に違いない彼は、少女達に言い放つ。

　それから少女達からの返答を聞く気もない、いや聞かずとも返事は一つしかないとでも言うように私の腕うでを摑つかむと、彼女達に背を向けてずんずんと歩き出した。

　腕を引かれて無理やり歩かされるのは、さっきあの子達に連れて行かれた時と同じはずなのに、あの生々しい現実感とは相反して夢を見ているようなふわふわとした頭でただ、されるがままに付いて行った。

　会場を出てさらに階段を上ろうとする段階になって、セス様は私をどこに連れて行こうとしているのかと疑問には思ったけど、セス様が連れて行ってくれる場所ならどこでも構わないので黙だまって歩き続けた。

　やがて一つのドアを開けて着いた部屋は、誰かの私室のようだった。私はおずおずと中に入りながらも頭の中は疑ぎ問もん符ふでいっぱいになっている。

「お邪じや魔ま、します。あの、此処ここは……？」

「俺が連れて来たんだから俺の部屋だろ」

「へ？　ひぇ!?」

　すっとんきょうな声を上げてその場で小さく飛び上がった私は、セス様が摑んでいない方の手で自分の胸を押さえながら隅すみ々ずみまでお部屋を見回そうとして、何失礼な事しようとしてんだアホ！　と軽く自分の頰ほおを叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい！　元気です！」

　いきなり自分を攻こう撃げきし始めた私にセス様が怪け訝げんそうに私を窺うかがったので、私は満面の笑みを向けた。いや、頭大だい丈じよう夫ぶかという意味な気もするけど、たぶんそれも大丈夫です。元気です。

「まあ座れ」

「は、はい」

　セス様に促うながされ、お部屋に備えつけられている椅い子すを見る。これセス様が普段座っていらっしゃるんだよね。うっ、普通には座れない。あまりにも尊い。むしろこのセス様のお部屋という空間で息を吸っている時点で胸焼けしそうだ。

　しかしセス様が別の椅子に座って待っていらっしゃる。

「私は立ちます！　勿もつ体たいないので！」

「リリアナがそうしたいなら構わないが……」

　よし、興奮し過ぎて突とつ然ぜん鼻血を噴ふいてぶっ倒たおれる危険をこれで多少は回かい避ひ出来た。

　とはいえこれでは、椅子に座っていらっしゃるセス様より頭が高い。なんたる不敬。私はその場に跪ひざまずいた。セス様から困こん惑わくの視線を感じたが、私は笑顔でお気にせずアピールをする。

「……その、大丈夫か？　我ながらあまり良策ではなかったと思うんだが」

　何な故ぜか気まずそうにセス様が私を窺って来られて、私は意味がわからずに首を傾かしげた。

「だからだな、あそこで俺が出たせいでお前はこれから周りと友好関係を築きづらくなっただろう。人間関係が閉じたんだ。女は男と比べると比ひ較かく的てき感情でコミュニティを形成しやすい。噂うわさの伝達も速い。王族が口出しして来る子爵令嬢なんて誰も関わりたくない」

　あ、え？　ご自分の時間を割いて助けてくださったのに、セス様、今もしかして私のこれからの事まで気き遣づかってくださっている…？

　嬉うれしい。大好き。愛してる。

　胸に次々と沸わき上がる幸せな気持ち、と同時に、少しだけ不安と焦しよう燥そうを覚えた。

　……セス様は、人間が出来過ぎている。セス様も三歳なのに。転生前の記き憶おくがある私とは違って、まだ四年も生きた経験の無い人のはずなのに。前世の私の世界にはきっと少なくとも、こんな三歳児は居ない。この人は立派な王様になろうという気持ちだけで、この歳としにしてこれ程ほどの人間なのか。ああ、王になる人だ。

　私ももっとしっかりしなくちゃ。口先だけじゃなく、セス様の隣となりに並べるような人間に。あわよくば…セス様を支えられるような人間に。

「私は、友人は今居る方達だけで充じゆう分ぶんですわ。助けてくださってありがとうございます」

「そうか」

　セス様は私の言葉に驚おどろいたように目を見開いて、それから優しげな笑えみを浮うかべて言った。

　言葉としてはたった一言。だけどそれと共に立ち上がったセス様が近づいて来て、笑顔にきゃーきゃーと内心で騒ぎ実際には固まっている私の頭を、その手で優しく一ひと撫なでした。

「此処には好きなだけ居ればいいが、あいつ等ももうお前には手出し出来ないだろう。落ち着いたら安心して戻もどれ。俺はやる事が山積みだからな、先に戻る」

　フリーズして返事も出来ない私を置いて、セス様はあっさりとお部屋を出て行った。

　五秒後、ドレスなのも忘れて私は床ゆかに伏ふす。ほぼ倒れた状態だ。ときめきが止まらない。呼吸困難と動どう悸きと血圧の上じよう昇しようで死にそう。私の好きな人が格好良過ぎる。愛してる。

「ああ神様、ありがとうございます。今日も私は幸せです！」

　基本、毎日寝ねる前と教会で神様にお伝えしている言葉だけど、それ以外の時に言ってはいけないなんて自分ルールはない。

　神様神様、本当にこの世界に私を転生させてくださりありがとうございます。

「というか、自分の事を死ぬ程好きな女を一人自分の部屋に残すってセス様ちょっと危機感無さ過ぎです。心配になります。でもそれだけ信しん頼らいしてくれているって事でしょうか。うー、嬉しいようなもどかしいような…っ！」

　伏せたままで、言葉の割に部屋を見て回る事も出来ずに居る自分を自覚しながらも、セス様もいいと仰おつしやったしお言葉に甘え、暫しばらくその場でうーうー唸うなりながら心を落ち着けた。

　落ち着くまでに三十分程掛かかっただろうか。起き上がり身だしなみを整え、結局お部屋を見て回る事も緊きん張ちようして出来ないままに部屋を出ようとした私は、そこではたと気づいた。

「……そもそも私、好きって本人にまだ言ってないな？」

　いや初対面では言ったけど、あれは私がお願いした事もありたぶんノーカウントだろうし。

　セス様にとっては本当に完全に、ただの友人を助けて落ち着かせる為ために部屋に連れて来てくれただけで、私が自分の事を好きなんて知らなかったわけだ。

　んんんー……しまったな、また告白しづらくなった。

　ちょっぴり気落ちしながらパーティー会場に戻り、今日はもう帰ろうとカイン子爵の所に行くと、私が起こしたプチ騒さわぎについては何も言われはしなかった。もし知っていたなら子こ煩ぼん悩のうなこの人の事だからもっとリアクションがあるだろうし、知らないんだろう。

　どうやらセス様が一言で収めてくださったお陰かげで話は広まっていないらしい。よかった。

　ただ帰りの馬車でシャーリーにドレスがほんの僅わずかにしわになっていることを指し摘てきされ、誤ご魔ま化かすのが大変だった。
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　前回の社交パーティーでは散々な目にあったと見せかけて幸せいっぱいだった。

　という話を前回よりは随ずい分ぶんと小規模な社交パーティーで会ったメルヴィン君にしたら、そんな面おも白しろそうないじめイベントを逃のがしたのかと悔くやしそうにされた。原因の半分はメルヴィン君と仲良いと思われたせいでもあるのにこいつ…貴様の血は何色だ。

　メルヴィン君と仲良くしているのも公こう認にんみたいになってしまったから、人前でもわりと堂々と会話してやったというのに。話し掛けるのもうやめてやろうか。

「メルヴィン君なんてこの先好きになった子に一いつ切さい相手にされず振られてしまえ」

「呪のろうなよ」

　ケラケラ笑っているメルヴィン君は気にした様子もない。はいはい、ですよね。君程イケメンで頭もいい公こう爵しやく家のお坊ぼつちゃんは恋れん愛あいに困りませんよね。

　話すんじゃなかったと、少々機き嫌げんを悪くした私は遠くで大人を相手に談だん笑しようし人脈作りを頑がん張ばっているセス様の方を見て癒いやされた。セス様の前では私の機嫌は簡単に良くなる。我ながらなんて幸せな生き物なんだろう。

　今日もセス様は大人相手に臆おくさず、相手が付き合わされているようでもなくお話しあそばしている。どれだけ学んで教養を身につけたらそうやって大人と話せるんだろう……私は前世の高校生の時も、今も、そんな事は出来ないと思う。年ねん齢れいよりも覚かく悟ごと努力の差を感じる。

　うーん、やっぱり私も、十歳そこらの少女達相手にさえ立ち回れずにいる場合じゃないな。

　そう内心でまた決意している私に、一ひと頻しきり笑っていたメルヴィン君がふと声の調子を笑い混じりのものではなく声を掛けてきた。

「なぁリリアナ、何でお前セス様が好きなの？」

　お、語っていいのか？　一時間コースぐらいでいい？　と目を輝かがやかせてメルヴィン君を見た私に、メルヴィン君は嫌いやそうな顔をした。なんでよ。そっちから話振ってきたのに。

「お前、好き好きうるさい割に表面的にしか好きって話しないから、セス様にだけ何でそんなに執しゆう着ちやくするのか解げせないままなんだよ」

　理由を説明されてちょっと納なつ得とくする。そりゃ、おおっぴらには前世とかゲームとか話せないし、周囲から見たら私のこの執着的恋情はあまりに唐とう突とつだろう。

　うーん、話せない話は置いておいて、私が実際に会って恋こいをし直した理由でも話そうか。

「あれだけ背負っているものが重い人もそうそういないのに、それでも人を気遣える人だから、かな」

　私はたぶん、セス様の人間性に惚ほれている。容姿ももちろん好きだし前世も今世も一目惚れではあるけど、その根本的な考え方とか生き方とか姿勢とかが、どうしようもなく好きだ。

　あまりピンと来ていないような顔をしているメルヴィン君に、私は自分の言葉を補足するように話し出した。

「私とメルヴィン君が話していても年齢とか曖あい昧まいになるけどさ、三歳で人に言われたからじゃなく自分で立派な王子になるために勉強して繫つながり作る為に社交界出て一人で動き回っているのって凄すごくない？　私とメルヴィン君はまだ、自分の娯ご楽らくとか快楽とかの為に動いているけど、セス様は違ちがうでしょ？」

「違うの？」

　私はちょっと驚いて、メルヴィン君をじっと見る。

　もしかして普ふ通つうにセス様を見ているだけじゃ、あの人が自分の感情や目先のやりたい事の為に動いている訳じゃなくて志で動いているって事はわからないものなのか？

　私は前世知識でセス様の背景とかセス様の兄のニコラスとセス様との関係とかわかっているから、もしくは単純にセス様を観察し過ぎているからわかっているだけ？

　あーでも、メルヴィン君はわからないんだ。それは、よかった。少し安心した。

　一人で背負って一人で立ち過ぎているセス様は見ていて不安だけど、そんな人だからあれだけ大人びていても納得出来るし、私は前世の記憶があるから大人びていて当然。だけど、メルヴィン君はセス様や私と比べたら大人びている理由が薄うすいから、そこまではわからないのならよかった。出来ない事に安心する。さすがに自分と考えがかけ離はなれたタイプの人間の思考まで想像出来る程、柔じゆう軟なんではないんだね。

　ふむ、じゃあここはメルヴィン君より大人な私がメルヴィン君の為に、わかっている限りのセス様の気持ちを代弁してあげよう。

「後こう継けい者しやなら天才な兄が居るのに、普通に遊んだり友達作ったり人に甘えたり、そういう子どもらしさ全部王様になるためにこの年で捨てている人なんだよ。捨てたそういう事をやりたくないわけじゃなくて、自分の優先順位の一番が立派な王様になる事でそれ以外に脇わき目め振ふれる余よ裕ゆうが無いから、相手が傷つかない為にそうしてるの」

「……いや、本当にそうなら凄すげぇけど、気持ちわかり過ぎだろ。お前の妄もう想そうじゃねぇの？」

　確かに言われてみれば、そう言いたくなるメルヴィン君の気持ちもわかる。

　でも、だけど、セス様のそういう気持ちは他ほかでもない私だからこそわかる。知識なんてなくても、感じ取れる。

「たった一つ以外他を見られない気持ちは誰だれよりわかるの」

　私のセス様への執着については多少なり理解しているのだろうメルヴィン君が、呆あきれ半分にああと納得の声を上げた。

「それにセス様が私と友達になってくださったのは、邪じや魔まにならなそうだからだと思うし」

「えー…それって、お前はそれでいいのかよ」

「当然。承知の上で愛してる」

　むしろ誇ほこらしげに胸を張ってみせた。

　私は、セス様が王様になる為のお勉強や社交の邪魔はせずに空気を読める。セス様を誰より大好きだからこそ、セス様の為に一歩下がれる。もしそれが出来ないダメな女だと判断されたらその時点で、セス様はすぐに私を切り捨てるはずだ。

　だから今も友達である私はそれだけで、セス様にとって邪魔にならずに友達とまだ呼んで構わない人間と今も思われているって事。幸せな話だ。

「セス様はそれだけ一心不乱に王様になる為に生きてるのに、助けても大きなメリットのない子爵令れい嬢じようの三歳児が転びそうになったら助けてくれたの。しかもこの前なんて、私が女の子達に囲まれていたらご自身の大切な時間を割さいても助けてくれたんだよ！　自分に余裕が無くても、人を助ける為に手を差し出せるんだよ。それってどれだけ凄い事だかわかる？　表面上優やさしいだけじゃ絶対出来ない。根本的に人間が出来ている人じゃないと、不可能だよ」

　恋というそもそも感情的な理由をこうまで言語化出来た私は、実は結構頭が良いのではないかとちょっと得意げになった。

　まあぶっちゃけ普段からこうこうこういう理由で好きなんて考えてないし、好きと思ったから好きって思考だからもっと馬ば鹿かなんだけど。とはいえ今のが出まかせってわけでもなく、理由を突つき詰つめて言語化しようとして考えた結果だから、それもまた本心ではある。

　どうだセス様は格好いいだろうと自じ慢まんするようにメルヴィン君を見て、感想を聞かせろと視線で訴うつたえる。メルヴィン君は少し面めん倒どう臭くさそうな顔をしたけど、考えるように黙だまってから口を開いた。

「話聞いてると、セス様のイメージ変わるな。お綺き麗れいで女の憧あこがれの王子様ってより、陰かげで泥どろ臭くさく努力してる部下に信しん頼らいされる上司っぽい」

「あー、人に誤解されやすいところとか、確かに。…いや何でそんな上司とか部下とかの感想をメルヴィン君が持てるの？　おかしくない？　年ねん齢れい偽いつわってる？　実はもう働いてる？」

「うちは家業が金きん融ゆうだから、家で上下関係色々見せられるし」

　ああ、成る程ほど。それに加えて人間観察が趣しゆ味みなせいでメルヴィン君はこんなに大人っぽくなっちゃったわけね。はいはい。

「あ、待って。女の子じゃないと思って安心して話してたけど、メルヴィン君の顔はかわいい……ちょっと、セス様に惚れないでよね」

「誰が」

　本気で嫌そうに睨にらまれたので、私は安心してメルヴィン君の頭を撫なでた。が、すぐに払はらいのけられた。

「もっと成長したらお前の手なんか俺の頭に届かなくなるからな」

「ふっ……はいはい」

　メルヴィン君はそんなに身長大きくならないよ。というゲーム知識は教えないであげた。

　まあ、私という異物が居る上、セス様と将来結けつ婚こんするのが私になる（予定な）以上、本当に完全にゲーム通りにこの世界が進んで行くかはわからないし、もしかしたらバタフライエフェクトみたいに私が居る事で何かがどうにか作用してメルヴィン君の背が伸のびる可能性も……無いかなぁ。さすがに無いかぁ。かわいそー。
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　私が記き憶おくを鮮せん明めいに思い出してから、二年が過ぎた。

　この二年を思い返すと、お勉強を頑がん張ばっただとかセス様と前よりお話が出来るようになっただとか、そういう大きなイベントがない日常の地味な進歩だけだったような。

　そう、私はセス様とこの世界で出会って二年以上も経たつのに未いまだ告白出来ていなかった。

　こう…セス様が思いの外私を友人として大事にしてくださって。セス様の友人って私だけなわけで。非常に切り出し難にくい空気となってしまったのだ。

　セス様以外で他に二年で変わった事と言えば…ああ、通っている町外れの教会でも、牧師と修道女にだけとはいえ聖女様として何な故ぜか名前が浸しん透とうしてしまった事とか。

　あとは、肉体的な力を身につければいざという時、最悪力ちから業わざで解決できるかもしれないと思うし、自信がついて堂々と振ふる舞まえるかもしれないと思い護身術も習い始めてみた。シャーリーはリリアナ様がまた睡すい眠みん時間をお削けずりに…といい顔をしなかったけど、カイン子し爵しやくは変な男に絡からまれる心配が少しは和やわらぐと乗り気だった。誘ゆう拐かいの方の心配でないあたり、家庭事情が垣かい間ま見みえる。妻が外国で仕事していて中々家に帰って来ないのは、仕事の為ためでとはいえ周りの男にちょっかいかけられていないか不安があるんだろう。

　さてしかし、二年。私は五歳になった。セス様とメルヴィン君も五歳になった。それはつまり彼女も五歳になる。はずだ。

　三日後、スワローズ公爵家で社交パーティーが開かい催さいされる。五歳となる一人ひとり娘むすめフェリシアのお披ひ露ろ目め生誕パーティーという名目だ。

　フェリシア・スワローズ。その名前に耳みみ馴な染じみがある訳ではないけど、スワローズは『救国のレディローズ』のゲーム主人公のファミリーネームだ。しかも五歳、私やセス様と同年代となるという事は、つまりその彼女がゲームにおいての主人公ポジション、レディローズだと考えてまず間ま違ちがいないだろう。

　漠ばく然ぜんとだけど、不安だ。主人公の性格とか人となりって、ゲーム上では選せん択たく肢しによってどうしても変わるからどんな子が来るかわからない。ゲームの話からすると主人公もセス様も一目見た瞬しゆん間かんからお互たがいを気にいるはずだけど、実際現実ではどうなるのか。

　まあ、子ども離ばなれしているセス様やメルヴィン君と普通に会話出来ている私は頭の良さで負けないだろうし、今の私は容姿も最高にかわいいからそこでも負けはしないと思うし、何よりセス様を好きな気持ちでは微み塵じんも負ける気がしない。

　けど、完勝もしなそうなんだよなぁ。だって主人公だもん。天才だもん。チートだよ、ずるい！　生まれた家でもう、セス様と婚こん約やく者しやになれちゃうとか、スタート地点から違うし！

　やっぱりどうしても不安なので普通この世界の十五歳程度がやる範はん囲いの問題集をひっ摑つかみ、お勉強を再開した。ほぼ完かん璧ぺきに解けるんだけど、ややこしい応用問題でも一問もミスなく完璧に解けると胸を張れるレベルぐらいになりたいところだ。

　私はゲームではライバルだったり悪役だったりなリリアナ・イノシーだけど、正せい攻こう法ほうで完璧に主人公と勝負してヒーローの愛を勝ち取り、ハッピーエンドを迎むかえてやる。

　そう私がお勉強モードに入ろうとしたところで、部屋の外からぱたぱたと足音が聞こえた。なんだろう。相当に大変な事でも起こらなければ誰も足音を立てて歩かないし、ましてや走りなんてしないと思うんだけど。

　足音は私の部屋の前で止まり、ドアがノックされた。…緊きん急きゆう事態は私にも関係あるのか？　うわ、嫌いやな予感。

「リリアナ様、シャーリーです。メルヴィン様がいらっしゃいましたので、すぐに身み支じ度たくを致いたしましょう。開けてもよろしいですか？」

「…ええ、どうぞ」

　予感的中。私は既すでにぐったりしながら仕方なくお勉強を中断して立ち上がった。

　ああそうそう、もう一つ二年で変わった事があった。ただでさえ微び妙みようだったメルヴィン君の遠えん慮りよがほぼ消えた。いきなり家に来るのやめろって言ってんのに、気分で動きやがる…。

　シャーリーにドレスを着つけられ仕方なくおめかしさせられていると、ふとシャーリーが手は止めないままにどこか気まずそうに声を掛かけてきた。

「あの、メルヴィン様にリリアナ様の事を色々と聞かれましたので、答えました」

「え？　ふーん、別に聞かれて困るような事は無いけど…どういう質問？」

「普ふ段だんのご様子や、私への接し方など…何故そのような事を聞かれたのかはわかりません」

　私もまるでわからないけど、ただのメルヴィン君の好こう奇き心しんじゃないかな？

　そう特に気にする事なく、ただメルヴィン君とちょっと会うだけなのにお綺麗な格好にされた私はシャーリーを伴ともなって客間へと行った。

　ドアを開けると、人の家とは思えないリラックスした様子のメルヴィン君がソファーからぴょこんと跳はねるように立ち上がる。

「リリアナ」

「メルヴィン様、突とつ然ぜんのご訪問はやめてくださるようお願いしたと思うのですが」

　今はシャーリーや他ほかのメイドが部屋に居るので二人の時の口調や呼び方ではなく貴族口調で、しかし第一声からはっきり苦言は呈ていしてやった。

　にも拘かかわらず、メルヴィン君は悪びれた様子もまるでなく口を開く。

「いや、どうしても人目が無いところで話したい事が出来たんだよ」

「はぁ…何？」

　仕方ないので、大人な私はメルヴィン君の話とやらをとりあえず聞いてあげることにした。くだらなかったら怒おこり直せばいい。

　話は聞こえただろうと、シャーリーや他のメイド達に軽く目配せして部屋を出て行かせ、メルヴィン君と二人きりになる。

　メルヴィン君はいやに真ま面じ目めな顔で話を切り出した。

「話の前に確かく認にんの質問。お前ってさ、セス様以外で二番目に好きな人って誰だれ？　恋れん愛あいに限らず人としてな」

「二番目って、そんなの考えた事もないけど」

「じゃあ、さっきのメイドのシャーリーと他のメイドなら？」

　何の尋じん問もんだこれ？　何を確認されているのか、何がしたいのかまるでわからない。

　恐おそらくそんな感情を顔にも思い切り出しながら、まあさすがにそれはシャーリーかな、と三秒程間を置いて考えてから口を開こうとする。

「確認終しゆう了りよう」

　答える前に、メルヴィン君に事務的な言葉で勝手に話を終わらせられた。

　質問しておきながら勝手に自分だけ理解して話終わらせるの、話し相手に悪印象だからやめた方がいいよ。と言って話が逸それるのもそれはそれで面めん倒どうだったので何も言わずに、結局何を話したいのかと話の続きを促うながすようにただ視線を送った。

「リリアナとの付き合いも二年になるし、ちょっとはっきりさせておきたい事があったんだよ。……お前さ、本当にセス様以外全部何もかも心の底から、どうでもいいと思ってるだろ」

「うん」

「愛情注いでる親も、いつも一いつ緒しよに居るメイドも、一応友人な俺も、お前からの好感度はその他大勢とほぼ変わらねぇんだろうな」

「うん」

　私は普通に頷うなずいて、それから特に表情の変わっていないメルヴィン君の目を見て問う。

「悪い？」

　確かに私はそうだけど、それって別に咎とがめられる事じゃないよね。だって好意って、向けられたら必ず同じだけ返さなきゃいけないものではないでしょう？

「いや、別に？　ただ不思議だな。セス様以外の全部、何で最初から捨ててるんだろうって思う。手に入れようとしないどころか、黙だまってりゃ手に入るものも自分から突つき放してる。どうして一番の一つ以外は全部遠ざけてんだよ」

　……成る程ほど、初めて会った時より洞どう察さつ力が身についたようで。私は少し笑ってしまった。

「メルヴィン君って、本当に好奇心の塊かたまりだね。あんまり深入りしない方がいい事ってあるよ」

　人間関係っていうのは、そもそも面めん倒どう臭くさいものだ。好奇心旺おう盛せいなのは結構だけど、踏ふみ込むラインはちゃんと見み極きわめないと。このままだといつか、メルヴィン君は人の心に踏み込み過ぎて大おお怪け我がしそうだ。心をか身体からだをかはその時のお相手次し第だいだけど。

　私の場合は──温おん厚こうだから、怪我はさせないかな。どっちの意味でも。

　何にせよもっと気を付けた方がいいよとにこにこしていると、メルヴィン君は機き嫌げん悪そうに舌打ちした。えー…なんで……。

「煩うるせぇな、契けい約やくでも仮でも友達だろ。お前俺以外に友達居ないから知らねぇんだろうけど、友達はこういうもんなんだよ。何か抱かかえてそうなら聞くし、助けられるなら助ける」

　一瞬世界が揺ゆれた気がした。もちろん地じ震しんではなく、私の認識の話。

　懐なつかしい感覚がした。もしも前世でこの人に出会えていたら、私はきっとメルヴィン君を大好きな友達なんだと、胸を張って言えたんだろうなと思った。

　それか、私が本当に他に友達が居た事が一度もなかったら、前世の記き憶おくが無かったら、生まれ変わった後の今世でもこの人を大好きな友達だと言えただろう。

　でもダメだ。記憶あるから。思い出したくない程に、優やさしくて毒のない幸せな思い出があるから。私、一回死んだから。もう友達は要いらない。セス様以外何も要らない。

　今世では、私の心を揺るがすのはセス様だけじゃないと耐たえられない。

「私の為ために言ってるみたいな、そういうのやめて」

　私は努めて冷静に、あまり声に感情を含ふくませないように波立たせないように優しく言う。

「欲しいものは大きい一つだけでいいんだよ。私は私の為にいつだって最善を尽つくしているの。だからメルヴィン君も、好奇心と契約だけで私を見ていてくれればいいんだよ」

　優しく、だけど、絶対的に拒きよ絶ぜつした。友達は要らない。メルヴィン君は私には要らないの。

　良かれと思って言ってくれたんだろうに、こうまで蔑ないがしろにされたらメルヴィン君も怒るかな？　でもメルヴィン君からこの話を始めたんだから、踏み込んで来たんだから、私は心のラインをメルヴィン君にも見えやすく引き直しただけだ。

　これでばいばいなら、それもまた仕方ない。

「お前、本当にセス様一人だけ手に入れられれば幸せになれるって思ってんの？」

「思ってるよ」

　胡う乱ろんげに聞いて来たメルヴィン君に、何の迷いもなく即そく答とうする。何を当たり前の事を。それが私の今生きている意味だ。

　セス様一人が居れば私は幸せで、セス様の隣となりで恋こいを勝ち取れればこの上ない。

「ならいいか、今は。応おう援えんしてる」

　メルヴィン君は笑って言った。ちょっと引っ掛かかる言い方だったけど、私も掘ほり返しはしない。メルヴィン君は私の心のラインを踏んでいた足を下げてくれた。これでこの話はおしまい。ここからはまた浅い表面だけでのお友達ごっこね。

「メルヴィン君に好きな人が出来たら、私も応援してあげる」

「いつしかは呪のろってなかったっけ？　だいたい何でそんな上から目線なんだよ。何様だ」

　私は人ひと払ばらいしているので、貴族らしさやお嬢じよう様さまらしさを一いつ切さい気にせずにテーブルにばん、と大きく音を立てて手をつき立ち上がる。

「恋愛に関しては先せん輩ぱいでしょう!?」

「そんな風に全然見えねぇし」

「人に恋する事に関しては少なくとも先輩！」

　偉えらぶってふふんと笑ってやれば、メルヴィン君が折れた。わかったからと言わんばかりに手をひらひらさせたので、私も座り直す。

「メルヴィン君、好きなタイプとか無いの？　五歳でもメルヴィン君ぐらい大人びていたら漠ばく然ぜんとはあるでしょ？　ね？　ね？」

「……まあ、じゃあ、頭良くて凜りんとした美人で大人っぽい女とか」

　流すように適当に言われる。でもその割には具体的だな。んーもしかしてそれ、大人っぽくなくてアホでかわいい系の顔立ちの私を皮肉っているのか？　あてつけか？

　……あれ、でもメルヴィン君のその好みの女の子って、ゲームの主人公レディローズさんのイメージに限りなく近いのでは!?

　そういやメルヴィン君もゲームでは攻こう略りやく対象キャラだった。まだレディローズと会った事はないはずとはいえ、深層心理や好みとしてはそういう風になっているのか？

　え、やだ。だってそれ、セス様もそうかもしれないって事になる。……やだ。

「メルヴィン君、頑がん張ばって！　そっちはそっちで、こっちはこっちでくっつけば、大団円！　ハッピーエンドだから！」

「ちょっと何言ってるかわかんねぇわ」
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　社交パーティーなんてもう何十回も行っているけど、今日の私は一味違ちがう。

　いつもより気合いを入れて編み込んでもらった髪かみの毛はふんわり愛らしく、ドレスも久しぶりにユリをイメージした白く上品だけどかわいらしい、裾すその広がり方が素す敵てきな新品を頼たのんだ。昨日の夜は早く寝ねたから血色肌はだ艶つや全すべて良好。いや五歳パワーで元からふわふわのもちもちのつやつやなお肌ではあるんだけども念の為ね。

　今世の私は三百六十度どこから見てもいつもかわいいけど、今日の私はさらに二割増しでかわいい。死角無しだ。

　まだ公式にはなっていないけど、私は今日レディローズがセス様と婚こん約やくする事が発表されると知っている。でも私が主役を食ってやるんだ。

　ふふん、今日の最高にかわいい私がセス様と親しげにしている事でレディローズは引け目を感じるがいい。セス様を巡めぐって、正々堂々拳こぶしは使わず水面下で殴なぐり合おう。

　私は転生者であるアドバンテージに胡座あぐらをかかずに、今日まで一切抜ぬかりなく自分を磨みがいて来た。よってうさぎとカメの童話みたいな怠なまけ者だから負けたという展開にはならない！

「今日のリリアナは機嫌が良いなぁ」

「お父様、そうではありませんわ。私は今闘とう志しを燃やしているのです。これから水面下で女の闘たたかいが始まるのですわ」

「リリアナの言う事はたまにお父様でもよくわからないなぁ。女の子は難しいね」

　会場のスワローズ家までの馬車移動の間にカイン子し爵しやくとそんな会話をしていれば、あっという間に会場に着いた。我が家からわりと近くにあったようで。

　シャーリーと馬車で別れて、戦場に向かう心意気で会場に入る。挨あい拶さつするべき人には全て挨拶を終えた後、カイン子爵に断りを入れる。

「ではお父様、私セス様を探して参りますね」

「リリアナはセス様が大好きだなぁ。ああ、行ってらっしゃい」

　カイン子爵に見送られながら、私は今日は特に優ゆう雅がな所作になるようにと気を配りながらもセス様を探す。会場の皆みな様さま、私の事はレディリリーと呼んでくれても良くってよ、ふふ。

　私の恋心によるセス様センサーによって、相変わらずすぐにセス様は発見出来た。今日もまた一段と格好良くて愛いとしいセス様に、すぐに走り寄りたい気持ちを抑おさえて美しく一歩一歩気を付けて歩いて行く。

「セス様、御ご機き嫌げんよう」

「リリアナ」

　セス様は私に気付くと大人びた表情を緩ゆるめて、少しだけ子どもっぽく笑う。私の特権。それが何の思おも惑わくもなく友達であるたった一人が私だからだとしても、つまり友達としての特権に過ぎないとしても、きっと私だけにセス様は気を許されている。

「フェリシア様、どんな方なのでしょう。楽しみですわね」

「ああ、俺も初めて見る」

　言外に一応婚約者なのに、という意味が込められている事には気付いたけど本来私が知るはずもない事なので、そこには突つっ込まない。

　様子を窺うかがうに、セス様は平常どおりだ。レディローズの登場をわくわく待ち構えてはいないらしい。まあセス様の中の一番は常に自分が立派な王様になる事だし、そりゃそうか。

「そろそろ人も揃そろったし、出て来るんじゃ──」

　その時、セス様のお言葉が不自然に切れる。理由は私にも簡単にわかった。

　会場の空気が変わった。明らかに、察せる程ほどに…音が止やんだ。

　会場中の人間の視線が自然と一方に向いて行く。だから私も、そっちを見た。少しだけ高いステージのようなそこは、私の身長でも人の間を縫ぬうようにすれば見えた。

　一人の少女が居た。

　その人は、幼児と呼んでいい年ねん齢れいに見えるのに、かわいらしいよりも綺き麗れいや美しいという言葉が似合う人で、残ざん酷こくな程──完かん璧ぺきで、美しく、優雅で、ただそこに立っているだけで会場の視線をあまりにも容易たやすく独どく占せんした。否いや応おう無なしに、私の目も奪うばわれた。

　とてつもなく美人だとか、洗練された立ち姿や所作だとか、それを際きわ立だたせるような真っ赤なドレスだとか、目を向けた理由なんていくらでも後付けは出来る。

　だけど、私は確かにそれら全てを認にん識しきする前に視線が勝手に彼女に引き寄せられていたんだとわかっていた。そんな才能が視みえた。

　察する。彼女が、主人公。

「レディローズ」

　誰だれかの呟つぶやきが聞こえた。そんな呼び名が付くことがどれだけ恐おそろしい事か今初めて気付いた。五歳の少女をレディと、薔ば薇らと表現するなんて。それに当たり前に誰もが納なつ得とくし、呼び名として浸しん透とうするなんて。

　私は鳥とり肌はだを立てると共にその美に畏い怖ふした。
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　…けどそれからすぐ、そんな自分を恥はじた。

　美しいという事は畏怖する理由にはならない。落ち着いて見れば、レディローズはその目つきも表情も所作も柔やわらかく、畏怖という言葉は似合わない。間違いだ。

　私は、勝手に怖こわがった。勝手に、この人と戦ったら負けると…無意識に負けを確信した。だけど負けるのも、負けたと咄とつ嗟さに思ったのも嫌いやだった。だから怖がった理由を、美しいからなんて事にして下へ手たくそに誤ご魔ま化かそうとした。

　……大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫。今確かに私は負けた。今この人には勝てないだろう。認めよう。目を背そむけても仕方ない。誤魔化さず悔くやしいと思い直せたから、まだ私は戦える。次は勝つ。

　なんとか深呼吸して私は自分を落ち着けた。

　初めて見たレディローズは遠くからだから当然、声は聞こえず視線も合わない。

　それでも、彼女の前ではこの世の全て、有う象ぞう無む象ぞうがニセモノとなる。それ程にレディローズは完璧で本物な主人公だった。世界の中心は彼女だと言われても納得してしまいそうだ。

　まだ私は、彼女と同じ土俵に上がれていなかった。私が勝手に彼女をライバル視していただけ。レディローズは此方こちらを見ない。私なんて、その辺の雑草と変わらないから。

　彼女を見て、そこまで理解して、私は彼女から視線を外す。それからゆっくりと隣となりを見た。

　無理してでも「綺麗な人ですね」なんて掛かけるはずだった言葉は、空気に溶とけた。

　セス様は私が今自分を見ている事にも気付いていないだろう。そしてその視線は、その先に居る人は、私もさっきまで見ていたんだから視線を追わなくてもわかった。

　それからその視線の意味も。私がセス様を見るものと同じだって。知りたくなくてもわかってしまった。

「……」

　もう一度、深呼吸をする。だい、じょうぶ。うん、大丈夫。

　セス様が、レディローズを好きになるなんて…ゲーム通りだ。私は元からそうなる事を知っていた。その気持ちの強さが、実際に目にしたら思いの外強そうだったから驚おどろいただけ。自分のセス様への気持ちと少し重なるぐらいの、強さだっただけ。

　大丈夫。零ぜろパーセントじゃない。私の恋こいにはまだまだ可能性が溢あふれている。

　確かにレディローズは一目で勝てないと思わされてしまうような、圧あつ倒とう的てきな存在感とオーラを持つ完璧な人だった。だけど別に、完璧だから人は人を好きになる訳ではない。もしこの先どれだけ努力したって私より彼女の方が王おう妃ひとして優ゆう秀しゆうな人材になるなんて絶望があったとしても、イコール私が彼女よりセス様に好かれる事が有り得ないとはならない。

　きっと私は出来る。だって私はこの世界でセス様が生まれる前からセス様を好きだったんだから。セス様の好みだって知っているし、そうなるように絶え間無く努力だって出来る。何で負けても恋では勝つ。

「リリアナ！　おい、待て！　止まれ！」

　パーティー会場に似合わない大声を掛けられて、しかもとんでもない事にドレスの裾を摑つかまれ、私はびっくりして足を止めた。

　……ん？　足を、止めた？

　周りを見回せば、私が今居る場所はパーティー会場では無かった。

　外だ。風が冷たい。息が切れている。私、走っていた？　どれぐらい走ったんだろう。見る限り手入れされた庭のようだから、スワローズ家からは出ていなさそうだけど。

　私が止まると、ドレスの裾すその突つっ張ぱりが消えた。代わりに手を摑まれる。最初に、この世界で初めて出会った時も、こうだった。

　だけど振ふり返るとそこに居るのはセス様じゃない。

「セス様じゃなくてごめんな」

　メルヴィン君は困ったような顔でそう言った。

　そんなの声でわかっていた。私がセス様の声を聞き間違えるはずがない。

　きっと私を心配して追い掛けて来てくれたんだと思う。でもそんなメルヴィン君に謝らせてしまうような顔で、私は彼を見てしまったんだろう。

　私は何か言いたくて、たぶん言い訳をしたくて口を開いたけど声が出せなかった。そんな私の代わりにメルヴィン君がまた口を開く。

　…私、情けない。何が負けているのを認めただ。無意識に逃にげ出すだなんて、セス様に好きになってもらえなくて当然。レディローズならこんなダメダメな事にはなっていない。

「実際見たら、意外と違ちがうと思った！」

　冷たい空気を切り裂さくように響ひびいたメルヴィン君の言葉は、予想していた言葉のどれとも違って、何の話をしているのかさえわからなくて、私はきょとんとその顔をただ見ていた。

　メルヴィン君は自分でもあまりに要領を得ない言葉だという事に気付いたのか、慌あわてるように早口で補足する言葉を続ける。

「完璧ってのもつまんねぇっていうか、何考えてるかわかんねぇし、あんまり大人びていられても自分との差が開くし、俺は馬ば鹿かで素す直なおで真っ直すぐな奴やつぐらいでいいと思う」

　あ、ああ。そういえば何日か前に、聞いたね。メルヴィン君の異性の好み。実際そんなにレディローズは好みじゃなかったって話だね。

　とはいえ、わかったからこそむしろ何でそんな話を今？　とまだぽかんとしている私に、話の意味がわかっていないと思ったんだろうメルヴィン君がもどかしそうに、そして恥ずかしがるように少し顔を赤くしながら私の手を摑む力を強める。

「だから！　お前はお前でいいとこあるし、セス様だって好み変わるかもしれねぇんだから、そんなに落ち込むなって言ってんだよ！」

　なんだこの子。私の事元気付けようとしてる？　レディローズを見てショックを受けた私を励はげます為ために、レディローズなんて大した事ないみたいに言ったの？　だよね。だって初めて彼女を見た感想で本心からそう思えるはず、無いもんね。

　メルヴィン君は会場抜ぬけ出して息切らして走ってまで、私を追い掛けて来てくれたんだ。どれだけ、お人ひと好よし。私、ちゃんと拒きよ絶ぜつしたのに。数日前は忘れるには早いでしょ。

　あはは。わらえる。

「何で落ち込むなって言って泣くんだよ!?　逆だろ!?」

　さらに戸と惑まどったようにメルヴィン君が叫さけぶ。言われて目元に手をやれば、確かに。笑ったつもりだったんだけど。

「だって、だってさぁ…メルヴィン君が私の事応おう援えんしてくれるから」

「そんなの最初からだろ!?」

「うん……でも、私が私の事応援出来なくなりそうなところで言ってくれたから」

　私がセス様を好きなのは私が生きる理由なのにそれが折れそうで、自分の存在意義が揺ゆらぎそうになって、そんな私をメルヴィン君が掬すくい上げてくれたから。

「私が泣く原因はセス様だけど、私を泣かせたのはメルヴィン君だよ」

　泣きながら、今度こそ笑いかけた。ありがとうの代わり。

　メルヴィン君はちょっと面めん食くらったように黙だまってから、取り繕つくろうように私の背中をばしっと叩たたく。痛い。

「……そ、うか。お前、馬鹿で素直な癖くせに一人だと泣けなそうだしな。仕方ねぇから泣かせた汚お名めいも甘んじて受け入れてやるよ」

　いい子だなぁと和なごんだ私はまたちょっと笑う。それから踵きびすを返した。

「戻ろ。会場に」

「今日はもう帰った方がいいんじゃねぇの？」

「戻もどりたいの。私、自分でも嫌になる程弱いけどそれでも負けたくないから。頑がん張ばりたいの」

　我ながら強ごう情じような私に、メルヴィン君は私の手を強く握にぎる。そういえば繫つないだままだった。

「じゃあ、頑張れ」

「ありがとう。今ね、一番そう言って欲しかった」

　その後、パーティー会場に戻った私は、別に格好良く立ち回れたわけじゃなかった。ただ、レディローズの前に立って彼女に形式的に挨あい拶さつをしただけ。

　丁てい寧ねいだけどその他大勢と全く変わらない対応をされて、やっぱり私の事個人として認にん識しきしていないんだろうなって言外に突きつけられて、またちょっと苦しくなった。それだけ。

　たったそれだけの事はそれでも出来たから、スタートラインには立てた気がした。

　私はいつか絶対に、レディローズに勝つ。この恋を勝ち取る。もう一度そう思い直せた。

　よかった。生きて行ける。
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　あれはもう生まれながらにして私と違う人間。天才中の天才。私が一日必死に努力してやっと出来ることを五分でやっちゃう人。

　レディローズを一目見た私の見解は、こんな感じだ。

　だいたい、あれで社交パーティー出席初めてとか噓うそであって欲しいよ。会場中の視線集めても特に気にしていないみたいに、普ふ通つうに堂々としていたからね。自分が視線を集めるのは当たり前みたいに。もしかしたらレディローズは性格が高飛車かもしれないな！

　……と、そんな事は実際どうでもよくて、問題は私だ。私がじゃあこれからどうするのか。

　うん、答えはもう出ている。天才が五分で何かをこなすなら、私はそれをこなす為に一日努力すればいい。私が、ええとレディローズのだいたい三百倍ぐらい頑張ればいい計算かな。よし、頑張ろう。

　そう思って頑張り始めて三日。

　シャーリーが私を何とかして休ませようと四苦八苦して来る。私は止まると死ぬ、泳ぐのやめると窒ちつ息そくする魚みたいなもんだから、そういう生き物だと思って放ほうっておいてくれればいいものを。

「リリアナ様、どうしてそんなに無む茶ちやをなさるのですか……。お身体からだを壊こわしてしまいます」

「頑張りたいからよ。身体を壊すとその間出来る事が少なくなるから、気を付けるわ」

「そういう事ではなく…リリアナ様は今もう既すでに、同年代の中で抜ぬきん出過ぎている程ほどです」

「それじゃあダメなのよ。誰だれに勝っていても、勝ちたい相手に勝てなきゃ」

　成長に影えい響きよう出ないといいなって最低限の範はん囲いでは食事も睡すい眠みんもとっているし、健康管理は大だい丈じよう夫ぶ。

　なのにシャーリーは、うーと泣きそうな声で唸うなっている。そっちに目は向けないから表情がどうなっているかはわからないけど。忙いそがしいから。

　いやでも、待てよ。実力行使で禁止されたら時間の無む駄だになるからこういうのは今のうちに言っておこう。

　私は目も手も止めて、一度シャーリーに向き直った。シャーリーはやっぱり泣きそうな顔をしていた。私はそんな彼女に言う。

「一時的に取り上げたって無駄よ。何度だって繰くり返すわ。何もない部屋に閉じ込められたところで、自分の血で文字を書いてお勉強する。身体をくくりつけられたら貴族の名前を覚えているだけ暗唱するかしら。口を塞ふさがれても、脳が動くならいくらでも出来る事はあるわ」

　だから私の時間を奪うばうだけの行動はやめてね。と微笑ほほえんで、絶句しているシャーリーにまた背を向けお勉強を再開する。

　貴族の爵しやく位い毎ごとの権限範囲がどうも広過ぎて覚えきれないんだよね。平民相手ならだいたい貴族の我が儘ままが通るでいいんだけど、貴族同士でのやり取りとなると面めん倒どう臭くさい。覚えるけど。

「どうして、そんなに。どうして」

「世界でたった一つ欲しいものがあるから」

　淡たん々たんと答えた。私が幸せになりたいが為に、私が死ぬ程努力する必要がある。おかしな事は何も無い。

　それから暫しばらく、シャーリーは黙って私を見ていた。視線を感じはするけど集中力の訓練をしていると思えばどうという事はない。

　どれぐらい経たったか、シャーリーは一度部屋を出て行きまたすぐ戻って来ると、机に小さなお皿を置いた。

「チョコレートです。せめて、これだけは食べてください」

　…チョコレート、かぁ。視線も向けずにちょっとだけ考える。

　チョコレートはなぁ、お肌はだに悪いんだよなぁ。一番好きな食べ物と言われればそうなんだけど、うーん。でも好意に背そむいてばかりで確かく執しつになったら嫌いやだし、少しならいいか。

「ありがとう」

　お礼を言ってお皿に手を伸のばし、その茶色がかった黒い塊かたまりを一つつまんで口に入れる。

　甘くとろけていくそれは確かに美味おいしい。お肌に悪くても糖分補給は脳には良いし。……んー、でも。

「これ睡すい眠みん薬やくとか配合されていないわよね？」

「そ、そんな騙だますような事は…！」

「ならいいわ」

　何だろう。少し味に違い和わ感かんを覚えたというか、この世界でも前食べた時の記き憶おくではもっと甘かった気がしたんだけど。気のせいかな？

　一応、睡眠薬じゃなくても変なものが入っていたら嫌なのでそれだけは聞いておこうかと口を開きかけた時、外からぱたぱた程度の音では済まされないばたばたばたという全力疾しつ走そうしているような足音が聞こえた。

　思わずシャーリーと目を見合わせた瞬しゆん間かん、部屋をノックされ返事する前にもう開けられる。

　中に転がり入ってきたメイドの一人の女はどんな事情であれ叱しつ責せきするべきだろうし、シャーリーも怒おこったように何か言おうとしたけど、それさえ遮さえぎって彼女はこう言った。

「セス様がいらっしゃいましたぁ…！」

「へぁ!?」

　まぬけな声を上げた私は、椅い子すから瞬時に立ち上がる。

「え、あ、あなたの不敬は全部許すわ！　だから、あーもう！　セス様!?　何で家に!?　嬉うれしいけれどでも…っ！　と、とにかく、シャーリー準備するわよ！　あーでも急いで準備した姿でお会いしなくてはいけないだなんて！　迅じん速そくに私をとにかくかわいくして！」

「リリアナ様、おお、落ち着いてください！　そこの貴女あなたは床ゆかにへたれていないで人を集めてリリアナ様の準備を手伝う！　セス様に割さいていない人手全員集める気で行きなさい！」

「は、はいぃ!!」

　ばたばたと大おお慌あわてでドレスを着て髪かみを整えて簡易的とはいえ社交パーティーに行く時ぐらいにはしゃんとした姿になった私は、セス様を少しでも待たせない為ためにと客間まで出来るだけ早足で歩いた。

「失礼します！　リリアナ、参りました！」

　自分で言っていて、この台詞せりふと勢いだと殿との様さまの前に武士か忍にん者じやとして現れたみたいだなと思いながらも客間の前で声を出す。

　すぐにセス様のお声が入室を許可してくださったので、家に確かにセス様がいらっしゃる感動を覚えながらもドアを開けた。

　私を見たセス様は、少し申し訳なさそうに笑う。

「突とつ然ぜんで迷めい惑わくだろう。城を出てから普通はそう思われるだろうとは気付いたんだが…」

「いえいえいえ、神に誓ちかって私がセス様を迷惑に思う事は有り得ませんわ！　もう私ったら先程から暇ひまで暇で、暇過ぎて死ぬのではと思っていたぐらいですので、大だい歓かん迎げいでしてよ！」

　私のせわしない日常を知っている使用人達が私の噓に渋しぶそうな顔をしているけど、セス様がいらっしゃった瞬間に私の他ほかの予定は全すべて綺き麗れいに消えたから暇なんですぅ。

　大歓迎とあまりにも心から言っているせいか、私は噓が下へ手たらしいわりにはセス様も気付いた様子はなく特に触ふれては来なさそうだ。

「ですが、セス様が我が家にまでいらしてくださるだなんて…どうされましたの？」

「少しリリアナと話がしたくてな。一ひと先まず、立っていないで座れ」

　そういや立ちっぱなしだった。私め、頭ずが高いぞ無礼な。

　ささっと座って正面のセス様を見る。視線を逸そらされた。

　……ん!?　何だ？　何だろう？　やっぱり……「セス様今、リリアナと話したいって！　リリアナ嬉しい！　きゃー！」と無む邪じや気きに幼児テンションで喜ぶに喜べない違和感だ。

　そもそもセス様がアポを取らずにいらっしゃったのもおかしいし、ご自身のお勉強の時間を削けずってまで私なんぞに会いに来るのもおかしいし、話を早く済ませて帰ろうとしないのもおかしいし、誠実なセス様が目を逸らすなんて事をされるのもおかしい。嫌な予感がする。

「人ひと払ばらいしてもらってもいいか？」

「はい」

　セス様ったらそんな、私と二人っきりでいいのだろうか。私が何かの拍ひよう子しに襲おそって来たらとか思わない、よね。五歳だしね。友達と思われているしね。

　さすがに王族の方と二人っきりにさせるのはというざわざわした空気を使用人達から感じたけど、問答無用で締しめ出した。セス様がそうしたいと言っていらっしゃるんだから当然！

　人払いするような要件って何だろうと不思議には思いながらも、さていつでもお話どうぞ、と視線を送る。セス様は私から目を逸らしたまま、お言葉を探すように口を僅わずかに動かしながらやや黙だまった後、口を開く。

「聞きたい事があるんだ」

「はい、何もかもお答えしましょう」

　即そく答とうしてお言葉を待つ。セス様はまた言いづらそうに、少し黙った後に言う。

「人の感情を動かすにはどうすればいい。悪い意味でではなく良い意味での話なんだが」

「……その方がして欲しいと思っていらっしゃる事をする、でしょうか」

「それがまったくわからないんだ」

「直接尋たずねるか、あとは手っ取り早いものでしたら贈おくり物はいかがでしょう？　やり過ぎや嫌きらいな人間からなら嫌がられるでしょうが、ちょっとしたものでしたら顔見知りであれば」

「成る程……」

　セス様の言い方から考えると、恐おそらくまだそんなに会ったことのない相手で…それに加えてセス様のこの反応、そして数日前にあった社交パーティー、このタイミングでの相談、となるとやっぱり…。

　……それ、その相談、私にするー!?　いやでもセス様からしたら私がセス様に恋れん情じよう抱いだいてるなんて知らないからしちゃうかー…これが実はセス様のお兄様、ニコラス様についての話だったら全然構わないけど違ちがうだろうなぁ。違うよねぇ。

　まずいな、今すぐにでも私、セス様に告白するべきじゃないか？　現時点で好きな人が他に居るセス様と恋こい人びとになれる可能性はまず無くても、恋愛対象として見てもらえるようにはしておかなければいけない気がする。

　流れた沈ちん黙もくに、セス様が居い心ごこ地ち悪そうにしながらもやっと私の方を見た。

「感情的な相談を出来る人間が、俺にはその、お前ぐらいしか……また相談したい事が出来たらしに来てもいいか？」

　気まずそうに、恥はずかしそうに言うセス様は格好良いのにあまりにもかわいい。

　自分でも初めての感情でどうしたらいいかわからなくて、だから何でも一人でこなして一人で立とうとするこの人が、感情の動きだけで私に助けを求めて来てくれたんだろう。

　これ、きっと私が断ったら、セス様はあっさりと諦あきらめてくださるんだろうな。でも普ふ段だん人を頼たよらない人がやっと頼ろうとしたのにそれを断られたら、今まで以上に人を頼らなくなっちゃうんじゃないかな。

　この人、いつの間に私の事、友達としてにしてもそんなに信しん頼らいしてくれていたんだろう。特別な事は何もしてないけど、二年、友達としてずっと付き纏まとって来た。私はセス様を裏切らないって、頼ったら応こたえるだろうって、意識的にしろ無意識的にしろ思ってくれたのかな。

　だけど……今この相談を受けたら、私はもう告白出来ないままでずるずると友達を続けて行くことになってしまうだろう。泥どろ沼ぬまコースだ。あまりにもわかりやすい。

「もちろん、当然ですわ。私がセス様からのお頼たのみをお断りするはずがございませんもの」

　理性的な思考とは裏腹に、私は笑え顔がおで淀よどみなく言い切った。言い切ってしまった。

　あーあ。私、絶対に後こう悔かいする。馬ば鹿かな事を言った。でもこれ以外の言葉は私には言えない。

　セス様はそんな私に極ごく上じようの笑顔をくれた。キラキラ輝かがやいているみたいな、幸せな笑顔。

　これは、私への笑顔。彼女へのじゃない。だから、私のこれからの苦しみなんてこの笑顔の前ではどうということはない。

「ありがとう、リリアナが居てくれて良かった」

　この人はいつも容易たやすく、そして無意識に、私のどうしても忘れられない絶望を光で打ち消してくれる。私の生きる意味を作ってくれる。

　私は自分の心にもう、セス様以外の誰だれも入れられるスペースが無い。セス様がすべて。

　だからセス様がそう言ってくださるなら、私はもちろん頑がん張ばる、まだ頑張るけど、絶対に彼女に勝つ為に努力はし続けるけど……それでももし、もしもダメだったなら。届かなかったら。その時は──

　セス様の為に、死のうかな。
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　私は、頑張ったと思う。

　一年。まだまだ理想の自分には届かなくて。それでもがむしゃらに上だけを見てとにかくお勉強し続けた。

　二年。本当の意味での友人は作らなくとも有益な関係となれる表面上の友人を作って、集団での立ち回り方も学んで。

　三年。セス様が持ち歩く、レディローズに誕生日にもらったという小さな金色の猫ねこに、嫉しつ妬とでぐちゃぐちゃになりながらも笑って彼を支え続け。

　四年。信念に比べて感情のコントロールがままならない自分に目を向け、感情を抑おさえられるようになる為、なるべく客観的俯ふ瞰かん的てきに物事を見るように普段から気を付けるようになり。

　五年。社交パーティーでも、多少人目を引けるような人間になれて来た。レディローズにはやはりまだまだ及およばないけれど。

　六年。私がシャーリーに教えられるレベルじゃなくなったのは随ずい分ぶん前の話だけれど、家庭教師探しも大変で、勉学に限らず私が学べる人間は苦労しないともう見つからなくなった。

　七年。セス様との時間を増やすように気を配ってみたけれど、セス様のお気持ちは相変わらず。私の気持ちももちろん。

　八年。社交パーティーで異性によく声を掛かけられるようになる。躱かわし方も学んだ。歩けば人が振ふり返るのは、点数や暗記と違ってわかりづらい容姿への努力の成果が目に見えて良いと思った。

　九年。ゲームの舞ぶ台たい、ティーア学園への入学まで一年となったので、時間配分をお勉強にまた重点を置いて。復習復習復習。

　十年。学園の入試でセス様やメルヴィン君やレディローズも抜ぬいて、一位。入試トップ。その通知の紙が届いたのは昨日の話。それを私は、当たり前に思いながら見た。

　──十年。そう十年が経たった。

　私はレディローズを見たあの日から十年、一日も休まず頑張り続けた。

　私頑張ったよ。うん。前世はただの一いつ般ぱん家庭の女子高生なの。自分でもこんなに私が頑張れる人間だっただなんてびっくりするぐらい。私、頑張ったね。えらいよね。

　私は城下町の外れの外れ、もう十二年も通い続けた教会で、神様に祈いのりもせず奥の大きな十じゆう字じ架かをただぼんやりと見上げながら、自分を褒ほめていた。

　だって私、今、私の理想だった姿になれている。レディローズの隣となりに立っても、もう絶対に見み劣おとりしない。

「うん。理想には、追いついた、のに、なぁ……」

　誰に言うでもなく、虚こ空くうに言葉を溶とかす。

　私はたぶんもう、諦めなければならない。だって十年だ。十年、私は休みなく努力し続け、十年、セス様のお側そばに居た。

　セス様との思い出はいくらでも出来た。

　一いつ緒しよに家を抜ぬけ出して二人で城下町を歩き、レディローズへの誕生日プレゼントを選んだ。当然その後すぐ見つかってしまい、二人して怒おこられた。セス様は庇かばってくれたけど、清せい廉れん潔けつ白ぱくに生き過ぎているせいなのか噓うそが下へ手たくそで。私も人の事言えないけど。楽しかったなぁ。

　レディローズが中々自分の意見を言わないから、らしくもなくつい子どもみたいに（子どもだけど）突つっかかってしまうと悩なやむセス様に提案し、お芝しば居いみたいにレディローズになりきった私相手に優やさしく話す練習もした。セス様はいつまで経っても好きな子をいじめる小学生みたいな事を言ってしまい「どんな勉強や外交より難しい」と頭を抱かかえていらした。レディローズになりきるのは少し憂ゆう鬱うつだったけど、二人でお芝居するのは、楽しかったなぁ。

　一度メルヴィン君も交えて三人で遊んだ事もあった。何でそんな事になったんだっけ。えーっと、そう、カードを使った戦略ゲームをしていたんだけど勝敗がつかなくて、こうなったら参加人数を増やそうという話になったんだ。ゲームに関する事しか結局二人は会話していなかった気がするけど、楽しかったなぁ。

　……楽しかった、なぁ。幸せだったなぁ。

　セス様は、今も変わらずレディローズの事が好きだ。恋愛対象として、彼女の事しか見えていない。

　どれだけ私が好かれようとしても向けられる笑顔はいつも友人としてで、レディローズに向ける敬愛と熱情の入り混じった目が自分に向く事は一度だってなかった。もしほんのかけらでも勝機が見えていたら、私は告白しただろう。未来があるなら手段としていくらでも。

　…セス様は私を好きにはならない。それはゲームのシナリオ上仕方ない事。人の気持ちとしても仕方ない事。私にそれを変えるだけの力が無かっただけの事。

　私はどう足あ搔がいても、セス様にとって大切な一番の友人で、レディローズをセス様が愛している限りそれはもうどうしようもないんだ。だって私のこの恋もどうしようもないから。

　もう努力はし尽つくした。これ以上は自分にはどうしようもない。足搔き方がもうわからない。星を摑つかむような奇き跡せきは、凡ぼん人じんな私がいくら努力したって起こせないらしい。

　自分が悪い、努力が足りないと思っているうちの方が楽だった。だってそれなら、まだ努力をもっとするだけで報むくわれる可能性があるから。

　自分は悪くないなんて、だってそれ、諦めるって事じゃないか。だから仕方ないなんて言って振り切れる程度の事に対してじゃないと、そんなの認められない。

　私は、認められなかった。自分がどれだけ頑張ってもこのたった一つの私の生きる意味が、望みが、果たされはしないと認められなかった。レディローズに私はどうやっても勝てないと、認められなかった。十年間。

　認めたくなかった。

　でも、どう誤ご魔ま化かしたって事実は変わらない。世せ知ち辛がらい。神様はいつも私の味方な訳じゃない。

　それに、一番の友人として見てもらえている現状は、セス様と視線さえ合わせられなかった前世の自分と比べてどれだけ幸せな事だろう。それで満足、しなければ。

　でもこの大きくなるだけなって届かない恋こい心ごころ。これだけは、どうしたらいいんだろう。私はずっとセス様の隣だけを目指して頑張って来たのに、これからどうやって生きろというんだろう。セス様の隣に行く為ための努力で、私の毎日の生活は構築されていた。

　もうやらなくていいなんて言われても、この先の生き方がわからない。

　私は、この世界で自分がリリアナだと気づいた瞬しゆん間かんにもう、セス様を想おもうこの前世越ごしの初恋だけを叶かなえたくてそれだけを見ながら生きて行く事に決めてしまった。セス様の代わりは居ない。私には次が無い。未来が無い。

　私の願いは、生きる意味は、セス様の事以外に何も無い。私にとってセス様との恋を諦あきらめる事は、生存理由を失う事だ。

　ふと後ろを見れば、修道女が私をキラキラとした目で見つめていた。

　彼女はいつもそうだ。最初に会った時はもっとみすぼらしかった姿が、今ではかわいらしくも立派な修道女にはなったけど……私を見るその目だけは最初からずっと変わらない。

　聖女様と私を呼んでいる事も知っている。本気でそう思っているのは視線だけでも伝わる。

　私は、努力し続けたのは確かだけど、ずっと自分勝手にこれまでセス様の事だけを考えて生きて来たのに。

「……聖女様、かぁ」

　勝手につけられた呼び名。大層で身に余る。…けど、ちょっといいなと思った。私のこれからの生き方として。

　決めた。私、聖女になろう。本当の。

　誰だれもが幸せになる為の必要な犠ぎ牲せい。もう充じゆう分ぶんこの世界で自分は幸せをもらったんだから、セス様の為にゲーム通りの結末を、ハッピーエンドを用意しよう。

　私は悪女となってレディローズをいじめ彼女を嵌はめようとして、それがセス様にバレて最悪に嫌きらわれ、そして平民となるというこの世界の貴族においての実質死し刑けいを受けるの。……だけどそれをきっかけとして、障害を乗り越こえたセス様とレディローズの二人は幸せになる。

　私がセス様を幸せに出来る。

　ただ画面越しに選せん択たく肢しを選んでいた時とは違ちがう。私の手で、幸せに出来る。

　両想いになりたいなんて、そもそも過ぎた願いだった。私は、勘かん違ちがいをしていたんだ。私の幸せを、役割を、勘違いしていた。

　私は、セス様を幸せにする為にこの世界に転生した。セス様を自分の手で幸せに出来る私は、なんて幸福なんだろう。

　私がリリアナ・イノシーとして生まれたのはその為だ。役割は最初から示されていた。恋れん愛あいゲーム『救国のレディローズ』をプレイしていた私は、セス様がどうやったら幸せになれるかなんて最初から知っていた。

　だけど私は私で、ゲームの世界のリリアナではないから、ずっとセス様の友達としては居てあげられない。そんな事したら絶対私は壊こわれてしまう。だから、私が壊れる前にセス様を幸せにして私を壊してもらおう。

　もう一度十字架に、神様に、私は向き直る。

「神様、ありがとうございます。今日も私は幸せです」

　一番の望みが叶わなくても、充分に素す敵てきな道だ。恋はダメでも、愛を捧ささげられる。

　帰ろうと踏ふみ出した足は思いの外軽くて、思わず身体からだのバランスを崩くずしそうになって驚おどろいて、それからちょっと笑えた。

　足だけじゃない。身体が軽い。ああ、私ずっと重石おもしを背負って生きていたんだなぁなんて、自覚する。だってどれだけ走り続けてもゴールが見えないんだもん。

　今は、見える。ゴールが決まった。

　馬車まで戻もどると、十年経ってもほとんど変わらず綺き麗れいなお姉さんのままの私付きのメイド、シャーリーが私を出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ、リリアナ様。なんだかご機き嫌げんですね」

「ええそうなの、ちょっと心境の変化があってね。晴れ晴れした気持ちよ」

　シャーリーはもう、昔は表情がほぼ変わらなかったなんて思えない程ほどに豊かに笑ったり怒ったりくるくる表情が変わるようになった。

　彼女なら、私が居なくなっても新しい勤め先を見つけられるだろう。

　私を乗せて、馬車が走り出す。

「そうだ、リリアナ様！　帰りに驚かせようと思って黙だまっていたのですけど…じゃん！　チョコレートです！　食べてください！」

「ありがとう」

　シャーリーがにこにこと差し出して来た焦こげ茶色の塊かたまりを見て、私は笑え顔がおを作った。

　味がしないから、飲食って私あんまり好きじゃないんだけど。

　……私は食べ物の味がわからなくなっていた。五歳頃ごろから食べ物の味が薄うすくて、それが段々とほぼ無味になって、今では全くわからなくなった。

　でも栄養は取らなきゃいけないし、食感はわかるから毎日三食ちゃんと食べているし、飲食を勧すすめられたら断りはしない。

　とろけるそれを口の中で転がす。これは、チョコレート。私の好物だったもの。

「美味おいしい」

　心にもないことを言った。

　ああ十年も経たったら私もちょっとは噓うそ、上手になったかなと、やっぱり少し笑えて窓の外を見る。

　窓ガラスに映った私は何な故ぜかちっとも笑っていなかった。
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　知っているキャラクターと人として会った時よりも、ゲームの舞ぶ台たいを目にしその中に入り生活する事の方がおかしな気分だ。

『救国のレディローズ』のゲームの中心舞台であるこの国の貴族の子供達が十五歳から三年間通う学園、ティーア学園は、どこもかしこも確かにゲームの画面越しで見たのと同じような造りだった。私も皆みんなも自分の意思を持ちこの世界で生きているのにと思うと、やっぱり不思議だ。ゲームが先か、世界が先か、神様じゃないので私には知る由よしも無いけど。

　入学式にあたり、入試一位の新入生代表として挨あい拶さつするのは特段緊きん張ちようする事でもなかった。

　体育館の壇だん上じようで一時的にとはいえ誰だれよりも上に立って、探す前からすぐに見つかるぐらい目立っているレディローズを見下ろした。けれど彼女は私を見てもいなくて、とにかく綺麗で、彼女が何に興味を持ちこれからゲーム上のどの道を進むつもりなのか全く読めなかった。

　彼女だけが、この世界でゲームの登場人物のように機械じみている。精せい巧こうな作り物みたいに。だけどそれでも誰よりも完かん璧ぺきなので、正しいのは彼女で本物なのは彼女になる。

　予定通り何の面おも白しろ味みもない挨拶を終えて壇上を下りた。

　席に戻る途と中ちゆう、知り合いの幾いく人にんかに声を掛かけられたので表面上は友好的に適当に返す。

　滞とどこおりなく式は進み、終わった。

　この後クラス分けが発表され、私とセス様とレディローズは恐おそらく同じクラスになるんだろうけどその前に、貴族が集められたこの学園ではこの時点で一時間の自由時間、要するに交流タイムが設けられる。

　学園内では一々不便が生じる為、身分差による目上の人間への挨拶は推すい奨しようされず、しなくても不敬とは一いつ切さいみなされない。極きよく端たんな話、王族ともなれば毎日毎日歩くだけで全校生徒や教師に挨拶される事になり、むしろ煩わずらわしく勉学に集中しづらいからだ。

　だから好きな人に話し掛け、交流していい。もちろん相手も望めばだけど。貴族ばかりの学園の交流なんて、結局ほとんどはそれぞれ腹の中で打算や思おも惑わくがひしめいているものだ。

　私は、セス様より誰より先に真っ直すぐそこへと向かった。

　だって根底の理由が私とセス様の為なのは確かだけど、私が今後一番この学園で密に関かかわる事になるのは彼女に違いないから。

　やっぱり彼女は大勢に囲まれていたけど、私は臆おくさず歩いて行った。自然と道は開けた。

　私はレディローズのようなあだ名こそ無いけど、容姿は綺麗だしそれなりに人付き合いもして来たし、セス様やメルヴィン君と友人な事もあって、一いつ介かいの子し爵しやく令れい嬢じようとは思えない程には結構な知名度がある。人気もある。そのお陰かげだろう。

　さすがに状じよう況きようの変化によって、彼女の目もやっと私の方を向いた。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、フェリシア様。これから同じ学園に通う学友として、よろしくお願い致いたしますわ」

　一言一句、違たがわず、過去に何度も見て未いまだに暗記していた台詞せりふを言った。リリアナ・イノシーがゲーム開始すぐに主人公に言う台詞。

　……レディローズ、これから私はゲーム通りに、貴女あなたにいじめを行うでしょう。それは許される事ではありません。絶対に。貴女は私を許さなくていい。それが、セス様と貴女が幸せになれる最適な道ですから。そして私は自分が犯おかした事への罰ばつを受けますから。

　と、そんな色々と複雑な気持ちが心で渦うず巻まいていたけど、外見はしっかりと淑しゆく女じよらしく誰より綺麗に洗練されていると自負している礼をする。

「ええ、リリアナ様。此方こちらこそ是ぜ非ひ、よろしくお願い致しますわ」

　レディローズは微笑ほほえみ、私程に洗練されてはいないけれど、所作の一つ一つが何処どこか目を惹ひく美しい礼をした。秀しゆう才さいの礼ではない。天才の礼だ。

　その礼の仕方も、同じくゲーム通りに返された台詞も、だけどそれは私の予想の範はん囲い内だったので私の心を波立たせはしなかった。

　もう一度レディローズが私を見た時、その優やさしげな笑みの心中を私が勝手に察しさえしなければ、私は平静で居られたと思う。

　私は、人の感情には敏びん感かんだ。

　だってずっと人の感情を気にして、たった一人の心を動かす為ために悪あく戦せん苦く闘とうして来た。私は天才じゃないから、王おう妃ひになるのに必要だからと人脈を広げる為に、人の表情や態度や行動や視線の動き、些さ細さいなものまで全すべて気を配って来た。

　無む根こん拠きよな話ではない。それぐらい出来ていると言い切れる程の経験も実績もある。努力でやれる可能性のある事は全部やってきた。

　だから私は、レディローズの笑み方一つで、今自分が彼女にどう思われたのか明確にわかった。わかってしまった。

　……ねぇ、今この人私の事見て、かわいいって思った。

　ねぇ、ねぇ、信じられない。かわいい？　かわいいってなに？

　普ふ通つうならそれは褒ほめ称たたえるような意味だ。でも、私は本気で、命を懸かけるぐらいの気持ちで貴女に挑いどんで来たのに。ずっと、闘たたかって来たのに。そんな私を見てかわいいって、この人。

　同じ土俵にぐらい、私、上がれた気で居たんだけど、貴女にとってはそんな事全然無かったのね。それ、好敵手ライバルに対して思う言葉では絶対にないでしょ？　この世でただ一人貴女にだけは絶対に、そんなこと思われたくなかった。

　貴女からのかわいいは、私を惨みじめにする侮ぶ蔑べつだ。

　ああ──私、この人きらい。

　演技なんて必要無いぐらいに今の私、レディローズへの気持ちが真っ黒だ。塗ぬり潰つぶされる。感情の制せい御ぎよは練習したはずなのに、今口を開いたら人目も気にせず負の言葉が溢あふれそうだった。だから私は彼女に背を向けた。

「またね」

　背中に掛かったレディローズの明るい声と言葉の内容が、また不快だった。同時に、そう思う自分も嫌きらいだと思った。

　それからは誰だれにも話し掛けには行かず、目立たないよう体育館の隅すみでじっと感情の収まりを待った。それでも何人か話し掛けて来た人は居たので、適当には応対したけど。

　やがて交流の時間が終わりクラス分けが発表される。

　案の定、ゲーム通り、私とセス様とレディローズは同じクラスになった。授業の為に毎日顔を合わせる事になる日々の始まりも意味する。

　教室に向かう途中、セス様が私を見つけて話し掛けに来てくださった。

「リリアナ、同じクラスだな」

「ええセス様、私とても嬉うれしいですわ。同じクラスでよろしかったですわね、彼女も」

「……周りに聞こえる」

「婚こん約やく者しやなのですから何の問題も無いでしょうが、ええわかりましたわ。気を付けますわね」

　笑顔で話す私の心は、むしろ今までと比べれば多少は落ち着いている。セス様の事は今も狂くるおしい程ほど好きだけど、きっと死ぬまで好きだけど、もう諦あきらめると決めたから。

　恥はずかしそうに周囲を睨にらみつけるように視線を動かすセス様の耳は赤い。

　これから私はセス様と会ったりお話をしたりする頻ひん度どを少しずつ減らしていくだろう。レディローズを悩なやませセス様と話すきっかけを作り二人の距きよ離りを近づける為に、しばらくはセス様にバレないようにレディローズをいじめる必要があるから。それにセス様に私が嫌われるのは仕方ないけど、一番の友達に裏切られるセス様の傷は少しでも浅いほうがいい。私が少しずつ離はなれた方が、セス様は幸せで居られる。

　ああやっぱり私、セス様の事を考えている時の私は嫌いじゃない。自分の気持ちも置き去りにして、幸せを願える。

　ちょっとだけ、本当に、聖女様みたい。

　そう微笑んだ私を嘲あざ笑わらい並んで歩く私達を切り裂さくように、一人の少女が逆走するように歩いて来た。彼女は私達を見つけるとはっとしたように近づいて来る。

「セス様、私のペンダント……いえ、何でもありませんわ」

　不自然に言葉を切ると、誤ご魔ま化かすように笑ってまた早足に下を向きながら彼女、レディローズは逆走するように歩いて行く。

　ああ、レディローズが落とした昔セス様に頂いたペンダントを捜さがしている間に、隠かくしキャラクターではない攻こう略りやくキャラクター達全員と話をするプロローグイベントだ。

　結局ペンダントはその日のうちに見つかる事は無いんだけど、後にセス様が見つけて渡わたす。

　そんなゲーム事情なんて当然知らないセス様は、一人で話を終わらせてしまったレディローズに不満そうなお顔をされた後、踵きびすを返された。

「先に行っていてくれ」

　レディローズを追い掛けるように走って行くセス様を見送る私は、黙だまってセス様とレディローズとは逆方向、元々行こうとしていた教室までの道をまた歩き出した。

　……私が表面上だけレディローズを嫌きらっていじめるのと、心の奥底からレディローズを憎にくみながらいじめるのには、何か違ちがいはあるんだろうか。少なくとも被ひ害がい者しやから見ても傍はたから見ても変わらなく見えると思う。

　今の私、たぶんもう表面上だけでは彼女をいじめられないと思う。形として酷ひどい行こう為いをするのに、無心では行えない。

　レディローズ、幸せが約束された人。彼女はきっと、ゲームでいうところのバッドエンドの道を選ぶ事はないだろう。実際に目にすると、そんなヘマをする人間には見えない。

　とても幸せになる。私が幸せにする。だから、それまでたった一年間でいいから私の憎ぞう悪おに触ふれて不幸になってほしい。

　私は自分の教室に入ると中をぐるりと見回し、やっぱりゲーム通りに恋れん愛あい対象キャラクターの一人、エヴァン・ダグラスは同じクラスなんだなと軽く確かく認にんだけして席に着いた。

　セス様もレディローズもホームルームが始まっても戻もどって来なかった。ゲーム通りだ。

　勝手に誰かを目で追う事をせずに済んで、気を散らせる事なく考えに集中出来た。

　私がレディローズをいじめハッピーエンドを迎むかえさせるにあたり、一つ問題があった。

　今日はまだ会っていない、私の契けい約やくの友人メルヴィン君だ。このままだと彼は私の友人というだけで、悪人の友人だったと後に迷めい惑わくを被こうむる事になってしまう。他ほかの人なら未まだしも、彼はあまりにも良い人なので事前に忠告ぐらいはしてあげよう。それぐらいの義理はある。

　初日という事で今日は授業も無く、すぐに放課後となった。

　馬車に乗って帰られる前にと、足早にメルヴィン君の教室前に行き彼を待つ。教室の配置どころか学園中のマップをほぼ覚えているので、新入生の中では私は誰だれよりも速く歩ける。十五年も前の記き憶おくでも、忘れようとせず暗号のように書き留めては塗り潰したり燃やしたりを繰くり返したから。

　教室を覗のぞけば、メルヴィン君の雪のように白い髪かみは目立つので、存外簡単に見つけられた。

　気付かせる為に声を掛かけようと口を開けば、それより先にメルヴィン君が此方を見て気付き寄って来たので、わざわざ目立つ事もないかと声は出さずに近くに来るまで待った。

「俺に用？　珍めずらしい」

「そういう事ですわ。少しよろしいでしょうか？」

「うん」

　何だか機き嫌げん良さそうなメルヴィン君を連れて、裏庭のベンチ裏の木の陰かげまで行った。

「うわ、此処ここ建物と木とで全方位から死角だな。…何でこんなベストスポット知ってんだよ」

「知人に聞きました」

「ふーん、まあどうでもいいか。それより人目無いのに何で敬語？」

　不思議そうに私をじっと見るメルヴィン君と視線を合わせると、彼の背がいつの間にか私より少し高くなっていた事に気付く。

　ああ……契約と線を引いたのに最後の最後でこんな事を考えてしまっているんだから、やっぱり私はメルヴィン君と長く一いつ緒しよに居過ぎた。

　最さい期ごの瞬しゆん間かんには私、メルヴィン君の事もきっと少しは思い出しちゃうんだろうね。

「私にはもう近寄らないほうが良いですよ」

　メルヴィン君の質問を無視する形で、無表情に突とつ然ぜんに、私は突つき放した。

「なんで？」

「理由は言いません。契約上の友人であっても後に不利益になりますよという、ただの忠告です」

　大きな赤い目が、私の真意を探さぐるように少し細まる。それからメルヴィン君は微笑ほほえんだ。

「利用し合うだけの契約の友人相手に、そんな事気にして、随ずい分ぶん優やさしいんだな」

　私はその裏を含ふくんだ指し摘てきをするような的を射た言葉に、どうしても少し動どう揺ようした。

　メルヴィン君があまりにも良い人だから罪悪感で…という言い訳は苦しい。

　事を起こす前にこんな事を言って不ふ審しんがられかねないのに、それに他の表面上の友人達には何も言わないのに、メルヴィン君一人にだけ忠告している時点で確かに特別扱あつかいだ。

　やっぱり何も言わなければよかった。馬ば鹿か。私は絶対にセス様を幸せにする為に、ゲーム通りに歩むこの計画を破は綻たんさせるわけにはいかないんだから。

「忠告はしましたからね」

　私は過ぎた事は仕方ないし後はメルヴィン君次し第だいだと、逃にげるようにその場を去った。

　メルヴィン君も追っては来なかった。
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　私はフェリシア・スワローズという少女を今まで、誰より畏い怖ふして来たと思っていた。

　でも最近思う。畏怖には限りがなく、彼女はどこまでも人らしくなかった。

　学園入学から半年間、あまりにも機械的に、まるで感情なんて存在しないように…だけどレディローズはセス様の攻略イベントを逃のがさず着々と熟こなして行った。

　その間、私は彼女をいじめ続けた。

　レディローズは、私が物を隠しても表情一つ変えず教師にも堂々と忘れたと言う。証しよう拠こを残さないように簡単なからくりを作ってトイレで頭から水をぶっかけても平然としている。鞄かばんの中に生ごみを詰つめても臭くさいはずなのにそのまま普ふ通つうに鞄を持って帰って行く。

　極きわめつきは、私が自分で自分の制服を裂さいてハサミをその場に投げ捨てた状態でレディローズを呼び出し悲鳴を上げて被害者のような事を言い、彼女が周りから責められている時。

　レディローズは、穏おだやかな優しい目で私を見ていた。何一つ、彼女の心を私は揺ゆるがせられていないのがわかった。

　孤こ立りつしてもどれだけいじめても、レディローズはその高貴さも気高さも美しさも一いつ切さい損そこなわない。

　人形のようで、彼女の中には本当に感情が存在しているのかと不安になる。

　何で全く揺るがないのか。いっそ自分がゲームの画面越ごしに見ていた主人公の方がよっぽど人間味があった。

　私がどれだけ睨んでも、どれだけ罵ば倒とうしても、どれだけ実害を与あたえても、レディローズは私にふわりと微笑んだ。これだけ憎悪を向けて尚なお、正面でこんなに叫さけんでいるのに、私は彼女にとって眼中にもないんだろう。

　ぶつけたはずの感情が全部すり抜ぬけてしまってレディローズに届いていない。八つ当たりさえ出来ていない。

　彼女だけは、ゲームに組み込まれたデータなのかもしれない。

　それでも、私の自己嫌けん悪おだけは募つのった。

　人を喜ばせようとした事ならいくらでもある。失敗して悲しませてしまった事や怒おこらせてしまった事もある。だけどわざと人を貶おとしめようとした事も、そうしたいと考えた事さえ、私には無かった。

　実際やってみて思う。どうして人を簡単にいじめられる人間が居るんだろう。自分の事、嫌きらいにならないのかな。最低な人間って思わないのかな。気持ち悪くならないのかな。

　私は、きっと二度と自分を善人で清せい廉れん潔けつ白ぱくな人間だとは言えない。自分の事を好きだと思えなくなった。

　セス様を幸せにする為ためで、後に自分は必ず裁かれるという免めん罪ざい符ふがある私でさえこう思う。やった事は二度と消えない。自分の記憶の中に小さくても永遠に根付く。

　私はもう早く全すべてを終わらせたい。終わって欲しい。こんな最低な自分で生きて行きたいとは思えない。一刻も早く運命の日になって欲しい。

　大好きな人に死ぬ程ほど嫌われて自分が断罪される日が、はやく来て欲しい。

「お前最近疲つかれていないか？」

　ふと、大好きな人の声で意識が覚かく醒せいする。裏庭のベンチに私。と、セス様。

　あれ……さっきまで私は何をしていてここに座っていたんだっけ？　あまり思い出せない。

　でも、最初はセス様が隣となりに座ってはいなかったはずだと思う。後から来て座って、それでも私が気付かないから声を掛けてくださったんだろう。

「勉強疲づかれ、かもしれませんわ」

「ああ、ずっと試験の成績一位だしな。単純に頭が良いだけではなくリリアナは見落としや些さ細さいな考え違いをしないと職員室で絶賛されていたぞ」

「まあ、恐きよう縮しゆくですわ」

　勉強。まあ、毎日してはいるけど別にいつもの事だし、これからずっと私の最期までミス一つしないでセス様を幸せにする気だし、その程度は当然だ。

　セス様はそれから少し黙だまり込んで言葉を探すように口を二度程開閉してから、私の目を真っ直すぐに見られた。

「俺はそういう繊せん細さいな感情に疎うといから、何かして欲しい事があれば言葉で言ってくれ」

　綺き麗れいな空色の目を私は見つめ返す。セス様は続ける。

「一番の友人の頼たのみだ。大たい抵ていは叶かなえてやる」

　優しい。私の好きな人は本当に優しい。

　でも、私の人生たった一つの望みは言っても叶えてはくれないだろうし困らせるだけだ。セス様だってしようと思って出来る事じゃない。

　私とセス様、同じ意味でお互たがいを好きだったらよかったのに。

「ありがとうございます。私は幸せですし、何も要いりませんわ。あら、もうこんな時間。帰りませんと」

　私は笑え顔がおで言って立ち上がる。そのまま返事も聞かずに歩いて行こうとした。学園内だからクラスメートとしてこの程度の不敬は許される。

「リリアナ」

　背中に掛かった声には足を止めるまいと思ったけど、やっぱり足を止めた。言いたい事を思いついたから。

「一つ、ありましたわ。セス様へのお願い事。──絶対に幸せになってください」

　最高の笑顔でそう言って、きょとんとしているセス様を残してまた一人、歩き出した。




　少し歩いて馬車の前まで来ると、シャーリーがいつものようにそこで私を待っていた。

「お帰りなさいませ、リリアナ様」

「ええ」

　流すように言って馬車に乗り込もうとしたけど、シャーリーがドアを開けようとしない。貴族の淑しゆく女じよが自らドアを開ける訳にはいかず、訝いぶかしげにシャーリーの方を見た。

「お話があります」

　真しん剣けんな顔で言って来たシャーリーに私は黙って睨にらむような視線を送り、いいからドアを開けるよう促うながした。

　シャーリーはそんな私を無視する形で話し出す。

「もう、やめましょう。嫌いな方がいらっしゃるのは悪い事ではありません。ですが、やり方がリリアナ様らしくありません」

　生ごみの調達やらからくりの製作やら盗ぬすんだ物の廃はい棄きやらは、学園では人目を気にしなければならないので家に帰ってから全て行っている。

　自ら明かしはしていないけど、私とよく一緒に居るシャーリーならそりゃ気付いてただろう。彼女は鈍どん感かんではない。

　ただ僅わずかに計算外だったのは、メイドという身分にも拘かかわらず主人である私にシャーリーが歯向かった事。そしてこんな人目のある場で話を始めた事。

　この国において、貴族に与えられている権利はあまりに大きい。私の采さい配はい一つで彼女の首は文字通りに飛ぶのに。

「私は、あなたのそんな姿をもう見たくありません！」

　シャーリーが私の心に訴うつたえるように泣きそうな顔で叫ぶ。

　……シャーリーは、真っ直ぐで綺麗な女性だ。それに、本当に随ずい分ぶんと感情豊かになったな。

　私は微笑ほほえむ。うん、シャーリー、貴女あなたは今まで本当によくやってくれたよ。

「私は最初からこういう人間よ。あなたの理想の聖女様でなくてごめんなさいね？　私の言う事が聞けないならクビよ。何処どこかへ行って」

　シャーリーは悔くやしそうにまだ何かを言おうとして、だけどすぐには何も言わず、一つ頷うなずいてから深呼吸した。

「誰だれにも、リリアナ様がしていらっしゃる事を言いはしません。ですが、それは報復を恐おそれてではありません。リリアナ様の事が好きだからです」

　ゆっくりと、私に言い聞かせるようにシャーリーは言う。私は無表情に無言でそれをほぼ流すように聞いた。

「こうなる前に私が止められていればよかったのに、力不足です。申し訳ありません」

　シャーリーは何な故ぜか最後に謝って、去って行った。私はシャーリーには結局何も言わず、ただその背中を見送った。

　代わりに、シャーリーが校門から出て行き見えなくなったのを確かく認にんした後、答えるように一人呟つぶやいた。

「止まらないよ。私にはこれ以外の道は無いから」

「そうか？　俺には、唯ゆい一いつの望み捨てて自じ暴ぼう自じ棄きになっているようにしか見えねぇけど」

　何故か言葉が返って来て驚おどろいたけど、相手が誰かはすぐわかった。振ふり返ると案の定メルヴィン君が居る。
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　いつから聞かれていたんだろう。まずい事になったかもしれない。いじめを察されたか？

　いやそもそも、人の感情が絡からまない単純な情報に関して、メルヴィン・クラビットが知ろうとした時点で隠かくす事は難しい。人脈やら頭脳やらに加えてお金も惜おしまないから情報収集能力がとんでもない奴やつだ。だから、元々私が何をやっているかぐらいは知られていただろう。

　うん、ならいいや。

　私はメルヴィン君の言葉を無視して去るべく、メイドが居なくなったので代わりに馬車の御ぎよ者しやにドアを開けてと視線で指示した。本当なら私がさっさと開けて乗り込みたいけど、そういう訳にはいかない。

　御者が状じよう況きように戸と惑まどいながらドアを開けに来る間に、メルヴィン君が私の無視を意に介かいさず言葉を続ける。

「友達ってのはな、一方が簡単にやめたいって言えばやめられるもんじゃねぇし、俺はお前に本当の友達だって言わせんの諦あきらめてねぇからな！」

　何言ってんのこいつ。馬車乗り場で。人目もあるのに。恥はずかしい。

　ちょっとだけ泣きたくなった。気持ちは変わらないけど。

「馬車を出して」

　馬車に乗り込み御者に命じる。

　何も見たくなくて目を閉じて、反動と音だけでちゃんと馬車が動き出した事を感じる。

　煩うるさいのよ、皆みんな々みんな……友達は要らない。家族も要らない。先せん輩ぱいも後こう輩はいも先生も、誰も、要らない。思い出したくない。セス様以外。

「この世界の誰も、だってわからないじゃない」

　思わず、御者にさえ聞かれないように口の中でそっと呟いていた。

　一度も死んだ事ない人には、私が何でこんなにもセス様だけなのかなんてわからない。わかってくれなくていい。

　私はセス様の為に生きてセス様の為に死ぬから、そんな私を邪じや魔ませずに私に近寄らないでくれれば、それでいい。

「教会に寄って」

　抑よく揚ようない口調で御者に命じた。

　セス様のルートの場合、ゲームが終わるのは入学からだいたい一年後。でも明確に何月なのかまではわからない。入学から一年巡めぐった春な事だけわかる。

　だから念の為早めに、私は、神様に最後のお別れの挨あい拶さつを言いに行く。

　シャーリーがメイドを辞やめた以上、私と行動する新たな使用人が就つけられるだろう。教会に通っている事について変に勘かん繰ぐられたくない。

　そうして教会に着き馬車を降りると、ふと笑い声が聞こえた。見れば一人の少女が少し離はなれた所で人に囲まれている。

　少女には見覚えがあった。修道服にもその顔にも揺ゆれる三つ編みにも。いつも私を何故かキラキラした目で見て聖女様と呼んでいるあの子。

　なんとなく足を止め、彼女たちの会話を聞いた。

「ナナちゃんの笑顔は天使みたいで癒いやされるね」

「へへ、そうですか？　ありがとうございます！　おばあちゃんの笑顔もかわいいですよ！」

「ナナちゃんは誰にでも分け隔へだてなく優やさしいし、こんないい子見た事ないよ」

　確かに、清らかな子だ。笑顔が幸せそうで眩まぶしい。

　むしろ、何故そんな本当にきれいな心を持った少女に私はいつもきれいなものを見るような目で見られているのだろう。

「何か欲しいものは無いかい？」

「いえ！　私は天国に行きたいだけなので、そういうのは大だい丈じよう夫ぶです！」

　願いまできれいだ。あの子はきっと天国に行ける。私はいじめなんて悪い事をしたからきっと地じ獄ごくに落ちるし、天国では再会出来ないだろう。

　私とこのまま一生会話を交かわすことも無く、道を交えることも無く、ただ幸せに生きてくれたらいいと思う。

　私は彼女達から視線を外し、止めていた足を動かし教会の中へと入った。

　真っ直すぐに十じゆう字じ架かの前へと向かう。祈いのるようにその前に跪ひざまずく。最後のお別れの言葉のつもりだけど、でも、私の言葉はいつもと同じだ。

「ありがとうございます、神様。今日も私は幸せです」

　言ってから、私のこの言葉ってこんなに薄うすっぺらい響ひびきだっただろうかと疑問に思った。

　おかしいな、心から思っているのにな。私、本当に幸せなのに。
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　ついにその日はやって来た。長かった私の物語が終わる日。

　その日がその日である事を決める合図は、レディローズとリリアナ・イノシーが曲がり角で偶ぐう然ぜんぶつかる事。ただそれだけでゲームの中のリリアナの嫉しつ妬とが限界を迎むかえる。

「ずっとセス様にさえ言えませんでしたわ。申し訳ありません。ですが、私自身の身体からだや心の痛みは未まだしも、フェリシア様のような方がセス様とご結けつ婚こんされる事でセス様にも国にも不利益となると考え、遅おくればせながら真実をセス様に告げるべきだと判断致いたしましたの」

　学園の裏庭でセス様と二人きり、私がゲームと全く同じ暗記している台詞せりふを言うのを、セス様は黙だまって聞いている。

「私はこの一年、フェリシア様に酷ひどい嫌いやがらせを受けておりましたわ」

　事実と真逆なこの話に、セス様は私をじっと見るだけで言葉を返されなかった。

　私は今までずっとセス様と友人としての信しん頼らい関係を築いてきた。だからこそ私は、セス様のこの反応で、自分の言葉は信じてもらえていないんだろうなと思った。本当だと思っていたら、きっとセス様は何か言うはずだから。

　やっぱり私、主人公には勝てないんだなぁ。

　内心でそう自分の完敗を認めながらも、それを表に出す訳にはいかない。私の役割は最後まで、死ぬまで、醜みにくく悪役を演じる事だから。

　程ほど無なくして、予あらかじめ呼び出しておいたレディローズもこの場にやって来た。

　優ゆう雅がに歩いて来て私とセス様の前に立ったレディローズは、いつもの事だけど、ただそこに立っているだけで気高く美しい。笑いそうになる。笑わないけど。

　こんな素す敵てきな人になら負けても仕方ない。セス様をお願いします。

　そう思いながら、表情はそれとは反して嘲あざ笑わらうようにしてレディローズを見る。私は悪役令れい嬢じようリリアナ・イノシーだ。

　私は改めて散々に、レディローズがいかに自分に酷い事をしたのかという話をした。それが終わると、よく通るセス様のお言葉が響く。

「フェリシア・スワローズ。今日この時をもって貴様との婚約を破は棄きする」

　これから実際に未来に起こる、物語であり現実でもある、この話の流れを改めて確かめよう。絶対に間ま違ちがえる訳には行かない。

『セス様のお言葉をレディローズは拒きよ否ひする。

　そしてそれに、本当は最初からレディローズを疑っていなかったセス様は悪戯いたずらっぽく笑う。

「その言葉を待っていた」

　そうしてセス様は、今度はリリアナ、つまりは私の方を見る。

「大罪人はお前の方だ」

　レディローズと私の形勢が一気に逆転し、とんとん拍びよう子しに私の悪事の証しよう拠こが出て来て、全すべてが終わる。』

　これがシナリオ。これから起こる事そのまま。言葉にしてしまえばあまりに呆あつ気けない、終わりまでの流れ。

　さぁ、レディローズ、いつも通り私なんて意に介かいしていない優しい笑え顔がおで早く次の台詞を言って。

「それが殿でん下かのお望みでしたら」

　そう、そうやってレディローズがセス様のお言葉を拒否してくれたからセス様は、

　……拒否、して、あれ？

　え？　何言ってるのレディローズさん？　待って、ちょっと展開おかしいって。今から私が断罪されるはずの展開なはずなのに、何でレディローズは肯こう定ていしてるのよ。

　レディローズが私の噓うそを否定せず婚約解消を受け入れる事で何のメリットがあるの？

　セス様に心こころ惹ひかれていなかったのならそもそも、度たび々たび彼の側そばに行きセス様との恋れん愛あいルートへと進む事も無かったはず。だいたい、婚約解消の件は未だしもいじめについては否定しなければ困るのはレディローズ自身だ。大罪人になってまで否定しないのは不本意であるはず。

　シナリオが崩くずれたの？　今まで何の綻ほころびも無かったのに。私がどうやったってセス様の心は一ミリだって動いてくれなかったのに。どうしてこんな……今いま更さらっ！

　呆ぼう然ぜんとしている私、それからきっと同じ状態のセス様も残し、レディローズはさっさと歩いてこの場から去ろうとしている。

　とにかく、訳はわからないけどこんなのはおかしいし間違っている。

　貴女あなたの言うべき台詞はそれじゃない。罪を犯おかしたのは貴女じゃない。断罪されるべきは貴女じゃない。私は、こんな結末を望んでいたんじゃない。

　遠ざかるレディローズの背中に引き止める声を上げる為ために口を開く。だけど、声も出なければ体も動かなかった。

　あれ、何で声出ないんだろう。とにかくこうなったからには私が早くレディローズを止めて、何なら私がいじめた側だって自白して、軌き道どう修正を…セス様を幸せにする為に私はこれまで頑がん張ばってきたんだから……私、そうしなきゃいけない、のに。

　おかしいな、声が出ない。体も動かない。おかしい。だってこのままじゃ。セス様を幸せに出来るハッピーエンドの為にずっと私は、私は……。

　おかしい、な。声、出さなきゃ、動かなきゃ、止めなきゃ。

　…おかしい。今、声出さなかったら、動かなかったら、止めなかったら。

　ただ、黙って立っているだけで。

　私がどれだけ頑張って頑張って頑張って努力して努力して努力して、だけど全然ダメでもう諦あきらめざるを得なくて、ならせめてセス様だけでも幸せにって開き直って、それでも本当は心の中ではまだずっと欲しくて堪たまらなくて我が慢まんして辛つらくて、届かなかった、願いが。

　叶かなう。

　だけど今声を出さなかったら、私はレディローズを本当にただいじめた上に陥おとしいれて汚きたない手段でセス様をも騙だました最低の人間に成り下がる。セス様を幸せにしたかったという私の免めん罪ざい符ふは消える。私は私を、今以上に、殺したいぐらいに大だい嫌きらいになる。きっと一生許せない。

　でもこんな餌えさを前にして、食いつかない事なんて出来ない。

　私、目の前に見えている善人の道をどうやっても選べない。私は、悪人になってもいいから私が幸せになりたい。さいてい。

　レディローズの背中が見えなくなる。私は何も言えなかった。

　……考えよう。こんな状じよう況きようでも、時間は進むんだから。

　何でレディローズが最後の最後でゲームから外れた行動をとったのか。今の今まで彼女は、寸分の狂くるいさえないほどに主人公だったのに。

　明確にレディローズがゲームのシナリオから外れる行動を取った以上、そもそもこれはゲームから完全に逸それた現実だ。なら、こうなった原因が何処どこかにあるのは間違いない。

　ゲームとこの現実、違うのは……わかりきっている。そんなのは、一つだけ。

　私の存在。リリアナの中の私。なら私が原因と考えるのが道理だ。私は、表面上ではわからなくてもレディローズの中の何かを変えられていた？

　私がレディローズにした事…しいて、一つ思い当たるのなら、私はゲームのリリアナ以上に恐おそらく、行き過ぎた憎にくしみと嫉妬をレディローズにぶつけた。

　全く感情を揺ゆるがせられていないと思っていた。でもじゃあこの結果は何だ。感情を揺るがせられていないなんて、どれだけ平気そうに見えても本当に平気だと判断するには浅せん慮りよだったんじゃないか？　彼女は否定さえするのに疲つかれ、諦める程に傷ついていた…？

　推測だ。でも、それ以外に思い当たる節は一つもない。

　……ああ、さすがにこれで自分だけ幸せになるのは、ダメだろう。

　私は自分本位な考えを改め、セス様に全てを話そうと口を開きかけた。でも丁度、幸か不幸かそれより先にセス様が声を発した。

「謝りも、しなかったな」

　それは言葉と反してレディローズに失望した時の顔ではなく、まるで……セス様の方が見捨てられてしまったかのような悲しげな顔だった。私は何も言えなくなった。

　気付いたからだ。これが私とレディローズだけの問題じゃない事に。

　セス様がレディローズに言った事は、たとえそれが彼女への信頼により拒否してもらえると信じたゆえに言ったのだとしても、王族の言葉だ。容易に取り消せるものではない。

　それに、婚約を破棄すると言ったセス様のお言葉を拒否しなかったレディローズもまた、セス様に理解してもらうことを放棄したのと同じだ。

　私がもしここで全てを自白したとしても、もう遅おそい。せめてレディローズが居るうちに自白するべきだった。

　私自身が幸せになりたいなんて、そんな馬ば鹿かな事を考えたせいで。

「リリアナ、好きだ。俺と婚約してくれないか？」

　セス様が言った。ぎこちない笑みだ。

　私はあまりにも突とつ拍ぴよう子しもない言葉だと反射的に思ってから、いやそうでもないかと思い直す。結果的にレディローズより私を取ってしまう事となったセス様には、不本意でもこうするしかないか。

　なんかもう、別にいいか。私は何も気付かなかった。最低だろうが、そういう事で。

　でも何でだろう。せっかく好きと言われたのに、ずっと欲しかった言葉をついにもらえたのに、何だか味気ない。生まれ変わった最初、子どもの頃ころの方が幸せだった気さえする。そんなはずないのに。

　きっと嬉うれし過ぎて実感が湧わいていないんだと思う。だけど何だか泣きそうだから、嬉し泣きしちゃうぐらいには私は本当は嬉しいはずだ。

　セス様の言葉に気持ちがまったくこもっていなくても、自分を本当に見てはいなくても、いつかセス様に今の言葉をもらう為にと私はレディローズを見送ったんだから。

　セス様はそりゃ、私の事を本当にはまだ愛していないだろう。

　仕方ないよね。婚約者と別れたばっかりだし。だけど私はチャンスを与あたえられてこれから一番近くで婚約者という立場で彼を支えられて、もうレディローズは居なくなるんだからそうしたらセス様は絶対私を好きになってくれるはずだし。

　今私を愛していないのは問題じゃない。

　うんうん、元気が出て来た。これからまたいっぱい頑張ってセス様を振ふり向かせなきゃいけないんだから、ポジティブに行かないとね。

　そうだ、セス様に早く返事をしないと。

　私は胸がいっぱいだったので声は出さずにただ小さく頷うなずいた。

　それから、頭がぐちゃぐちゃで変な事を考えそうだったから、それを搔かき消す為に口の中で小さくいつもの言葉を呟つぶやく。

　こんなの「ありがとう」私が「ございます、」望んだ「神様。今日も」幸せじゃ「私は幸せ」な「です」……。

　わたしは、しあわせだ。よね？
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　その日のうちに、私はカイン子し爵しやくにセス様との婚こん約やくの報告をした。

「う、ぐ、そうか……そうだよなぁ、リリアナの年なら婚約なんて当たり前だから、お父様も受け入れないとだよな。ずっと念願だったセス様と出来るなんてなぁ。おめでとう」

　カイン子爵はそう、大だい号ごう泣きゆうしながらも祝福してくれた。

　こんな親を親とも思っていない、自分の破は滅めつに巻き込む気だった娘むすめに勿もつ体たいないぐらい優やさしい親だ。他人ひと事ごとのようにそう思う。

「お母様にも連れん絡らくしないとなぁ。ああ、こんな報告ぐらいはさすがに会ってしなくてはな。ティガ国から早く帰って来るように文ふみを送ろう」

「いえ、構いませんわお父様。お母様のお忙いそがしさは承知しておりますから。報告の手紙だけ私から出しますわね」

　親ともそんなに仲良くしたくなく一定距きよ離りを保ちたい私としては、様々な国で外交をして中々家に帰って来ない母親はむしろ好都合なんだ。そのままで居て欲しい。

　でもと食い下がろうとするカイン子爵に、いいからと笑え顔がおで流し口を開いた。

「では私は、お母様への手紙の作成と本日のお勉強をして参りますわね」

　言う事は言ったし、早く部屋に行こう。今日からまた次期王おう妃ひとして恥はずかしくないようにとお勉強に力を入れ、さらにセス様も本当の意味で振り向かせないといけない。忙しい。

　と、いそいそと部屋へ行こうとした私の背中に、カイン子爵の優しい声が掛かかる。

「リリアナは甘え下べ手ただから、政略関係なく好きな人と結婚出来るならよかったよ」

　発言の何処に焦しよう点てんを当てても返す言葉に困ったので、私は一いつ瞬しゆんだけ振り返って曖あい昧まいに笑い返すだけしておいた。

　もし私がこの家に生まれたのが一度目の人生だったなら、きっと普ふ通つうに幸せでカイン子爵の事も父親として大好きだったんだろうなと思った。




　翌日に学園に行けば、セス様とレディローズの婚約破は棄きも、セス様と私の電でん撃げき婚約も、もう噂うわさとして広まっていた。

　レディローズは学校には来ていないだろう。本来なら私、リリアナが受けるべき裁判は婚約破棄の翌日にすぐ行われる。となると、今は自宅謹きん慎しん中のはずだ。

　……レディローズがリリアナにいじめられていてリリアナが罰ばつを受ける本来なら、次期王妃へのとんでもない不敬行こう為い及および王子殿でん下かセス様を騙そうとした罪により、平民への降格という今まで貴族として生きて来た人間にとっては、実質死し刑けいとなる采さい配はいが下される。

　しかし、リリアナがレディローズにいじめられていたとなる今回なら、次期王妃へのいじめとはならないわけだし、セス様を騙そうとしていたわけでもないし、しいて言うなら次期王妃の身の上にも拘かかわらず立場をわきまえなかったとはなりそうだけど、本来のリリアナのものよりは罪は軽くなりそうだ。死刑には、さすがにならない……と思う。

　まあいい。それより目下の問題としては、レディローズが居ない分、私がより周囲から注目を浴びる事だ。

「おはようございますわ、リリアナ様！」

　ふと、仲の良い関係を築いて来たとは表面上も言えない程度の女が話し掛けて来た。

　ついこの前までとは違って敬語交じりの話し方と彼女の笑顔の雰ふん囲い気きから察するに、私の突とつ然ぜんの出世にあやかりたい子だろう。私も笑顔で挨あい拶さつを返した。

　私がこれから王妃になるなら、こういう子達もうまく使っていく必要がある。

　レディローズの求心力が凄すさまじいだなんて、私は嫌いやという程ほど知っている。今も、私をよく思っていない種類の痛い視線があちらこちらから刺ささっている。

　取り巻きでも連れて歩いていた方が面めん倒どうは起こらないだろう。それに、こうしていればセス様も少し私には近寄り難にくいはずだ。

　…私はもちろん、この世界で唯ゆい一いつセス様だけが好き。だけど今は、セス様と居るよりもこの一いつ切さい気の抜ぬけない好意のかけらも持っていない上辺だけの友人の子と歩く方が落ち着く。

　教室まで行けば、私の机の上が書き殴なぐられた文字で真っ黒で、それを雑ぞう巾きんで消そうとしている人達が居た。

　…んー、嫌がらせのはじまりはじまり。

　私は冷静かつ客観的にそう思っただけだった。予測の範はん疇ちゆうだ。今や次期王妃な私に表立って何かは出来ないだろうけど、レディローズを好きな人達や私の成り上がりが不満な人達はこれからも色々と嫌がらせして来るだろう。それは別にいい。私が悪いから全部受け止める。

　むしろ悪事を働くだけ働いて罪人として罰してもらえなかった私には、些さ細さいな嫌がらせでも罰を与えてもらえるのはありがたいぐらいだ。

　だけどそれより今は、雑巾を持っている子達をどうするか。貴族なんて雑巾持った経験も無いだろうに。というか、一人はお高そうなハンカチで拭ふいてるなぁ…。

　実際の好意なのかそれとも打算なのかはどちらでもどうでもいい。今のこの子達はレディローズよりも私に付く可能性が高い。なら仲良くしておこう。

「ありがとうございます。そのお気持ちが嬉しいわ」

　笑顔で好意を伝えた後、教師に頼たのんで新しい机を用意してもらうからと席に戻もどらせた。

　セス様が教室に来られる前に片付けなければいけないから、雑巾じゃ時間が掛かり過ぎるんだよ。ありがとう、ごめんね。

　その時ふと、何処どこからか背筋が凍こおる程の冷たく怖こわい、憎にくしみがこもっているのが自然と伝わって来るような視線を感じた。私はそれに相手を特定する気もなく振り返らなかった。
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　翌日、レディローズへの判決が下った。あまりに呆あつ気けなく、彼女は平民への降格となった。

　ゲームらしくシナリオの辻つじ褄つまを合わせるために世界が軌き道どう修正をしたのか、それとも現実的に考えるのなら権力至上主義なレディローズの両親が彼女を家から切り捨てる為ために庇かばわずむしろ死刑を後押ししたのか。

　死ぬだろうな。私だったら前世の記き憶おくがあるし貴族自体への執しゆう着ちやくは無いし、実際するかは別として大変でも生きるだけなら出来るとは思うけど、貴族の家で生まれて貴族として育って来た人間がある日いきなり平民として生きろって放ほうり出されても、生きられないもんな。

　私が殺したのと一いつ緒しよだね。

　それでも私は今日も学園へ行って、前を向いて背筋を伸のばしていつも通りの日常を送る。

　これからもレディローズを好きな子達から私への報復は続くだろうけど、レディローズの死刑が決まった今日は特に、感情的に後先考えずなりふりも構わずに攻こう撃げきして来そうだ。

　別に何をされてもいい。私への攻撃は全部受け止めたい。これは私の我が儘ままだ。勝手に少しでも自分の心を軽くしようとしている行為。

　そう思ったところで丁度、腕うでを乱暴に引かれ草むらに引きずり込まれた。芝生しばふに膝ひざをつく。

　さて、もしかして暗殺も有り得るかなと冷静に考えながら受け入れようと目を閉じる。

　……。…………。

　三分経たっても一切何も起こらなかったので、私は逆に動どう揺ようし怪け訝げんに思いながら目を開けた。

　目の前には、よく知った顔があった。

「俺から離はなれてお前が幸せになるってんなら見過ごしてやるかと思ったけど、不幸そうな顔してるからやっぱダメだな」

　メルヴィン君はそう言って、悪戯いたずらっぽく笑う。

　何でまだ私に構って来るんだと言いたい気持ちはあった。それか、メルヴィン君相手ならもう黙だまって腕を振ふり払はらい去るべきかとも思った。

　だけど今のその言葉だけは聞き捨てならない。反論しない訳にはいかない。

「幸せですわよ」

　他ほかの全すべての人間を不幸にしたとしても、私は幸せだ。そういう選せん択たくをした。

　的外れな事言わないでよと呆あきれるように言った私に、メルヴィン君は声に出して笑う。

「相変わらず下手くそな噓うそだな」

「噓ではありませんし、噓を吐つくのも昔よりずっと上手になりましたわ。でたらめな事を言わないでくださいませ」

「俺達何歳からの付き合いだよ。他の誰だれがわかんなくても、俺はお前の噓全部見み抜ぬけるって」

　もっともらしい事を言われて口をつぐむ。

　でも、それだけの理由で私の噓が通じないのならそれは私の努力が足りない。もっと、もっと、私はそれが誰相手だろうが全員、王様だって国だって全てを騙だまし切れるぐらいの人物にならなきゃいけない。

　せめてレディローズを超こえなければ。どれだけ難しかろうが、それはもう私の義務だ。彼女を蹴け落おとして殺した、私の責任。

　そう半ば意識を飛ばしていた私を現実に引き戻すように、メルヴィン君は突然私の両りよう頰ほおを自分の両手で軽く叩たたき挟はさむ。

「お前は馬ば鹿かだから絶対に自分が不幸なんて認めねぇんだろうな。いいよもう、それで。でもな、約束だ。俺の気が向いたから助けてやるよ、友達」

　強制的に視線を合わせられた私は、メルヴィン君の赤い綺き麗れいな目を見ながら、思い出した。

　そういえば、そんな約束をした。初めてメルヴィン君と会った時、「面おも白しろそうだと思ったら助けてください」そう言ったのは私からだった。小さな子どもの口約束。

　……この人は、凄すごいな。本当に。私がつい縋すがりたくなるような言葉を的確に選ぶんだから。

　私は確かに今、揺ゆらいだ。助けて欲しいとは思っていない。私の今の状じよう況きようは、私が解決するべき問題で責任だと思っている。それでも、嬉うれしかった。

　認める。認めるよ。

　メルヴィン君は、私の最高の友達だ。誇ほこらしい程に、最高の友達、だった。

　私の自分勝手でこれ以上誰かを不幸にする訳にはいかない。メルヴィン君を不幸にしたくない。それに、大切だと認めてしまった私はむしろ、今すぐメルヴィン君を絶対に私から切り離さなきゃいけない。

　前世で死んだ時の事、忘れた日は一度だってない。突然幸せな日々が途と切ぎれて、一瞬で大切なものを全て失って空っぽになった。痛くて苦しかった。

　友達は要いらないの。前世でも友達が居たから。失っていく絶望の感覚を忘れられないから。

　家族も、親しん戚せきも、先生も先せん輩ぱいも後こう輩はいも、親しい人は誰も要らない。今世が初めての関係の人以外要らない。

　前世でも今世でもたった一人の恋こいする人、セス様だけでいい。セス様だけが欲しい。

　死んで生まれ変わった事が無い人には、幸せが一いつ瞬しゆんで絶望に変わってその後すぐに新しい人生を与あたえられてぽんと投げ出されて、本当は心の奥底でどうしようもない孤こ独どくと悲ひ哀あいに包まれていた私の気持ちなんてわからないよね。その中で、恋をするっていう生きて行く為の理由をくれたセス様の存在にどれだけ私が救われたのかも、理解出来ないよね。

　絶望を忘れるには、まだたったの十五年なの。ねぇメルヴィン君、こんなに素す晴ばらしい友達をまた突然失うのが怖くて堪たまらないから私から捨てさせて。私から捨てるなら心の準備が出来るから。

「約束って子どもの戯たわ言ごとでしょう？　そんなもの、もう時効ですわよ。大体私は助けてほしくなんてありませんし、そもそも根本的に、あなたの事を友達だなんて思っていませんわ。もう関かかわらないでくださいませ」

　意識してなるべく温度の無い言い方で、見下し突つき放すような視線を心がけながら言って、メルヴィン君の両手首を摑つかみ乱暴に自分の頰から引き離して立ち上がる。

「だから下へ手たくそだって言ってんだろ」

　背中に掛かかった声があまりにも煩わずらわしい。

　正直にしか生きてこなかったんだから、どれだけうまくなろうとしたって私が噓が下手なのは当たり前だ。メルヴィン君程ほど付き合いの長い相手になら尚なお更さら。

　それでもこれからメルヴィン君も騙せる程うまくなってみせるから、いいから今は黙って騙されてよ。絶対に私は口では認めないから。

「いいよ、別に。俺は面おも白しろそうだから勝手にやらせてもらう。最初からそういう約束だ」

　何回突き放しても、この人には意味が無いのか。

　私は泣くのを我が慢まんしながらも、振り返って助けてと言う事はなかった。それだけは絶対に、言う気がなかった。

　助けてもらっていい程の価値なんて私には無いから。
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　セス様の婚こん約やく者しやになれた今の私は、前よりずっとこの恋を叶かなえる為のチャンスが与えられているしセス様の近くに居る。

　そのはずだ。そのはずなのに何な故ぜか、セス様との心の距きよ離りはむしろ遠のいている気がする。

　私も私で気まずい思いはあるにしても、セス様と婚約してからこの一ヶ月、事務的ではない楽しい会話をした覚えが全く無い。いやもしかしたらあるのかもしれないけど、記憶には残っていない。少なくとも心から笑った事はない。セス様と視線も合わないぐらいだから、私がもっと頑がん張ばらなければいけないのに。

　せめて今の状況の範はん囲いで前向きに幸せに生きていたいのに、私は何をしているんだろう。

　それでも、公式の予定はそんな私の焦あせりに配はい慮りよして時間をくれるはずもなく。

　今日は正式に、この国の王子殿でん下かの婚約者として国民に私がお披ひ露ろ目めされる式典が行われる。

　お城の中でセス様とは一時的に別れて、いつもの社交パーティーの時の比ではない程高価そうなドレスや装そう飾しよく品を身につけさせられ、髪かみもざっと一時間は時間を掛けて結ゆわれて丁てい寧ねいにお化け粧しようもされた。

　全て終えて完成だと見せられた鏡の中の自分は、確かにとても綺麗だったけど、何だか人間というよりお人形みたいだった。でも良い事、だよね。うん。

　鏡の中のお人形が私の動きと合わせて微笑ほほえみ返して来る。この見た目と雰ふん囲い気き、うまく言えないけどちょっとレディローズに似ている。でも、セス様のタイプはレディローズなんだから、私はこのままでいい。何も直す必要はない。

　式典まではまだ時間に余よ裕ゆうがあるからセス様のお部屋まで行こうと、一人だけ侍じ女じよを連れてお城の廊ろう下かを歩く。

　緊きん張ちようするだろうから普ふ段だん連れているメイドや執しつ事じを連れて来てもいいと言われたけど、使用人なんて居ても居なくても私の心境は変わらないだろうから連れて来たくなかった。でも体てい裁さい的てきに一人は連れて行った方がいいだろうと、気が利きき口数の少ない一人だけ連れて来た。

　そうして無言で歩いていると、セス様のお部屋に着く前に私は不幸にも無視出来ない相手と対たい峙じする事となった。

　後ろに二人の護衛を連れ、私を氷のような冷えた目で見て来るセス様の兄。ニコラス・キャボット。私がこれからセス様と結婚した場合、義理の兄となる人。水色の目という点だけで言えば、空のような色のセス様の瞳ひとみと似た色のはずなのに、凍こおりついたような鋭するどいその目は好きになれない。

　お城は彼の家でもあるから此処ここに居るのは当たり前だし遭そう遇ぐうしたのは仕方ない事だけど、それでも、やっぱり会いたくなかった。単純に苦手だから。

「御ご機き嫌げんよう」

　挨あい拶さつしてすぐ廊下の端はしに避よける。

　だけどニコラス様…いやあえてお義兄にい様さまと呼ばせてもらう。お義兄様はそのまま立ち去ってくれはしなかった。

「お前は今日から王宮に住むこととなるわけだが、部屋はもう知っているか？」

　予想外、というかあまりにも突とつ拍ぴよう子しも無い発言に度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

「住む……私が、お城に、ですか？」

「そこからか」

　呆れたような顔をされたけど、だってそんなの聞いていない。

　……聞いていない、よね？　セス様から聞いたけど記き憶おくに残っていないわけじゃ、ない、はず。たぶん。

「あの、しかし婚約しているだけでただの子し爵しやく令れい嬢じような私にそれはあまりにも畏おそれ多く……」

「前婚約者の件があったからな、周りが色々と敏びん感かんになっているんだ。不ふ祥しよう事じにな」

　ああ。理解出来た。私は苦い顔で頷うなずく。

　つまり、レディローズが不祥事により婚約破は棄きとされたから、今度の婚約者である私の事はお城に住まわせるという名目で四六時中監かん視ししてやれって事だ。

　私がセス様本人が選んだ相手とはいえ、今下手に新しい婚約者にセス様の気に障さわる事をされてセス様の機き嫌げんを損そこね、その火の粉が振ふりかかるのは皆みな嫌いやがるだろう。

　実際にはセス様がそんな事をされるはずがないと私はわかっている。だから、周りにそう考える者がいるから私を監視したい、という事までは先入観で思考が働かなかった。

「この国は王家の発言力が強過ぎるからな。理り不ふ尽じんでも命令の拒きよ否ひは許されない」

　皮肉を言うように不機嫌そうにお義兄様が言う。

　明確には言葉にしなかったものの、お義兄様がこの国のそういう所をあまり好いていないのは、その言い方と言葉の選せん択たくでありありと感じ取れた。

　もしかしたら、セス様の理不尽な婚約破棄に従ったレディローズの事も含ふくめての発言だったのかもしれない。

　なんせ、私への視線がさっきからずっと、あまりにも冷たい。私はお義兄様の事が苦手ぐらいだけど、彼の方は明らかに私の事が嫌きらいだろう。

　ゲームのシナリオは、レディローズと私の立ち位置がそっくり入れ替かわっただけで表面上ほぼ崩くずれずに終わった。けど、それは本当に表面上だけの話だ。実際にいじめを行っていたのは私。すぐにはわからないようアリバイを作って証しよう拠こを残さないようにして人目にも気を付けたけど、それにしたってしっかり調査が行われたとしたならたかが知れている。お義兄様は全すべてを知った上で今私の前に居るのかもしれない。

「お義兄様はどこまでご存知なのですか？」

　私は探さぐるようにじっとお義兄様の一挙手一投足を観察する。お義兄様は、不機嫌そうに私を睨にらみつけた。

「お義兄様？　大した心の強さだな。まあ呼び名はいい。許そう。……さて、どこまでか」

　自分でもどうかしていると思う、ただの意地のような呼び名を軽く流してくれたお義兄様はお心の広い方だと思う。相当嫌いやだろうに。

　でも、お義兄様に物もの怖おじしているようでは私はこれから何もなし得ないと思うし、セス様と絶対に結婚するという意志だけははっきり持ちたい。だから、私はお義兄様と呼び続ける。

　誰だれにとってどれだけ嫌な奴やつになっても私はもう気にしない。私が幸せならいいの。

「私はセスに期待しているがフェリシアとも仲がいい。だから、セスの選択には怒おこっている」

　セス様の名前が出た事で、私の身体からだと脳と心の中心が揺ゆさぶられる。

　私は、いい。でも私のせいでセス様が実のお兄様に悪く思われる、それは…それは……。

「そしてわかっているとは思うが、貴様の事は心底好かない」

　動どう揺ようしている私をさらに貫つらぬくように、お義兄様ははっきりと言った。

　わかってはいた。でも、今面と向かって言われるとまでは思っていなかった。

「フェリシアがいじめなどという幼よう稚ちな事をする理由が無い。彼女は貴様の事など歯し牙がにもかけていなかったはずだ。……フェリシアの地位を奪うばった貴様にフェリシア以上の働きは出来るのか？　彼女を超こえられると思うのか？」

　お義兄様の突つき放すような言い方に、散々揺さぶられながらも、私はそれをある意味優やさしいと思った。

　お義兄様も天才と呼ばれる人間ではあるけど、でも、秀しゆう才さいでもある人間だ。才能もあるけど、涼すずしい顔して裏で努力もしているタイプの人。これはゲームで得た知識に過ぎないけど、今まで大部分はゲームとずれていないから今目の前に居る彼もそうと考えていいだろう。

　私もずっとレディローズに挑いどんで来た身だ。彼女の求心力や振ふる舞まいに関しては、私が努力して得られるようなものではないのはわかっている。

　レディローズを見て来て、お義兄様もそれを理解しているんだろう。秀才の人間は天才の才能に敏感だ。

　だからこそ、超えられないとわかっていて奪ったのかと私に苛いら立だつんだと思う。私がわかっていないのなら、早く理解して諦あきらめろと諭さとしたくなるのもわかる。

　レディローズと並んでも見み劣おとりしないぐらいになれた自負はある。けど、総合的に見て私が彼女を超えられたか、これから超えられるのかと問われれば……やる気はある。しなければならないとも思う。でも、はいなんて、噓うそでも言えない。

　だって努力は痛いぐらいした後だ。しかも、一度諦めた。それでも汚きたなく最後の最後で諦め切れなくてみっともなく手を伸のばしただけで、正せい攻こう法ほうではやっぱり勝っていない。

「努力はしますわ」

「無理だ。彼女は特別で、凡ぼん人じんがどれほど努力しても天才の領域には至れない。……それぐらい、貴様もわかっていると思っていたんだがな。もうやめたらどうだ？」

　自分でも馬ば鹿かだと思いながらした発言に、返って来た言葉は辛しん辣らつなものだった。

　わかっているけど諦められなかった私は俯うつむくしかない。お義兄様の言葉は全てが全て正しくて、私は何一つ言い返せない。

　そもそもニコラス・キャボットというのは誠実で紳しん士し的てきな人間だ。それはゲーム上だけでなく、これまで社交パーティーの時やティーア学園に臨時講師として訪おとずれ実際に見て多少話した中で、何度も実感した。

　不誠実で最悪の人間である私に自分の大切な人達が傷つけられた事で、私にだけあからさまに攻こう撃げき的てきな対応になっているだけ。私に傷つく権利はない。

　お義兄様の足音が遠ざかっていく。元々答えを聞く気がない問い掛かけだったんだろう。

　やめたらどうだって、私にとっては死んだらどうだと同じ意味なんだけど。でもそっちの方が正解なんだろうな。

　私が一つ深呼吸して気持ちを切り替かえながら顔を上げると、何な故ぜか目の前にはさっきまでお義兄様の後ろに居た二人の護衛がそのまま残っていて驚おどろく。

　確かく認にんするように周囲を見回すけど、お義兄様はやっぱりもう居ない。何故この人達は一いつ緒しよに行かなかったのか、とその二人の顔をよく見て私ははたと気が付いた。

　特とく徴ちようの薄うすい、周囲に紛まぎれそうな平へい凡ぼんな顔立ちの二人。だけど、私は貴族以外でも国の重要人物の顔は暗記している。

　双そう璧へきの死神。この二人は、此処キャボット国で一番の戦せん闘とう兵器と言われる最強の傭よう兵へいだ。

　それが何故、お義兄様の護衛として一緒に居たのか、そして彼等が双璧の死神なら尚なお更さら何故この場に残ったのか。

　身構える私をよそに、彼等はぞんがい軽快な調子で口を開いた。

「一個一個の能力ならレディローズよりリリアナ様の方が上だろうに、同族嫌けん悪おのとばっちりで災難だったなぁ？」

「諦めていたことが思わぬ形、望んでいなかった形で報むくわれる可能性が芽生えてしまって今少々荒あれているんですよ。本当に似た者同士ですね」

　前者の方の護衛の言葉は、勉学面や基き礎そ的てきな作法に関して言うならわからなくはなかったのでいいとして、後者の方の護衛の言いたい事がいまいちわからない。特に最後の一言。

　しかしそんな事より気にするべきは、双璧の死神達自身だ。

　セス様との婚こん約やく前には、お義兄様の護衛は別の人物達だったはずだ。双璧の死神が個人の護衛に就ついた話なんて聞いた事が無い。

　何故、このタイミングでお義兄様の護衛となった？　きな臭くさい。

「それで、お義兄様はもう行かれましたけど、護衛のあなた達は行かなくてよろしいのかしら？」

　自分の髪かみをさっと後ろに払はらい、追い払うように偉えらそうな言い方でそう言った。

　早く話を聞きたいから威い圧あつ感かんを多少なり出す為ためにした行こう為いだったけど、双璧の死神の態度は一いつ切さい変わりなく、その後彼等は結局有益な情報一つ漏もらさずに私をからかうだけからかい馬鹿にするだけ馬鹿にして、嫌な気持ちにさせて去って行った。




　婚約式典の前に随ずい分ぶん疲つかれさせられたけど、私はセス様にはお義兄様の事も双璧の死神の事も何も言う事なく、今日は天気が良くてよかっただとか、今から婚約式典に私が出るだなんて夢みたいだとか、そんな当たり障さわりない優しくて幸せな会話だけした。

　婚約式典は順調に進んだ。王宮五階バルコニーから下の人間に笑え顔がおで手を振って、幸せな顔をする。

　手すりに手をかけて、目を凝こらして国民一人一人の顔を見る。中々こうして、平民と触ふれ合える機会って無いし。触れられてはいないしちょっと遠いけど。

　だから、一人一人をよく見て、顔をちゃんと認識する。──あの女の人は、似てるけど違ちがう──私は王おう妃ひになるんだから、こういう国民との交流は大事だからね。

　いつの間にか随分と手すりに体重をかけるように身を乗り出していた私に腕うでが伸びた。

「頑がん丈じようには作ってあるが危ないだろう」

　セス様が言いながら、私を手すりから引き離はなすように私のお腹なかに腕を回し軽く引く。

　私はそんなセス様に混乱した。セス様の腕に過か剰じよう反応し、逃にげるように後退してしまう。セス様の口元が困ったような歪ゆがんだ弧こを描えがき、だけど何も言わずに別の方に顔を動かされた。

　婚約式典はそのまま進み、表面上は一切の滞とどこおりなく終わろうとしている。

　私は、その間ずっと考えていた。セス様が普ふ通つうに私に優しい理由を。

　だって仕方なく、そうするしかない状じよう況きようになったから婚約者にした相手に接しているにしては優し過ぎる。どうしてか考えた。考えに考えた。

　そして、気付いた。正確には漸ようやく思い出した。私はセス様にとって間違いなく、一番の友人だった事を。

　今までずっと私は、王になる身として王妃は必要だからレディローズと婚約破は棄きした以上仕方なく、セス様は私と婚約したのだと思っていた。

　違った。そうじゃなかった。

　セス様は弱い人間じゃない。あんなにも幼かった頃ころから王となるため一人で戦っていたセス様が、そんなに弱いはずがなかった。だとしたら、何故私と婚約したのか。

　……それって、誰の為だった？

　婚約式典が終わる。セス様が最後の挨あい拶さつを終え、私に手を差し出す。私はその手を握にぎる。

決められた流れと決められた行動。だけど……。

　私は恐おそる恐るセス様を見上げる。

　それに緊きん張ちようしている自分を自覚した事より、私がセス様の目を見るのがあの時以来だと気付いた。レディローズとの最後の日以来。ずっと、さり気なくセス様から目を逸そらしてきた。後ろめたさで私がセス様を見られていなかった。

　久しぶりに真っ直すぐに見上げたセス様は、私に優しく穏おだやかに笑いかけていた。

　そこには熱も恋れん情じようもやっぱり感じなかった。でも、それでも、確かに私に向けられた優しく温かいお心と好意を感じた。

　手を繫つないだままお城の中を歩く。婚約式典は終わって、私とセス様は後は着き替がえるだけ。だから少しだけ、時間がある。

「セス様は王となったら、この国をどのような国に導きたいのですか？」

　私は気付けば、そんな事をセス様に聞いていた。

　今まで、セス様の根幹ともいえる王となる身としての彼の事に私は触れて来なかった。

　それはただ、ゲームの主人公が、王ではないセス・キャボットという一人の人間を支えるような恋愛をしていたから、そこに触れる必要はないのだという先入観からそうしていただけだった。聞いてはいけない訳ではない。

　セス様はそんな私の突とつ然ぜんの質問にもすぐに答えてくださった。

「末まつ端たんの民たみまで幸せだと当たり前に思えるような国だ」

　そのお言葉は、平民へと降格の罰ばつを与あたえられたレディローズの事を思えば深読み出来た。だけどそこには深く切り込まず、私は続けて聞く。

「では、どのような王になりたいですか？」

　セス様はまた、最初から答えが決まっていないと不可能な程ほどの即そく答とうで、こう言った。

「国も、隣となりに居る者も、どちらも笑わせられるような王になりたいな」

　隣に居る者。今あなたの隣に居るのは……。

　ぼろぼろと涙なみだが零こぼれ落ちる。止まらない。だって、全部が繫がった。確信した。

　あの時セス様が私と婚約したのは……全部私の為でしょう？　私があの後レディローズを追放しただけのただの子し爵しやく令れい嬢じようだったなら、学園や貴族内で、私が今とは比べ物にならない程非難されていたのは想像に易やすい。

　セス様はあの時きっと、私の罪を全部知った上でそれごと背負って私を助ける為に、手を差し伸のべてくださっていた。

　レディローズは自らセス様の手を撥はね除のけた。それはレディローズにとっても不本意だったかもしれないけど、そうなるとセス様はもう彼女の事は助けられなかった。

　でも私を守る事はまだ出来た。自分の一番愛する人を傷つけ散々な噓うそを吐つかれ、それでも私をセス様は、友人として守ろうと決断してくれたんだ。自分の気持ちなんて二の次で。

　あの時、セス様は私に裏切られてそれからレディローズにも裏切られたばかりで。なのに。

　セス様は優やさし過ぎる。私は、この人の隣には相応ふさわしくない。

　……だから覚かく悟ごを決めよう。

　私、必ずセス様だけは幸せにします。どんな手段を使ってでも。自分がどんな終わり方をしたとしても。

　セス様にとっての聖女になります。今度こそ、本当に。

　私が笑うとセス様も嬉うれしそうに笑った。幸せだと思えた。やっぱり私は、さっきまで幸せではなかったらしい。間違えながらでは幸せとは思えないらしい。

　間違いを正したら、今度こそ私は幸せになれる。私の結末は、誰だれがなんと言おうと、私にとって幸せと思えるものでありたい。

　そしてそれは、セス様にとって幸せであるなら他ほかの何もかも一切が、どうでもいいんだ。
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　これまでの経験により私のメンタルが鍛きたえられ過ぎていたお陰かげか、私はぞんがい速すみやかに王宮暮らしに順応した。むしろ私よりカイン子爵が急過ぎると駄だ々だをこねていた。

　そしてそれからすぐ、シャーリーが辞やめてから専属のメイドが居なかった私に、遂ついに新しい人が就いた。

「ティファです。メイドではなく侍じ女じよとお呼びください」

　そう頭を下げた目の前の女性。私は見覚えがあった。

　少し若い頃のシャーリーと似た顔立ちにシャーリーと同じ水色の髪にピンク色の目、というのもそうだけど、何よりレディローズと共に居るのを何度も見み掛かけた事がある。

　要するに彼女は、元レディローズ付きのメイドだ。シャーリーとの関係は…そういえば前にシャーリーから妹が居るという話を聞いたことがあったような気もする。この子がそうかな。

　しかしそんな子が私のメイド、いや侍女となるとは。奇き妙みような縁えんだ。

　わざわざ侍女と呼べというって事は、数居るメイド達の中でも侍女の立場である事を重視する、プライドの高い子なんだろう。それに、レディローズの所でずっと侍女と呼ばれていたのかもしれない。あんまり仲良くしようとして来なさそうだから、結構結構。

　そう私がつらつら思っていると、顔を上げたティファが突然私を思い切り睨にらむように見ながら口を開いた。

「私はあなたが嫌きらいです。私の最も敬愛するフェリシア様と私を引き離したから。けれど仕事は完かん璧ぺきに熟こなしましょう。このような不敬な言葉を吐いた私をこの場で斬ざん首しゆしてくださっても構いませんが」

　私はぱちぱちと二度瞬まばたきし、じっとティファを見る。

　わかりやすい憎ぞう悪お。最初から明確に理由まで言って、挑ちよう発はつでもなさそうなこの殺したければ殺せという堂々とした文句。

　さてはこの子、素す直なおないい子だな。しかも今、私と初対面なのに二人きりにさせられる程の信しん頼らいを周りから得ている。トラブルを起こされたくなくてお城での監かん視し態勢に置かれているこの状況で、だ。私の侍女として選せん抜ばつされて来たからには相当頭も良いだろう。優ゆう秀しゆうだ。

　私を嫌って仲良くなる気がないのがさらに私にとって好都合な事が可哀かわい想そうだけど。

「よろしくね」

　私は無理やりティファの手を取って繫いだ。あからさまに嫌いやそうな顔をされたので、うまくやれそうだと思った。

「じゃあ私やる事があるから、そこに座って適当に紅茶でも飲んでいて」

「いえ、立っています」

　ぱっと手を離した後、椅い子すに座るのを促うながせば即そく却きやつ下かされた。それならそれで私は別に困らないので、黙だまってドアの横に立っているティファをそのままに調べ事を再開する。

　ティファに構っている時間は生あい憎にくない。

　セス様を幸せにすると決めた私は、まず絶対にやらなければいけない事があった。ゲームでは主人公がやってくれた事。つまりレディローズがやるはずだった事。

　それは、救国だ。

　正直今までの私は、セス様と恋愛さえ出来れば良かったので戦争とか救国とかそこまで気にしていなかった。何より、ティーア学園入学前にはゲーム通りレディローズとセス様を結けつ婚こんさせ、ゲーム通りレディローズが何とかしてくれるものだと思っていたし。

　でもレディローズがそれを出来ない状況下になったのだから、私がやらざるを得ない。この国キャボット国と隣りん国ごくガリオン国との戦争を、食い止められるものなら食い止め、ダメでも被ひ害がいを最小限にしなければ。

　そこで私は今、王宮の資料室でひたすらガリオン国について調べていた。




　そうして数日かけ、王宮でも学園でも時間を費ついやし、ある程度の資料を速読し終えた。

　学園の裏庭の隅すみにあるベンチで隠かくれるようにしながら、さて、と集中して資料内の数ある要素を繫げて導き出される事を考えた。

　……うん、やっぱり明らかにおかしい事がある。

　ガリオン国は現在、不気味な程に平へい穏おんだ。

　ゲーム通りなら、ガリオン国は今財政難。不作や流行はやり病やまいで恐きよう慌こうに陥おちいっているはず。

　なのにそんな様子が、全くデータ上から読み取れない。私は端はしから端まで、疑うように見た。今にも戦争を仕し掛かけようという状態なら、さすがに隠し切れるとは思えない。

　公文書を隅すみ々ずみまで偽ぎ造ぞうしたというよりは、財政難ではないという結論が自然。

　データを見ると、およそ十年前の頃ころは多少取り繕つくろわれているけど不自然な点や隠し切れていない点は多々。かなり国が傾かたむいているのが窺うかがえる。だけどその様子が徐じよ々じよに落ち着いて、五年前にはほぼ持ち直している。

　何かの動きがあったのがわかる。ゲームのシナリオから逸それた、国一つの変革だ。

　……これ、陰で、何者かが何らかの目的で動いているんじゃないか？

　もし世界のこの動きがセス様と敵対した者の力だとしたら…何があったのか、ガリオン国の上の人間に詳くわしく話を聞かなくてはならない。幸いガリオン国王子もその側近もゲームのキャラクターとしては知っている。むしろそのせいで駆かけ引きしたくない相手だという気持ちもあるんだけど、多少は対策も立てられるだろう。頑がん張ばろう。

　セス様の聖女となる為ために。




　静かな裏庭のベンチにずっと座って一人そう色々と考えていた私の耳が、微かすかな音を捉とらえた。人の足音。近づいて来る。

　そっと視線を向けると、メルヴィン君が居た。思わずまたかと顔が引きつる。

　退散しようと腰こしを上げた私に、メルヴィン君は一気に近づいて来ると──私を通り過ぎた。

　……え、なに。私に会いに来たと思ったの自意識過か剰じようだった!?　恥はずかしい！

　さっきとは別の意味で顔を引きつらせていると、すぐ後ろの地面からガサッと音がした。

　振ふり返ると、私が今腰を上げたばかりのベンチ……その後ろの地面に、私に背を向ける形で腰を下ろしているメルヴィン君が居た。え？

「独り言だけど」

　いきなりメルヴィン君が言葉通りとは到とう底てい思えない、背中合わせなのに聞き取りやすい声量で声を出す。

　独り言だから黙って聞けとばかりのそれに、私は迷いながらも話ぐらいは聞くかとまたベンチに座り直した。メルヴィン君の方は見ずに私も前を向く。

「リリアナは危機感覚えた方がいいかもしれねぇな。レディローズ、元気に生きてたぞ」

　後ろからの声のその内容に、私は目を見開いた。

　生きて、る？　レディローズが？　生きつ粋すいの貴族の家で育った彼女が、どうやって身一つで放ほうり出されて……。

　いや、でも、よかった。生きていてくれたのは、純じゆん粋すいに嬉しい。

「しかも本人に話聞けば、婚約破は棄きされた事も現状も幸せだってよ。何な故ぜかレディローズの義理の弟、シェドの現状を気にして来たのも不ふ審しんだ」

　メルヴィン君の声は険しい。
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　確かに、その話の内容は無視出来ない不可解なものだ。

　……さっきの陰で動いているかもしれない人、それがレディローズだという危険性は有り得るんだよね。いや彼女は私の被ひ害がい者しやだし悪い人間とは思っていないけど、彼女の影えい響きよう力は凄すさまじかったから私の存在によって彼女の動きも多少変わって、それが隣国の経済にまで影響を及およぼしたとか。

　さすがに飛ひ躍やくし過ぎかな？　無いか？

「ちなみにこれを人に言ったのがバレたら、俺はレディローズの奴ど隷れいになるらしいから」

　何を言っているんだメルヴィン君は。……え、メルヴィン君の声の雰ふん囲い気きが真ま面じ目めっぽいんだけど、これもしかして冗じよう談だんで言っているんじゃないの？

　公こう爵しやくの中でも権力の高いクラビット家のメルヴィン君が、奴隷に？

　レディローズ…罪悪感は拭ぬぐえないけど、確かに警けい戒かいするべきかもしれない。

「リリアナと俺が友人だって事は言ってねぇし他た人にん行ぎよう儀ぎに話しておいた。そこは勘かんぐって無さそうだったしもしあいつが何を企たくらんでたとしても俺のせいでリリアナに火の粉は降りかからねぇだろ」

　メルヴィン君のこの言い方、どうやら私の為にレディローズに会いに行ってくれただろうに、いざとなっても私の事を守ってくれる気らしい。

　いくら優やさしい人だからって、私の為にそこまでしてくれなくてもいいのに。私はメルヴィン君の人生においてマイナスで、かなり損させてしまっていると思う。

「そもそも友人って、俺が一方的に言ってるだけだけどな」

　メルヴィン君がそこまで言ったところで、後ろから立ち上がる音がした。そのまま歩いて行く足音に、私は振り返らず、友人だとは認められないけどそれでも呟つぶやいた。

「……ありがとう。独り言だけど」

「どういたしまして。独り言だけど」

　メルヴィン君は、私がこの世界から消えるまできっとずっと私と縁を切ってくれないんだろうなと思った。

　それは幸せで辛つらく怖こわい事だった。
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　セス様との婚約後から婚約式典までの間、私は時間さえあればすぐに教会へ行って神様へ謝罪と許してくださいと乞こう言葉を繰くり返していた。

　悪い事をしたとは思っているくせにもう動かない、動けない、進むしかないと思っていた私は、レディローズにもセス様にも何も言えず神様に対して言葉を吐はき出し、無理やり前を向く為の道具としていた。

　自己満足でもほんのひと時でも許してもらえた気になって、なんとか自分を立たせていた。

　今も教会にはよく行く。だけど理由は違ちがう。

「私は今度こそ本当に聖女と呼ばれるような人物になります」

　神様の前で、十じゆう字じ架かに跪ひざまずいて決意を口にする。この決意を二度と違たがえないように、私がまた間違えないように、神様の前で声に出して誓ちかう。何度も、何度も通っては繰り返す。

「ありがとうございます、神様。今日も私は幸せです」

　最後に言って、立ち上がる。着ているドレスの裾すそがふわりと舞まう。

　早めに準備だけして社交パーティーの前に来たから私は正装のドレスを着ていて、これからまっすぐ社交パーティーだ。今日のパーティー会場がこの家とこの教会の間ぐらいの場所だからと来たけど、侍じ女じよのティファからしてみれば我が儘ままで迷めい惑わくな行こう為いだろう。

　足早に教会の出入り口で待っていたティファのもとまで戻もどると、相変わらず私を嫌きらいだとありありと語る視線が返って来た。

「終わりましたか？　ではすぐ行きますよ、聖女様。時間がありませんから」

「……聖女、様？」

　皮肉めいた口調で紡つむがれたそれに、怪け訝げんに思ってティファを見る。距きよ離りはあったと思うんだけど、私が呟いた言葉が聞こえたのか、それとも牧師か修道女が私をそう呼ぶのを聞いたのか。

「私はそんな大した人間にはまだなれていないから、その呼び名は、」

「そんな事はありませんよ、聖女様」

　遮さえぎられるように呼ばれる。ちっとも思っていないだろう言い方に苦笑いした。そんな私の顔にティファが嬉うれしそうにする。

　これは…人前ならわきまえるだろうけど、二人きりの時は呼んで来るようになるだろうな。

　いや、うん、それはそれでプレッシャーをいつも掛かけてくれていていいと思おう。私が死ぬまでにはそう呼ばれておかしくないような人間になればいい話だ。

「頑張るわね、ティファ」

　蔑さげすむような視線だけを返して返事もしなかったティファに、この子はどれだけ私が優しく接しても私を好きにならないだろうから安心するなと、ティファにしてみれば失礼で侮ぶ辱じよく的てきとも言えるだろう事を考えながら、私は馬車に乗った。

　さすがに私も、何の理由も無しにこんなに時間が無い中でわざわざ教会に寄りはしない。

　今日の社交パーティーには、隣りん国ごくガリオン国の王子ノランと側近ゼロが来る。わざわざ王宮でのパーティーの時ではなく、自ら今日のそんなに大きくないパーティーに出席すると言って来たらしいノランの動向は読みづらくて面めん倒どうだと思うけど、まあそれはいいとして。

　要するに、私がうまく駆け引きしてガリオン国の現状と、もし過去に何かあったならそれが何かという情報を引き抜ぬかなければならない。その気合い入れに教会に寄っていたという訳だ。




　パーティー会場では、まず陛下に挨あい拶さつに行きそれから誰だれよりも早く見つけられたセス様にも挨拶に行って、その後はすぐノランとゼロのガリオン国の二人を探した。

　隣国の王子と側近なんだから、すぐに挨拶に行ってそれから少し話しても問題はないだろう。婚約者という時点ではセス様と一いつ緒しよに会場を回らなくても問題ないのはありがたい話だ。

　少し見回していれば、血のように赤い目立つ髪かみ色いろの少年はすぐに見つかった。

　それだけ目立つ髪色の上黙だまっていれば怖い顔立ちなのに、自然と場に馴な染じみ、王子だからというのとはまた違うだろう、純粋な好意を持たれて周りを囲まれている男。表情がくるくる変わり笑え顔がおが目立つゆえに怖がられずすぐ人に気に入られる彼は、私と同い年の隣国王子、ノラン・ガリオンだ。

　ゲームの中では人の懐ふところに潜もぐり込んだ後は、生かすも殺すも気分次し第だいだと言わんばかりの争い事が大好きな危ないキャラクターという印象だった。人ひと懐なつっこくフランクに接するのは全くの演技ではないだろうけど、計算が全く無いのとも違うだろう。飄ひよう々ひようと、心も身体からだも人の懐に入り込む。

　今まで社交パーティーで隣国から呼ばれていた時、何度か見み掛かけた事はあったし観察した事もある。

　ノランはたぶん頭が良い。頭の回転が速く、常識に囚とらわれない発想力があるタイプだ。

　今までの私なら、ノランには嫌いやな事を見み抜ぬかれそうだし、ノランからいきなり空気を読まずに怖い話をして来てもおかしくないし、何より私のせいでノランが暴走してこの国に不利益をもたらしたらと思うと怖くて、絶対に一定距離を保って接したかった人物だ。

　けど、今は違う。

　国に不利益をもたらされるのはもちろん困るけど、私が殺されるのは少しも怖くない。だからいつもより踏ふみ込める。

　それに、私が話したいのはむしろ交こう渉しようの難しそうなノランじゃなく、ノランと一緒に居るその側近のゼロだ。

　眼鏡めがねをかけた知的で冷静そうな背の高い男、ゼロをちらと盗ぬすみ見てから、ノランの方を見て真っ直すぐに近寄って行った。

「ノラン様、ご機き嫌げん麗うるわしゅう。リリアナ・イノシーと申しますわ」

「ぼちぼち。……リリアナー、あ、新しい次期王おう妃ひだっけ？　失礼。ノラン・ガリオンです」

「もっと正式な場で無い限りでは、砕くだけた話し方で構いませんわ。今の私は婚約者に過ぎず、ただの子爵の子ですから」

「え、そうなんだ？　子爵？　中々成り上がるな。んな上じよう昇しよう志向強つえぇタイプか？」

「いえ、王妃になりたい訳ではありませんでしたので」

「ふーん」

　ノランの歯に衣きぬ着せない話し方と話題の振ふり方に、これは権力に固こ執しゆうしている守るべきものがある人間程ほど苦手とするタイプだろうなと思う。

　興味があるのか無いのか、その場で思った事を何の意図もなく聞いているだけなのか駆かけ引きが行われているのかさえ定さだかじゃないノランとの会話は一いつ旦たん切り上げ、次いでノランの隣となりに居るゼロの方を見る。

「ゼロ様も、突とつ然ぜんのキャボット国王子殿でん下かの婚約者の交代にお戸と惑まどいかとは思いますが、これからよろしくお願い致いたしますわね」

「私にまでご丁てい寧ねいにありがとうございます。色々あったらしいですね」

「お恥はずかしい話ですが、はい少々。お二人は前婚約者のフェリシア様とは親しくされていらっしゃったのでしょうか？」

　まずは軽く、なんとはなしにといった風を装よそおって聞いてみる。

「いや、別に。なぁ？」

「そうですね。彼女とは挨拶も交かわしましたしあの立ち振ふる舞いですから印象には残っておりますが、あちらからも特段仲良くなりたいようには見えませんでしたし」

「その辺のご令れい嬢じようの上位互ご換かん究極系って感じだよな。俺もああいうのは、興味ねぇし」

　噓うそは、吐いていなさそうかな。

　しかしレディローズにここまで興味無さそうな人って初めてだな。ゼロは側近としての職務を徹てつ底ていしているからとしても、ノランは本当に興味無さそう。

　セス様以外には興味無いんだけど、ノランはゲームでは貴族の令嬢らしくないような子が好きみたいな事を遠回しに言っていたっけ？　まあそれなら貴族の令嬢なら誰もが憧あこがれ目指すような彼女の事が好みじゃないのは確かかもしれない。

　いやそれは別にどうでもいい。本題に入ろう。

「あの、お気を悪くしたら申し訳ありませんが、風の噂うわさでそちらの国では不作が続いていると」

　返答を緊きん張ちようしながら待つ。不作にだけ焦しよう点てんを絞しぼり、ただ心配しているだけだという顔で聞いた。どういう返答で来てもすぐに何でもない事のように切り返せるように脳内シミュレーションをする。

「おう、よく知ってんな」

　ノランは私が何でもないような空気にするまでもなく、何でもない事のように普ふ通つうに肯こう定ていした。ゲームではギリギリまで隠かくして、明かすのは戦争の時という程ほどは重要な事だったのに。

「その通りですが、キャボット国の王様が一番苦しい時に金銭的支し援えんをしてくださっておりましたから、貴女あなた様がそうお気にされる程の事ではありませんよ」

　続けてゼロも普通に返してくる。

　しかしその内容は聞き捨てならない。一番苦しい時に、金銭的支援……？

「……その、不敬にも踏み込んだ話となるのですが、金銭的支援、それが具体的にいつの事か教えて頂いても？」

「十年は経たってねぇよな？」

「ええ、あれは疫えき病びようの時期でしたから。八年前ですね」

「なんかうちの国の状じよう況きようを予言した少女ってのが居るんだってな。それで半信半疑だけどキャボットの王が援助したとか。そうだ、お前それ誰か知らねぇか？　王が動くぐらいだからそこそこの相手だと思うんだけど」

　本当に予言を出来る人間なんて聞いた事がない。でもそれで王様が実際行動を起こしている。

　ゲームの中では、隣国に金銭的支援をするなんて事は無かった。あの時気付いて援助さえしていればと王様が悔くやむ台詞せりふがあったぐらいだ。

　少女……王様が動く程の？　八年前、なら私は七歳。あの頃ころ王様の近くに居た少女は……。

　うん、あの頃から交友状況も勉強していて良かった。少し考えるだけでわかる。

　あの頃、王様とそれ程の交友があった少女と呼べる年ねん齢れいと性別の人間は、殿下の婚こん約やく者しやただ一人。つまりはフェリシア・スワローズ。レディローズだけだ。

　あまりに都合良く、戦争をしないで済むようなきれいな工作。未来を知った上で予言をしたのは間ま違ちがいない。

　でも、彼女が私と同じくゲームを知る転生した人間だとは絶対に思えない。だって私は、一目見てレディローズに打ちのめされた。あれ程に洗練された美しく完かん璧ぺきな非の打ち所のない主人公が、私と同じなはずがない。

　そもそもレディローズが転生者なら、それこそセス様の真意をわかっていただろうに婚約破は棄きを受け入れて死し刑けいになろうとする意味がわからない。転生者なら平民となっても生きていけなくはないかもしれないけど、この世界は前世と比べて便利な家電やシステムが無いものも多い。この世界で貴族としてずっと生きて来たのに、その環かん境きよう変化は前世が一いつ般ぱん家庭の人間だとしても、さらに便利な生活を知っている分むしろ余計に辛つらいかもしれない。

　でもメルヴィン君はレディローズが元気に生きていたと言っていた。婚約破棄も現状も幸せだと言ったと。

　わからない。あれ程に幸せを約束された、全すべてを与あたえられそれを手放さないで済むだけの能力も環境も与えられながらそれらをわざと手放して、幸せだと言う？　考えがわからない。

　メルヴィン君はレディローズに何かの企たくらみがあると言っていた。私もそう思う。

　しかし、転生者じゃないなら彼女は何なんだ？　本物の予言者？　いや、それよりはあの天才ぶりからして色々と調べて何かの策を巡めぐらせていると考えた方が自然か。

「あの、もし今後フェリシア・スワローズと接せつ触しよくする事がありましたら教えて頂きたいのですが」

「んな事あるか？　今日も居ねぇし、公式の場の出席停止か死刑にでもなったんじゃねぇの？」

「いえ、彼女は今平民ですので普通に考えると無いのですが、もしかしたらと」

　レディローズがどういうつもりなのかはわからない。だけど、もし何か企んでいてその企みが危険なものだったとしたら、ガリオン国の王子であり戦せん闘とう願望の強い危険なノランに後々近づいて来る事は有り得なくない話だ。

　難しい顔で考え込むゼロは、話の流れからレディローズが予言の少女の可能性が高い事も、その彼女が今平民として生きている事のおかしさにも気付いているだろう。よしよし、その調子で警けい戒かいして。

　ノランの方はどうかと視線を移した私は、ノランのそのキラキラと輝かがやくような笑顔に嫌な予感がした。

「いやいやいや、それより平民!?　今平民って言ったか!?　あの貴族の象しよう徴ちようですみたいな女が平民！　何それ凄すげぇ面おも白しろそうじゃねぇか！」

　うわ、ダメだこの人。大きいカブトムシ見つけた小学校低学年男子みたいな表情してる。

　さすがにゼロもノランのこの様子に困った顔で口を開いた。

「ノラン様、今は彼女の言葉から色々と察して、対策や考察をですね…」

「は？　んな駆かけ引きそっちで勝手にしてろよ。俺は俺が楽しい話題しか知らねぇ」

　勘かん弁べんして欲しい。ゼロの言う事聞くような性格じゃないにしても、もうちょっとさぁ…。

　いや、でもノランはもうこの国と戦争を起こす為ための理由…というかそれは彼にとっては建前なんだろうけど、それでもその建前が無くなっているんだからいくら戦闘大好きなノランでも一人の意志で戦争は起こせないだろう。

　懸け念ねんするべきは、レディローズも戦争を起こしたい、もしくは戦争を起こして混乱した国の裏で何かの利を得たい場合だ。

　下へ手たにノランの好こう奇き心しんを刺し激げきしてしまったのが痛いな。ゼロはレディローズの思おも惑わくを探さぐって警戒してくれるだろうけど、ノランが面白そうだからとかそんなふざけた理由でレディローズに会いに行きそうだ。

　自分の失態にどう挽ばん回かいするかと考えていると、ノランから私の顔を覗のぞき込み観察するような隠す気もないんだろう視線を感じた。

　此方こちらも言葉には出さず、作り笑え顔がおだけで視線の理由を問う。

「お前は優ゆう秀しゆうなくせに自信も無けりゃ不幸そうだな」

　失態直後に言われるのは微び妙みような気持ちだけど、ノランから見て私が優秀に見えているのは嬉うれしい。ノランは社交辞令ならそういう事言わなそうだし。

　でも、自信が無いのは確かだけど、問題はその後だ。何でメルヴィン君と同じ事を言う？

「不幸そうというお言葉だけ訂てい正せいしてくださいませ。私は幸せですわ」

「だったら笑えよ。この国が息苦しいなら、俺の国に迎むかえてやるから」

　ノランがお手本を見せているとでも言わんばかりに明るく笑う。笑っていたつもりなんだけど、どうやらうまく表情を作れていなかったらしい。相変わらず私は未熟だ。

　しかしそれはいい。それよりも……なんだ？　何か、違い和わ感かんがある。

　ほぼ直感だけど、このノラン、どこかゲームで見た時の性格とは違うような。ゲームの時は……無む邪じや気きで人ひと懐なつっこい皮を被かぶったもっと凶きよう暴ぼうな奴やつだった。人の心にずかずか踏ふみ込んで来るまではいいとして、私と仲良くもないのにこんなに優やさしい事を言うような奴じゃなかったと思う。

　別に私の事を気に入っている訳ではないだろう。私はノランが気に入りそうな貴族の令嬢の一般的な姿からちょっと外れた変わったタイプではない。

　それに、そんなノランを見ながら何な故ぜか苦い顔をしているゼロも、変だ。ただ単に困った事を言うノランにそんな顔をしている…のではなく、たぶんその感情には罪悪感が滲にじんでいる。

　この二人、過去に何かあった？　ゲームではそんな話は無かったと思うけど、ゲームの中では無かったけど現実には起こっていた何かにより心の琴きん線せんに偶たま々たま私が触ふれたのか。

　それとも、レディローズの力で国の経済状況がゲームよりも豊かになったせいでノランが優しくなったとか？　でもそれだとゼロの方の変化がわからない。

　……明らかに不ふ穏おんな動きのあるレディローズか、それとも二人のレディローズへの今までの注目していなさから鑑かんがみて他ほかの誰だれかか。何にせよ、たぶん私以外に誰かしらは動いていそうだ。

　それがセス様にとって良く働くか悪く働くか、わからない以上私はもっと状況を把は握あくし知らなければならない。

　おっと、そういえばノランに国を移っていいと言われていたんだった。答えが私の中であまりにも明確で当たり前過ぎて逆に答え忘れていた。

「セス様を裏切るぐらいなら、死んだ方がマシです」

「あっそ。まあ確かに、この世界より天国の方が幸せなのかもな。俺もいつか死んで天国行けるの楽しみにしてるし」

　ノランは楽しげに言う。

　天国に行こうとするような心持ちなら、やっぱり戦争とかする気はないのか？　この言葉にはゼロが何かしら突つっ込みを入れてくれそうだと思い、ゼロを窺うかがった。

「どうでしょうね、私は天国は存在しないと思いますが」

　ゼロはそう言って小さく笑う。

　いやいやいや、ゼロさん、そんな宗教とか思想の差の話じゃなく。そっちに突っ込んで欲しいんじゃなかったけど。何で乗っかった？

「お前はどう思う？　天国。ある派？　無い派？」

　ノランが何故か私にまで聞いて来た。至し極ごくどうでもいいんですけど、その話広げるんですか。そうですか。しかも私に話振ふってくるんですか。

「無いと思いますよ」

「夢がねぇな」

　ノランに呆あきれたように溜ため息を吐つかれた。

　夢が無いっていうか、実際に前世では善良に清く正しく生きていた私が天国じゃなくこうして第二の人生を送っている時点で、まず無いと言えるというか。

　第二の人生を送らせてもらえるなら、せめて前世の記き憶おくは要いらなかった。どんなに消そうと思っても関係ないと思おうとしても、絶対にその絶望は私の頭の真ん中にこびりついている。それが邪じや魔まして私はセス様以外を求められない人間として、他に一いつ切さいの見向きも出来ずに別の選せん択たく肢しが存在しない人生を送るしかない。

　別の選択肢はあるけど自分の前向きな気持ちで常に選んで生きる方が、楽しいに決まっているんだから。

　天国がもしあるなら、前世までの私ならきっと行けていたと思うんだよ。

「ま、お前は天使に会った事ねぇだろうから仕方ねぇか」

　ノランは哀あわれむように言って、この話を切った。

　は？　何でいきなりメルヘンキャラになった？

　……と、疑問には思ったけどなんか聞いても仕方なさそうだから私もスルーした。

　後は適当に話全体を切り上げてノランとゼロから離はなれた私は、どっと疲つかれると共に収しゆう穫かくと失態半々な結果に頭痛がしながらも、セス様の婚約者として貴族の一人として挨あい拶さつすべき相手への挨拶と交流をした。
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　一日の寝ねる時間は三時間を切った。

　食事も最低限の栄養素を摂とれ、早く食べ終われるものにしてもらっている。こういう時、王宮のシェフは私の要望を完全に叶かなえるメニューを作ってくれる優秀さなので助かる。どうせ味はしないんだし、栄養さえ摂れれば後は食事の内容なんてどうでもいい。

　私は、もちろんレディローズの事を考えなければいけないし、国内で何かおかしな動きをしている団体や金きん融ゆうの動きが無いかありとあらゆる角度から探す事もしている。

　そしてそれとは別に、私がこの王宮に住みセス様の婚約者という立ち位置に居る意味を示そうとして、自主的にセス様の王子としてのお仕事も私が手伝えるものは手伝っている。

　セス様も最初は断っていたしそこまでしなくてもとは言ってくださったけど、私がやりたい事だ。最終的には、私に手伝わせた方が効率的に仕事が進むし、王子しか見てはいけない、やってはいけない事には一切手を出さない、知ろうとしないのを徹てつ底ていした事もあってか、セス様は私の能力を認め手伝わせてくれるようになった。

　忙いそがしくはある。でも時間が足りない程ほどではない。ただ別の理由で、国内の調査の方に私は限界を感じていた。一個人の子し爵しやく令れい嬢じようが知れる範はん囲いではもう調べる事が厳しいのだ。

　まさに人についてとお金について詳くわしい、国内でも屈くつ指しの人物には心当たりがあった。でも、セス様の為だったとしても私は助けてとはやっぱり言えなかった。そう私が言うのを彼はまだ待っていてくれているかもしれないけど、それでも。

　私にとって大切な人達の中で、私の起こした行動により迷めい惑わくを掛かけずに済んでいるのは今や唯ゆい一いつ彼だけだ。私の為にと自主的に動いてくれてはいるけど、私の罪のせいで辛つらい想おもいはさせていない。

　だから、そっとしておきたかった。

　金融関係はクラビット家が一手に担になっているから、そこの下した請うけの貴族と仲良くなって情報を抜ぬくか。それとも、そもそも国の重要職務に就ついている人物に近づくべきか。

　そう机の前で頭を悩なやませていると、部屋のドアがノックされた。もう食事の時間だったろうかと視線を向ける。

「ニコラス・キャボットだ。今時間は取れるか？」

　お義兄にい様さま!?

　無理に身体からだを捻ひねって振り返ったせいで椅い子すから転げ落ちそうになったのを、なんとか堪こらえる。護身術を習ったり姿勢良く歩くために体幹も鍛きたえておいてよかったなぁと思う。

　混乱し過ぎて何故か自分の体幹を褒ほめ出してしまった。ちがう。

「はい、お入りくださいませ」

「……いや、お前も未み婚こんの身だろう。いくらセスの婚約者とはいえ私は中には入れん」

　あ、はい、そうだ。この人そういうところお堅かたい紳しん士しだった。

　じゃあ私が出て行くしかないなとさっさかドアまで行って開ける。

　双そう璧へきの死神を護衛に伴ともなったお義兄様は、相変わらずにこりともせず立って私を見た。

　……私の事が嫌きらいなはずなのに、何でわざわざ会いに来たんだろう。廊ろう下かでたまにすれ違ちがっても、世間話さえしない関係なのに。ご本人が出向かなければいけない程大事な業務連れん絡らくがあるんだとしても、ドア越ごしじゃダメだったんだろうか。

　お義兄様は私の顔をじっと見てから口を開く。

「そのままだと身体を壊こわすぞ」

　労いたわりとも事実ともつかない言葉だ。そうなると周りが迷惑するから考えろという意味だろう。

「気を付けますわ。ですが、配分は考えていますのでそうはなりませんから」

「……健康管理の話ではないんだが、まあいい」

　じゃあ何だったんだろう。顔を見て言うから、てっきり多少の疲れが顔にも出てしまっていたせいで言われたものだと思ったんだけど。

　いやまあ、お義兄様もそんな他愛たわいない雑談をしに来た訳ではないだろうし、私も深くは突っ込まない事にした。

　ややあってお義兄様が切り出す。

「お前は、フェリシアの事をどう思っている」

　真しん剣けんな探さぐるような目を向けられて聞かれ、私は考える。

　どんな意図の質問だろう。私にそれを聞くなんて。

　私が言うと、彼女を良く言っても嫌いやみで、悪く言っても単純に性格が悪い、どうしようもない質問な気がするんだけど。好きとか嫌いとかの単純な感情を抜きにして答えるべきか。

「セス様の事や婚約破は棄きに纏まつわることを抜いて言うのなら……不気味ですわ。五歳の頃ころ出会ってから今まで、彼女の考えていることが読めなくて」

　今まで私が明確に読めたと思ったのはただ一度。私をかわいいと思っていた、あの表情だけ。

　もしかしてレディローズは、自分の思おも惑わくにも気付かずただ思い通りに動いている私に油断したせいで、馬ば鹿かでかわいいという意味であんな風に私を見たんだろうか。

「悪い意味ではないのですけど、単純に、私と同じ人間だと自信を持って言えません」

　続けるように答えてから、悪い意味ではないと言ったけど普ふ通つうに悪口を言うよりいっそ失礼と捉とらえられそうだと苦笑いした。

　だけどお義兄様はそれに気を悪くするような様子もなくぽつりと言う。

「私も、彼女の考えはわからない」

　お義兄様は珍めずらしく少し笑った。馬鹿にするでも冷たいものでも作り笑え顔がおでもない、少し幼い困ったような顔で。

　これはきっと、レディローズに対してのものなんだろう。お義兄様は彼女の前ではよく笑っているのかもしれない。

　ああ、この人も片想い、しているのか。感覚的な事だけどきっとこの推測は正しい。

　前に双璧の死神の一人に、お義兄様と似ていると言われた時は何を言っているのかと思ったけど、婚約者だったセス様とレディローズ二人のうちの片方を好きになった者同士という事なら、確かに少しは似ているのかもしれない。

　そんな自分と少しでも似ている人間が、分不相応かつ汚きたない手段でライバルの席を奪うばったなんて、そりゃ大だい嫌きらい通り越こして憎にくまれても当たり前だろう。余計に腹が立つに違いない。

　だけど、またわからなくなった事がある。セス様も、お義兄様も愛したレディローズ。悪い人間とはやっぱり思えない。彼女の考えている事がわからないにしても、人間性の根本的なところ、性しよう根ねまでお二人ともが察せなかったとは思えない。

　状じよう況きようや伝聞からの印象では確かに怪あやしい。だけど、それらを抜いてみれば、五歳の頃からずっとずっと彼女を見て来た私も、レディローズを嫉しつ妬とで憎く思った事はあっても、彼女が悪い人間に見えた事は無い。

「邪じや魔ましたな」

　お義兄様は本当にそれだけを聞きたかったようで、結局私に聞いて何かわかったのかも不明なままにすぐ帰ろうとした。

「っ待って！……くだ、さい」

　私はそう咄とつ嗟さにお義兄様を引き止め、それからそんな自分に私もお義兄様に聞きたい事がある事に気付く。

　お義兄様が私に似ている。だとしたら、あなたは、

「運命は変わると思いますか？」

　運命とは、私にとって、前世の幸福を一いつ瞬しゆんで奪い去った理り不ふ尽じんなものだ。変えようといくら努力しようが、嘲あざ笑わらわれるように絶対に摑つかめなかったものだ。そのくせ因果応報だけはしっかりと突つきつけてくるものだ。

　そんな、大嫌いだけど絶対に抗あらがえないものだ。

　私は自分が運命を変えるなんてこと、とっくに諦あきらめている。セス様に振ふり向いてもらう事も。

　今はセス様にとっての聖女になりたい、それだけだから。

　私は、諦めた。でもお義兄様はどう思っているのか。それが聞きたい。

　お義兄様は十秒は黙だまり込んだだろうか。それからそっと目を伏ふせて、呟つぶやくように答えられた。

「わからない」

　少し、驚おどろいた。そもそも私はお義兄様も即そく答とうで変わらないと言うものだと思っていた。私に諦めたらどうだとあの時言ったのはたぶん、お義兄様自身がとっくに諦めている事を私がしたからだったろうに。

　お義兄様のそのご返答。それはつまり、今お義兄様は諦めていないって事だ。

「お義兄様は変えられるといいですわね」

　私は心から微笑ほほえんだ。

　お義兄様が何を思って大嫌いな私の意見なんて聞きたいと思ったのかは知らない。でも、諦めていない人は出来れば幸せになったらいいなと思う。
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　憎ぞう悪おのこもった視線にも、慣れてくるものらしい。

　お義兄様が向けて来ていたそれよりずっと上。殺意とはこういうものなんだろうとわかるそれを感じる頻ひん度どは日に日に増している。最初はさすがに肩かたを跳はねさせたり、肝きもを冷やしたりしていたけど、今は特に気にならない。

　学園に居る時によく感じるから、相手は学園関係者だろう。でも特に何か対策を取る事はない。暗殺されたならそれはそれで構わない。前世で死んでまた今世で目覚めた時から、死ぬのが怖こわいと恐きよう怖ふが焼き付いていたはずなのに。

　もしかしたら、感覚が麻ま痺ひして来ているのかもしれない。王宮勤めの役人から詳くわしく国内について聞く為ために交流する時間も増やしたので、時間が足りなくなり睡すい眠みん時間もさらに削けずった。特別不調は無いつもりだけど、感情の振り幅はばが狭せばまっているとかそういう事は起こっているのかも。だとしたら好都合でしかないからまあいいや。

「あの、気づいていらっしゃいますよね？」

　学園に迎むかえに来た馬車に乗り走り出してすぐ、侍じ女じよのティファがそうおもむろに私に聞いて来た。

　ティファが嫌み以外で、仕事外の事で話し掛かけてくるなんて珍しい。

「何の話？」

「ですから、先さき程ほども視線……一瞬振り返ろうとしていましたし、気付いていますよね？」

　ああ。あの殺気の事か。そういえば、馬車に乗り込む直前にもあった。

「ええ」

「では、何な故ぜ対策を取られないのですか？　殿でん下かにでも王宮の人間にでも、言えばどうにかしてくださるかと。命までは取られないとでも思っていらっしゃるんですか？」

「対策は取らないわ。自分の命を守る事に価値を感じないから。もし今急に私が消されれば永遠にセス様への恩返しが出来なくなる、というのは申し訳なく思うけど、この世から消えられること自体は本ほん望もう」

　と淡たん々たんと答え、そんな事よりと国内関係の資料に目を通す。が、ふと顔を上げてティファに言う。

「でも私が消えたら、ティファの仕事先をまた奪ってしまうわね。私が嫌きらいなあなたは感情としては嬉うれしいかもしれないけど、迷めい惑わく掛かけたらごめんなさい」

　私の先回りの謝罪に、ティファは何も答えなかった。

　いや、正確には、答えたか私にはわからなかった。

　急に音が消えたと思えば、一瞬遅おくれて視界が黒に塗ぬり潰つぶされる。自分の身体からだが糸が切れたように倒たおれて行くのだけわかった。

　そこからの記き憶おくは無い。
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　目覚めてすぐ、私はそこが馬車の中でなく王宮の自室である事を疑問に思った。

　ベッドで寝ねていた自分に、無意識にやる事をやって帰って来たのかと思う。しかし妙みように焦しよう燥そう感かんがある。

　……馬車。そう、馬車の中で私の身体は確かに倒れた。もしかして、寝不足でうたた寝してしまったのかも。だとしたらまずい。

　私は咄嗟に、部屋の隅すみで黙って私を見ていたティファに声を掛ける。

「ティファ、今何時？」

「……十八時です」

　成る程、寝ていたのは三時間ぐらいか。ならまだ何とかなるか。今日は首脳陣じんとの会談に私も出席する。今から急いで準備すれば間に合うだろう。よかった。

　ベッドから出て立ち上がる。ティファが近くまで歩いて来た。

「ティファ、急いで支し度たくの手伝いを、」

「寝ていてください」

　二の句もなくたしなめるようにティファに言われ、片かた眉まゆを上げる。

　ティファは私の事が嫌いだけど、それでも仕事はいつも一いつ切さい手を抜ぬかず淡々と最良にこなす子だったはずだ。なのに、何を言っているんだ？

「少し寝ていただけよ。時間が無いから早く、」

「もう遅おそいです」

「え？」

「リリアナ様は丸一日、お眠ねむりでした」

　ティファに二人きりなのに聖女様ではなく名前を呼ばれた事より、その言われた事の意味に頭がフリーズした。

「医者の診しん断だんは過労です。精神的なものもあるでしょうと。少し頑がん張ばり過ぎているようなので休ませるべきだという判断で、リリアナ様はこれから一週間の療りよう養ようです」

　倒れた？　過労で？……頑張り過ぎ？

　私は顔が青ざめて行くのを感じた。

　……失敗した。失敗した失敗した失敗した。これまで、何とか少しでも王おう妃ひとして恥はずかしくないような人物になれるよう、セス様の隣となりに立って遜そん色しよく無いようにと頑張って来たのに。

　取り返しが付かない事をしても、したからこそ、セス様を幸せにする為の聖女になろうと努力して来たのに。

　私が倒れて、どんな損害が出た？　あの後に予定されていた首脳陣との会談は？　どれだけの人に迷惑を掛け、失望された？　セス様はそれに、どんな顔をして何を思ったの…？

　体調管理の一つも出来ない、本来此処ここに居るべき彼女の足あし下もとにも及およばない出来損そこない。

「……リリアナ、様？」

　ティファが狼狽うろたえたような揺ゆれる声こわ音ねで私の名前を呼ぶ。

　ちょっと待ってね、もうすぐ答えられるようになるから。

　大だい丈じよう夫ぶ。失敗なんて初めてじゃない。ちゃんとまた持ち直せる。私は大丈夫。大丈夫大丈夫大丈夫大丈夫。ほら、また今日も笑って、いつも通り、これからまた頑張れ──

　自分の頰ほおを、上から下に向け液体が伝ったのがわかった。

「あ、れ…？」

　頰に触ふれると、確かに濡ぬれている。液体はとめどなく流れる。止まらない。

　なんで泣いてるの私？　泣いてる場合じゃない。そんな時間無いから。早く感情も身体もコントロールしなければ。

　涙なみだを流しながらも、ティファに取り繕つくろうように微笑みかける。

「ごめんなさい。すぐ、止めるから。……おかしい、な。ごめん、ごめんなさい」

　どうしよう段々焦あせってきた。

　だって、止まらない。止めたいのに、どんなに頑張ってもさっきからずっと、壊こわれた蛇じや口ぐちみたいに涙が流れ続けて止まらない。

　溢あふれて行く。止めていた我が慢まんして来た全部が、涙と一いつ緒しよに、弱い私が。止めなければいけないのに。あふれ、る。

　セス様、貴方あなたに会えた事が幸せでそれだけで良かったはずなのに、私今、貴方のすぐ近くに居られて幸せで仕方ないはずなのに。貴方の幸せを助ける為の存在になろうと決めて、私は幸せで。私は、私……。

　何故か、画面越ごしに貴方を見ていた零ぜろパーセントのあの頃ころに戻もどりたい、なんて思っている。

「ごめんなさい、少し……一人にして」

　ティファは私がそう言うと、私なんて大だい嫌きらいで今が私の心を傷つけられるチャンスだなんて見るからにわかるだろうに、黙だまって私の望み通りに部屋を出て行ってくれた。むしろ心配そうな顔さえしてくれていた。

　元々、優やさしい子なんだろう。ただ私がどうしようもない程悪だから、彼女の中の大切なたった一人だったレディローズを奪うばったから、正当に私を嫌きらっているだけ。

　一人にしてとは言ったけど、本当はセス様に会いたい。ただ抱だき締しめてもらいたい。好きになってなんて、我が儘まま言わないから。

　…でもセス様に会いたいなんて、それからして到とう底てい私には言えない。それはセス様の為になる事じゃないから。聖女はそんな事は言わない。甘えるな。甘えるな。

　私が悪い。私が悪い。全部、全すべて、私が悪い。だから。

　自じ業ごう自得だから辛つらいなんて思っちゃいけない。望んだんだから苦しいなんて思っちゃいけない。好きなんだからもう嫌なんて思っちゃいけない。

　いくら自分に言い聞かせても、涙が止まらない。止められない絶望、恐怖。私はこれと似たものを知っている。

　思い出したくなくても、気付けば勝手に前世の最さい期ごがフラッシュバックした。




　始まりは何の変へん哲てつも無い。

　私は学校の帰りに友達と別れ、これまで友達に貸していた『救国のレディローズ』のゲームカセットをポケットに入れながら、一人あと家まで五分という所の道を歩いていた。

　人通りは多かったけど、あまりにも綺き麗れいな女の人が見えたから、思わず軽く目で追った。私だけじゃなくきっとその場に居た皆みんながあの時そうしていたと思う。

　大学生ぐらいだろうか、その女の人は今まで見たどんな人よりも綺麗で、そんな美び貌ぼうの印象だけでは幸せで何の不自由もなく人生を送っていそうな人だったけど、そうでもないのはすぐわかった。

　彼女は此方こちらが見ていて可哀かわい想そうに思う程に、何かに焦っているように眉み間けんにしわを寄せ苦しそうに辛そうに全力疾しつ走そうしていた。様子からして、ただの遅ち刻こくや急ぎの用事とは思えなかった。

　むしろそんな状態で走っているのにまず容姿に目が行ったあたり、彼女の美貌は凄すさまじい。レディローズよりも美人だったかもしれない。

　恐おそらく信号も見えない程に焦りで視界も狭せばまっていた彼女は、信号無視をした。

　その瞬しゆん間かん、曲がり角からトラックが顔を出す。

　クラクションの音。周囲の人間の悲鳴。トラックは彼女を吹ふき飛ばす。

　トラックの運転手は咄とつ嗟さに彼女を避よけようとはしたんだろう。すぐ、トラックは急速に方向転てん換かんした。その善意の咄嗟の判断は責められるものではない。

　だけどそれにより、私の居る歩道に横転したトラックが迫せまった。

　私は逃にげようとした。もしかしたら逃げ切れたかもしれない。真っ直すぐに逃げられていたなら死ななかったかもしれない。

　だけど、逃げようとする自分の足を私は理性的に自分の意思で止めた。私のすぐ隣に、まだ状じよう況きようも理解出来ていなさそうな立ち止まっている小さな子どもが居るのが見えたから。

　私は、守ろうと動いてしまった。子どもを包み込むように抱き締めた。相手はトラックだったから、何の意味も無かったかもしれない。ただ私という犠ぎ牲せい者しやが増えただけの行動だったかもしれない。

　でも前世の私のそんな善性は、嫌きらいじゃない。

　……痛かった。全身が痛くて、感覚の無いところもあったけどそれもまた怖こわくて。息が苦しくて。鮮あざやかな赤色が、じわじわ地面に広がって行った。

　なのにそれから目を逸そらすように見上げた空は何の変哲もなくきれいなままだから、自分以外の人の人生はきっとこの先も普ふ通つうに続いて行くんだろうなと思った。

　だからこそ、その一瞬後に喪そう失しつ感かんが心を抉えぐった。

　最後まで私は誰だれを責める事もしなかった。誰も悪くないと心から思っていた。

　それでも、痛みで生理的に涙を零こぼしながら、つい五分前までは幸せだったのにこんなに簡単に私は全てを失うんだなという心の辛つらさと絶望に支配された。そんな中で私は目を閉じた。

　強がりに、次は一パーセントでも叶かなう確率のある恋こいがしたいなんて、自分のポケットの上からゲームカセットを握にぎり締めながら。

　狂くるおしいほどに死にたくなかった、幸せだった私の前世はそうして終わった。




　……何度思い出しても苦しくてどうしたらいいかわからなくなる絶望の記き憶おくが終わると、私は浅い息を繰くり返し視線を虚うつろにさ迷わせながらベッドの上でうずくまった。

　そうね、神様は確かに私の願いを叶えてくれた。恋をしたいとは確かに思った。

　でも、それは全てを失った後で始めるには、あまりにも心の後こう遺い症しようが酷ひどくて欠けつ陥かんだらけのスタートだ。

　欠陥を覆おおい見えなくするように全部を無理やり恋で覆い隠かくした人間が出来上がった。恋心が擦すり切れる度たびに、元の欠陥が見え隠れする。

　強がっていない何も隠していない本当の私は、今世でまた生を受けた瞬間からとっくにぼろぼろだった。

　だって私、本当は、本当は……恋がしたいなんて死に際ぎわの戯たわ言ごと、叶えて欲しくなんてなかったの。

「こんな世界、望んで来てない」

　ついに言ってしまった。

　生まれ変わった瞬間からずっと思っていて、だけど見て見ぬふりをしていたのに。死ぬという絶望をもう一度体験したくないから、生きる為ために目を逸らし続けてきたのに。

　でも好きな人一人が居るというだけで突とつ然ぜん異世界に放ほうり出されて、釣つり合いなんて取れているはずがなかった。前世の私、火野梨々子はあまりにも幸せだった。生きていたかった。

　運命だから仕方ないなんて受け入れるには、私は普通過ぎる女子高生だった。

「もういやだ」

　涙が止まらない。私はもうたぶん壊れかけている。

　死んであんなに苦しかったから、無理やりにでも生きている方がマシだと思った。でも、生きていてもこんなに苦しいなら、もう終わりたい。

「やだ、やだよ……」

　口が勝手に弱音を吐はき出す。

　一週間の療りよう養ようって、そんなのただの拷ごう問もんだ。それならまだ、むしろ、……。

　無理やりベッドから這はい出て窓に向かった。窓まど枠わくを支えにするように摑つかんで立ち上がる。鍵かぎを開ける。

　風は無かった。下を見る。私の部屋は五階だから、高い。此処ここから飛び降りれば……。

　私はそうしてずっとそこに立っていた。

　そう、私はそれさえ出来なかった。自分では出来なかった。行こうとすると前世のその瞬間の痛みを思い出し止められてしまう。

「誰か、誰か、お願いだから私を、」

　どうやらそこで、私はまた意識を失った。




　一週間の療養が命じられた私は、仕事を禁じられた上学園も休む事となった。

　それももちろん大問題だけど、一番の問題はそれにショックを受け過ぎてついに本音を口に出してしまった事だった。誰にも聞かれていないだろう。だけど、あれは言ってはいけない言葉だった。

　再び立ち上がりたいなら、絶対に言っちゃダメだったのに。

　セス様は何度もお見み舞まいに来てくれて優しかったけど、迷めい惑わくを掛かけた私にとってはそれは辛いだけで。

　ティファもティファで、一日情けをかけた後は散々に責めてくれるのかと思いきや、何な故ぜか優しく甲か斐い甲が斐いしく看病し労いたわりの言葉を吐くだけだった。もしかしたらその方が私が狼狽うろたえるのをわかって……いや、そんな子じゃないか。

　メルヴィン君は、もし来たらと先にお見舞いを謝絶してもらった。その数時間後ティファに先さき程ほど来られていましたと言われたので、先手を打っておいてよかったと思う。

　そしてなんとお義兄にい様さまも私を訪ねて来られた。それ見たことかと私をついに責めてくれる人かもと思い、私は現在、二つ返事でお義兄様を部屋に招き入れている。

　さすがのお義兄様も未み婚こんの女性の部屋には入れないから貴様が出て来いとは言わずに入って来てくださった。もう夜だからもしかして入らずに話す気かとも思ったけど杞き憂ゆうだったらしい。

　私が何か言う前に、ティファが私の代わりに開けたドアから入って来るなり、私が上半身だけ起こしているベッドの前まで足早にお義兄様が来る。それに驚おどろきながらも護衛が変わらず双そう璧へきの死神な事だけ確かく認にんしていると、お義兄様が突とつ拍ぴよう子しもなく言った。

「フェリシアと会わせてやる」

　それは私にとって、あまりにも想定外な言葉だった。

　レディローズと私が、会う？

「倒たおれてからまるで魂たましいの抜ぬけた後の抜け殻がらのようだというお前の状態は、使用人達から聞いた。フェリシアは運命を変えるそうだ。会えばお前の気も変えてもらえるだろう。ついでに運命も変えてもらえるかもな」

　お義兄様のするお話は、夢のようで現実味がない。

　私の気が変わる？　運命が変わる？　そんな事は信じられないし、望むのはもうやめた。もう要いらない。

「お義兄様は、レディローズに変えて頂いたようですわね」

　私をレディローズに会わせるなんて、前までのお義兄様だったら私がどれだけ弱っていてもたとえ死の淵ふちでの私の頼たのみだったとしても、冷たく突つき放しただろう。

　レディローズは凄すごい。確かに彼女なら人を変えられるだろう。

　でも、私は無理。希望が無いから変われない。

「ええ、わかりましたわ。会います」

　お義兄様は未まだしも、レディローズが何を思って私と会うのかはわからない。

　けど、私は多分どんな終わり方にしろもうすぐこの世から消えるだろう。だからその前に一度謝りたい。自己満足かもしれないけど、それでも、悪い事をしたから謝りたかった。

　だから、お義兄様の望む結果にはならないだろうけど会うのは構わない。

「フィーに言っておく」

　少しだけ微笑ほほえんで、お義兄様は出て行かれた。双璧の死神も続いて出て行く。今の笑え顔がおもきっとレディローズに向けたものだろう。私に微笑む訳がない。

　しかし、最後にお義兄様、フェリシアじゃなくてフィーって言ったけど……レディローズのあだ名かな？　まあ仲良くしているようで何より。

「ティファ、私ももう寝ねるわ。下がって」

「かしこまりました、聖女様。おやすみなさいませ」

　ティファが出て行く。私の事が嫌いなのに、いい子だし賢かしこい子だから私を殺してはくれない侍じ女じよ。

　一人になった私は窓を開けた。秋の風が冷たい。下を見る。

　……窓からは、今日も飛べなかった。

　だから窓から暗殺者か誰かが入って来て殺してくれないかなと他人任せな事を願って、窓を開けたまま眠ねむりについた。
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　翌日、私は教会へと向かった。静養とはいっても過労で倒れたのもほぼ精神的な問題だからと把は握あくされているのか、外に出るのを止められる事はなかった。

　とはいえ、それもおかしな話だ。それでも普通は止めるだろう。次期王おう妃ひになるかもしれない人間なんだから。

　……やっぱり、もう私は要らないのかもね。

　セス様なら止めてくれるかもしれないけど、わざわざ報告しに行く気は無い。止めてくださいとでも言いたげなそんな行動出来ない。

　だから私を止めたのは一人だけだった。

「聖女様はただ黙だまって寝ていればいいんですよ」

　ティファだった。私の事を嫌きらいでも、私を放ほうっておいてくれるという訳ではないらしい。

「今行かなくては、セス様を幸せにするのも諦あきらめて消えてしまいそうなの。行かせて。ティファは私に付き合わずに、此処で好きな事をしてくれていていいから」

　笑って言って、返事も聞かずにティファを通り越こして歩く。ややあって付いて来る足音が後ろから聞こえた。そうね、貴族にこう言われたらそうするしかないよね。

　馬車の中では特に会話もなく、実際の経過時間に反してあっという間に城下町の外れの外れ。いつも通っている教会へと着いた。

　いつも通りに中に入る。真っ直すぐに進んだ先、十じゆう字じ架かの前で私はお義兄様の言葉を思い返していた。思わず溜ため息を吐つく。

「…昨日のお義兄様は、どうして今いま更さらあんな事を仰おつしやったんでしょうね」

　私としては謝れるならいい話だけれど、何かを変える気なのならもう遅おそいと思う。いつも、うまく行かない。

　私は思い出すのをやめた。代わりにいつも通りに誓ちかう。

「私は、本物の聖女になります」

　だからそれまでは自分では消えない。消えてはいけない。まだ立たなければいけない。頑がん張ばれ。頑かたくなに、気を張れ。

　それからまたいつものように感謝の言葉も送る。

「ありがとうございます。今日も私は幸せです…神様」

　自分でも何を思ってそう言っているのかは、もうよくわかっていなかった。神様なんて、私は本当に信じているのか。

　そもそも自分では飛べないのに、こうして飛ばない理由を作る事にも何か意味はあるのだろうか。

　……誓いも感謝も終わった。今日はもう帰ろうか。

　振ふり返り教会の入り口の方を見れば、黙って私を待っているティファが居る。そこから視線を少しずらせば、修道女と牧師も居た。

　ふと、思い出す。

　いつか見聞きした光景。修道女を囲んだ町の人々が、彼女を天使のようだと言っていた事を。

　天使……ああ、そういえばノランもそんなメルヘンな事言っていたな。天使に会った事があるみたいな。

　天使と呼ばれるような、国とも自分の運命やゲームとも何の関係もない優やさしい人間。そんな人と話せば私ももう少しは生きようと思えるかもしれない。どうだろう、むしろ逆効果かもしれないけど。

　でもどっちにしろ、今のままだと私は壊こわれるしかないから。

　私は初めて修道女に声を掛けた。

「よろしければ、少しお話しなさいませんか？」

「ぅ、へ!?　ぁ、あぁあの、わたひ!?」

「はい、貴女あなたですよ？」

　修道女は真っ赤になって、手をまるで飛ぼうとしている羽のように細かくばたつかせている。さすがに驚き過ぎじゃないかと少し心配になった。

「な、な、なん…っ!?」

「何故、ですか？」

　確かに、十年以上見る見られるだけの関係で面と向かって話した事なんてなかったから、彼女にしてみても青せい天てんの霹へき靂れきかもしれない。

「…私、私達が生きているこの世界には、どうしようもなく逆らえない運命みたいなものがある気がしているんです。私みたいなただの子し爵しやく令れい嬢じようにはどうにも出来ない、頭の良い誰だれかさん達が動かしている何か。そんな毎日に巻き込まれているだけなのに疲つかれて、だから…動かしていなさそうな…関係なさそうな誰かと、話したかったのかもしれません」

　疲れている以上の事まで言って余計な重荷を背負わせる気は無い。だけど、何も事情を話さないのも何だかずるい気がしたからある程度本当の話をした。

　修道女はわかっているのかわかっていないのか、顔を顰しかめた。

「……何を言っているのか、よくわかりません。私、馬ば鹿かなので」

　わかっていなかったらしい。難しい話が嫌いなのか、イヤそうだ。思わず少し笑う。

「ふふ、すみません変な話をして。私が言いたいのはつまり、貴女と話したいのはなんとなくってただそれだけという事です。いかがですか？」

「喜んで…っ！」

　パッと明るくなった修道女の表情に、さて話をするならその前にと私は姿勢を改めた。

「何度も会っているのに私達、自己紹しよう介かいもまだでしたね。申し遅おくれました。私の名前はリリアナ・イノシーと申します」

「わ、私はナンシーです！　ナナでいいですよ！」

　元気の良い挨あい拶さつに、何だか子どもと話しているような気持ちになる。失礼か。

　今世で会った周りの同い年ぐらいの子は皆みな、紳しん士し淑しゆく女じよとして貴族らしく振ふる舞まう教育をされていたから、相対的な話だろう。

「えっと、えっと、何をお話しすればいいんですか？」

「ナナちゃんの話を聞きたいわ。この教会にはいつから？」

　私の話をするわけにはいかないしナナちゃんに話を振ると、素す直なおにうんうん唸うなりながら考え始めた。

「うーん、と十五年？　六年かな？　それぐらい前です。先生に育ててもらいました」

「……ナナちゃんはおいくつ？」

「十五、六歳です！　あ、生まれてすぐに捨てられたので！　はい！　そういう事です！」

　自分の年も曖あい昧まいらしい。でもやっぱり同い年ぐらいか。しかし、生まれてすぐに捨てられたという割りにはよくこんなに真っ直ぐに育ったものだ。

　……あれ、でも最初に会った時はもっとぼろぼろの格好だったような。そう、だからてっきりあのぐらい、三歳の頃ころ合あいで教会に引き取られたのかと思っていた。違ちがうんだ。

「こっちで聖女様に会う前はちょっと色々辛つらかったんですけど、聖女様見たら私ももっと頑張らなきゃなって思えて！　だからそれからは、天国に行く為ために周りの皆を幸せにするべく日々頑張ってるんです！」

　ナナちゃんはキラキラと、素す敵てきな思い出のように話す。

　ああ、そういえばぼろぼろだったあの頃のナナちゃんとすれ違った時、謎なぞの感謝をされたな。成る程ほど、知らずに支えになっていたのか。今は逆を私が求めているんだからおかしな話だ。

「あ、そうだ聖女様！　この機会にせっかくなので、私も聞いてもいいですか？」

「あら、何？」

「聖女様は幸せですか？」

　それ、聞いちゃうんだ。

　私はどちらにとも明言はせず、曖昧に微笑ほほえみ返すしかなかった。

「……お姫ひめ様さまって、幸せなものじゃないんですか？」

　不思議そうな問い掛かけは、その意味はつまり。ナナちゃんも私がセス様の婚こん約やく者しやだと知っていたらしい。

　別におかしな話ではない。婚約式典もしたし顔を隠かくしているわけでもない。王宮からは遠い此処ここなら知らない人の方が多いだろうと思っていたけど。

「そうでもないのよ。お姫様になれるからって、一番欲しいものが手に入るわけじゃないの」

「……そっか」

　しゅんと落ち込んだように言ったナナちゃんは、次の瞬しゆん間かんにはまたキラキラした目に戻もどると、顔を上げて私の両手を摑つかんだ。

「私に任せてください。絶対、絶対、聖女様を幸せにしてあげます」

　何だろう。それは確かに優しい言葉なのに、なんとなく違い和わ感かんを覚えた。

「全部私がどうにかします」

　ナナちゃんはそう言って無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた。

　私は──それを怖こわいと思った。

　ナナちゃんと私の立場の違いは、いくら子どもっぽいナナちゃんでもさすがにわかっているだろう。だから、本来その言葉は口だけの励はげましになるはずだ。ナナちゃんにどうにか出来る話ではないとわかるはずだ。

　なのに、ナナちゃんは私を本気で幸せにする気だ。その目には一いつ切さいの迷いがない。全すべての前提を度外視した、妄もう信しん的てきな程の献けん身しん。

「どうして、私にそこまで……？」

　正体不明の違和感と不ふ審しん感かんから、私は聞いた。ナナちゃんの笑顔は乱れない。

「助けてもらったから。幸せをもらったら幸せを返すの。天国に行きたいから」

　いい事、だろう。いい思想だ。でも、怖い。ナナちゃんの目はどこか虚うつろだ。

　その為なら、普ふ通つうの人なら思い止とどまる常識を超こえたラインを何の戸と惑まどいもなく笑顔のままにこの子は越こえてしまいそうで……危険だ。

　幼い頃、初対面の時に感じた関かかわらない方が良さそうだという直感を優先させれば良かった。

　命の危機とは全く別種の恐きよう怖ふに、私は思わず別れの挨拶も無しに逃にげるように教会から出て行こうとした。ティファを伴ともないドアから出ようとした私の背中に、ナナちゃんの声が掛かる。

「ナナが助けてあげる。だから、絶対に、勝手に死なないでね」

　それは呪のろいのようだった。
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　ナナちゃんと初めて会話したその日は、窓は開けて寝ねたものの飛ぼうとは思わなかった。

　だけど次の日の朝になるとまた、自分が目覚めたことに絶望してどうしようもなくなる。私はまた教会に行こうと支し度たくを始めた。

「あのナンシーという平民には会わない方がいいと思いますが」

　ティファにそう正論で止められ、私は考える。

　確かに、生きようとする為に教会に行くのはいいとして、もしナナちゃんに私が自分の命より守りたい大切なものが壊されるかもしれないと思うと、どちらを選ぶべきかは明白だ。

　なのに何な故ぜ、私は行こうとしているのか。理性が働いていないのか。破は滅めつ願望かもしれない。

　だけど、おかしな事はもう一つ。

「ティファ、どうしてあなたは私を止めるの？　私の事が嫌きらいでしょう？　良心なんて、私相手には捨てていいのよ」

　それで私が死んだって、私は全くティファを責めないし恨うらまないから。

　私の事が嫌いなティファならこれで引いてくれると思ったのに、ティファは私に挑いどむように睨にらみ返して来た。

「聖女様が倒たおれてから、私は聖女様のしていらした事を独自に調べました。国に、おかしな動きが無いかです。もし私が何かを企たくらんでいる人間だとしたら、聖女様が倒れられて監かん視しが無くなった今はチャンスだと思うからです」

　ティファはそこまで言うと、一呼吸置いてからより真ま面じ目めな顔になった。

「王宮の兵士の動きがおかしいんです。まるで今日、何かが起こるみたいに。教会に行くにも、今は誰も警護に付いて来られないでしょう」

　成る程。わかりやすい話だった。ティファもこの国を想おもっているから、私に今勝手に動かれたくないという話だ。

　なら私がするべき事ももっと他ほかにいくらでもあるわけで──でも私は今、立っているだけでも精せい一いつ杯ぱいで何も考えられない。

　またそんな弱い自分を責めて苦しむ前に、私は思考を切り替かえた。

「私が消えても国は揺ゆるがないから大だい丈じよう夫ぶよ。そんな価値無いもの」

「あなたは、フェリシア様とは真逆ですね」

　緩ゆるやかに微笑む私に、私をじっと観察するように見ていたティファは一つ溜ため息を吐ついて寂さびしそうに笑う。それから言葉を探すように少し黙だまった後、続けて言った。

「私はあなたに、死んで欲しくありません」

　真っ直すぐな目に眩くらむ。

　でも、ティファの中心はレディローズだ。

　もしかしたら、レディローズから予あらかじめ何かしらの指示を与あたえられて今私の足止めをしようとしているのかもしれない。レディローズの為には今私に此処を離はなれられる、もしくは消えられては困るんだろう。ひどい話だ。

　レディローズの婚約破は棄きのあの日にしても、ナナちゃんにしてもティファにしても、この世から居なくなる時ぐらいはせめて私の自由に決めさせてほしい。

「ごめんね」

　私はティファには従わず、教会へと向かった。馬車の御ぎよ者しやは、ティファより私の指示に従うだろう。それが身分差だ。

　それでもティファは付いて来た。止められない以上監視する気なのかもしれない。別にそれを咎とがめる気もない私はティファのみを伴い、教会へと向かった。




　しばらく馬車に揺られた末に着いた教会の前には、見知った馬車が停とめられていた。

　それに動どう揺ようして、淑しゆく女じよらしくもなく自分で馬車のドアを開けて教会まで走りドアを開けた先、やはり彼は居た。

「確かにお前ぐらいの方がいっそリリアナも、」

　ドアの開閉音により言葉は止まって彼は私を見る。

　ナナちゃんを相手に何故か私の名前を出して話していたのは、やっぱりメルヴィン君だった。二人の距きよ離りも空気も近く、親しげで、私は混乱した。

　何で、城下町の外れの外れのこの教会に居る修道女のナナちゃんと、公こう爵しやく家でも指折りの権力を持つクラビット家のメルヴィン君が親しげに話しているの？

　誰だれが何を考えて、誰は誰の差し金で、私は誰を信じればいいの？

　違う。そもそも、信じるなんて自分の命を人に預ける行こう為い、私はしてはいけなかったんじゃないの？　そう、私は自分で、全部一人で、そうしたらきっと今度こそ上手に出来る。

　メルヴィン君が走り寄って来た。私はそれを他人ひと事ごとみたいに見つめた。

「おい、大丈夫なのかよ休んでなくて」

　メルヴィン君は確かに心配そうな顔と声こわ音ねだけど、私が何故此処に居るのかなんて聞いて来ない。その理由を恐おそらく当たり前に理解している。

　私は、この教会に通っているなんて、正確な教会の場所までメルヴィン君に話した事はない。

　メルヴィン君も此処に通っているなんて話も、私は今までにもちろん聞いた事がない。

「ええ、大丈夫。精神的疲ひ労ろうですから、むしろ気分転てん換かんに出歩くのは身体からだに良いぐらいですわ」

　半分噓うそで半分本当な話をして、作り笑いを浮かべる。

「それより、ナナちゃんと親しそうですけど……どういう関係なのかしら？」

　私は、たぶん今まで一度としてメルヴィン君を疑った事がなかった。

　今だってただの杞き憂ゆうなのかもしれない。メルヴィン君がナナちゃんと繫つながっていたからって、それで何がどうなるのかまでわかって聞いている訳ではない。

　でも、一言で言うなら、私の知らないところで動いている何かが気持ち悪かった。

「友達」

　メルヴィン君は、私の問いに特に迷いもせず単語だけでそう答えた。

　貴族と平民が、友達。その難しさもおかしさも危あやうさも、メルヴィン君にわからないはずがないのに当たり前のように言う。

　平民なんて簡単に人ひと質じちに取れるし、貴族の一声で殺される。友人関係を育はぐくむにあたり双そう方ほうにとって綱つな渡わたりが過ぎる。

　別に私以外にも友人が居るのは構わない。そもそも私は友人関係を断り続けている身だ。じゃあ何が嫌いやって……私の話をしていたところ。

　セス様と国と私に関係ない事なら勝手にすればいい。でも、それらに触さわるなら私は──




　その時、私が回らない頭でぶっ飛んだ結論を出してしまう前に、また突とつ然ぜん教会の扉とびらが勢いよく開けられた。

　それに驚おどろいて私が振ふり返ると、顔を布で隠かくした巨きよ漢かんが押し入ってくるのが見えた。その手には丈じよう夫ぶそうな木材が握にぎられている。

　咄とつ嗟さに護身術として習っていた構えを取った私は、恐らく自分が真っ直ぐに狙ねらわれていたならどうとでもなった。巨漢は確かに単純な力はありそうだけど、護身術も一切の妥だ協きようなく学び培つちかった私にとっては、そこまで強そうには見えなかった。

　だけどその巨漢はあまりにも的確に、私の隣となりに居たティファに向けて木材を振り上げた。その軌き道どう、当たる予定の場所の目測と危険性を瞬しゆん時じに計算出来た私は、動かざるを得なかった。

　咄嗟にティファを庇かばい、側頭部に強い衝しよう撃げきを受けてその場に倒れる。

　朦もう朧ろうとする意識の中、ティファの泣きそうな顔を最後に、さり気なく自ら落とした自室の机の引き出しの鍵かぎが床ゆかでチャリンと鳴る音と共に、私は意識を手放した。

「ティファ、ごめんね」

　きっとこの事の責任を取らされる事になるティファに最後の最後で言ったつもりのそんな謝罪の言葉が、言えていたのかも届いたのかも定さだかではない。
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　私が次に目を覚ますと、そこは馬車の中だった。

　身体は一いつ切さい身じろぎせず揺れと聴ちよう覚かくだけでそう判断した私は、感覚から考えて縛しばられもしていない事がわかり、そうピンチでもないなと思う。ドレスに隠して太ももにくくりつけているホルスターもあるし、護身用の小型ナイフは奪うばわれていないようだ。

　メルヴィン君なら私の護身術の腕うでは嫌という程ほど知っている。なんせ三歳からの幼おさな馴な染じみだ。セス様と違ちがって、メルヴィン君とは人目が無い所では普ふ通つうの子どもみたいな遊びをした事も頻ひん繁ぱんにあったし、護身術の訓練を遊び紛まがいにした事もあった。

　未来の私に人質の価値があると思っていたあの頃ころの私は、一人で攫さらわれても誰にも手間取らせずどうにか出来る範はん囲いまで力をつける事を目標とし、我ながら目標の高い私が合格と思うぐらいの腕にはなった。

　目だけ薄うすく開けて見回す限り、どうやらこの馬車は私が乗って来たものだ。御者の声にも覚えがあるし、脅おどされて目的の場所まで走らされているようだ。

　だったら誘ゆう拐かい犯は弓なんかの飛び道具は無いと思っていいだろう。教会に飛び込んで来た時、木材を持っていたような男だし。

　さて、私は此処ここを自力で抜ぬけ出せるだろう。

　たぶん、メルヴィン君もそう判断している。私は黙って捕つかまっているような女じゃないと。

　……うん、気絶させられる前の私はどうかしていたな。メルヴィン君の交友関係は置いておいて、メルヴィン君を疑っても仕方ないのに。メルヴィン君は私を裏切らない。

　だけど、私はもう帰らない事に決めていた。

　私の心は穏おだやかで、攫われたこの状じよう況きようにむしろほっとしていた。

　私は今の状況を利用して不意打ちするでもなく、寝ねかされていた身体をゆっくりと起こした。そして私を注視した巨漢の誘拐犯に微笑ほほえみかける。

「やっと私をこの世界から消しに来てくれたのですか？　死神さん」

　私が気絶した後に奪われたのか自ら取ったのか理由は定かじゃないけど、もう顔を布で覆おおっていない巨漢は私を変なものを見る目で見ている。

「次期王おう妃ひの人質としては私、あまり価値がありませんわよ。いくらでも代わりの利きく凡ぼん庸ような人間ですもの」

　この状況で私が一切慌あわてず普通に話しているせいか、誘拐犯の変なものを見るような目はむしろ気味の悪いものを見るような目に変わって来た。

　命が終わるのは、別に怖こわくない。自分でするには勇気が足りなかっただけ。

　いつ終わってもいいように、自分の犯おかした罪をすべて告白した遺書は既すでに書いてある。自室の机の鍵付きの引き出しに入れてあるそれは、誰にいつ私が殺されたとしてその誰かが罪に問われないように、自殺と疑いようのない文面にした。意識を失う前に引き出しの鍵は咄嗟にその場に落とせた。

　だからもう後あと戻もどりは出来ない。

　でもさすがに、自らこの世から消えたにしてはおかしいと思われるような消され方では迷めい惑わくが掛かかるだろう。

「馬車は猛もうスピードで走っている。逃にげるのは不可能だ」

　私の余よ裕ゆうが逃げ出せると思っているゆえだと思ったからか、誘拐犯はそう牽けん制せいして来た。

　別に逃げられるだろうけど、それはそうと成る程。確かに。いい事を聞いた。

　私は走り続けている馬車のドアを開けた。私の突然で特に予備動作もない行動に付いて来られなかったのか固まっている誘拐犯を置いて、私は馬車から飛び降りようとし……やめた。

「失敗する確率の方が高そうですわね」

　にっこりと笑って振り返った私に、誘拐犯ははっとして我に返ったようにドアを閉めた。

「そ、うだ。逃げるなんて考えるのはやめるんだな」

　そういう意味での失敗ではなかったんだけど。まあいいかと、特に訂てい正せいはしなかった。

「おい、何をにやにやしているんだ」

　不気味そうに、恐れるように、だけどそれを隠す為ためにだろう威い圧あつしながら誘拐犯が私を睨にらむ。

　全部お見通しなのをちょっと申し訳なく思った。

　だけど、無意識に笑ってしまっていたのか。私は出来るだけ申し訳なさそうな顔を作った。

「あら、ごめんなさい。嬉うれしくて。……元々追い詰つめられ切っていると思っていたのですけど、さらにもう一段階自分で自分を追い詰めたお陰かげで、出来そうだなって」

　私は目を閉じる。頭の中のシミュレーションで、迷わず出来た事に満面の笑えみを浮うかべた。

「今なら飛べるわ」

　いざとなった時、今の私は一歩を踏ふみ出せる。あの見下ろすしかなかった窓の外の風景に飛び込める。それがわかったから、急ぐ事はない。

「……金の為に引き受けたが、こんなネジが飛んだ女の相手はごめんだ」

　強く頭を打たれ、私は再び気を失った。




　次に目覚めた場所は何処どこかの屋や敷しきの外だった。誘拐犯に無理やり馬車から引き摺ずり出されながら起こされ、すぐに歩かされる。

　屋敷の外観だけで私はこの屋敷が何処の誰だれの屋敷かわかる。それが相手にとって予想外か予想内かはともかくとして、国内の貴族の家なら分家だろうが全部外観程度は記き憶おく済みだ。

　此処はスワローズの分家。

　レディローズが居たのは宗そう家けの家だからそこまで関係ないけど、宗家に引き取られたレディローズの義理の弟はこの分家の出だ。

　レディローズの義理の弟、シェド・スワローズ。彼はゲームの攻こう略りやく対象でもあったけど、私はセス様一筋だったので当然興味は無かった。

　しかしつまり、この誘拐にはシェドが絡からんでいると思っていいだろう。敬愛する彼の義理の姉を貶おとしめた件で恨うらみを買った。理由としてはそれだけでも充じゆう分ぶんだ。

　何の抵てい抗こうもせず戸と惑まどう事もなくさくさくと一いつ緒しよに歩く私は、誘拐犯からしてみれば面めん倒どうが無くて助かるはずなのに、化け物でも見るような目を向けられていた。

　入り口まで行くと、案の定と言うべきか人形のように端たん整せいな顔立ちだけど無表情な少年シェドが待っていた。私は誘拐犯に腕を摑つかまれ身動きが取りづらいものの、その中でも出来る範囲での淑しゆく女じよの礼をした。それから顔を上げて、開口一番笑顔で聞く。

「あなたが私をこの世界から消してくれる人？」

　私を胡う乱ろんげに見たシェドは、次いで責めるように誘拐犯を見た。

「……お前、勝手に拷ごう問もんでもしてリリアナ様の心を折ったのか？」

「ご、誤解です！　この女最初からこの調子で！」

　なんか私のせいであらぬ誤解が起こったらしい。申し訳ない。

　シェドは一つ溜ため息を吐ついた後、誘拐犯に札束を渡わたした。かなりの金額のお金だ。

「ご苦労。帰っていいよ」

　それを嬉しそうに受け取った誘拐犯がそそくさと去って行く。

　私は拘こう束そくの無くなった腕をぶらぶらさせ、自由になっているけどいいのかと不思議に思った。

「俺が誰かはわかりますか？」

「ええ、シェド・スワローズでしょう？　目的も理由も推測しやすいですし、特に疑問はありませんが」

「あなたの推測しているものと俺の目的も理由も違うと思いますよ。それより、そんな言い方して逆上した俺に刺さされたらどうするんですか？」

「あら、先程の私の言葉も挑ちよう発はつだととられてしまったのね」

　そんなつもりは無かったんだけど、言葉って難しい。

　抑よく揚ようの無いシェドの話し方はどこまでが本心か読みにくいけど、私にとって刺されるかもという恐きよう怖ふなんて脅しにもなりはしない。

「あなたの事情も私を攫った理由もどうでもいいのですが、私を罰ばつしてくれるんですか？　罰してくれないんですか？」

「俺は罰してはあげられません。ただ、今屋敷の中に居る人は罰してくれるでしょう。でも恐おそらくその前に、既にほぼ壊こわれていそうなあなたのその心をばらばらに壊されるでしょうね。あの人、あなたの事本当に嫌きらいですから」

　再度聞き直した私にシェドは苦笑いして言った。思っていたより多少は表情が変わるようだ。

　しかし首しゆ謀ぼう者しやは別に居るのか。それなら私を前にしてのこの態度もある程度納なつ得とく出来るか。

「嫌いやなら逃げてもいいですよ。俺は別に困りませんから」

　私の沈ちん黙もくを恐怖のせいとでもとったのか、シェドは突とつ然ぜんそんな提案をして来た。拘束しないなとは思っていたけど、本当にこの人は私に逃げられてもいいらしい。

　それをいっそ残念に思いながら、私は首を横に振ふった。

「心も体も、自分では今まで消し切れなかったからむしろ会いたいわ」

　爽さわやかに笑ったつもりなのに、シェドには肩かたをすくめてこいつはもうダメだと言わんばかりのリアクションをされた。

「じゃあ、いらっしゃいませ。処しよ刑けい場へ」

　口調に抑揚のない言葉とおどけたエスコートをされながら、私は屋敷の中に招かれた。




　シェドに案内されて来た最上階の部屋は、外から見てもドアの構造からして防音の効いた部屋だろう事はわかった。

　ドアを少しだけ開けてから、中にシェドが声を掛ける。

「シェドです。連れて来ましたよ」

　それから返事を聞く前にシェドはドアを完全に開けた。

　中に居たのは、正直意外な人物だった。

　エヴァン・ダグラス。侯こう爵しやく家の青年で学園では私とも同じ学年同じクラス。ゲームの攻略キャラクターの一人。

　こういう事を表立ってするような人物ではなかったと思う。一緒に居て居い心ごこ地ちが好よく友達が多い気が置けない、真っ直すぐ一いち途ずな性格だったと記憶しているんだけど。

　けどしかし、その視線には嫌という程覚えがあった。今まで感じて来た殺気の主は確かにエヴァンのようだ。緑色の目は暗く深く、私を睨ねめ付けている。

「じゃ、俺は行きますんでごゆっくり」

　シェドは部屋には入らず、私を半ば無理やり部屋の中に入れるとドアを閉めた。

　ドアの前で突つっ立っている私にエヴァンはゆっくりと近づいて来ると、即そく座ざに持っていたナイフを私の喉のどに突きつけた。

　無む駄だのない動き。相当訓練したんだろう。そもそもあんな殺気を放ちながらすぐに仕し掛かけて来なかった人物が、何もせずに怠なまけていた訳がないのは想像に易やすいけど。

「目前の刃は物ものに怯おびえの欠片かけらも見せないとは、豪ごう胆たんですね」

「私にとって怖こわいものではないだけですわ」

「へぇ。それであなたは、何な故ぜ攫さらわれこんな目に遭あっているか自覚はお有りですか？」

　憎にく々にくしげに感情を露あらわにしてエヴァンが問う。何故か、か。私は投げやりに微笑ほほえんだ。

「どんな理由でも構いませんわ」

　本心から言った瞬しゆん間かん、喉からずらされたナイフの刃先が首筋に当たった。ちくりとした痛みは、だけど多少血が滲にじむ程度のものだろう。

　それよりも、さっきまでと違ちがいむしろ感情を消して私を見るエヴァンの方がよっぽど危険だ。危険でも構わない今の私じゃなければ、冷や汗あせをかきながら大おお慌あわてしていただろう。

「それでは、私の気が収まらないんですよ」

　エヴァンは自分の気を落ち着かせるように一度ナイフを私の首から離はなし、一歩後退した。

「私は、今からあなたの全すべての罪を婚こん約やく者しやの前で暴あばいた上で処刑します。無論、拒きよ否ひ権はありません」

　威い圧あつ感かんのこもったエヴァンの言葉に、私は思わず感動して強く頷うなずいた。

　セス様に私の汚きたない所を全て教えて、最低最悪な地じ獄ごくの気持ちを味わわせた上で私を処刑するというエヴァン。

　私はそんな彼が、正義だと思った。

「素す晴ばらしい提案ですわね」

　素す直なおに賛同した。率そつ直ちよくに言って、私はエヴァンの事が人として好きだと思った。

　エヴァンは、レディローズの事が好きなんだろう。けれどこんな事件を起こしている以上、その隣となりに居るのは自分でなくても彼女が幸せなら構わないと思っているに違いない。彼女との未来を求めているにしてはエヴァンの目は暗く、かつ正気過ぎる。

　……エヴァンの今の姿は、なりたかった私だ。

　ゲーム通りの悪役として罪を暴かれ消えられていたとしたら、もしくは去ろうとするレディローズと隣のセス様にあの時迷わず全てを告白する道を選べていたとしたら、私はきっとこんなきれいな人間だった。

「…何故でしょうね。私はその従順さを疑わしく思うべきなんでしょうけど、あなたを見ているとそんな気がまるで起きません」

「疑いたいのでしたらどうぞお好きに。けれど、私とあなたの目的はきっと合がつ致ちしています」

「……何故、私とあなたの話が合うんですかね」
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「正しい事への価値観には私とあなたでずれが無いからではないかしら」

　困こん惑わくしたように私を見るエヴァンに、中々の心眼だと感心しながら言った。

　誘ゆう拐かい犯と被ひ害がい者しや、悪者と復ふく讐しゆう者しや、罪人と断罪人…そんなどの関係を当て嵌はめるにしても奇き妙みような空気の会話をしている自覚はある。

　私とエヴァンの価値観が合うなんて、普ふ通つうは有り得ない。でも、私はしたかった事を出来なかっただけだから。

　私みたいな人間と価値観が合うなんて言われたのが嫌だったのか、エヴァンは顔を歪ゆがめる。

「彼女に酷ひどい事をしたのに？」

「ええ、私、夢を見ていたの。そうしたら私以外の皆みんなが幸せになれる夢」

「それは確かに、夢ですね。現実との区別はつけてください」

「本当、その通りですわね」

　正論過ぎて、同意しか出来ない。エヴァンはそんな私に眉まゆを下げた。

「違う形で出会っていたら、友人になりそうでしたね。残念ながら今の私は、あなたの事が嫌いですけど」

「そうですわね、それこそ夢物語ですわ」

　私が諦あきらめた笑えみを浮うかべると、エヴァンの表情が暗く沈しずむ。そんな優やさしい人に、私は少し考えてから明るく言った。

「そんな顔しなくてよろしいのよ。あなたは正しいの。だって、私も私の事、大だい嫌きらいですから」

　本当なら一人でも迷めい惑わくを掛かける人を減らす為ために、自分の手で消えるのが最善だろう。

　でも私はエヴァンになら罰されたいなと思った。きっと、正しい道を選んだ私に罰してもらえたような気持ちになれるから。




　私とエヴァンが奇妙な空気で話し終えてから少し経たった後で、部屋のドアが大きな音を立てて開いた。セス様が一人、そこから入って来る。

　婚約者の前で罪を暴くとエヴァンは言っていたから、呼んでいるとは思っていたので特別驚おどろきはしなかった。

　即座にエヴァンのナイフを自分の腰こしから抜ぬいた剣けんで正確にセス様は弾はじき飛ばす。

　エヴァンだっていつ来ても大だい丈じよう夫ぶなように警けい戒かいしていただろうに、事も無げにそれをあっさりとやってのけたセス様に思わず見み惚とれた。

「俺の婚約者相手にいい度胸だ」

　そう言ってそのままエヴァンを斬きり伏ふせようとしているのだろう剣を振りかぶったセス様に、私は見惚れている場合じゃないとはっとした。

　私は自分のナイフでは小さ過ぎると判断し、丁度私の居る方に飛んできたエヴァンのナイフを摑つかんで、拙つたないナイフさばきながら二人の間に入ってセス様の剣を受け止めた。

　さすがに、男女の力差やセス様の本気の上方からの攻こう撃げきに腕うでが痺しびれる。

　それでも何とか受け止めた私は、驚いた顔で剣を引いたセス様に向けて自分の額に浮いた汗を手で拭ぬぐいつつ微笑んだ。

「セス様、ありがとうございます。ですが、エヴァン様のお話はセス様も聞くべきですわ」

　怪け訝げんな顔をするセス様に、私は笑みを浮かべたまま近づく。

「だって、見ないふりをしたのはセス様も一いつ緒しよでしょう…？」

　セス様の動きが止まった。

　そう、だから、セス様も聞かなければいけません。真実を。

　エヴァンはそれから、セス様と私から距きよ離りをとったまま簡潔に話した。私の噓うそ全てと、それに伴ともないレディローズが冤えん罪ざいである事。感情を交えず、事実だけを淡たん々たんと。

　そして最後にこう言った。

「フェリシアさんは殿でん下かの事が好きなのに身を引いたのです。真実を聞いて彼女に悪いと思うのでしたら、フェリシアさんを王おう妃ひにして全てを元通りにすべきです」

　セス様は一度も口を挟はさまず黙だまって聞き終えた後、エヴァンではなく私を見た。

「リリアナ、何故今いま更さら俺にこれを聞かせた」

　それは責めるような声こわ音ねだった。私はそれに、覚かく悟ごを決めて懺ざん悔げするように頭を下げた。

「……申し訳ありません。本当、今更観念するぐらいなら最初から悪い事なんてするなという話ですわよね」

「そうではない。何故、認めてしまうんだ」

　問い直された、責めるような言葉に目を見開いた。

　私は今、認めた事を責められている。犯おかした過あやまちをではなく。

　再度言葉にされても尚なお、事実だと知っていても、私が認めなければ戯たわ言ごとだと言ってセス様は無視してくれる気だったんだ。

　私は胸がいっぱいになった。それと同時に思う。

　……もういい。幸せだ。

　このまま私が一緒に居てはセス様は幸せになれないだろう。罪悪感が付き纏まとう関係ではセス様が前に進めない。私はやっぱり消えるべきだ。

「そのお言葉を頂けただけで……身に余る光栄です。でも、もういい。もういいのです。私を止めてはいけません。セス様。それが、本当は最初から全て私の罪をわかっていて騙だまされたふりをした、セス様の責任です」

　私の罪とレディローズへの罪悪感から、こう言えばセス様はもう私を止められないだろうとわかっていた。セス様は誰だれよりも責任感が強い。

　私はセス様とひと時として恋こい人びとではなかったけれど、親友としてずっと一緒に居た。セス様の性格は知っている。

「そう、か。俺のせい、か」

　セス様がその場に座り込む。無理やりに作った笑みを浮かべて。

　ああ、傷つけた。そんな顔させたい訳じゃないのに。ただ心から笑って欲しいのに。ずっとずっと、私に向けて、ただ笑って欲しかった、だけなのに。

　最後に見るのがそんな悲しそうな顔なのは辛つらい。けど、そうさせたのも私。

　私は今、セス様の優しささえ否定している。それでもこうやってセス様を傷つけるのを最後にする為にも、これは必要な事だから。

「その罪も全部私が背負って消えるから」

　私は自分の喉のどにエヴァンのナイフを向けながら、走そう馬ま灯とうのように今世に生まれ変わってすぐの事を思い出した。生きる必要がもうないから、誤ご魔ま化かしもフィルターも無しに。

　私は、前世で死んで今世で目を覚ました時、とても嬉うれしくてとても怖こわかった。まだ私の知っているゲームの世界だともセス様の事も知らなかったけど、死にたくなかった私は生きている事が嬉しくて、だけど前世で幸せに生きていた私には全すべてを一度に捨ててしまった事があまりに怖かった。また死ぬのは絶対に嫌いやだと思った。

　生への喜びだけでは失った物が多過ぎたから心が耐たえられなかった。だからたぶん私は前世の事を、セス様のお名前を聞くまでずっとぼんやりとしか思い出さなかったんだと思う。だけどセス様の存在が私に希望をくれた。恋をする為に生まれ変わったんだと、理由をくれた。

　前世で届かなかった唯ゆい一いつの恋だけが、私を支えてくれた。

　メルヴィン君程ほどの人に私を友人だと言われていてもどうしても手を伸のばせなかった私が、たった一人手を伸ばせた人だけが。

　私が頑がん張ばってしまった事、私が犯してしまった過ち、私の恋心、それが皆の不幸の原因なら、私が居なくなれば少しは世界は元通りになってくれる。恋が叶かなわないからと諦めて逃にげているだけかもしれないけど、でも、今此処ここでちゃんと終わる事が出来たなら、私大だい嫌きらいな自分の事をちょっとだけ好きになれると思うんです。

　……神様、次は要いりません。記き憶おくも要らないし、〝私〟も要りません。

　誰かを不幸にするだけの自分なんて要りません。好きな人を傷つけるだけの自我なんて要りません。

　けれど願いがもし一つだけ叶うなら、私の事は許しても幸せにしてくれなくてもいい。だから、セス様だけは私の居なくなったこの物語の続きの中で、幸せにしてください。お願いします。お願いします。お願いします。お願いします。

「これで、全部元通りにしましょう。セス様、愛しておりました」

　セス様と、目が合った。世界で一番美しい澄すんだ青空みたいな水色。幸せだ。

　今はきっと、セス様も私の事だけを考えてくれている。それが思い込みでも構わない。

　もういい。もうこれだけでいい。言葉なんて辛くなるだけだから要らない。何を言われたって苦しくなるだけだから聞きたくない。

　最後に、世界を越こえる前では絶対交わらなかったはずの貴方あなたのその目が私を見てくれたんだ。それが幸せじゃない訳がない。もう思い残す事は無い。

　そして口の中でいつものように呟つぶやく。

「神様、ありがとうございます。今日も私は幸せです」

　私は、自分の喉へと思い切りナイフを突つき刺さした。
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　私の終わりは、飛んできた何かによって邪じや魔まされた。

　持っていたナイフが弾き飛ばされ、困こん惑わくしながらも誰がこんな事をと思って飛んできた方を見る。

　開け放たれたドアの先、レディローズが居た。

　久しぶりに見た彼女は、そのただ立っているだけでも人目を惹ひくような美び貌ぼうとオーラには不ふ釣つり合いな事に平民の服を着て、腰まであった長かった髪かみは肩かたまでに切られていた。

　少しだけ、そんな気はしていた。私はやはり、終わる時すら自分では選べないのか。ひと時でも幸せは許されないのか。でもそんなの認めたくない。

　セス様やエヴァン、それからレディローズと一緒に部屋に入って来たシェドと混乱しながら話すレディローズの隙すきを窺うかがい、私はまたナイフを手に取った。

「っ待って！」

　叫さけんで注目させれば、私がナイフをまた持っている事に気付いたレディローズが焦あせったように私を見る。

「レディローズは知らなくていい。何も知らない方がいい。エヴァン・ダグラス、貴方にとってもそうであるはずです。彼女は何も知らないままに次期王妃の座に戻もどる。それが貴方の望みで、…今の私の望みでもある。そうでしょう？」

「…そうだな、その通りだ」

　さすが価値観の合うエヴァンは、私の言葉に同意し話す事をやめた。

　そう、レディローズは誰の余計な想おもいも知らないままで、全てを元に戻せばいい。

　私は穏おだやかに笑ってナイフを再度自分の喉へと突きつけるように掲かかげた。

「優やさしく綺き麗れいなレディローズ、もう止めないでくださいね。私は最初からこうなる運命だったのですわ。捻じ曲がった未来を今、私の命をもって正しましょう」

　最後まで笑って、今度こそとナイフを振ふり下ろした。

　レディローズが何か叫んだ気がしたけど、私はそれに意識を傾かたむけることもなく目を閉じた。

　ナイフが肉を貫つらぬく感かん触しよく。私の首や服、顔に液体が飛び散る。だけど不思議な程痛くなかった。

　……。……おかしい。痛くなさ過ぎる。首への衝しよう撃げきも、刃は物もののそれではなく何かもっと柔やわらかいものを押し当てられたような。

　恐おそる恐る目を開けると、見えた光景に私はナイフから手を離はなした。ナイフは床ゆかには落ちず、突き刺さったまま私の目の前にある。

「思いっきりやりましたね、聖女様。自分の首なんですからもうちょっと躊ちゆう躇ちよしましょうよ」

　そう軽口を叩たたいて笑った彼女は、私の首の代わりに自分の手に突き刺さったままになっているナイフを躊躇なく抜ぬいた。

　また血が噴ふき出て、その赤色が私を現実に戻していく。これが現実。

「…ナナ、ちゃん？」

　また終わらせてもらえなかったという悲ひ嘆たんよりも、部屋に居なかったはずのナナちゃんがいつの間にか現れ的確に私の自殺を防いだ事に動どう揺ようしていた。

　呆ぼう然ぜんとする私に、ナナちゃんは笑いかける。

「私の知らないところで勝手に死なないでください。迷めい惑わくです」

　そう言うナナちゃんの声こわ音ねは、自分を慕したい聖女様と呼んでいたそれと同じとは思えなかった。あまりにも冷たい言葉に、恐きよう怖ふを覚える。

　だって、此処に居るはずのない人物が突とつ然ぜん現れ、自分の痛みも何も顧かえりみずに止めて来た。

　しかもかと思えば次の瞬しゆん間かん、ナナちゃんは天てん井じようを見ながら今の言葉は噓うそだとか本心じゃないとか一人で死のうとした事に怒おこっただけだとか、誰に向けた言葉かもわからない弁明を始める。

　ナナちゃんの真意がわからない。何な故ぜ私が此処まで邪魔をされているのかも。

　何度自ら消えようとしてももう少しの所で止められる。今自分が終わらせてもらえないのもまた決められてた運命だとでもいうのか。

　そんなあまりの絶望に半ば意識を飛ばしていると、いつの間にか部屋には人が増えていた。メルヴィン君、お義兄にい様さま、ノラン、ゼロ、双そう璧へきの死神の二人、メルヴィン君の護衛。

　どうやら部屋の壁かべの一部分が隠かくし扉とびらになっていたらしい。そこから出て来た彼等に、ナナちゃんもそこから来たのかと漸ようやく状じよう況きようを理解する。

　丁度その位置は私の居る場所のほぼすぐ後ろだ。これが遠ければ、ナナちゃんに止められる事も無かった。私はどうやら運も無いらしい。

「聖女様、大だい丈じよう夫ぶだよ。ナナが助けてあげる」

　私の意識を自分に向けるように、突とつ如じよナナちゃんは私にそう優しい言葉をかけた。それに私ははっとして、思わず小さく悲鳴を上げる。

　助けて欲しいなんて思っていない私にとって、そんな優しさの押し売りは迷惑で怖いだけだ。

　このままではまた、得体の知れないナナちゃんやレディローズによって、自分の望まない結末へと傾く気しかしない。

「ナナはリリちゃんに少し落ち着いてもらう為ためにカウンセリングってやつをして来るから、こっちは任せるね」

　私の意思を置いてきぼりに、ナナちゃんはレディローズに勝手な事を言っている。

　私はどうにか状況を打開する為に、焦って部屋を見回した。私の護身用ナイフはあまりにも小型過ぎて殺傷力は低い。もっと他ほかにいいものは……。

　そう見回していると、メルヴィン君と目が合った。

　……メルヴィン君が此処に居るのは、教会で攫さらわれた時に居合わせていたナナちゃんが今此処に居るんだから、不思議な話ではない。だけど今何を考えているかわからなくて警けい戒かいする。

　でも意外にも、私と目が合ってもメルヴィン君は何も言いはしなかった。

　代わりに少し微笑ほほえんだ。それは大丈夫だと安心させるような笑えみだった。

　…相変わらず、メルヴィン君は凄すごい。言葉にされると私はすぐに意地を張ってしまうから、今は何も言わない方がいいと思ったんだろう。

　そういえば、メルヴィン君はナナちゃんを友人だと言っていた。メルヴィン君の友人ならそこまで恐れる必要はないかもしれない。

　いつも自分の味方で居てくれようとしていたメルヴィン君が大丈夫だと微笑んでくれているんだから、私はそれを信じよう。

　教会で会った時はメルヴィン君さえ疑いかけた私だけど、冷静になれば私にメルヴィン君以上に信じられる人間なんて、前世も含ふくめて居はしない。

　少し落ち着きを取り戻した私がナナちゃんと一いつ緒しよに部屋を出ようとすると、何故かお義兄様の護衛、双璧の死神二人も付いて来た。

　不ふ審しんで気になりはしたけど、追い払はらう程ほどでもないと思ったので仕方なく一緒に行く。

　ナナちゃんは私よりよっぽど嫌いやそうに双璧の死神を睨にらんでいたけど、彼等と絡からんでいては話にならないと思ったのか一つ溜ため息を吐ついてから視線を外し、渋しぶ々しぶ諦あきらめたようだった。

　防音の部屋を出た私とナナちゃんは、しんと静まり返った廊ろう下かで向かい合う。

「ナナは、本当に本当に聖女様を救いたいの。どうしたら聖女様は救われるの？　教えて」

　真っ正面から答えを尋たずねて来たその素す直なおさと裏の見えない表情に、私はナナちゃんとメルヴィン君との関係も考こう慮りよしてやっぱりそう怖こわがるような相手では無さそうだと結論を下した。

　ナナちゃんは恐らく、思考が子どもっぽい。相手に自分の言葉の意味を理解させようだとか、そういう思考で話をしていない。自分の思考の中の前提を人に話さず、思った事と感情をそのまま言うから、理解し難がたく状況によっては怖くさえ映るだけだろう。言葉の素直さも支し離り滅めつ裂れつさも突とつ拍ぴよう子しの無さも、それなら説明出来る。

　ただ一つ気になるのは、その思考と話し方が天然か故意かだけど。

　さて、私を幸せにしたいという事だけど……困ったな。私が幸せになるのはそう簡単な話じゃない。彼女の恩返しに私の人生を延長して付き合ってはあげられない。

「前に、幸せは返さないとと言っていたわね。私はもう充じゆう分ぶん幸せだから、もういいわ」

「それじゃあダメなのっ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった訴うつたえに、私は思わず黙だまって一ひと先まずナナちゃんの話を聞く事にした。

「ナナが返さないと……二度も助けてもらったのに、一度も返してないんじゃいつまで経たっても天国に行けない。うん、だからナナはきっとまだ天国に行けてないの。聖女様も一緒でしょう？　何か悪い事をしたから地じ獄ごくに来ちゃって、天国に行く為に終わりたいんでしょう？」

　どこか虚うつろな独り言と語り掛かけの中間のような話し方な上、天国とか地獄とかよくわからない事も多いけど、何だか引っかかるものがあった。

　これは、ナナちゃんのペースで話をしてもらっても理解出来ないだろう。

「詳くわしく私が売ったというその恩についてを話してもらえる？」

　話の整理の補助をするように聞けば、ナナちゃんは小さく頷うなずいて素直に話し出した。

「生きてた頃ころ、助けようとしてくれたでしょ？　それから、この地獄でまた会った。教会に聖女様が来て驚おどろいたな。聖女様が地獄でもキラキラ頑がん張ばってたから、ナナも天国に行くために生きようと思ったの」

「私とナナちゃん、教会で会うのが初めてじゃなく二度目って事？」

「うん！　ナナ、あの頃の聖女様のお名前も知らないけど、でも、ナナは聖女様があの時のお姉さんだってちゃんとわかったよ。だって、神様にお祈いのりしてる時のお顔が一緒だから」

　ナナちゃんが生きていた頃とやらに、私が助けようとした誰だれか。地獄は、この世界の事？　なら生きていた頃っていうのは……。

　名前も知らないお姉さん。神様にお祈り、か。

　それだけ情報が揃そろえば、答えはすんなりと出た。

「あの時私がトラックから助けようとした、子ども？」

　前世で私が死んだ時、私は咄とつ嗟さにトラックから隣となりに居た子どもを庇かばった。

　私はその子の顔も覚えてはいない。ああでも、確かに女の子だった。小学校に入っているかいないかぐらいの、まだ幼い、あれから未来があったはずの。

「うん！」

　ナナちゃんは元気良く、あっさりと肯こう定ていした。

　そ、うか。そっか。トラック相手だ。守れなかったのは納なつ得とく出来る話。私が生まれ変わったんだから、あの時一緒にあの場に居た子が、私と同じ世界にほぼ同タイミングで生まれ変わっていてもおかしくない。

　そして、恐らくナナちゃんは今世のこの世界を死後の世界だと思っている。十歳も行っていなかったような女の子だ。この世界が舞ぶ台たいの恋れん愛あいゲームなんて知らなかっただろう。だったら単純に死後の世界と捉とらえてもおかしくない。

　この世界を天国じゃなく地獄と断定して思っているからには、何かそう思うだけの辛つらい事もあったんだろう。

　今世の教会で最初に会った時、あの捨て子のような格好。そう、今になって思えばあれはつまり今の人生を楽しめていなかったのかもしれない。私も私で辛かったけど、ナナちゃんはあの年で二度と両親と会えなくなったんだから。

　だからこそ、今も地獄に居ると思っているナナちゃんは、私に恩返しさえすれば今の地獄から天国に行けると誤ご認にんしている。それに縋すがって、救いを見み出いだそうとしている。

　……私を助けたところでナナちゃんが天国に行けるはずがない。私達は今明らかに生きている。死後に来た世界ではあるけど、此処ここは天国でも地獄でもない。異世界だ。

　ここまでわかっているからにはどうにかしてあげたいのは山々だけど、今の私にはナナちゃんを助けてあげる程の力も余よ裕ゆうももう無かった。

「私を死なせてくれたら、今の私は一番幸せ。だから私を止めない事が恩返しって事でどう？」

　ナナちゃんを一人遺のこして行く事に罪悪感が無い訳ではなかったけど、私には人を支えている余裕が無い。だから笑顔で、ナナちゃんがわかっていないのをいい事にひどい事を言った。

　ナナちゃんは困った顔をして首を横に振ふった。

「それはたぶん違ちがうと思う。自分で命を絶ったら天国に行けないんだよ」

　ああ、そういう考えは持っているのか。面めん倒どうだなぁ。

　……今の落ち着いている状態であれば、ナナちゃんからナイフを奪うばい返せるかもしれない。でも、私はともかく自分の怪け我がを顧かえりみないこの子相手に凶きよう器きを奪うのは怖いものがある。

　何の為に付いて来たのか知らないしずっと黙っているけど、双そう璧へきの死神の目もある。ナナちゃんの目の前で自分にナイフを刺さすのも、子どもの前で命を絶つかのようでやりにくい。

「それに、聖女様が居なくなったらメル君が悲しむよ。メル君、聖女様の事大好きだから」

　私はそんなナナちゃんの言葉に、動けなくなった。

　そりゃメルヴィン君はこれだけ面倒を掛けさせられて時間を費ついやしたのに、私がそれを踏ふみにじるように自ら消えたら嫌だろう。

　……ううん、そんな捻ひねくれた考え方しなくても、メルヴィン君は単純に友人として悲しんでくれるんだろうな。そういう人だ。

「それでも私は、消えたいの。セス様を幸せにしたいから」

　此処まで私を助けに来てくださったセス様にしても、レディローズにしても、ナナちゃんにしても、止めてくれる人が居るのは幸せな事だ。

　なのに、私の意志は変わらない。だってそれに甘えて今のまま生き続けてもセス様を幸せに出来る気がしないから。そしてそんな私を私は今以上に底無しに嫌きらいになって行くだろうから。

　絶対に変わらない。変えられない。

　私はこれ以上ナナちゃんと話していても話が平行線になるだけだと察し、溜ため息を吐く。ナナちゃんも口を尖とがらせていたので、同じ事を思ったのかもしれない。

「もういいやー。後はフィーちゃんに任せよーっと」

　そう匙さじを投げたナナちゃんが、部屋に戻もどろうと数歩の距きよ離りを先に歩いて行く。

　私はその背中を見て、それから後ろを見た。階下へと続く階段を見下ろしながら、今飛び降りてしまおうかと思って。

　でも……その終わり方では、自らの意志で命を終えたと周りから思われないかもしれない。ナナちゃんに迷めい惑わくが掛かるかもしれないし。

　そうやって階段を見下ろしている私に、声が掛かった。

「今消えられると見ていて可哀かわい想そうなのでやめてもらえますか？」

　居たのは知っているけど、気配を消すのはさすがに一流か。半分存在を忘れていた双璧の死神の一人が挑ちよう発はつ的てきな言葉を掛けて来た。

　私はそんな男を睨むように見る。

「私に対してそうってことは、やっぱりナナちゃんを護まもる為ためについてきたのね。お義兄にい様さまとは別の、彼女を守りたい誰かが裏に居るって事かしら」

　笑え顔がおで言い返してやった。半分当てずっぽうだけど。

　転生者のナナちゃんを何な故ぜそんな人間が気に掛けるかなんて皆かい目もく見当がつかないし、守りたいのではなくナナちゃんを警けい戒かいしていたから付いて来ただけとも思えなくもない。

　幸い、私とナナちゃんのしていた話し合いの内容は、前世で同じ事故に遭あった転生者でもない限り察するのは無理だろうから、誰かの陰いん謀ぼうの手助けにはならないだろう。

　私の言葉に、突つっかかって来た方の双璧の死神の片かた眉まゆが上がる。話し方に反して存外頭に血が上りやすい性格のようだ。

　そんな私達の間に、もう一人の双璧の死神が物理的にも無理やり割り込むように入って来た。

「まあまあまあまあ！　それについてリリアナ様とセス様に迷惑は掛けねぇから、気にしないで！」

「別にいいけど」

　私は別に彼等と喧けん嘩かする気は無いのでそうあっさり引いてから、タメ口の方の死神を観察するように見る。

　ふーん…仲ちゆう裁さいの言葉は、私の当てずっぽうの話を正解とも不正解とも言わずただ流すものだった。どうやら口調に反して実質は、敬語の方が直情型でタメ口の方が熟考型みたいだ。

　わざわざ普ふ段だん、表面上は口調通りの行動をとっているのには何か理由があるんだろう。

「それもただの遊びだから」

　私の考えを読んだように、タメ口の方の死神は空気を変えるように笑んだ。

　私はこれ以上関かかわると面めん倒どう臭くさそうだし痛い目も見そうだと思い、それにも深く突っ込まずに彼等に背を向け会話を切り上げた。ナナちゃんに続くように部屋に戻る。

　ナナちゃんの言葉からして、フィー……恐おそらくレディローズと今度は話し合えと言われるのかと思うと、どうにも気が進まずのろのろと部屋のドアを開けた。

　部屋に戻ると、どうやらナナちゃんはレディローズを相手に何やら話しているらしい。聞こえやすいところまで歩き進むと、困ったことにナナちゃんは好き勝手言っていた。

「聖女様はさ、考え方も聖女様なんだよね。ナナとは違い過ぎてお話ししてもずーっと平行線だから困ってるんだよ」

「それは此方こちらの台詞せりふでもあるのですが…あなたの言っている事は天国がどうとか地じ獄ごくがどうとか、スピリチュアルな話過ぎて会話になりませんわ」

　前世の事には触ふれずに、呆あきれたように私も反論した。

　しかし、久しぶりに前世を知っている人間と話したからだろうか？　気を抜ぬいた言葉を言ってしまった。…スピリチュアルって、今世にもある言葉だったか？　あんまり使わないカタカナ言葉って、大たい抵てい無かった気がする。

　案の定、何故何がどうしてそうなったのか部屋の隅すみでフランスパンを齧かじっているノランは、わかりやすく首を傾かしげて不思議そうな顔で私を見ている。その傍かたわらに立つゼロも、引っかかっているようにじっと観察するように私を見ていた。

　私は誤ご魔ま化かす意味も込めて言葉を続けた。

「それにナナちゃんには悪いですが、やはり私にはレディローズとも話す事なんてありませんわ」

　レディローズを見もせずに突つき放した。

　こんな状じよう況きようになったからには、一言謝りたいなんて昨日までの望みは無かった事にした方がいい。謝ってすぐ命を絶たれてもレディローズも気分が悪いだろうし。

　そんな中突とつ如じよ、威い圧あつ感かんのある声で私は名前を呼ばれた。

「リリアナ」

　名前を呼ばれるだけで畏い怖ふの感情が押し寄せる。私は声の主であるお義兄様を見た。

「元々、お前とフィーは話し合いをする予定だった。お前はそれを了りよう承しようしたな。約束は守れ」

　それは有う無むを言わせない命令だった。

　難しい顔をしたお義兄様を見てから、卑ひ劣れつな事をした私の自殺未み遂すいにさえ泣きそうな顔になっていた優やさしいレディローズの姿を思い出す。

　私はきっと正確に、お義兄様の意図を理解した。

「…ふふ」

　そうしたらちょっと笑えた。

「ほんと、お義兄様って私に厳しい。…ええ、わかりました。お望み通りに上う手まくやりますわ」

「…ああ」

　短く答えたお義兄様は私に気き遣づかわしげな視線を送り、レディローズの方を見ない。当然だ。だってバレたら困るもんね。

　ああ、本当、私って何もかもが当て馬っていうか……婚こん約やく破は棄きのあの一件より前は当て馬にもなれなかったんだから、いっか。

　やっぱり結局最後かつ最さい期ごまで私の事なんて嫌いらしいお義兄様は小さく舌打ちし、私から離はなれレディローズの所に行って話し始める。

　お義兄様は嫌いやな顔をして否定するでしょうけど…私とお義兄様って、いつか陛下や双璧の死神が言っていたように、結構似ていると思うんですよ。もちろん私よりよっぽどお義兄様は優ゆう秀しゆうで天才だけど、それでも、私も貴方あなたも一いち途ずな凡ぼん人じんです。

　私もきっと、お義兄様と同じ立場でこの場に居たとしたなら、私の立場の人間に同じ事を言おうとしただろう。

　……私の任務はこうだ。レディローズと関係なく、リリアナ・イノシーが消えるのはどうしようもなかったと、仕方ないと、レディローズと話し合った上で諦あきらめさせてから消える。

　要約すると、消えるなら消えるでちゃんと最後に役に立てって事だ。

「じゃ、行ってらっしゃいお二人共！　ゆっくりお話しして来てくださいね！　ナナは二人が居ない間にここでやりたい事が出来たのでやっておきます！」

　明るい無む邪じや気きな声が、私にいいから行って来いと言うように部屋に響ひびいた。

　ナナちゃんもナナちゃんで何かまだあるらしい。ナナちゃんが何をしたいかは知らないけど、まあ双璧の死神もこれだけ人目があればセス様の安全は確保してくれるだろう。

　私はレディローズより先に、無表情で部屋を出た。

　階段の前まで歩いてから、振ふり返る。レディローズを正面から見て、相変わらず綺き麗れいだなと思う。似合っていない平民服さえ気にならなくなってくるぐらい。

　私は硬かたい表情のレディローズが真ま面じ目めな話をする前にと、何とは無しに話し始めた。

「私こういうものにはあまり詳くわしくないのですが、そこのドアの閉めた時の隙すき間まの無さはやはり防音なんでしょうか？」

　今出て来たドアを指差しながら聞いたそれは、本当はドアを初めて見た瞬しゆん間かんからわかりきっている問いだった。でも、レディローズと話す時は貴族としてのマナーがどうしても頭に過よぎる。

　相手が知らない知識かもしれない事を鑑かんがみて、自信のある知識でも自信があるように話さない。一歩下がって相手を立てる為に。

「え？　ああ、はい。シェドもそう言っていました」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようにレディローズが答える。

　貴族同士の駆かけ引きの鉄則。飲ませたい話があるなら相手にむしろペースを握にぎらせ良い気分にさせるけど、断りたい話があるなら相手のペースを搔かき乱し自分のペースに嵌はめさせる。

　レディローズは、天才型だ。きっと努力型の人間がどう思考しているのかわからない。

　私は続ける。

「先さき程ほど私、ナナちゃんから少し遅おくれて部屋に戻りましたでしょう？」

「ええ、そうでしたね」

「その間にこの階段から落ちてしまおうかとも、考えたのですよ」

　私がさらりと紡つむいだ本当の話に、レディローズは絶句しているようだった。それでいい。

　……ああ、自分でこうしておいてなんだけど、初めてだ。レディローズと私が会話をしていて、主導権を握れている気になるのは。

　でも、思ったよりも嬉うれしくないな。

「私としては死なないでくださり嬉しいんですけど…何な故ぜ、それはしなかったんですか？」

「だってそれだと、自殺ではなく他殺だと思われてしまうかもしれないでしょう？」

　一呼吸置いて、私は優しく笑う。

「私は、自殺でなければいけないのですわ。それが私も皆みなも幸せになれる唯ゆい一いつ最後の方法ですから」

　私は今まで一度として、レディローズに勝てたことはなかった。

　でも今だけは、勝つよ。レディローズの交こう渉しようには応じない。私は私も、皆も、貴女あなたも、誰だれよりもセス様を幸せにしたいから。

　悲ひ嘆たんに暮れただけでこんな結論には至っていない。これは幸福の道だ。

　私の覚かく悟ごにか、レディローズは一瞬言葉を詰つまらせた。だけど、それを振り払はらうように大きな声で訴うつたえるように言って来た。

「そんな事しなくても、私がそれ以上に皆を幸せとやらにしますから貴女は死なないでください！」

　真っ直すぐに、眩まぶしい程に、前向きで綺麗な言葉だった。私は思わず自じ嘲ちようした。

　そうね、レディローズなら出来るかもね。出来るんだろうね。嫌な話。私からその役割まで奪うばわないでよ。

　…私の為ために、優しい言葉を掛かけてくれているのはわかるよ。でも貴女の言葉一つ一つが私には痛い。レディローズはおとなしく、私を嫌ってくれればいいのに。

「本当に、おかしなお方。…いえ、らしいと言うべきなのかしら。貴女がどうお考えになろうが、今死ぬのが私自身も一番幸せですのよ」

「……どうして、望み通りにセス様と婚約し次期王おう妃ひとなったリリアナ様は、全すべてが思い通りに行ったはずなのにそんなに生きるのが辛つらそうなのですか？」

　困こん惑わくしたように聞いて来たレディローズの言葉に、今度は私が絶句した。

　いや、わかる。仕方ない。レディローズが、私をそう見ているのは仕方ない。落ち着け。レディローズは悪くない。私が悪い。

　荒あらぶりそうになる感情を収めて、笑えみを浮うかべ私は優しく答えた。

「ええ、貴女には…私がそう見えるのでしょうね。ですけど私、全て思い通りになんて行っておりませんわ。……全て、何もかも、一つだって、思い通りに行かなかったから私はこうなのですわ」

　何故私がレディローズを相手にこんな、事実だとしても負け犬だと認めるような事を言わなければならないのか。思わず生理的に目が潤うるんだ。

　じっと私を見ながらレディローズは何か考えている。私はそろそろ終わりにしようと思った。

　もう、いいだろう。お義兄にい様さまからの命令でレディローズに付き合うのは、これぐらいで。

　レディローズと話すと、私の心が搔き乱され過ぎる。最期ぐらい穏おだやかな気持ちがいいのに。

「それは、どういう、」

「何故私が、大だい嫌きらいな貴女からのご質問全てに懇こん切せつ丁てい寧ねいにお答えしてあげなければならないのでしょうか？」

　レディローズの言葉を遮さえぎり、思い切り突つき放した。

　相手の言葉を刈かり取るぐらいに、一度傷つける。嫌きらわれるという事にもきっとレディローズは慣れていないだろう。だって嫌う事さえも、彼女に対してでは身の程知らずだから。

　これでいい。これ以上傷つけたくないから。そのはずなのに、レディローズは未いまだに自分の事よりも私の事を助けたいとでも言わんばかりに、悲しくて辛くて耐たえ難がたそうな顔をした。

「……どうして貴女が泣きそうな顔をするのかしら。優しいお方ですわね。知っていますけど」

　レディローズは私の言葉に、さらに泣きそうな顔になった。私は溜ため息を吐つく。

　お義兄様から受けた命令は、どうやら果たせなかったらしい。

「困りましたわね、これでは……いえけれど、仕方ない話だと思いますわ。私がレディローズを思い通りに動かすなんて最初から出来るはずがないのですから」

　お義兄様には悪いけど、と少し目を伏ふせてからレディローズに微笑ほほえみ、それを最後にさっきから何も言えずにいるレディローズから目を逸そらした。

　やっぱり気持ちは変わらなかったし、運命も変えられはしなかった。

「ではレディローズ、これにてお話はお終しまいに致いたしましょう。どうか、私が死んでも悲しまないでくださいな」

　後ろから弱々しい制止の声が聞こえた気がしたけど、私は気にせずレディローズを残して部屋へと戻もどる為、真っ直ぐドアの方へと歩いて行った。

　悲痛な視線が背中に刺ささる。

　私はあの時を思い出した。レディローズがセス様と婚こん約やく破は棄きしたあの時。私達の立場は逆だけど、状じよう況きようも違ちがうけど、それでも、最後に振り返ってあげたくなった。

「大だい丈じよう夫ぶですわ、レディローズ。貴女は主人公なのですから、悪役一人退場したところでまだまだ貴女の為の物語は続きます。幸せになれましょう」

　きっと意味はわかってもらえないだろう。だけど、悪役である自分が主人公であるレディローズに最後に掛けたい言葉となると、どうしてもゲームの事が滲にじんだ。

　これで本当に終わりだと私はドアに手を掛ける。




「ねぇリリちゃん、『救国のレディローズ』って知ってる？」

　後ろから掛かったレディローズの声。有り得ない言葉。運命が変わる音がした気がした。
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　しばらく、混乱する事さえままならずただ固まっていた。レディローズも動かなかった。

　やっと振ふり返った私は、感情のままに言葉を吐き出すしかなかった。

「……そ、んなはずがない。貴女が、貴女だけは、だって、だって貴女は、」

　情けなく震ふるえた声に唇くちびるを嚙かみしめる。貴族としてやっちゃいけない事。

　だけど有り得ない。それだけは有り得ない。だって、転生した人間があんなにも主人公になれるか？　人をその存在だけで屈くつ服ぷくさせるようなオーラを出せるか？

　才能って、そういうものじゃないでしょう？　私とレディローズのスタートラインが同じなんて、そんな、そんなの、それなら、私の努力がまだ足りなかったって言うの？

　認められない。

「私はフェリシア・スワローズに生まれ変わる前、『救国のレディローズ』というこの世界を舞ぶ台たいにしたゲームを前世でしていたの。ねぇ、リリちゃんもそう…なのかな？」

　だけど、レディローズの言葉は私に認めない事を許さなかった。

　有り得ない有り得ないと叫さけぶ事しか出来ない私に、レディローズは私のすぐ近くまでゆっくりと歩いて来る。

「どうしてそう思うの？　だって私、思い切りシナリオから逸れる行動を取ったよね？　リリちゃんも私と同じなら、むしろ疑って然しかるべきだったと思うんだけど」

　言葉のみなら正論だ。違い和わ感かんやおかしな点を鑑かんがみたなら、確かに疑うべきだった。

　……一度落ち着こう。レディローズがもし本人の言う通りに転生者だったら、そう仮定したなら今までの出来事はどうなる？

「レディローズ…それはつまり、わざと何か理由があって、あの時私が吐いた〝レディローズが私に嫌いやがらせを行った〟という噓うそを否定しなかったという事ですか…？」

　私は縋すがるように聞いた。

　今までずっと一生、むしろ死んでも背負っていこうと思っていた。だけど私の行き過ぎたいじめに心が折れたからではなく、何か意図があったとしたら、私は──

「うん、私平民になりたかったから」

　そのあっさりと告げられた返答は、私にとってあまりに信じられないものだった。

　平民。平民、って。

　それは何でも出来て望めば何でも手に入りそうな、気高く美しく薔ば薇らのような彼女には全く似合わなかった。

　平民の服も、あまり似合っていないと思う。彼女にはドレスが似合う。

　だけど、人から評される自分に似合う姿をしていれば幸せになれるわけではないから、似合わなくてもそれが幸せなんだと言うなら…それでいいとも思う。

　誰だれが何を言ったところで、生きている時も死ぬ時も自分が幸せか決めるのは自分だ。

　私はその理由を受け入れた。まだ信じ切れているわけではないけど。

「ほんと、に、望んで、たの…？　私の、せいじゃなく…？　あの、あのレディローズが本当に、私と同じ転生者なの…っ？」

「うん、そうだよ。何の事か知らないけど、それはたぶんリリちゃんのせいじゃないよ。私いつだって好き勝手して生きて来たんだから」

　いっそ気まずそうに言ったレディローズの言葉は本当だろう。

　私のせいじゃない？　全部が全部、私が悪かったわけじゃないって思っていいの？

　私は糸が切れたマリオネットのように、その場にくずれるようにしゃがんだ。あと一いつ瞬しゆん反応が遅おくれていたら、しゃがむことも出来ずに倒たおれていたと思う。

　今までどう足あ搔がいても運命を自分でも変えられなかったのに、婚約破棄のあの時だけあまりにもあっさりと変わったのは、レディローズの力だったんだ。そう、私にはやっぱり良くも悪くもそんな力なんてなかった。

　だから、どれだけ納なつ得とくが行かなくても、彼女は私と同じ転生者なんだろう。運命を変える力のある、才能がある、転生者だ。

「わたし、いま、都合の良い夢を、見ているのかしら……」

　夢見心ごこ地ちで呟つぶやいた。堰せきを切ったように涙なみだが溢あふれ出す。いきなり倒れて迷めい惑わくを掛かけ全てが怖こわくなって前世の死の瞬間を思い出し、いつの間にか泣いていた数日前とは違う。

　もう我が慢まんしなくてもいいと頭で理解するより早く、心が理解したからだ。もう、泣く権利が無いんだからと自分を戒いましめる必要が無いとわかった。

　私のした事は変わらない。けど──

　一目見たあの瞬間から、美しく気高くそこにただ立っているだけで主役となる薔薇に、レディローズに、私はずっとずっと憧あこがれていた。

　セス様の事での嫉しつ妬とはあった。だけど、それでも、世界一憧れていた。

　レディローズは、私に変えられてなんていなかった。汚きたない私の嫉妬に傷つけられて運命を捻ねじ曲げられ、平民に堕おとされた悲劇のヒロインじゃなかった。

　彼女は、同じ転生者でも私と違って、自分の意志で運命を変えられる主人公だったんだ。

　ぼろぼろと泣く私に、隣となりにしゃがみ込んだレディローズが自分のバッグから何かを取り出すと、私に差し出して来る。

「こんなものしか持っていませんが、どうぞ」

　それは、フランスパンだった。私は困こん惑わくした。

「それは魔ま法ほうのパンです。食べると運命が変わります」

　レディローズが大おお真ま面じ目めな顔で言う。思わず少し笑ってしまった。

　私はレディローズの手からフランスパンを受け取る。

　食べ物はあまり好きじゃない。食べるのなんてただの生きる為ための作業だからだ。

　でもこの人からもらったものなら本当に運命を変えてもらえそうだからと、私はパンをちぎって口に入れた。
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　それは容易には嚙みちぎれなくて、今私が生きている事を自然と実感させた。食べていると、思い込みでも魔法に掛けてもらえているような気分になって、胸が温かくなる。

「美味おいしいです」

　やっぱり味はしなかったけど、確かにそう思ったから言った。

　だけど、次の瞬間私は目を見開く。

　──味がした。レディローズと会った頃ころ、十年程ほど前から徐じよ々じよに感じられなくなった、味が。

　別に、今までも美味しくないものを食べて来た訳じゃない。むしろ美味しいものはたくさん食べて来たはずだった。だからパンの味のせいじゃないだろう。

　つまり心の問題だ。たぶん私は今まで、食事の味を感じているだけの心の余よ裕ゆうが無かったんだろう。

　レディローズと出会ってから、私はそうなった。

　そして今、レディローズのお陰かげで私はこうなれた。

　久しぶりに味を感じた私はこれを作った人の事を何も知らないけど、きっと優やさしい人が作ったんだろうなと思った。そんな味がした。幸せになれそうだと、錯さつ覚かくした。

　私はその魔法の強さに耐たえ切れず、レディローズに行ぎよう儀ぎ悪わるくもパンを返した。

「魔法は私には強過ぎて、一口で充じゆう分ぶんみたいですので。…それは貴女あなたが持っていてこそ運命を変えられるのだと思います」

　だって、私に魔法を掛けたのはパンじゃなくてレディローズ自身だ。レディローズが持っていてこそ、パンも魔法のパンに変わる。

　私は一呼吸置いて、レディローズを見る。いや、もうレディローズとは呼ぶべきではないか。

「少し話しましょうか。さっきまで私いっぱいいっぱいで、ちっとも貴女からの質問に答えられていませんでしたし、それに……私、フェリシアさんの事、本当は全然嫌きらいじゃありませんから」

　私達はその時、初めてお互たがい笑い合った。

　それから私はフェリシアさんに、自分の今までの人生を話した。少しだけ優しい話に変えて。

　転生して嬉うれしいと思い、前世からの願いを叶かなえようとずっと努力して来た事。フェリシアさんを見て打ちのめされた事。シナリオを壊こわそうとそれでも何度も何度も何度も挑いどみ続け、挫ざ折せつした事。シナリオに従い皆みんなを幸せにしようと決めてティーア学園に入学した事。シナリオ通りの未来を辿たどろうとした自分には罪を背負ったまま生きて行く覚かく悟ごがなかった事。それでも自分の願いを叶える為に足搔く事に決め、だけど先に私の心が折れた事。

　そして、私が自殺という形で死ねたなら残して来た遺書から私の罪を全すべて世間に公表し、フェリシアさんに公こう爵しやく令れい嬢じようの地位に戻もどってもらいセス様とも婚こん約やくし直してもらおうと思っていた、今の気持ち。

「けど…平民になりたかったのなら、貴女はそれでは幸せになれませんね」

「うん。貴族とか王おう妃ひとか本当無理」

「あはは」

　ばっさりと切るような返答に、乾かわいた笑いが漏もれた。

　この人は、誰よりそれが似合うのに、こんなに簡単に捨てちゃえるんだもんな。

「困った、なぁ…」

　皆を、セス様を幸せにしたいのに。もし私がフェリシアさんの意思を無視して無理やりそうしたとして、セス様が幸せになれるのかももうわからない。

　だって結局、セス様の片かた想おもいだ。フェリシアさんはセス様より平民になる事の方が大切だったんだ。それが事実。

「私に罪悪感を覚える必要が一ミリも無いってわかったんだから、もうそのまま王妃になっちゃえば？」

　フェリシアさんは、簡単にそう言う。

　それではセス様を幸せに出来ない。私も恋れん愛あい感情の無い形だけの結けつ婚こんをしたい訳じゃない。

「…ですけど、それでも私の望みは叶わないので。それじゃあ、意味無いから」

　セス様への私の気持ちは、フェリシアさんには話していない。だってさすがに、好きな人の好きな人には言えない。

「大だい丈じよう夫ぶ。叶うよ」

　フェリシアさんはそんな私に、軽く言う。ひどい言葉だと思った。それを貴女が言うの？　って感じ。

「無責任ですよ」

　だけど、私はそう困って笑いながらも、自分でも驚おどろく程ほどにあっさりと、その瞬間自分の終わりを諦あきらめた。

　私がセス様の為に今するべきことは、そうじゃないと思ったから。

　私とセス様は、たぶん……足りなかった。

　私が諦めた事はたぶん、フェリシアさんにも伝わっているだろう。何となくそんな気がした。変な関係だなと思う。

　お互いに今までの事を軽く謝り合って、空気が和なごむ。

　さてそれはそうと、フェリシアさんが転生者なら、私はフェリシアさんの前世について一つ思うところがあった。

　私が死んだ時、一いつ緒しよに居たナナちゃんもこの世界に転生していた。だとしたら、フェリシアさんももしかしてあの時あの場で死んだ誰かなのではないか。

「ところで、何でリリちゃん私にずっと敬語なの？」

　フェリシアさんに聞かれた私は、貴女みたいなオーラの人にタメ口で話すのには普ふ通つう相当な勇気が要いりますよという言葉を吞のみ込む。

　それに、レディローズだという事とは別に、その前世での事も少し引っかかっているし。

「あの、フェリシアさんは前世で自分がお亡なくなりになった時の事を覚えていらっしゃいますか？」

「ん？　うん。錯さく乱らんしながら走っていたら前方不注意で車に轢ひかれた。我ながら迷惑な奴やつだったと思う」

　覚えがあり過ぎる状じよう況きように、苦笑いする。

「ああ…やっぱり」

　あの事故を引き起こした原因である、焦しよう燥そうしながら走っていた美女だ。

　人目を集めることにフェリシアさんが全く抵てい抗こうも頓とん着ちやくもなさそうな事、自分の才能に気付いていなさそうな事。おかしいと思った。

　この人は前世から凄すごい人だったんだろう。フェリシアさんよりいっそ綺き麗れいだったあの女子大生だろう女の人が前世のこの人だというなら、納なつ得とくが行く。

「…やっぱり？」

　言葉をおうむ返しされてハッとなる。やっちゃった！

　私は死にたくはなかったけど、前世で事故を起こした彼女を恨うらんでいるわけではない。あれは絶対、彼女だっていっぱいいっぱいでどうしようもなかった事だ。

　だから前世のせいで、前世の私やナナちゃんが死んだと知ればフェリシアさんは悲しむだろう。…隠かくさなきゃ！

「い、いえ！　何でも！　フェリシアさん、たぶん私より前世の時年上だったと思うんですよね！　だから敬語で！」

「…何で年上って思ったの？」

「えーっと…勘かんです！　人生経験を感じました」

　我ながら辛つら過ぎる言い訳だった。たぶん今の私の目はバッシャバシャ泳いでいる。

　気の抜ぬけた今の私では上手に噓うそを吐つく事さえままならないらしい。この下へ手たさは前世の時級だ。ひどい。

「そんな事より、フェリシアさんは転生者だから隣りん国ごくの問題も解決済みだったんですね！」

　話を誤ご魔ま化かすついでに別の話題を切り出した。

　そうそう、フェリシアさんが転生者なら予言とか何とか言って王様に頼たのんで隣国の問題を解決するのもそう難しい話ではないだろう。

　裏で動いていたのがフェリシアさんなら、私の心配事も一つ消えた。

「お互いに先に事情を話し合えていれば要らない勘かん違ちがいし合わなくて良かったのにね」

「本当ですね。無む駄だに遠回りしていた気がします」

　二人で笑って、また少し話して、そうしていると今度はフェリシアさんが不思議そうな顔をして聞いて来た。

「…あのさ、何でリリちゃんはセス様だったの？」

　私はきょとんとした。全然意味がわからなかった。何でそれを聞かなければわからないのかがわからない。だってセス様だよ？　それだけで理由完結してない？　あ、きっかけの話か？

「一ひと目め惚ぼれです」

　私は胸を張り最高の笑え顔がおで答えた。

「あ、ふーん。へー…そうだね。セス様って顔は思いっきり理想の王子様だもんね」

　顔〝は〟？　はぁ？

　私は喧けん嘩かを売る時の目でフェリシアさんを見た。いや、顔だけじゃなく全部が理想ですけど。何ですかそのセス様に不満があるみたいな。え？　は？　あ？

「不思議だったんですけど、もしかしてフェリシアさんはセス様の事そんなに好きじゃないんですか？　え？　ゲームプレイしたんですよね？　セス様ルートやらなかったんですか？」

　というか現実で最後の最後を除いてセス様ルート完かん璧ぺきに堪たん能のうしたはずだよね？　だったら、素す直なおになれないけどわかりやすくて可愛かわいくて格好良くて最高なセス様を存分に見て味わいつくしたはずだよね？　今までの生活中、五感機能してなかったの？

「いややったけどさ…俺様キャラはちょっとなぁ、なんて」

　私はその言葉に、やっぱり人間じゃないのではと疑う目でフェリシアさんを見た。

　俺様キャラが好きじゃない。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって受け入れよう。でもそんなのセス様の魅み力りよくの極一部に過ぎないし、そもそもリードしてくれるだけで、俺様という程俺様でもないし、……あーやっぱりわからない！

　これは以前メルヴィン君に話した時のようにセス様の魅力を語ご彙いを尽つくして説明するべき？

　と思ったけど、私はすんでのところで考え直した。

「…セス様の良いところなんて私はいくらでも言えますけど、あまりわかられてもそれはそれで複雑なので言わないでおきます」

「そ、そうだね！」

　真顔で言えば、安心したように勢いよく頷うなずかれた。それはそれで癪しやくなんだけど、まあいい。

　今いま更さらフェリシアさんにセス様を好きになられても私の気持ちの整理が追いつかないし、お義兄にい様さまの恋こい路じの邪じや魔まをしたい訳ではないし、余計な事は言わぬが花だ。

　何だか怯おびえるように私をちらちら窺うかがって来るフェリシアさんに、どうしたんだろうと一つ首を傾かしげつつ口を開く。

「…では、そろそろ戻りましょうか。あまり遅おそいと心配されそうですし、ナナちゃんの事も気になりますし」

　行こうとした私を、フェリシアさんが焦あせったように私のドレスの裾すそを摑つかんで止めた。あまりにも切せつ羽ぱ詰つまった止め方に、私は何事かと振ふり返る。

「待って。最後に一つだけ聞かせて。さっきニカ様と話していたあの会話…あれってどういう意味？」

「お義兄様との…？」

　何の話だと考えてから、いや今日お義兄様と会話したのなんて一回しか無かったと思い直す。

「ああ、私が上う手まくやると答えたあれですか？　あれはそりゃ、……」

　普通に答えようとして、これ普通に答えたらダメな内容だなと思い直す。

　素直に、お義兄様に消える前にフェリシアさんを納得させろと命令されたような感じですねとでも言ってみろ。フェリシアさんの中のお義兄様の株が急降下だ。これは答え方を工く夫ふうしなければいけない。

　私は少し考えてから、笑顔で答えた。

「物もの凄すごく要約してしまいますと、お義兄様はフェリシアさんの事が大好きだという話ですね」

「いや誤魔化されないよ？　完全にそういう雰ふん囲い気きの話じゃなかったよね？」

「オブラートには包みましたが、誤魔化してなんていませんよ？　今更フェリシアさん相手にそんな事しません」

　そう、私はただ余計な事まで言わずに優やさしい表面だけを伝えただけだ。

　いやさっき前世の事については全力で誤魔化したけど。それとこれとは話が別って事で。

　フェリシアさんはしかし、一いつ切さい私の話を信じていないとでも言いたげな真しん剣けんな顔で私を見て来た。私は焦って言葉を付け足す。

「本当に噓じゃありません。あの時の話において、お義兄様がフェリシアさんの事が大好きで私の事は嫌きらいという以外の意味なんて至し極ごくどうでもいいものです」

　私としても、お義兄様からの命令は納得するものがあったし、深く探さぐってこないで欲しい。

　探るように見て来るフェリシアさんに、噓は言っていませんから！　と挑いどむように睨にらみ返す。フェリシアさんはやっぱり納得が行っていないような顔をした。

「ニカ様はリリちゃんを好きなんじゃ…」

「……はい？」

　はい？　はいぃいい？

　私はあまりにも信じられない、どう考えたらそんな結論を導き出せるのか皆かい目もく見当付かない言葉に、半笑いでフェリシアさんの両りよう肩かたを摑んだ。

「すみません、どんな思考回路をしていたらそんなとんでもない勘違いを出来たんですか？　逆に気になります」

　そうしてフェリシアさんがぽつぽつ話した内容は、此方こちらの頭が痛くなるようなものだった。

　曰いわく、フェリシアさんとお義兄様の会話が私の話ばかりだとか。さっきフェリシアさんの方を見ず私の方ばかりを見ていただとか。

　なんだ？　私は何に付き合わされているんだ？

「私がお義兄様に好かれているなんて有り得ない話過ぎます！　普ふ段だん私がどれだけあの人から嫌われる胃の痛い日々を過ごして来たのか見せてあげたいですよ！」

　私は心から断言した。お義兄様がどれだけフェリシアさんの前で優しいかは知らないけど、嫌いな私の前では常にゴミを見るような目だったからねあの人。いや私が悪いんだけど。

　……ん？　本当に私が悪かったのか？　フェリシアさんがわざと望んで平民になったなら、私がフェリシアさんを貶おとしめたとしてお義兄様にあれだけ嫌われる必要は無かったような？　誰だれもが勘違いする状況だったから仕方ないとしても、私は怒おこる権利があるのでは？

　よし、今度抗こう議ぎしよう。

「確かにニカ様、私の事を妹のように思ってくれているからね。今では友達でもあるし。私への多少の贔ひい屓きはあったのかも」

　またフェリシアさんが初恋も知らない鈍どん感かん少女のような事を言い出した。

　初恋の為ために命いのち懸がけの私の前で、見るからに両りよう想おもいのくせにこの人は何なんだ。ふざけるなよ。

「……それ、本気で言っていらっしゃいます？」

　私の気き迫はくにかびくりと身を引こうとしたフェリシアさんだけど、私の手はフェリシアさんの肩を摑んで放さない。

　何だろう。何だろうなぁ。フェリシアさん、悪い人ではないのはわかるんだけど、むしろすっごくいい人なんだろうけど、いい意味でも悪い意味でも人の感情の琴きん線せんにことごとく触さわって来るんだよな。たぶん無意識に。

　だからこそ色んな人に好かれるんだろうけど、トラブルも相当起こしそうだ。

　私の人生はほぼ人に振ふり回された結果の波は乱らん万ばん丈じようだけど、この人の人生は無意識に自分が振り回して来た人の行動によって波乱万丈になっているに違いない。対極的似た者同士か。

　まあそれは今はいい。それよりフェリシアさんが自分の恋心を一切認めない件についてだ。お義兄様についてあれだけ小さい事を気にしてリリちゃんの事が好きなのかもとか悩なやんで必死に止めて来たくせに、好きじゃないとか有り得ないだろう。

　しかもさらに気に食わないのが、前世でとんでもない美女で今世でもとんでもない美女な、人に好かれまくって来ただろうフェリシアさんが、本当にお義兄様からの好意に気付いていないとは思えない事だ。どう考えても好かれ慣れているだろうがよ。

　それに私がフェリシアさんとお義兄様が一いつ緒しよに居て話しているのを見た経験は多くないけど、見た時はいつもお義兄様、普ふ通つうに甘く優しくばっしばしに好きオーラ出していたし、側から見てもお義兄様はフェリシアさんを好きなんだろうなとすぐにわかった。

「そんな訳ありませんよね？　だってフェリシアさん、自分の事をどうやら過小評価していたみたいですが、別に鈍感という訳ではないでしょう？　気付いていますよね？　そもそもお義兄様のフェリシアさんへの態度、完全にレディロのニコラス好感度マックスの時と同じですし、ゲームプレイしていたのに気付かないはずがありませんよね？　言っておきますけど私、お義兄様の笑っていらっしゃるところフェリシアさんの話をしている時以外見た事ありませんよ？」

　早口に絶対に認めるまで逃にがさないと話す私に、フェリシアさんは一いつ瞬しゆん認めるように小さく頷いた気がした。

　けど、次の瞬間にはフェリシアさんの視線が虚うつろにさ迷い、それから落ち着くようにゆっくりと深い呼吸をし始めた。

　私は今までの対人経験から、彼女が何をしているのかなんとなく察した。

「…あの、もしかして今の話聞かなかった事にしています？」

　フェリシアさんは無言で、弱ったように微笑ほほえんだ。それは途と方ほうに暮れているように見えた。

　私は思わず、フェリシアさんの肩から自分の手を離はなす。

　……何か、フェリシアさんがお義兄様を好きでもお義兄様がフェリシアさんを好きでもいけない、それを認められない理由があるんだろうか。

　好きとさえ認められない？　両想いなのに？　そりゃ平民と王族の交際は大変だろうけど、それって認めてからお互たがいの気持ちを擦すり合わせて考えるべき問題だよね？

「フェリシアさんはお義兄様の事が好きなのではないのですか？」

「私、は、」

　正直、両想いなのに何でという苛いら立だちは多少あったかもしれない。

　だけど、その時フェリシアさんの目がどんどん光を失って行くのを見て、やり過ぎたと思った。踏ふみ込み過ぎた。

　そう、だって、いきなり全く別の世界で生まれ直した人間が、今のその自分の環かん境きようも交友関係もまた全すべて捨ててまで平民になって生きたいと……普通は、やっぱり思わないだろう。知識があるって事はフェリシアさんにとっても好きなゲームの世界だったはずだし、望めば好きなキャラクターと恋れん愛あい出来る環境だったはずで。

　やっぱり前世の訳有りだろうか。あんな美女が、前すら見えなくなる程必死に何かを怖こわがるように走っていた訳。

　記き憶おくがあるからこそ縛しばられるのは私もよくわかるし、ナナちゃんもそうだし、フェリシアさんもそうでもおかしくない。

　私はフェリシアさんを正気に戻もどそうと、何度も謝りながら必死に肩を揺ゆさぶった。そのかいあってか、フェリシアさんは徐じよ々じよに目に光を取り戻した。

　そして数秒後、フェリシアさんは神しん妙みような面おも持もちで口を開く。

「リリちゃんが私の事、フェリシアさんとかいう堅かたい呼び名じゃなくしたら許す…」

「え!?　え、えぇと…じゃあ、フィーちゃん!?」

「許した！」

「ええー!?」

「よし、心残りも無くなったし皆みんなの所に戻ろうか！」

「えええー!?」

　散々振り回されて戸と惑まどう私をよそに、フェリシアさん、いやフィーちゃんは当たり前のように私の手の前に自分の手を差し出して来た。

　私は一瞬戸惑って、だけどその手を強く握にぎり返した。

　この人と居ると、私は感情をすぐ波立たせてしまって疲つかれるし頭も痛い。だけどいつの間にか、生まれ変わった直後、幼少期の頃ころの希望を抱いだいていた私に戻れているような気がした。
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　二人手を繫つないで部屋に戻ると、ナナちゃんが修道服を脱ぬいで下着になっていた。

　確実に大変な何かがフィーちゃんと私が長話している間に起こったんだろうけど、私はナナちゃんが幸せそうに笑っているので理由はどうでもいい気がした。

　一ひと先まず当面の問題として、自ら修道服を脱いだナナちゃんに同じ服を着せ直すのは気が進まず四苦八苦していたら、ノランが自分の上着を着せて応急処置に近いけど事態は収拾した。

　ノランとナナちゃんは、まるでお互い昔からの知り合いみたいにお互いタメ口で親し気に話している。転生者のナナちゃんがノランと知り合いなら、前にノランとゼロがゲームと違う所がある気がするって感じたのはナナちゃんのせいということも考えられ……いやでもまあ、隣りん国ごくの王子と平民の修道女が知り合う機会なんてないか。

　それに私も心に余よ裕ゆうが出来たとはいえ、まだ人の事を気にしている場合じゃない。ナナちゃん達の事は今は流しておこう。

　そう思ったところで、お義兄にい様さまが私を真っ直すぐに見ながら近づいて来た。フィーちゃんと繫いでいた手はナナちゃんの騒さわぎでもう離れていたけど、お義兄様にも見られてはいただろう。

　私はお義兄様が何か言う前に、自分から口を開いた。

「……使命は果たせず、さらには天上する事さえ今の私には難しいようですわ。申し訳、ありません」

　腰こしから九十度上半身を曲げて謝罪する。

　お義兄様相手に、ここまでする必要はないかもしれない。だけど、口約束ですら無かった暗に命令された事とはいえ、快かい諾だくしたのは私。それを破ったんだから謝るべきだと思った。

「お前もお前で、フィーとは違う意味で思い込みが激しいな。私との会話でお前がするべき事を勘かん違ちがいしたのもわからないでもない。私が同じ立場でもそう考えただろう」

　…？　お義兄様は何を言っていらっしゃるんだろう。思い込み？　勘違い？

　頭を下げたまま困こん惑わくする私をよそに、お義兄様は話を進める。

「だが、リリアナ、確かに私はお前の事があまり好きではなかったが……義妹いもうととして、多少は情も移っている」

「お義兄様…」

　私は思わず顔を上げた。涙なみだぐむ。さっき泣いたから涙るい腺せんが緩ゆるんでいるせいだろう。

　お義兄様の大きい手が、宥なだめるように私の頭を優やさしく叩たたいた。

　もしかしてお義兄様は命令なんて最初からしていなくて、素す直なおに私の事を心配してくれていただけだったのかな？

　お義兄様が私に情を移してくれたのは、私の話をよくしていたと言っていたからフィーちゃんのお陰かげかもしれない。でも少し、ほんの少しだけは、私も頑がん張ばったからだと思ってもいいのかな。努力は必ずしも無む駄だになる訳じゃなくて、幸せに繫がっているって思っていいかな……？

「少しセスと二人で話して来なさい。お前達は互いに言葉が足りな過ぎる」

　そうお義兄様は言って、自分は脇わきに避よけセス様の方に向けて私の背中を押した。

　突とつ然ぜんの行動に私は驚おどろいて少しだけよろけ、私じゃなかったら転んでいてもおかしくなかったぞと抗こう議ぎしたくなる。…いやまあ、多少情が出来たとはいえ私達はこれぐらいが丁度いいか。

　背中を押された先、セス様を見るとセス様も私を見ていた。心配そうな顔に胸が痛くなる。すぐにでも駆かけ寄って話したい気持ちはあったけど、でも、私は一度お義兄様を振り返った。

　だって背中を押してくれたから。だったら私もって、思うじゃない。

「お義兄様！　運命って、変わると思います！」

　フィーちゃんと話して持った、あまりにも小さいけど確かに胸に輝かがやいた希望を、お義兄様にも伝えたかった。

　運命は変えられると思うかと聞いた私に答えられなかったお義兄様なら、諦あきらめていないお義兄様なら、きっと運命を変えられる。

「私の人生、挫ざ折せつの数なんて数え切れないけど！　運命を変える事とっくに諦めてしまっていたけど！　それでも、私はフィーちゃんのお陰でもう一度って思えたから…！　たとえこの先やっぱり何も変わらなかったとしても…信じる事は、希望を持つ事は自由だから！」

　一度言葉を切り、大きく息を吸い込む。

　何度も挫折し運命は変えられないと確信して絶望して諦めた私だからこそ、これは言える言葉だと思うんです。今も明るい未来が約束されているなんて冗じよう談だんにも程ほどがあるような、ただ前を向いただけの私が言うからこそ、響ひびく事ってあるはずだから。

「だから、お義兄様もきっと…っ!!」

　お義兄様がどんな運命を変えたいかなんて知らない。でもやっぱり私が思う事はあの時と変わらずに、私がもしダメでもお義兄様は変えてくれたらいいって思う。

「……やはり、お前は私に似ているよ」

　返って来たお義兄様の言葉に驚いた。だってお義兄様も私にそう思っているとは想像していなかったから。

　それだけ言うと苦笑いして、お義兄様は一人で部屋を出て行ってしまった。

　肯こう定ていされた訳でもなく否定された訳でもなく、ぶつけた感情に大きな反応は無かった。でも、それでいいと思う。伝えることが大事だったと思うから。

　私は今まで、お義兄様が言った通り言葉が足りな過ぎた。それはセス様にもだけど、お義兄様にも、いや今まで今世で出会った全ての人にだ。

　だから、私の言葉を受けてどうするのかはお義兄様自身が考えればいい。

　お義兄様が作ったセス様と私が二人で話し合う空気により、私達二人以外の人達皆がお義兄様を追うように部屋を出て行く。

　そんな中、エヴァンの腕うでを軽く拘こう束そくの意味で摑つかみながらメルヴィン君が私に近づいて来た。

　勝手に消えようとした事を怒おこられるのか、それとももう愛あい想そを尽つかしたと告げに来たのか、そんなネガティブな感情でまた頭が埋うめ尽くされていく。私はとにかく先に謝ろうと口を開く。

　それより早く、メルヴィン君は早足で私とすれ違った。

「がんばれ」

　私の耳元にそんな言葉だけ、勇気だけ残して、メルヴィン君は出て行った。

　……全部終わったら、どんな結果になったとしても一番に私はメルヴィン君に会いに行こう。

　そしてメルヴィン君には全てを話して、それから伝えたいことがある。

　私が全員出て行ったかとセス様の方を見ると、セス様はセス様で何な故ぜかノランと話していた。

「王子ってのは無駄に期待掛かけられて、そのくせ貧びん乏ぼうくじばっか引かされて嫌いやなもんだよなぁ」

　軽口を叩いて絡からむノランに、セス様は何も答えない。ノランは気にしていないように続けた。

「まあでも、そう悪い事ばっかでもねぇぜ？　前向いて格好よぉく歩いてりゃ、幸せなんて勝手に転がり込んでくるもんだ。俺みたいに」

　口の片かた端はしを上げてにぃっと自信満々に笑ったノランは、最後に私にも聞こえない声で小さくセス様だけに何かを言った。

「ノラ、何やってんの！」

　そんな時、隣国王子をあだ名で呼び捨てにするさすがのフィーちゃんの鶴つるの一声によって、ノランは開けっ放しのドアへと走って行き部屋を出て行った。

　ドアがゆっくりと閉まる。私とセス様二人きり。

　婚こん約やく者しやなのにこうまでしないと何も話せなかった私達の、本音の話を始めよう。




　少し気になった事を気になったからというだけの軽い気持ちで聞く。それさえ私はずっと出来ていなかった。だから意識して話して行こうと思う。

　鋭するどい所のあるノランがセス様に向けて言っていた言葉。あれに私は違い和わ感かんを覚えていた。

「もしかして、王になるのが嫌になりましたか？」

　聞けば、セス様は少し考えるように黙だまってから苦笑いした。

「物心ついてからずっとそれを目標に生きて来たのに即そく答とう出来ない時点で、そうなのかもな」

　それは、セス様という人間の根本が揺ゆらいでいるという事じゃないのか。私は不安になる。

　セス様の青空みたいな澄すんだ水色の目が、少し陰っている気がした。

「俺は兄さんと違って、誰だれか一人の為ために人生をかけられないんだ。王になるから」

　それはつまり、本当は、誰か一人の為に人生をかけたかったって事だ。王になるという枷かせさえ無ければと思ったって、事だ。

　お義兄様は、確かにフィーちゃんの為に人生をかけられるだろう。王族と王じゃ全然違う。それがきっとセス様は、羨うらやましいんだろう。

「だからノランの言葉は正しい。俺は前だけ向くべきだ」

　セス様の言葉は、強い人の言葉だ。それでも前を向ける格好良い言葉。

　でも、私は首を横に振ふった。

「私は後ろを向いてもいいと思います。むしろ前を向く為、セス様には必要な事だと思います」

　何を言いたいか、セス様になら伝わるだろう。

　あの日──私が間違えて、フィーちゃんが切り捨てて、セス様が傷だらけで私を守った、婚約破は棄きの日。

　セス様が本当にしたかった事は何だったのか、言っていいと私は思う。王族として自分の言葉を曲げる事が本来許されなくても、格好悪くて惨みじめでも、それでフィーちゃんが振ふり向いてくれる訳じゃなくても、セス様の為にそれは必要な事だと思う。

　強くて格好良くて素す敵てきな王様になるより、ずっと。

「お前が俺の言葉に異を唱えるのは初めてだな」

　セス様が少し口元をほころばせながら言う。

　言われてみればそうだ。セス様はいつも正しくて、間ま違ちがった選せん択たくすらも人の為で、だからそもそも私が否定する必要なんて今まで無かったから。

「私は、セス様の事が好きです。気付いていたとは思いますが、言葉にするのは初めてですね」

　セス様は、ちょっとだけ驚いたような顔をする。だけど、小さく頷うなずいた。そりゃ、私を婚約者にした経けい緯いで気付いていないはずがない。驚いたのは今私がそれを言った事にだろう。

　それに、我ながら勝算があるまで言う気の無かった人間が言ったとは思えない程に、あっさりとした告白だった。

　だってこれは確かに愛の言葉だけど、目的は恋れん愛あいとは違ったところにあるから。

「私は特別な才能なんてなくて、努力したってフィーちゃんに敵かなわなくて、だけどあなたの事が誰よりも好きな事だけ自信があります」

　セス様は黙って私の言葉を聞いている。別に無口な訳でもないセス様は、きっと今色々な事を考えているんだろう。

「私、きっとこれからもっともっといい女になってみせます。真っ向から貴方あなたに好きになってもらえるよう努力して、叶かなえます」

　それは終わりのわからない努力のループにまた戻もどるという宣言。無む茶ちやだと思いますか？　馬ば鹿かだと思いますか？

　私は深く息を吸い込んだ。言いたくない気持ちと、言いたい気持ちがせめぎ合う。

　私は聖女じゃない。やっぱり、聖女にはなれない。でもだからこそ言おう。

　──これは解放の言葉だ。

「だから、もういいよ」

　セス様は瞬まばたきさえ忘れたように、じっと私を見ていた。私は続けた。

「セス様は好きな人に好きだって言って。認めてください」

　他人はきっと私のこの行動を愚おろかだと言うだろう。好きな人の背中を押して、別の人とくっつけようとするみたいな。だけど、私はそんなの気にしない。笑って言ってやる。

「セス様の幸せを世界で一番願っている、幼おさな馴な染じみの親友としてのお願いです」

　私のこの言葉で私がセス様に婚約を解消されたとしても、また一からのスタートだとしても、それでいいと思える程には私は満足していた。

　好きな人の幸せを願うのって、別に聖女である必要なんてない。恋こい人びとである必要もない。

　私は私で諦あきらめずに頑がん張ばるから、セス様も、胸を張ってお互たがい片かた想おもいすればいいと思った。

　セス様は一度瞬きし、それからまた私を真っ直すぐに見つめた。その空色にもう陰かげりが見えなかったから、私は嬉うれしかった。これからどうなってもいいと思った。

「俺は、お前と会った時からずっと、お前に救われていた」

　だけどいきなり思ってもみなかった事を言われて、私はただただ困こん惑わくした。セス様を、救っていた？　私が？

　何かの冗談としか思えない言葉だ。私はいつもセス様に迷めい惑わくを掛かけて来たように思うのに。

　私のそんな顔を見てセス様は悪戯いたずらっぽく笑う。

「だよな、お前は気付いていなかっただろうな」

　というかむしろ、未いまだに信じられていません。

　私に慈いつくしむように微笑ほほえんだセス様は、それからすっと真ま面じ目めな顔をした。

「フェリシアは俺よりいつだって大人で、俺が何をしても優やさしく穏おだやかに笑いかけてくれて、…それだけだった」

　寂さびしそうに言うセス様に、私はただ頷き黙って視線で続きを促うながした。

「俺はフェリシアと婚約していた間、一度だってあいつと対等な立場になれたと思えた事はない。虚きよ勢せいを張って偉えらそうにして格好つけて振ふり回そうとして、だけどあいつは手が届かない女だった。最後まで俺に隙すきの一つも見せてはくれなかった」

　そう、だろう。きっとその通りだ。

　フィーちゃんと本音で話して、私は貴族時代のレディローズとしてのフィーちゃんが、ほとんど全すべて偽いつわりだったとわかった。

　フィーちゃんにとって、元々平民になる為に捨てると決めていたものだったんだろう。十五年間の人生をあっさりと捨てるその決断力と意志はいっそ恐おそろしい。

　しかしフィーちゃんの話と私に何の関係があるんだろう？

　そんな私の疑問に答えるように、セス様の顔から寂しさが消えた。代わりにまた温かく微笑みながら言葉を続けた。

「お前はいつも真っ直ぐで、そのままの俺を肯こう定ていして笑って隣となりに居てくれた。それにどれだけ救われたか……お前にはわからないだろう。そういう格好悪い所を俺は意地でも隠かくして来たし」

　その言葉に、私は天地を揺るがされたような気分になった。

　私、今までずっとセス様を幸せにしようと思って生きて来た。どうやったら出来るだろうって四苦八苦して、空回り続けて来た。

　もう、救っているなんて。少しでも幸せに出来ていたなんて。夢にも見た事は無かった。

「そうだな、確かに俺はフェリシアが好きだった。一ひと目め惚ぼれで初恋で、ずっと振り向かせようとしたのにうまく行かなくて、最後には愛あい想そを尽つかされた」

　私が言ったからって、こんなにもあっさり認めてくださるとは思っていなかった。

　幼い頃ころに恋愛相談に乗っていたのとは訳が違う。もう終わった話だから。

　そもそも我ながら酷こくな願いだった。好きと言っていいなんて、頑張れと言うようなそれは、茨いばらの道だ。

　セス様はだけど、あまり気にしていないように普ふ通つうに話されていた。私はそれが、隠すのがうまいだけで無理していないかと心配だった。

　セス様は呆あきれるように、だけど明るい顔で溜ため息を吐ついた。

「今のあいつを見たら、俺はあいつの事を何一つわかっていなかったんだとわかった。俺以外と話している時の今のあいつは、清すが々すがしい程ほど楽しそうだ。…本当は、わかっていた。認めたくなかっただけで。兄さんがフェリシアを見ていた事も、その逆も」

　そこまで話されても、セス様のお顔に大きな憂うれいは感じなかった。

　フィーちゃんとお義兄にい様さまって、かなり前からそうだったんだ。そっか。セス様ならそりゃ、気付いちゃうだろうな。婚こん約やく者しやはセス様の方なのに、それってどれだけお辛つらかったか。

　私には、そこまでの相談はしなかったな。……当たり前か。セス様だもん。言ったらフィーちゃんとお義兄様が困る。なら言わないよね。全部自分で背負い込んじゃうよね。

「全部知っていた。だが、俺は二人の背中を押す事は出来なかった。今のリリアナみたいには、出来なかった」

「私も、今の今まで出来なかったんですよ。そんなものです」

　そんな簡単に出来るものじゃない。私は、そう、凄すごい事をしたんだから。出来ない事を責めるんじゃなくて、出来る事を褒ほめるでいいじゃないか。

「恋愛は難しいな」

「……私も、最初は一目惚れでした。でもその恋に生きる意味をもらった。いつだって私の事を考えて助けてくれた。恋なんて、理由もやり方もする側もされる側ももっと気楽でいいと思います。私が言うと説得力ないけど」

　恋の為ために死にかけた女の言葉としては、ほんと、説得力皆かい無むだ。

　いや、死にかけた末に辿たどり着いた境地といい風に言い換かえよう。私はへへっと照れ臭くさく笑う。

「人生なんて懸かけなくても出来ますよ」

　いっそ今までの私も未来の私も否定するかもしれない言葉だけど、でも、私はもうこの恋に、全力は懸けても命は懸けないから。

　笑って恋をするの。これから先ずっと。だってほら、セス様も私がそうした方がきっと嬉しいでしょう？

　私にどれだけの力があるのかはわからない。だけど、ありのままの私にセス様が救われたと言ってくださったから。

　私は笑った。そしてフィーちゃんみたいに、魔ま法ほうを掛ける。心の中で願う。

　ねぇセス様、幸せに恋をして。たとえ相手が私じゃ──




「なら、相手はお前がいい」

　気付くと抱だき締しめられていた。

　私は、何も考えられなくなった。完全に脳が機能していない固まっている私に、セス様が私の耳元で囁ささやく。

「リリアナ？」

「え、はい。リリアナです」

「いまの『はい』は、返事か？」

「え!?　いや、いや今のいやは嫌いやではなくて、はいは、ぅあ!?」

　知能も低下し、「いや」がゲシュタルト崩ほう壊かいして訳がわからなくなっていると、セス様が私を抱き締めたままおかしそうに笑う。

「とっくにリリアナの事を好きだったのに、お前本当に全く気付いていなかったんだな」

　え、っと、あの、フィーちゃんの事を話す時、過去形だなぁとかその程度はぼんやりと思っていましたよ？

　でもそこまでわかるはずないですよね？　私、私のせいじゃない！

　そもそもこれは本当か？　たちの悪い冗じよう談だんなのでは!?

　だって、セス様が私の事好きなんて言った事今まで一度もないし……。……？　いやそれは私も言ったのさっきが初めてだった。

　だいたいセス様はそんなたちの悪い冗談言うような方じゃない。

　だとしたら、信じていいの？　私の、生まれ変わってからたった一つの悲願が叶かなったって、喜んでいいの？

　いいよね？

　私はゆっくりと、確かめるようにセス様を抱き締め返した。それから震ふるえる声で、いつもの言葉を言う。

「神様、ありがとうございます。本当に、幸せで、幸せ過ぎて、もう死んでもいいです」

　自然といつもの言葉じゃなくなっていた。今までのどれより心から言ったそれに、セス様が呆れたように言った。

「いや死ぬなよ」

　確かに。私は泣きながら笑った。
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　誘ゆう拐かい事件に私の自殺未み遂すい、ナナちゃんとフィーちゃんが私と同じ転生者だと知って、フィーちゃんと和解し、極きわめ付けにセス様と私がまさかの両りよう想おもいになる。

　そんな怒ど濤とうの一日を越こえた次の日。夢じゃなかったのかと狼狽うろたえながらも、私は朝からクラビット家に居た。要するにメルヴィン君の家だ。

　メルヴィン君との友人関係をひたすら否定して来た私は、実は私の方から家に来たのは初めてだったりする。

　我ながらそわそわと落ち着きなく、応接室のソファーに座ってどう切り出したものかと悩なやんでいる私に反し、正面のソファーに座るメルヴィン君はまったくもっていつもの調子だ。

　何も言わない私に痺しびれを切らしたのか、メルヴィン君から口を開いた。

「昨日は、シェドとエヴァンは俺が城に引き渡わたして来て、フィーはニコラス様とあの護衛達と一いつ緒しよに城で王様に減げん刑けいの直じか談だん判ぱん。ノラン様とゼロ様は隣りん国ごくに帰って、ナナは…帰るって言ってたけどあれはノラン様に付いて行ったんだろうな。で、お前は？」

　簡潔にわかりやすく知りたかった全員の報告をしてくれた上に、私が相あい槌づちを打つだけじゃなくさっさと切り出せるように話を振ふってくれたメルヴィン君の優しさに震える。嬉うれしさや感動が大半だけど、居たたまれなさや情けなさででもある。

　私は一度大きく深呼吸してから、意を決して言った。

「りょ、両想い」

　正直実感は薄うすい。なのに言葉にすると照れるものらしく、顔が熱くなって行くのを感じた。

　メルヴィン君はそんな私の醜しゆう態たいを笑うでもなく、ただ成る程と頷うなずく。

「念願達成か。おめでとう」

　淡たん白ぱくに返された祝いの言葉に、私は気付けば号ごう泣きゆうしていた。メルヴィン君が目を剝むく。

「ごめ、ごめん！　昨日から私泣き過ぎて涙るい腺せん緩ゆるいの！　ついでに感情揺ゆさぶられ過ぎて情じよう緒ちよ不安定なの…っ！」

「お、おう」

　ドン引かれている。私もこんな情緒不安定にいきなり泣き出されたらそんな反応をするだろう。申し訳ないとは思う。でも言わせて欲しい。

　私は、ソファー同士の間のテーブルにバンと手をついて行ぎよう儀ぎ悪わるく立ち上がった。

「でもでもでもさぁ!?　何そのどうっでもよさそうな反応!?　メルヴィン君、フィーちゃんとナナちゃんともいつの間にか友達だしそれ私聞いてないし、私が面めん倒どう臭くさ過ぎてもうどうでもよくなったんだぁああ！　メルヴィン君と最初に友達になったの私なのに！　契けい約やくのだけど！」

　私は小さな子どもみたいに我が儘ままで友情の独どく占せん欲よく丸出しな駄だ々だをこねた。

「お前、昔から本当に面倒臭ぇな」

　メルヴィン君の呆あきれ返った声に私ははっとして、本格的にまずいと思った。

　慌あわててソファーから下り、誠心誠意の礼を尽つくす為に土下座をした。しながら、これこの世界でも存在する文化だったかと不安になったけど、いや気持ちが伝わればいいかと思い直す。

　靴くつ履はいて歩いている床ゆかにおでこをつけて頭下げるんだから、なんか本気なのは伝わるはず！

「私と、友達になってください！」

　もう本当に、今まであれだけ突つき放して来たくせに何調子いい事言ってるんだこいつとは私も思います。だけど我が慢まんしないで全部言ってから、ダメならダメで足あ搔がこうって決めたんです。

　正直、まだ友達を作るのが怖こわくない訳じゃない。前世で全部失いながら冷たくなって行く自分の身体からだも痛みも忘れられない。

　それでもそれ以上に、私は欲しくなった。

「何度無くしたって、どうしようもなく奪うばわれたって、その瞬しゆん間かんまで一緒に笑っていたい！　私、本当は欲よく張ばりなので、恋も友達も両方欲しいです！」

　絶望よりも希望を愛したい。と言えばなんだか聞こえがいいけど、相当我が儘な言葉だ。

　溜ため息の音が聞こえ、それから私に近づいて来る足音。どう反応されるのかと頭を下げたまま震える私の頭が、犬をめちゃくちゃに撫なでる時のような乱雑さで撫でられた。

「八つ当たりする気も失うせる素す直なおさだな」

　ぐちゃぐちゃになっているだろう髪かみをそのままに顔を上げると、メルヴィン君は笑っていた。

「フィーとはそもそも、苦手なタイプなのにお前の為に会いに行ってお前が出来ない分代わりに優やさしくしてるうちに懐なつかれただけだし、ナナとも先にお前と知り合ってなかったらあの教会に行って知り合ってねぇよ。俺の面倒臭い女の友人関係は全部お前のせいだ」

　メルヴィン君は苦々しそうに吐はき捨てる。まさか二人とも私起因で知り合っていたとは思わず、私はぽかんとした。メルヴィン君、本当に私の為ために色々動いてくれ過ぎじゃないか？

「メルヴィン君、私のせいで大変だね。恋こい人びと作ってる暇ひまないね」

　率そつ直ちよくに思った事を言えば、メルヴィン君に頭をばしりと叩たたかれた。痛い。

「てか、お前が欲しいもんも、恋人と友人とあと一つ足りねぇだろ」

　私は頭をさすりついでに髪の毛を整えながら考えるけど、皆かい目もく見当がつかずきょとんとした。

　いや、もう無いよ。充じゆう分ぶん過ぎるでしょ。

　そんな私に、メルヴィン君がまたばしばしと私の頭を二度叩く。何で!?

「お前の今のメイド、自分も怪け我がしてんのにお前が攫さらわれるの必死に止めようとしながら『まだリリアナ様に好きって言ってない』って叫さけんでたし、前のメイドはこの前会いに行ったら『リリアナ様をお願いします』って俺に頼たのんできたし、父親のカイン子し爵しやくはお前から一でも歩み寄れば大喜びで十返して来るだろ。母親だって、お前が会いたいって言えば会ってくれるんじゃねぇの？　一回会った事あるけど、お前の友達だって言ったら時間いっぱい話聞きたがったし」

　私は絶句した。

　ティファ。彼女には嫌きらわれていると思っていた。事実、本人も言っていたし最初は間ま違ちがいなく嫌われていただろう。いつの間に、そんなに私の事を想ってくれていたのか。

　シャーリー。いじめを行う私を止めようとした彼女を、私はひどい言葉で突き放した。シャーリーとはむしろ別れ方が最悪だったんだから、恨うらまれていてもいいぐらいなのに。

　カイン子爵の事を私は一度も父親と思おうとした事はなかった。母親も、居ないもののように扱あつかって来た。それなのに今いま更さらいいのかな。

　……でもメルヴィン君が私の為に費ついやした時間を思えば、私が尻しり込ごみしているのは失礼だ。

　まずティファに会いに行こう。怪我の具合によって自宅療りよう養ようか入院かはわからないけど、今日お城には居なかった。他ほかの使用人に居場所を聞いて、会えたらたくさん話をしよう。

　それから久しぶりに家に帰って、カイン子爵に抱だきついてお父様と呼ぶ。心から、お父様と。その後お母様宛あてに、会って話がしたいと手紙を書くの。

　最後に、お父様からシャーリーの居所も聞いてどれだけ遠くてもすぐに行く。謝って、元気だったか聞く。

　そして皆みんなに、私の家族になって欲しいと言おう。

　言われて初めて気付いた。確かに私は、家族も欲しい。

「それで、婚こん約やく関係と誘拐の公表は？」

　私の欲よくを何でもない普ふ通つうの話題の一つに過ぎないみたいに流して話を戻もどしたメルヴィン君に、私は戸と惑まどいつつもあの後セス様とお話しした事を思い出して答えた。

「婚約関係は変わらないし、誘拐も公表する気はないよ。だって今私が幸せなの誘拐のお陰かげだし、両想いなのに婚約解消もおかしな話だし」

　そう、表面上は実はセス様と私の関係、今までと何一つ変わっていない。

　ただ、私もセス様も真っ直すぐにお互たがいの事を見て、言い難にくい事や格好悪い事でも話せるようになっただけ。

　私はもう、下を向かないだろう。下を向くと不幸から目を逸そらせるけど、幸せも見み逃のがしちゃうから。

　私、完かん璧ぺきではないけど、今の私の事は結構好き。

　そう幸せに笑って思ってから、そういえばとはっとする。

「結局、友達にはなってくれるの!?　くれないの!?」

　思い切り逸らされていた話題に、メルヴィン君の足首を縋すがるように摑つかんで叫び聞いた私に、メルヴィン君はおかしそうに笑う。

「元から親友だろ」

「や、やったー……！　ちょっと待っててね！　セス様に報告してくる！　今日もね、尻込みする私に待っててやるって言ってくれてて、今外に居るの！」

　即そく座ざに立ち上がり走り出した我ながら慌ただしい私の背中に、親友の声が掛かかる。

「あんな豪ごう勢せいな馬車来りゃわかるわ。幸せそうで何より」

　それに私は振り返って、満面の笑えみで答えた。

「うん、幸せなの！」

　ありがとうございます、神様。今日も私は幸せです！










　あとがき




　この度たびは『レディローズは平民になりたい　３』をお読み頂き、ありがとうございます。作者のこおりあめと申します。

　フェリシアの話としては二巻までで完結しているのですが、リリアナ主人公編をレディローズ三巻として出させて頂けました。主人公の性格や物語全体の雰ふん囲い気きが前二巻とは異なりますが、お楽しみ頂けていれば幸いです。

　今巻主人公のリリアナは、フェリシアと比べると普ふ通つうの女の子だと思います。というか、フェリシアとさえ比べなければ、それこそ完かん璧ぺき令れい嬢じようとも言えなくない程ほどの努力型秀しゆう才さいで、聖女と呼ばれるぐらいにはカリスマ性もあり、絶対に死にたくなかったのに死の原因となった人間を誰だれ一人恨うらんでいない根っからの善人という中々の子なのですが、フェリシアが良い意味でも悪い意味でも突つき抜ぬけ過ぎていたので、相対的に普通っぽくなりました。自己肯こう定てい感が必要以上に下がり続ける様が可哀かわい想そうですね。

　セスは今回物語の性質上、最後の展開の為ためにも途と中ちゆうに彼の視点は挟はさみませんでしたが、まあ貧びん乏ぼうくじ引かされていますね。貧乏くじカップルです。メルヴィンも含ふくめると貧乏くじトリオです。物語終しゆう了りよう後の世界ではその分幸せになるでしょうから、いいと思います。

　そういえば話は変わりますが、視点の問題で明確には書けなかったのですが、メルヴィンがレディローズ一巻で最後のスワローズ分家屋や敷しきに向かう途中（リリアナが攫さらわれた後）リリアナの事を全然心配していないのは何な故ぜかというと、リリアナ自身も考えていたようにリリアナの方が誘ゆう拐かい犯より強そうだと思っているのと、ここでリリアナを助けるのは自分じゃない方がいいと客観的に割り切って別の事を考えようとしているからです。駆かけ付けたら自殺未み遂すいしていた時は肝きもを冷やしたでしょうが。

　文字数がいい感じになったので真ま面じ目めな話をします。

　レディローズをリリアナ編まで本にして頂けた事、心から感謝致いたします。

　一・二巻同様イラストを担当してくださったひだかなみさん、いつも透とう明めい感かんのある表情や動きの豊かな美び麗れいイラストが届く度に心躍おどります。自分の小説本を好きなイラストレーター様のイラストで彩いろどって頂ける事が幸せです。ありがとうございます。

　本にするにあたっての話の構成や纏まとめ方などの相談に乗ってくださった前担当様と現担当様のお二人、ビーンズ文庫の皆みな様さま、この本に携たずさわってくださった全すべての皆様に感謝致します。

　そして何より、今これをお読み頂いている読者の皆様、ありがとうございます。

　最後に、宣伝になりますが『レディローズは平民になりたい』のコミック版が無料漫まん画がウェブサイト『フロースコミック』さんにて連れん載さい中です。もしご興味ありましたら皆様、『フロースコミック』で検けん索さくを掛かけて読んでみてくださいませ！
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　俺の婚約者は、人の感情のほとんどに敏びん感かんなくせに、他人からの好意にだけはあまりにも鈍どん感かんだ。自己評価だけが、著しく低い。

「倒れていた間に迷惑を掛けた方々への挨拶回り、気が重いです……」

　そう言って俺の部屋のソファーで項うな垂だれるリリアナは、面倒臭がっているのではなく自分がとんでもなく取り返しのつかない失態を演じたとでも思っているのだろう。

　そう思う気持ちがまったくわからない訳ではないが、その程度で地に落ちる程リリアナが今まで積み上げて来た評価は低くない。大半には、むしろもう大丈夫なのかと心配されるだけなのが想像に易やすい。

　そもそもこいつがこうなったのは、フェリシアのような何でも軽く期待以上の結果を出す天才と自分をずっと比べてきたせいだろう。フェリシアと居ると、フェリシアにその気が無くとも自信を無くすのはわかる。

「まだ療りょう養よう中だ。休む時は休め。周囲は案外優しいものだ」

「セス様はポジティブですね」

「必要以上に叱しっ責せきされていたら助けてやる」

「うう、しかも頼りになる……」

　リリアナがキラキラした目で見て来る。その鮮やかな美しい大きな紫の両目を覆おおい隠すように俺の手で覆った。

「え、え、何ですかセス様!?」

　リリアナはピタリと身体の動きを止めながらも、口は慌あわてたように動かし顔を青ざめさせた。

　……おい、両想いの婚約者相手に目を覆われて青ざめるのは、反応としておかしいだろう。

　これだから、俺はお前に手を出しづらいんだよ。ただでさえ一部の貴族やら平民やらがリリアナを聖女として崇あがめているのを知ってから、なんか触りづらいのに。

　フェリシアも未だに一部では崇められているが、リリアナも聖女リリー様と呼ばれ一部で崇められている。信者達がリリアナを不快にさせないようにと表立っては騒がないから、それがいいのか悪いのかリリアナ本人は気付いていなさそうだが。

　それはそうと、今、俺とリリアナは部屋で二人きりだ。

　いくら好意に鈍感だといっても、両想いなのを確認しあった婚約者だろう？　なら、リリアナもなんかもっと、他に思うところは無いのか？　あるだろ？　まさか両想いがゴールだったせいでそれ以上には俺に思うところが無いのか？

「セ、セス様ー？　やっぱり怒っていらっしゃいますか!?　申し訳ありません、うじうじと私がうじ虫していたばっかりに！」

　リリアナの目を覆ったままで考えに耽ふけっていたら、半泣きの声で謝罪を始めた婚約者に顔が引きつる。

　どうしてこういうところでは普段の鋭さを発揮してくれないんだ。しかも悲観的な割に、俺の事は信用し過ぎ安心しきっているのか無防備が過ぎるところもあるんだよな。せめて抵てい抗こうさえしてくれれば……いや、俺が理性を保てばいい話だ。ゆっくり行こう。

　俺は深呼吸して、相手のペースに合わせる優しい婚約者の皮を被かぶった。

　片手でソファーの隣に置いておいた紙袋を引き寄せ、中から隠しておいたリリアナへのプレゼントを取り出す。それをリリアナの目の前に出し、彼女の目を覆っていた手を離した。

「弱音ならいくらでも吐けばいいが、それとは別に元気の出る御守りだ」

「……」

　リリアナは俺の手の上のそれをまじまじと見つめながら、口をぽかんと開けて黙だまり込んでいる。それ以上の反応は無い。

　……な、なんだ？　外したか？　確かに俺はプレゼントのセンスに自信は無いが、これはセンスとかそういう話はあまり関係な……ああそうか！　説明が足りなかったな！

　俺は速やかに説明の言葉を付け足した。

「想いが通じ合ってから渡そうと思っていたから、遅くなったな」

「……」

　おい、まだ黙るのか!?

「て、抵抗しないならつけるからな？」

　さすがに不安が声に表れだしたので咳せき払ばらいをして一つ誤魔化してから、リリアナの左手をとる。

　その瞬間、いきなりリリアナが動き出し俺からプレゼントを奪うばい取ったかと思うと俺の事を突き飛ばした。

　俺は何が起きたかわからなく、突き飛ばされた床にそのまま座った状態でリリアナを見上げる。

「ぇ、あぁあ！　私はなんて事を!?　かくなる上は、切腹!?　絞こう首しゅ!?」

　どうやら完全に無意識下にした事らしく、少し遅れてから慌あわてだした。ただその頰ほおも耳も首元もじわじわと赤みを増していく。

「いやでも違うんです！　違うんですよぉ！　身に付けるのは、あのまだちょっと、心の準備が出来ていないんです！　こ、こん、婚約指輪は死ぬ程嬉しいんですけど、死ぬ程嬉し過ぎて心停止しそうなので、しばらく眺ながめるものにさせてくださいぃ!!」

　リリアナは最後には真っ赤になった余裕の無い照れた顔で叫ぶだけ叫ぶと、部屋を飛び出して行った。

　俺は部屋に取り残され、それから思わず笑う。

「まだ早かったか」

　のんびり行ってやりたいのは山々なんだが、リリアナがどこまで堪たえられるのかわからないな。

　あいつは学園卒業後に結婚式を挙げる時、指輪交換やら誓いの口づけやらで逃げ出さずにやり遂げられるのか。

　とりあえずまた一人になってから顔色忙せわしく真まっ青さおになっているだろうリリアナを探して、立ち直る為の力添えをするかと俺も部屋を出た。

　部屋のすぐ外にはにこにこと笑顔で俺を見る、復帰したリリアナ付きのメイド、シャーリーが居て一度形式的な礼をしてから話し始めた。

「リリアナ様、乙女おとめの顔をして飛び出して行かれましたけれど」

「……変な事はしていないぞ」

「いえいえ、その心配はしておりません」

　していないのか。それはそれで癪しゃくだな。

　信頼されていると言えば聞こえはいいが、手も出せないと馬鹿にされているような気もする。

「今は庭園に行かれたかと。助け船として妹が付いて行きました」

「ティファが。それならいいか」

　俺は急ごうとしていた足を止める。それにシャーリーは首を傾げた。

「追い掛かけないのですか？」

「ティファが行ったなら俺は行かない方がいいだろう。その方がリリアナも落ち着いて話せるだろうしな」

「ああ、効率主義であられる。それで散々拗こじれて来られたのにまだ……」

　皮肉めいた言い方に思わずシャーリーを睨にらむと、シャーリーは何も意に介していないように変わらず笑顔を返して来た。

　言われた事は間違いではない。こういう時はこうすれば何とかなるという表面上の理論的な判断を繰り返した結果、リリアナが精神的に追い詰められてあの事件が起こった。人が表に出さない細かい感情を察するのが苦手な自負はある。だが。

「お前大たい概がいいい性格だな？」

「お褒ほめに預かり光栄です。死なない程度の線引きで言いたい事を言うのが信条ですので」

　相手は選んでいると。余計にいい性格だ。と俺も皮肉を込めて思う。その一方で、俺の事もよくわかっているなと感心した。確かに俺は人前では仕方ないとしても、不敬での処罰は極力したくないと思っている。

　俺はその観察眼を見込んで、シャーリーに意見を詳しく聞かせろと話を掘り下げるのを求めた。

「シャーリーは追い掛けた方がいいと？」

「妹もですが、私の名前も把握されているのですね」

「何を言っている？　婚約者と親しくしている人間を把握しているのは当たり前だろう？」

「それはまた……その愛情をもう少し表に出していてくだされば拗れなかったでしょうに」

　……こいつ、また痛いところを。

　俺からしてみれば、俺が俺なりに愛情を表に出した一度目の経験が大失敗に終わっている時点で、同じやり方をしようとは思えなかった。リリアナまで手放したくなかった。

　とはいえ、別のやり方をするにしてももう少しうまく立ち回りたいとは思うし、反省もしているが。

「いえ、今の私の発言は間違いですね。リリアナ様の中の問題が解決していないのに王子殿下が配慮をしても、結局同じ結果となったでしょう」

「だろうな」

　あれは結局互いの言葉足らずとすれ違いの結果の拗れだ。というかその話はもういい。

「今俺がリリアナを追い掛ける利点を言え」

「それでどれだけリリアナ様が羞しゅう恥ちで苦しまれる事になりましょうとも、追い掛けられた方が愛情を感じますから」

「そうか」

　なら追い掛けるか。

　俺は頷いて、シャーリーを置いて駆け出した。王子が走っている事で周りが色々と混乱しそうだが、それはどうでもいい。そもそもリリアナが先に走って行っただろう時点で気にするだけ無駄だ。

「素直なんですよねぇ」

　後ろから小さく聞こえた声は、悪い意味ではなさそうだが言葉通りに素直に喜ぼうとは思えなかった。




　シャーリーの言う通り庭園に行くと、ティファと一緒に居るリリアナは二人で会話をしていた訳ではなく、その代わりに天に祈りを捧げていた。

　リリアナが真剣に祈りを捧げる姿は初めて見たが、成る程な。聖女と呼ばれる訳だ。曇くもりない純真さがそのまま形に表れたような、真しん摯しな祈り。純白の美。

　引く手数多あまただったろうに、リリアナの中に俺以外の選択肢がなくてよかった。

　歩いて近づいて行くと、ティファが先に俺に気付いて頭を下げた。そのティファの動きによってかリリアナも俺を見て、そしてすぐくるりと背中を向ける。

「逃げるな」

　咄とっ嗟さに命令のように言って止めれば、リリアナはびくりと震えて止まった。怯おびえさせたい訳ではないのだが、今逃げられては意味がないからな。

　ゆっくりと恐る恐る振り返ったリリアナに、小動物を相手にするようにそれ以上は俺も近づかず、約二メートルの距離を保ったままで声を掛ける。

「俺も徐々にを心掛けるつもりではあるが、リリアナも慣れろ」

「え、何を……ですか？」

「俺の行動全般にだ」

　そう、結局俺もリリアナも一人で考えて黙って相手の為にやった行動はまず空回る。そう思うべきだ。口に出し過ぎるぐらいで丁度いいのだろう。

　ティファが音も出さずにそっとその場から歩き去って行くのが見える。フェリシアのメイドをしていた頃から思っていたが、本当に気が利く。

「セス様の存在に私が慣れられる日は来ませんよ」

　恐らくいい意味で言っているのだろうが、リリアナは必死に無理だと訴えて来た。それは俺も困るので少し考える。

「なら堪えろ」

　無慈悲な事を言った自覚はある。リリアナも困った顔をした。

　俺は止めていた足をまた動かし、リリアナの近くまで歩いて行った。リリアナは見るからに動揺し半泣きになっているが、逃げはしなかった。

「結婚するんだろう？」

　目が合う。柔らかい、人を威圧するには向かない優しい穏やかな紫の瞳。滲にじんでいる涙で宝石のように光っている。

　目を逸そらさないまま、リリアナは小さく口を開ける。

「は、い」

　これは、肯定の返事と思っていいだろう。

「堪えるのは得意です」

「いい返事だ。俺も……ああ、なるべくは堪える」

　抱き締めようと伸ばしそうになった手を後ろに回し、俺は何でもないように笑った。

　リリアナは俺の顔を見て、それから意を決したようにずっと手に握っていたのだろう婚約指輪を自分の左手薬指に震える指でつけようとする。しかし手が震えているせいでうまくはめられないらしい。

　俺はリリアナから指輪を取り上げた。

「ああっ！　待ってください、もうちょっとで出来そうでした！」

「そうは見えなかったが？　いい、リリアナが自分ではめようとした時点で俺は満足だ」

　右手ではなく左手につけようとしたのも褒ほめたいぐらいだ。と、俺は思っているのにリリアナは必死で俺の指輪を持っている方の手に両腕を伸ばす。

「じゃあ返してください！」

　俺は自分から近くに来てくれたリリアナの左手を右手で繫つなぐように摑つかんで、それからその薬指にそのまま指輪をはめた。

「俺がつけてやりたくなった」

「そ、う、ですか……」

　真っ赤になったリリアナは、逃げずに笑った。幸せを形にしたような顔で。

　それで結局俺も満足してしまったから、今後の俺達の進展はきっととんでもなく遅いだろう。
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